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　──この世界がコンピュータ・シミュレーションである可能性は、ゼロでは無い──

　俺おれがまだ小学生だった頃ころ、担任の先生がたびたびそんなことを言っていた。

　この世はどこかの誰だれかが作ったコンピュータ・プログラムで、目に映るものも肌はだに触ふれるものも、ゼロとイチの集合体でしかない。その可能性を、我々人類は否定することができない。そう語る先生の熱に浮うかされたような表情を、俺おれは今でもよく覚えている。

　だがその話に興味を持ったかどうかといえば、答えはＮＯだ。宗教心の無かった俺おれにとっては、この世を作ったのが神様だろうと、脂あぶらぎったオッサンだろうと、さしたる違ちがいは無いように思えたのである。

　この世がプログラム？　ゲームの世界みたいに？　ああそう。はいはい。結構じゃないか。

　会社勤めのプログラマーが納期に追われて命からがら作った世界にしては中々の出で来き栄ばえだ。剣けんと魔ま法ほうの大冒ぼう険けんが始まるわけでも、今夜の宿題がなくなるわけでも無い。圧あつ倒とう的てきなリアリティー。完かん璧ぺきに普ふ通つう。ただの〝現実世界〟。俺おれたちにとっては。

　この世界を誰だれがどうやって作ったかなんて、そんなの重要な問題だろうか？　神様じゃ無かったとして、何の問題があるのだろうか？　当時の俺おれはそんな風に思っていた。




　結論をいえば、それはあまりにも大きな問題だった。

　この世を作ったのは、全知全能の神では無かったのだ。

　誤ちという言葉を辞書に持たない、完全無欠で完かん璧ぺきな創造主では無かったのだ。

　そして俺おれは困っていた。今まさに、困っていた。この世界の、完かん璧ぺきじゃ無いところのせいで。

　この世界を作ったヤツが犯おかした、恐おそらくは単純なミスのせいで。




　──パコン。




　後頭部に感じる、軽い衝しよう撃げき。同時に、いつの間にか青一色に染まっていた俺おれの視界が隅すみから順に景色けしきを取とり戻もどし始める。机が、筆箱が、問題用紙が、俺おれの目前に現れる。

　そして鼓こ膜まくを揺ゆらす、教室のざわめき。紙を搔かくシャープペンシルの音。擦こすれる消しゴムの音。コチコチという時計の音。誰だれかの貧びん乏ぼう揺ゆすりの振しん動どう。肌はだを撫なでる風の感かん触しよく。古い木造の、校舎の匂におい。

　俺おれは強く二、三度瞬まばたきしてから、はぁーと長く、溜ため息いきを吐ついた。

　──ああクソ、またやっちまった。

「いつまで時間を浪ろう費ひすれば気が済むんだ、この愚おろか者もの」

　頭上に降ってきた、苛いら立だち混じりの若い女教師の声。顔を上げれば、キッチリとアイロンをかけられたブラウスの上に覗のぞくツンと高い鼻。くっきりと皺しわを刻む細い眉まゆ。切れ長の目。蔑さげすみの視線。声から想像する通りの表情で、担任の西にし崎ざき先生が俺おれの醜しゆう態たいを見下ろしていた。

「いいニュースがある。お前が吞のん気きに固まっている間に四十分が経過した。試験時間は……あと十分だ」

　咄とつ嗟さに隅すみの掛かけ時ど計けいへ目を遣やった。時刻は午後三時十分──おかしい、ついさっきまで二時半そこそこだったはずだ。ついさっきまで。

　それこそ、一いつ瞬しゆん前まで。額からドッと汗あせが吹ふき出でた。

「……気付いていたんならサッサと起こしてくださいよ、西にし崎ざき先生」

「馬ば鹿かを言え、お前ばかり特とく別べつ扱あつかいするつもりは無い。たとえお前がどんな問題を抱かかえていたとしてもな」

　西にし崎ざき先生はそう言うと、フンと冷たく笑って教きよう卓たくへ戻もどっていく。俺おれは焦あせる気持ちを抑おさえて机の上に視線を戻もどし、数学の問題用紙を手に取った。

『問一。表おもてが出る確率が２／５、裏が出る確率が３／５のコインを七枚同時に投げたとき、表おもてが四枚となる確率はいくらか』

　よし、よし、集中しろ──俺おれは念じた。集中して──考えるな。なるべく考えないように、この問題を解くんだ。なるべく頭を使わずに、この問題を解くんだ。

　考えたら、また同じことになる。

　背筋をつーっと、汗あせが伝う。無意識に揺ゆれる膝ひざ。忙せわしなくペンを回す指。そうしてガタガタやっていると、隣りん席せきの女子がペン先で俺おれの脇わき腹ばらをつつき、咎とがめるような視線を向けてくる。

「ちょっと貴方あなた、騒さわがしいですわ。やめていただけませんこと？」

　──そんなこと言われたって、俺おれにどうしろというんだ。そもそも数学の問題を考えずに解くなんて、そんなこと、

「できるわけねぇだろ……」

　大体だ、２／５の確率で表おもてが出るコインって一体なんだ？　どこの国の硬こう貨かだ？　そんなもん作ったヤツは即そつ刻こくクビにしろ。そんでもってそんな不良品を七枚も投げてどうする？　カジノか？　新あら手てのイカサマか？　そんなことしたって結局は警察が──




　パコン。




「手が動いてないぞ、手が」

　先生の声。出しゆつ席せき簿ぼの一いち撃げき。慌あわてて時計を見る俺おれ。三時十五分──クソ！　まただ！

　また頭を使っちまった！　しかもこんな、余計なことに……！

「これ以上赤点を取ったらどうなるか、お前もわかっているだろう？」

「わ、わかってます！　わかってますから、俺おれを焦あせらせないでください！」

「おっとこれは失礼。では静かにしているから、ゆっくり『考えて』くれたまえ」

「ああもう！」

　俺おれは問題用紙を睨にらみつける。その向こうにある答案用紙は名前以外何も書かれちゃいない。まるで俺おれの頭の中みたいに、真っ白だ。

　無意識に左手が髪かみを弄いじる。ガシガシと乱雑に、脂あぶら汗あせにじっとりと湿しめった髪かみを。同時に無意味な悪態が口から漏もれ、横の女子はまた不ふ機き嫌げんそうな声を上げる。

　問題はきっと、簡単なはず。なんたって第一問。口の悪い西にし崎ざき先生も、初しよっ端ぱなから難問をふっかけるほど性しよう悪わるじゃ無い。これはきっと初歩中の初歩。だからそんなに頭を使わなくても解けるはずだ。

　考えろ。できるだけあっさりと考えろ。しれっと、ほんの少し。だってそう、俺おれには他に道が無い。

　考えることのできない俺おれには。頭を使うことのできない俺おれには。

　表が２／５、裏が３／５。想像の中でコインを無数に投げ上げる。裏裏表おもて、裏表おもて。チャリチャリとバーチャルな音。散らばるコイン──よし、よし！　あとはこれを足したり引いたりすれば、足したり、引いたり、裏裏表おもて、裏表おもて……

　そして青一色に染まる、俺おれの世界。

　ほんの一いつ瞬しゆんの、何もない、無音の世界。

　それから感じた、三度目の衝しよう撃げき。現実に引ひき戻もどされた俺おれの耳が捉とらえたのは、今まさに鳴り止やもうとしているチャイムの音。七つ目の赤点をあざ笑うかのような、そんな音だった。

「採点が楽で助かるよ、〝バグ持ちアブノーマル〟の蜂はち賀がくん」

　先生が言った。俺おれにはもう、怒おこる気力も湧わかなかった。







『神は実在した。観測及および実験結果を含ふくむ以下四十二項こう目もくの科学的根こん拠きよに基もとづき、我々は我々の生きるこの世界を外的存在が何らかの目的を持ってコンピュータ上に構成したシミュレーション・プログラムであると断定する』──海外の研究機関がそんな論文を発表したのが今から五年前。当時は教師の妄もう言げんと同様に一いつ笑しように付されたこの論文も、今では世界の真実として教科書に掲けい載さいされるまでに至っていた。

　その理由はプログラムにつきものの欠けつ陥かん、〝バグ〟の存在だった。文明の発展とともに自己拡張を続けたこの世界は、ある日突とつ然ぜん複雑性の限界に達し、あちこちで機能異常を抱かかえた人間を生み出し始めた。例えば俺おれ、今しがた数学の定期試験に泣いた俺おれもそういった〝バグ持ちアブノーマル〟の一人である。

　俺おれの名前は蜂はち賀が直なお哉や。〝極きわめて不健全〟と評されたオブジェクトの一つ。『頭を使いすぎるとフリーズする』という奇き妙みようなバグを抱かかえた、男子高校生。

　そして俺おれたちは認めざるを得なくなった。この世界がプログラムであることを。不完全で間ま違ちがいだらけの世界であることを。そういう世界に、俺おれたちは生きていた。
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「ハァー……」

　と、何度目かわからない溜ため息いきが無意識に漏もれ出る。帰宅途と中ちゆうの電車内、俺おれは力なく吊つり革かわにぶら下がりながら、いつも以上にじめじめと憂ゆう鬱うつな気分に浸ひたっていた。

　原因は例の赤点と、そのあとに待ち構えていた担任教師の説教──西にし崎ざき先生は今期四度目の零れい点てんを叩たたき出だした俺おれを職員室へ呼び出し、開かい口こう一番こう叱しつ責せきした。

「喜べ蜂はち賀が、このままだとお前は退学だ」

「そんな！　ちょっとは大目に見てくださいよ西にし崎ざき先生！」

「駄だ目めだ。再三警告しただろう？　これ以上赤点を重ねるようならこの学園にお前の居場所は無いと。それなのによくもまあ飽あきもせず白紙の答案ばかり量産しおって。名前を書くだけで褒ほめられるのは幼よう稚ち園えんまでだぞ？　わかってるのか？」

「わ、わかってますよそんなことくらい！　でも仕方がないじゃないですか、俺おれは頭がバグっちまってるんですから！　後ご生しようです、先生、お願いです！　ただでさえ〝バグ持ちアブノーマル〟なのに高校も卒業できないとなったら、俺おれの将来は……！」

　俺おれは必死に頭を下げた。勿もち論ろん土ど下げ座ざ。人生最大の危機を前に最も早はや恥はじも外がい聞ぶんも無い。だが頭のてっぺんに刺ささる先生の視線はあくまで冷たく、細ほそ脚あしを包むピンヒールは本当に頭を串くし刺ざしにしてしまいそうな雰ふん囲い気きだ。

「駄だ目めだ駄だ目めだ。貴き様さまのバグには同情するが、それでも勉学という道を選んだのはお前自身だろうが。全く、大人おとなしく部活を続けていればよかったものを。そうすれば成績が悪くとも進級することくらいはできただろうに」

　言いながら、先生は指先で事務机を叩たたく。トントントントン、まるで心臓に穴を穿うがたれるような感覚で、俺おれは言葉を返すこともできなかった。

「蜂はち賀が、このまま何もしないでいるわけにはいかないぞ？　勉強でもスポーツでもなんでもいい、評価に値あたいする実績を残せば進級、そうでなければサヨウナラ。それがウチの掟おきてだ。剣けん道どう部に戻もどるつもりが無いのなら悪いことは言わん、何か別のことを始めろ。このまま授業を受けていても、お前には馬の耳に念仏なんだから」

「でも先生、何をしたらいいかなんて俺おれには……」

「『何も思い付かない』と？　だがそれを考えるのは学生たるお前の仕事だ。委員会活動でも社会奉ほう仕し活動でもなんでもいい、『俺おれはこれを成なし遂とげたんだ』と胸を張れる何かが無ければ、お前は本当に退学だ」

　視線と同様、先生は声まで冷たい。先生は黙だまり込こむ俺おれをしばらく見み詰つめ、最後にこう告げた。

「せめてもの情けだ、少しだけ時間をくれてやる。二週間、よーく考えろ。自分がこれから何を成なすのかを。もう一度言うが、お前がどんなバグを持っていたとしても考えるのは──」




「……しっかし、考えろと言われてもなあ」

　それができれば苦労はしない。と、一人文句を言ってみる。目の前に座すわっていた中学生が怪け訝げんそうな視線をチラリとこちらへ向けた。

　これが、俺おれの困りごと。俺おれは今、頭に抱かかえたバグのせいで退学の瀬せ戸と際ぎわに立たされていた。

　物事を深く考え過ぎると、思考アルゴリズムがデッドロックを引き起こす──俺おれがそんなバグを発現したのは、今から四年前。他のバグ保有者が皆みなそうであったように、なんの前まえ触ぶれも無く、俺おれは考える力を失った。

　思考できないというのがどれほど恐おそろしいことか。その衝しよう撃げきは、核かく爆ばく弾だん並みの破は壊かい力を持って俺おれの人生を崩ほう壊かいさせた。テストを受ければ赤点必至、買い物したって釣つり銭せん計算すらままならない。無む論ろん成績は下の下の下まで急降下というわけで、十二歳さいの夏、俺おれは医者を目指す天才少年からスポーツバカの脳のう筋きん野郎へと路線変更を余よ儀ぎなくされた。

　で、話はそれだけに留とどまらない。脳のう筋きん野郎として起き死し回かい生せいを図った俺おれは、気晴らし程度にやっていたはずの剣けん道どうへ全力を捧ささげ、見事特待生としてこの私立学園へ潜もぐり込こむことに成功した。しかし知ち恵えを絞しぼった戦い方が一切できないので、その限界すらもすぐにやってきたのだ。

　一ヶ月前のことだ。入学してから三度目の地区大会、中学時代に全国制せい覇はを成なし遂とげた俺おれがまさかの一回戦敗退を喫きつし、その相手が二回戦で負け、更さらにその相手が三回戦でズタボロにやられたのを見て、俺おれは嫌いや気けが差して剣けん道どう部を辞やめた。

　先生には「考え足らずの愚ぐ行こうだ」と非難されたが、そもそも俺おれには考える頭が無いのだから仕方が無い。それに続けていてもいつかは特待生資格を剝はく奪だつされていたことだろう。で、大人おとなしく授業を受けて赤点を連発した結果、今日きようの説教に至る、というわけだ。

「退学か……」

　全く、なんでこんな不運に見み舞まわれちまったんだか。

　原因は全て、創造主のうっかりミス。がっくりとうなだれながら、見るともなしに正面の窓へ目を向けた。鏡のように車内を映すそのガラス面には、陰いん鬱うつそうな男の顔。

　小さなバツ印が、泣きボクロのように頰ほおの頂点に浮うかんでいた。

　このマークは〝バグ持ちアブノーマル〟の証あかし。そしてこの世界がプログラムであると断定できた要因の一つである。目的は不明ながら、俺おれたちを取り巻くプログラムは異常をきたしたオブジェクトに小さな識しき別べつ子しを残すのであった。さながら、失敗作の烙らく印いんを押おすが如ごとく。

「ハァ……やってられねえよ、ホント」

　しかし文句ばっかり言ってはいられないのもまた事実。〝バグ持ちアブノーマル〟の上に高校まで中退したとなったら、俺おれの人生にはいよいよ未来が無い。

　……それに、実のところ俺おれの困りごとは一つでは無かった。このまま手をこまねいていたら第二の悩なやみが俺おれの時間と脳のう味み噌その余よ裕ゆうを奪うばいにやってくるかもしれない。ただでさえどちらも少ないのだから、どうにかそれだけは避さけなければならなかった。

「ああもう、何か考えねえと。これからどうするか。フリーズしないように、いつも通り、ほんの少しだけ──」

　勉強はからきし。運動もイマイチ。じゃあどうする？　頭を使わなくてもできること。何か単純なこと。芸術もダメ。音楽もダメ。ならいっそゴミ拾いでもするか？　単純単純。街中ピカピカになるまで拾い尽つくせば西にし崎ざき先生もニッコリ満足するだろう。きっと。多分。恐おそらく……

　アレ？　でもどうしたら俺おれがやったと気付いてもらえる？　ゴミに名前でも書いておくか？　ついでに住所と電話番号も……アレ？　それだとなんだか俺おれが捨てたみたいに思われないか？　アレ？　あれれ──




　まあ、上う手まくいくはずも無い。俺おれの目は再びブルー・スクリーンを映していた。

　これが、俺おれのバグ。こうなるともう自力ではどうすることもできない。外から刺し激げきを加えられるまで、俺おれは固まり続ける。そしてどれだけ長くフリーズしていても、体感時間ではほんの一いつ瞬しゆん。目を覚ませば、そこに残るのは人生の一部を無む駄だにした後こう悔かいと、創造主への恨うらみだけ。

「……最悪だ。全く、最悪の世界だ」

　寝ね返がえりを打ちながら、俺おれはそう呟つぶやいた。




　……ん？

　寝ね返がえり？

　どうして俺おれは寝ね転ころがっているんだ？

　そして頭の下の、この感かん触しよくはなんだ？

　妙みように柔やわらかくてふんわりと温かい、この感かん触しよくはなんだ？




　俺おれは今ひとつはっきりしない眼めで自分の頭を乗せているモノを見た。白くて細い太ふと腿もも。スカートとの境目あたりに、例のバッテンマークがあった。

　俺おれは頭を上げた。俺おれの目に、小さな女の子の、ちょっと不敵な笑え顔がおが見えた。

　そう、高等部の制服を着た、小学生くらいの女の子。

　見み飽あきるくらいに見知った、前まえ髪がみパッツリの少女の笑えみが。

「何がそんなに『最悪』なのかな？　せっかく膝ひざ枕まくらまでしてあげたのに」

　女の子は言った。終点の駅、誰だれもいない車内で。啞あ然ぜんとする俺おれに向かって。

「心配するな、蜂はち賀が直なお哉や。わたしが君の助けになるぞ、超ちようＡ級の〝バグ持ちアブノーマル〟くん」

　そして俺おれは思った。改めて。ああ──




　最悪だ。
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　柔やわらかそうにフヨフヨと泳ぐ黒い猫ねこっ毛け。前まえ髪がみはパッツリ二つ分け。身長は俺おれよりも頭二つほど低いだろうか。いかにも軽そうな細っこい手足に丸みを帯びた頰ほお、クリクリとした大きな両目が容姿の子供っぽさを殊こと更さら強調している。

　見る人が見れば犯罪者としか思えないだろう。終点から折り返してようやく辿たどり着ついたボロアパート、一人暮らしの下宿、夜もそれなりに遅おそい時間、

　俺おれは電車で出会ったその女の子を自分の部屋に連つれ込こんでいた。

　……いや、『連つれ込こんだ』というのは語ご弊へいのある表現だ。断ってもどうせついてくるだろうから、俺おれは黙だまってやりたいようにやらせただけだ。

「これが君の家か……なんというか狭せまいな！　ウサギ小屋みたいだ！」

　部屋に入るなり、件くだんの女の子はそんなことを叫さけびながら隅すみに畳たたんであった布ふ団とんへと飛び乗った。遠えん慮りよする様子などどこにも無い。安物の化か繊せん布ふ団とんをゲシゲシと踏ふみしめながら、物もの珍めずらしそうに部屋の中を見回している。

　……それから、コイツを女の子女の子とまるで子供のように呼ぶのも語ご弊へいのある表現だろう。見た目は確かに小学生。幼く見えるとかそういう問題ではなく、今は本当に小学生の姿をしている。が、見た目通りの扱あつかいが相応ふさわしいわけでも無いのだ。

　この見た目も、いわば世界の不具合の産物なのである。

　動く度たびに揺ゆれるスカート。その度にチラチラと覗のぞく太ふと腿ももには俺おれの頭を乗せていた痕あとが未いまだに赤く残っている。その側に、例のマークはあった。

「……袖そで森もり、先に言っておくぞ」

「ん？」

　布ふ団とんの上の女の子──袖そで森もり今いまは腰こしに手を当てたまま、首だけ捻ひねってこちらに視線を寄よ越こした。顔には期待を込こめたようなニヨニヨ笑い。まるで餌えさを前にした猫ねこ。小こ憎にくたらしいとはまさにこのことだろうか。俺おれは負の感情に突つき動うごかされるがまま、ハッキリと告げた。

「断る」

「なっ！　わたしはまだ何もお願いしてないぞ！」

　袖そで森もりは慌あわてた様子で布ふ団とんから飛び降りる。それから四よつん這ばいになってちゃぶ台側に腰こしを下ろした俺おれに詰つめ寄より、広いデコを向けて嚙かみつくように言った。

「っていうか、さっきからその言こと葉ば遣づかいはなんだい蜂はち賀が！　仮にもわたしは先せん輩ぱいだぞ！　タメ口なんてあんまりじゃないか！」

「なら敬語で言ってやろう、袖そで森もり先せん輩ぱい。断ります。お引き取りください。どうせまた勧かん誘ゆうに来たんだろう？　オマエのその、ナントカ委員会とかいうやつに」

「そうだ。福ふく祉し美化委員会──通つう称しよう、ＦＢＩに」

　袖そで森もりは一いつ旦たん体を引き、膝ひざ立だちになって平らな胸を俺おれの鼻先に向けた。その頂点にあるのは黄色い大きな缶かんバッジ。マジックでアルファベットが三文字、ＦＢＩと手書きされている。

　福祉美化委員会ＦＢＩ──袖そで森もりが委員長兼けん唯ゆい一いつの委員を務める、小さな小さな委員会の名だ。

「歓かん迎げいするよ、蜂はち賀が。君にもそろそろ興味が湧わいてきたんじゃないかな？」

「やめてくれ。興味なんか無いしオマエに付き合う暇ひまも無い。袖そで森もり、オマエも俺おれの置かれた状じよう況きようはわかってるだろ？」

「勿もち論ろん、だからこそこうして君を誘さそいにきたんだ。蜂はち賀が直なお哉や、パターンNo.564330『考えごとをすると異常停止する』バグ、重じゆう篤とく度はＡ＋＋、〝極きわめて不健全〟──」

　と、袖そで森もりは何な故ぜだか得意気に無い胸を張って言葉を続ける。

「──バグの発現は四年前、算数のテスト中。識しき別べつ子しの位置は左頰ほお。〝バグ持ちアブノーマル〟であることを公言済みカミングアウト。城しろ峰みね学園高等部一年Ｃ組に在ざい籍せき。身長一七六センチ。体重六十七キロ。恋れん愛あい経験ゼロ。巨きよ乳にゆうフェチ。好きなカップ数はＪカップ。でもってそんな巨きよ乳にゆうの女の子を麻あさ縄なわで縛しばるいかがわしい画像が携けい帯たい電話にたくさ……」

「オイ！　なんでそういう余計なことまで知ってやがる！」

「そりゃあ福祉美化委員会ＦＢＩの委員長だからね、学園の〝バグ持ちアブノーマル〟のことなら大体なんでも知ってるぞ。で、ここからが重要だ。君は今、部活動を辞やめたせいで退学の危機にある。代わりに何か実績を残さなければ、『君の居場所はここには無い』。そこでわたしの提案だ。蜂はち賀が、わたしの委員会に入ろう！」

　ビシッと、音でもしそうな勢いでぷっくりとした人差し指が向けられる。俺おれの小指くらいしかないので威い圧あつ感は無い。が、俺おれはちょっと身を仰のけ反ぞらせて言った。

「……入って、何をする？」

「勿もち論ろん、福祉美化委員会ＦＢＩの活動だよ。献けん身しん的社会奉ほう仕し活動。助けるんだ、わたしと一いつ緒しよに──」

「──〝バグ持ちアブノーマル〟を、か？」

　俺おれが言うと、袖そで森もりは満足そうにまたニヨニヨと口こう角かくを上げた。

「君みたいに困った〝バグ持ちアブノーマル〟は学園にもいっぱいいるからな。どうだい、わたしと一いつ緒しよに皆みんなの悩なやみを解決しようじゃないか。そして君は実績を作るんだ、進級に足る実績を、委員会活動で。すごいだろう、完かん璧ぺきな計画だ！」

　完かん璧ぺきな計画、ねえ。

　無意識に口から空気が漏もれ出た。そりゃもう、肺が空っぽになるんじゃないかってくらいに。

「……なんだいその溜ため息いきは」

「いや、至し極ごく真っ当な反応だと思うぞ、俺おれは」

　言いながら、俺おれは袖そで森もりの人差し指を払はらいのけた。

「なあ、一体何度目だ？　オマエとこんなやりとりをするのは」

「……四回目くらい？」

「十五回だ！　オマエに出会ってからこの一ヶ月で、十五回！　そんでもって俺おれは十五回同じ質問をしてきた。もう一度聞くから、正直に答えろ。オマエはどうして俺おれなんかを仲間に引き入れようとする？」

「い、言っただろう！　それは君を助けるためであって、他に目的なんかは……」

「袖そで森もり！」

　俺おれは狭せまい肩かたを両手でガッシリ摑つかんだ。袖そで森もりは「ひうっ」と一言、体を震ふるわせ、それから目線を明後日あさつての方向へ泳がせる。

「オマエが俺おれを誘さそうのは、俺おれしか仲間になってくれそうなヤツがいないからだ。潰つぶれかけのオマエの委員会に入ってくれそうなくらい、切せつ羽ぱ詰つまったヤツが。違ちがうか？」

「ち、違ちがうよっ！　全然違ちがう！　……ま、まあ確かにちょっとはそういうつもりもあったけど……」

「ハァー……」

　つまり、これが俺おれの第二の困りごと。今の俺おれと同じように学園から消え去ろうとしている委員会を救う救世主として、妙みような先せん輩ぱいに目を付けられたこと。

　袖そで森もり今いまという、〝バグ持ちアブノーマル〟の先せん輩ぱいに。

「袖そで森もり、何度誘さそわれても答えは同じだ。考える能力の無い俺おれに何ができる？　ただでさえ自分のことでイッパイイッパイなのに、〝バグ持ちアブノーマル〟の世話なんかできるわけ無いだろ」

「いーや君ならできる！　たとえテストで零れい点てんしか取れなくても、君ならきっと、恐おそらく、多分……ちょっとくらいなら……」

「それに、そもそもオマエの活動はくだらないんだよ。学園中の〝バグ持ちアブノーマル〟を救うだのなんだのと言うことだけは立派だが、やってることはただの小間使いじゃないか。あれしきのことで実績作りだなんて、妄もう言げんも大たい概がいにしてくれ」

「じゃ、じゃあ他に何か考えはあるのかい!?　君が退学を免まぬがれるような計画は!?」

　袖そで森もりは身を捩よじりながら必死の声こわ音ねでそう叫さけぶ──今度は俺おれが視線を逸そらす番だった。

「それは……これから考える」

「考えたって出てくるわけ無いだろ！　君は頭がバグってるんだから！」

　と、袖そで森もりの無む慈じ悲ひな言葉が俺おれの脳のう味み噌そに反はん響きようする。一いつ瞬しゆんの隙すき。そこを突ついて袖そで森もりは俺おれの手から抜ぬけ出だし、決意の表情を作って俺おれに向けた。

「大人おとなしくわたしの委員会に入ってわたしを助けろ、蜂はち賀が直なお哉や！　わたしにもあと二週間しか残されてないんだ！　二週間以内にメンバーが増えなきゃ福祉美化委員会ＦＢＩは廃はい止しだ！　君しかあてはない！　逃のがさないぞ！」

「逃のがさないって、どうするつもりだ？」

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんな君に、選ばせてやるっ！」

　まるで悲鳴のような声を上げる袖そで森もり。次の瞬しゆん間かん、袖そで森もりはスカートの留め具に手をかけた。

　華きや奢しやな脚あしを伝ってハラリと畳たたみへ落ちるスカート。露あらわになる太ふと腿ももと、例のマーク。それから、直視を躊躇ためらうピンクの布地。小さなリボンと、クマのプリント──

「おまっ！　何やってんだ人ん宅ちで！」

「大だい丈じよう夫ぶ、だいじょうぶ、わたしは恥はずかしく無い、こんな体じゃ恥はずかしがる方が変だ……」

　なんて言いながら、顔を真まっ赤かにしてプルプル震ふるえる袖そで森もり。袖そで森もりはそれから、いつの間にか手にしていた携けい帯たい電話を俺おれに向けた。

「君が誘さそいを断るなら、わたしは警察を呼ぶぞ！　小学生に乱暴したと知れたら君はどちらにしろ退学だ！　さあ選べ！　今退学になるか、わたしと一いつ緒しよに最後の望みに賭かけるか！」

「この！」

　俺おれは袖そで森もりを取とり押おさえようと再び手を伸のばした。が、袖そで森もりは小さい体ですばしこく逃にげ回まわり、俺おれは焦あせりのあまり脱ぬぎ散らかされたスカートに足を滑すべらせてその場に引っ転んだ。ちゃぶ台の角に頭を強打して悶もだえる俺おれと、壁かべにへばりついて一一〇番をダイヤルする袖そで森もり。騒さわがしさに耐たえかねたのか、隣となりの住人がドンと壁かべを叩たたいた。
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「猶ゆう予よは無いぞ！　まずは体験入会でもいい、わたしに手を貸せっ！」

　絶ぜつ叫きようする袖そで森もり。呼応するように、反対側の住人も壁かべを殴なぐる。このままだとマズイ、どうにかしないと。袖そで森もりの提案を受け入れるか？　いや、こんな風に乗せられるのは癪しやくだ。なんとかして袖そで森もりを押おさえつけないと。だがどうやって？　ああ、チクショウ──




　目を覚ますと、あたりは既すでに明るくなっていた。フリーズから起こしてくれたのは、念のためにとポケットへ入れたままにしている携けい帯たい電話のバイブ機能。時刻を確かく認にんすれば、八時丁度。

　携けい帯たいは一通のメールを受け取っていた。

『沈ちん黙もくは肯こう定ていとみなそう。早さつ速そく今日きようにでもわたしの活動を体験してもらうから、そのつもりで。Ｐ．Ｓ．忘れ物を持ってきてもらえると嬉うれしい』

　……アイツも余よ程ほど慌あわてていたのだろうか。足元を見ると、皺しわくちゃのスカートがそのままの姿で転がっていた。







「──今日きようの授業はここまでだ。わからないところがあったらあとで聞きに来い。勿もち論ろん、わかろうとする意志があればの話だが」

　西にし崎ざき先生はそう言って午前最後の授業を打ち切った。同時に昼休みを告げるチャイムが鳴る。クラスの皆みんながバタバタと昼ひる飯めしの準備をする中、俺おれは一人静かに机へ突つっ伏ぷした。

　いつもなら俺おれも菓か子しパンの一つくらい齧かじるところだが、今日きようは嫌いやに食欲が湧わかない。理由は言わずもがなだろう。退学と袖そで森もり、二つの悩なやみが空っぽの頭をグルグル巡めぐってすっかり気分が滅め入いってしまった。オマケに解決策なんか一つも思い付かないわけだから、

「最悪だ、最悪の気分だ……」

「あら、何がそんなに『最悪』なんですの？」

　声に反応して顔を上げる。隣りん席せきの女子が丁度、自分の机を俺おれの席へくっつけたところだった。

「もう少しシャキッとしていただけませんこと？　そうジメジメされると折角のお昼ごはんが不ま味ずくなってしまいますわ」

「そうは言ってもよ、日ひ出じ宮みや……」

　日ひ出じ宮みや美み月つき──袖そで森もりを除けば唯ゆい一いつといっていい、俺おれの話し相手。いささか整い過ぎた顔立ちと金持ちらしいオーラで威い圧あつ感を振ふりまく、クラスメイトの女子生徒。

　日ひ出じ宮みやは綺き麗れいに包まれた弁当箱を取り出し、小さく手を合わせた。

「そういえば貴方あなた、昨日きのう西にし崎ざき先生に呼び出されていましたわね。一体どんなお話でしたの？」

「大したこと無い。ただ、俺おれはもうじき退学らしい」

「そうなんですの？　まあ、今いま更さらといえば今いま更さらですわね」

　と、反応はそれだけ。日ひ出じ宮みやは白しろ飯めしをほんの僅わずかに箸はしに取って口へ運んだ。

　俺おれはそれから昨日きのうの説教を搔かい摘つまんで日ひ出じ宮みやに話した。日ひ出じ宮みやは視線も相あい槌づちも寄よ越こさずにただ黙もく々もくと箸はしを動かし続け、話が終わると一言だけ言葉を返した。

「それで、何か考えはありますの？」

「無い。はっきり言って、思い付く見み込こみも無い」

「それでは貴方あなたとこうしてお昼を食べるのももうすぐおしまいですわね。短い縁えんでしたけど、新天地でも頑がん張ばってくださいまし」

「なんだよ冷たいな、俺おれとオマエの仲だろう？　少しは残念がってもいいだろうが」

「そうですわね。こうしてお昼を一いつ緒しよに食べるだけの仲ですものね」

「……ああそうだよ。一いつ緒しよに昼ひる飯めしを食うだけの仲だ。一人ぼっちの人間同士な」

　とまあ、日ひ出じ宮みやとの関係は中々不思議なものだ。クラスメイト以上、友人未満。この付き合いが始まったのも僅わずかに一ヶ月前、俺おれが部活をやめ、それまで特待生特権で免めん除じよされていた授業に顔を出すようになってからのこと。隣りん席せきのよしみで昼時に多少の会話をするだけの仲である。

　バグを発現してから変わってしまったことがもう一つある。俺おれはすっかり、友達付き合いというものをしなくなっていた。

　バグに追われてそんな暇ひまは無かったという事情もあったが、変な同情を買いたく無かったというのが俺おれの中では一番の理由だった。だからこそつっけんどんな日ひ出じ宮みやとは奇き妙みような縁えんができたのだが、今となっては会話をする相手もコイツ以外にはあと一人という有あり様さまだった。

　寂さびしいかと問われれば、不思議とそういう感情は持ったことが無かった。それでも俺おれは自然と、あの太ふと腿ももの付け根のバツ印を思い返していた。

「……日ひ出じ宮みや、袖そで森もり今いまっていうヤツを知ってるか？」

「袖そで森もり？　存じませんわ。同級生ですの？」

「いや、一個上の先せん輩ぱいなんだが……知らないならいいや」

　俺おれがそう言うと、日ひ出じ宮みやは少しムッとした表情を作って俺おれに向けた。

「なんだか変な気分ですわね、貴方あなたが他の方の話をするのは。一体どんな方ですの？」

「……一言で言えば、同類の人間だ」

「わたくしたちと？」

「ああいや、友達がいねえって意味じゃねえよ。それもそれで間ま違ちがいじゃねえんだろうけど、袖そで森もりは俺おれの同類、要するに〝バグ持ちアブノーマル〟だ」

「〝バグ持ちアブノーマル〟……」

　日ひ出じ宮みやは眉まゆを顰ひそめ、どういうわけか俺おれの目から視線を逸そらした。そしてそんな日ひ出じ宮みやの耳元へ、一人の女性が唇くちびるを寄せた。

「──その男にいろいろ聞くよりは、実際見てみた方が早いんじゃないかな？」

　驚おどろいた様子で勢いよく振ふり向むく日ひ出じ宮みや。その目線の先には、高等部の制服が似つかわしくない大人おとなびた風ふう貌ぼうの女性。そう、子供っぽさなどどこにもない。スラリと背が高く、目元に妖よう艶えんな色っぽさを漂ただよわせ、色白で、前まえ髪がみはパッツリ二つ分け。その人物に向かって、俺おれは言った。

「まーた一段と様変わりしたな、袖そで森もり。今のオマエは何なん歳さいくらいだ？」

「ふむ。多分二十代半ばくらいだろう。急に背が高くなると落ち着かないから嫌いやだよ」

　袖そで森もりはそう言って日ひ出じ宮みやの側を離はなれる。長い髪かみに頰ほおを撫なでられ、日ひ出じ宮みやは間の抜ぬけた表情で俺おれと袖そで森もりの顔を交こう互ごに見つめていた。

「さて蜂はち賀が、お迎むかえだよ。毎日こうやって邪じや魔まされたく無かったら早く立ってくれたまえ」

「……仕方ないな」

　舌打ち一つ、俺おれは袖そで森もりの手を取って立ち上がる。その感かん触しよくも、昨日きのうとはまるで違ちがう。ぷくぷくとした心地ここち良よい柔やわらかさはどこへやら、今は肉付きの悪さが災わざわいして少しばかり骨ばった感かん触しよくがしていた。

「賢けん明めいな判断だ。それでは早さつ速そく……と、その前に君のご友人にちゃんと挨あい拶さつをしておこうか」

　袖そで森もりは満足気にそう言うと、改めて茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態の日ひ出じ宮みやに顔を向けた。

「わたしは袖そで森もり今いま、蜂はち賀ががこれから所属する福祉美化委員会ＦＢＩの委員長だ。覚えておいておくれ。ま、バグのせいで毎日見た目が変わってしまうから難しいかもしれないけどね。とにかく以後よろしく頼たのむよ、〝日ひ出じ宮みや美み月つきちゃん〟。少し、蜂はち賀がを借りるよ──」




「なんだか変な気分だよ、君がああして可愛かわいい女の子と仲良くお喋しやべりしているところを見るのはね。わたしにはいつも冷たいことしか言わないのに」

　袖そで森もりはそう言って小さく笑えみを浮うかべる。恐おそらく本人はいつもの調子なのだろう。しかし今の見た目だと袖そで森もりらしからぬ憂うれいがそこから垣間かいま見みえて、俺おれは不覚ながら少しドキッとした。

「しかし日ひ出じ宮みやちゃんか。なんというか、彼女かのじよほど君に似合わない人もいないだろうね。一体どんな手を使って彼女かのじよのハートを射止めたんだい？」

「茶化すなよ、袖そで森もり。俺おれとアイツはただ一いつ緒しよに昼ひる飯めしを囲むだけの仲だ。お互たがい他に退たい屈くつしのぎをする相手もいないからって、それだけの理由でな」

「でも、その唯ゆい一いつの相手に君を選んだというのは不思議な話だよ。日ひ出じ宮みやちゃん、君と違ちがって皆みんなから好かれていそうなのに」

「そこは俺おれにも疑問だ。ただまあ、資産家一族で爺じいさんが政治家、オヤジが市長、叔お父じが警察署長なんていうお嬢じようサマだ。見た目が見た目だから男連中にはそれなりに人気があるみたいだが、脳のう味み噌そのある人間にはハードルが高い相手なんだろうよ」

「なるほどね。で、そういう心配をする脳のう味み噌その無い君だけが無ぶ遠えん慮りよにもお近付きになってしまったというわけだ」

「悪いかよ。というか、そんなことよりオマエにこれを返しておかないと」

　俺おれはそう言って、左手に握にぎりしめていた紙かみ袋ぶくろを袖そで森もりに差し出した。中身は例の忘れ物。「ありがとう」と一言、袖そで森もりは手を伸のばす。が、俺おれは既すんでのところで一いつ旦たん紙かみ袋ぶくろを引ひっ込こめた。

「ところで、オマエは昨日きのうどうやって帰ったんだ？　こんなもん人ん宅ちに脱ぬぎ散らかして」

「……君は乙女おとめにこれ以上恥はじを重ねろと言うのかい？」

「乙女おとめという歳としでは無いだろ、今のオマエは」

「失しつ敬けいな！　見た目がこんなでも実年ねん齢れいはちゃんと十七歳さいなんだからな！」

　そう言って、袖そで森もりは俺おれの手から紙かみ袋ぶくろを引ったくった。

　昨日きのうは子供、今日きようは大人おとな。そう、今のコイツは身みの丈たけも俺おれとコブシ一つ分くらいしか変わらないのである。

　袖そで森もりのバグも俺おれと変わらず厄やつ介かいなものだ。『成長』を制せい御ぎよする機能に不具合を抱かかえているらしく、毎晩十二時キッカリに肉体の成長度合いが変わる。変化幅はばは前後十年ほど、幼女から二十代まで、まるで別人のように姿すがた形かたちが変わってしまう。変わらないところと言えば三つだけ。二つ分けの前まえ髪がみと、太ふと腿もものマーク、それから……

「……変なことには使って無いだろうね？」

　紙かみ袋ぶくろの中身を確かく認にんしながら、袖そで森もりは言った。

「安心してくれ。あんなものに欲情するのはよほどの変態だけだ」

「な、なんだか嫌いやな言い方だなぁ……十歳さいのわたしでもわたしはわたしなのに。それじゃあちなみに聞くけど、今のわたしはどうなんだい？」

　袖そで森もりは足を止め、俺おれに向かって胸を反そらす。スリムで背の高い、くびれの綺き麗れいな、どこまでも肉付きの良くない体。だから俺おれはその足りないところに視し軸じくを留とどめ、こう答えた。

「ちゃんと出るところが出たらな。ま、大人おとなになってもそれじゃあ希望は無さそうだが」

　瞬しゆん間かん、顔面に紙かみ袋ぶくろが飛んできた。

「失礼だぞ！　気にしてるのにっ！」

　そう叫さけんで平らな胸を押おさえる袖そで森もり。そうこうしている内に、俺おれたちは目的の美術部室に辿たどり着ついた。




「さてと、君に見せるのならまずはここだろう。なんといっても彼女かのじよのバグは特とく徴ちよう的だ。驚おどろく準備はしておいておくれよ？」

　そう言うと、袖そで森もりはノックもせずに扉とびらを開け放つ。目に入るのは、密林のごとく立ち並ぶ絵画やイーゼル、彫ちよう刻こくの数々。外光を取とり込こむ大窓がなければ、倉庫と言われても疑問を持たなかっただろう。そしてその大窓の側に、目的の人物はいた。

「百どう々どうちゃん、調子はどうだい？　順調かい？」

「…………少し遅おくれてる。から、あんまりよくない」

　小こ柄がらで袖そで森もり同様起き伏ふくの少ない体たい軀く、色白の肌はだ、眠ねむそうな半開きの眼め──百どう々どうと呼ばれたその女子生徒は、一いつ心しん不ふ乱らんに手を動かしながらボソボソとそう答えた。

　どうやら創作活動の最中らしい。片かた腕うでに接着剤ざいのペール缶かんを下げ、巨きよ大だいなオブジェと向かい合っている。折れ曲がったハンガーや割れた鏡、錆さびついた自転車の部品などが人の顔を模して貼はり合あわされた、奇き妙みようなオブジェだ。

　前衛芸術とか現代美術とか、恐おそらくそういう類たぐいのものだろう。今の俺おれには一目見ただけでフリーズを起こしかねない危険なシロモノである。だから俺おれはこのオブジェを極力視界から除外し、もっと奇き妙みようなモノ、百どう々どう本人に意識を向けることにした。

「…………ところで、そこの人は、だれ？」

「彼かれは蜂はち賀が直なお哉や。福祉美化委員会ＦＢＩに勧かん誘ゆう中でね、まずは体験をと思って連れてきたんだ」

「…………それじゃあ、きっと──」

　百どう々どうは初めて手を止め、俺おれの顔へ目を向けた。正確には、俺おれの左頰ほおへ。百どう々どうが振ふり向むくその瞬しゆん間かん、制服の裾すそからチラリと白い脇わき腹ばらが覗のぞき、俺おれはそこに同じ印がついているのを見た。

「彼女かのじよは百どう々どう瑠る珈かちゃん、わたしの同級生だ。見ての通り、彼女かのじよは〝髪かみ〟にバグを抱かかえている」

「ああ、だからか」

　百どう々どうの髪かみ──それこそ、この先せん輩ぱいの最大の特とく徴ちようかつこの部室において最も目を引くもの。

　持ち主の身長よりも遥はるかに長いその髪かみは、床ゆかまでだらりととぐろを巻いて、持ち主の足先をすっかり覆おおい隠かくしていた。

「百どう々どうちゃんの髪かみには本来備わっていないはずの機能が備わってしまっている。イベントトリガとでも言うのかな？　わたしたちは髪かみに触さわられても何も感じない。でも百どう々どうちゃん！　作品がっ！」

　そう叫さけんで、袖そで森もりはオブジェを指差す。釣つられて振ふり返かえる百どう々どう。背後を向けたその瞬しゆん間かん、袖そで森もりは百どう々どうの髪かみを一ひと束たばヒョイと摘つまんだ。

「んぁっ！」

　ビクリと、飛び上がらんばかりに大きく体を震ふるわせる百どう々どう。慌あわてた様子で袖そで森もりに視線を戻もどすその顔からは、なぜだろう、すっかり血の気が引いている。

「そ、袖そでちゃ……んんっ！　だ、だめっ！　そんな風に弄いじらないで！」

「あはっ、油ゆ断だん大たい敵てきだよ、百どう々どうちゃん」

　言いながら、袖そで森もりは指先でスリスリとその髪かみをすり合わせる。その仕草自体は単なる女子同士のじゃれ合いに見えなくも無い。だがその動き、一ストロークごとに百どう々どうは身を捩よじらせ──

　嬌きよう声せいを上げた。

「ゃあっ……っ、はぅ……ぁんっ！　や、やめっ……、そ、そでちゃぁ……っ！」

「やめてほしいかい？　それなら最後に……こうだっ！」

　袖そで森もりは更さらに一ひと房ふさ髪かみを摑つかみ取とり、両手でキュッと握にぎり締しめた。まるでトドメの一いち撃げきといわんばかりに。百どう々どうの瞳ひとみから光が散る。そして──

「ゃああああああああああ！」

　百どう々どうはその場に果てた。膝ひざをガクガク震ふるわせ、背はい徳とく感を撫なで上あげるような悲鳴を上げて。

「とまあこんな感じで、百どう々どうちゃんの髪かみ一本一本には『触しよつ覚かく』が備わっている。だから触さわられているということを、感じてしまうんだ。敏びん感かんにね」

「……マジか」

「あ、勘かん違ちがいしないでくれよ？　感じるといっても、そういう意味じゃない。くすぐったいというだけだから」

「いや、いやいやいや！　ちょっと待て！　今のは明らかにそんな雰ふん囲い気きじゃ……！」

　言いかけると、百どう々どうが冷たい目で俺おれを睨にらんだ。

「…………くすぐったい。それだけ」

　しかし説得力は無い。涙なみだどころか、百どう々どうの口元には涎よだれの跡あとさえあった。俺おれの頭には下げ卑びた妄もう想そうが駆かけ巡めぐる。撫なでたらどうなるんだろうとか、舐なめたらどうなるんだろうとか。ゴクリと生なま唾つばを飲む俺おれに向かって、袖そで森もりはちょっと怪け訝げんそうな顔を向けて言った。

「ともかく百どう々どうちゃんの尊厳を貶おとしめるような思い違ちがいはしないでおくれよ？　『痛覚』や『温おん覚かく』は無いみたいだから、中々不思議な感覚なのさ」

　そして腰こしを落とし、改めて手を伸のばす袖そで森もり。百どう々どうは警けい戒かいして一いつ瞬しゆん身を引いたが、すぐに意図を解かいしたらしくその手を取った。

「ごめんね、百どう々どうちゃん。こういうものは百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず、だからね。お詫わびといってはなんだけど、今日きようも誠心誠意〝ご奉ほう仕し〟するよ。さ、そこにかけて」

　袖そで森もりの言葉に俺おれはまたドキリとした。加えて、逆の手には櫛くし。そ、その櫛くしを使って一体どんな〝ご奉ほう仕し〟を……と、再びフリーズ寸前の空想が空っぽの脳のう味み噌そをピンク色に染め上げる。

　が、結局のところ袖そで森もりの行動は俺おれの想像とは真逆のものだった。椅い子すの上、丁てい寧ねいに髪かみを梳とかれ、百どう々どうは気持ちよさそうに表情をとろけさせていた。

　つまりそういう意味では無くて、母親に頭を撫なでてもらった子供のように、だ。

「…………やっぱり、袖そでちゃんは、上じよう手ず。たまに悪用するから、困るけど」

「あはは、今日きようは体も大きくてやりやすいからね」

　そう言って、袖そで森もりはサクサクと慣れた手つきで櫛くしを入れる。絡からまり合っていた毛先もすっかり整えられ、百どう々どうの髪かみは次し第だいに女の子らしい艶つややかさを取とり戻もどしていく。そして十分も経過した頃ころだろうか、百どう々どうが脇わきに置かれていたランドセルを拾い上げた。上うわ蓋ぶたの切り取られた赤いランドセルだ。袖そで森もりは髪かみを腕うでに巻き上げ、その中へそっと入れた。

「よーし、完かん了りようだ。百どう々どうちゃん、気分はどうだい？」

　袖そで森もりの手を借りて、百どう々どうはランドセルを背負う。それからオブジェに向き直り、作業再開。邪じや魔まな髪かみが無くなり、俺おれの目には前よりも余よ程ほどやりやすそうに見えた。

「……なるほど。これがオマエの福祉美化委員会ＦＢＩ活動、か」

「そういうこと。献けん身しん的社会奉ほう仕し活動、困れる〝バグ持ちアブノーマル〟の頼たよれる味方。君と違ちがって百どう々どうちゃんのバグは生活に支障をきたすレベルじゃ無い。でも、こうして困りごとを抱かかえている。助けになれるのなら、こんなに嬉うれしいことは無いよ」

　言いながら、袖そで森もりはまたちょっと微ほほ笑えんだ。

「それに百どう々どうちゃんは結構凄すごいんだよ？　コンクールで何度も賞を取ってるし、海外の大学にも誘さそわれてるくらいだ。同じ〝バグ持ちアブノーマル〟として、わたしは誇ほこらしいよ」

　ランドセルを揺ゆり動うごかしながら、百どう々どうは熱心に作業を続ける。真まっ赤かな注意書きが付された工業用接着剤ざいで廃はい材ざいを組み上げ、オブジェは素人しろうと目めにもディテールを増していく。一体何を表現したいのか、どこまでいったら完成なのか、俺おれには皆かい目もく見当も付かない。が、それでも袖そで森もりが応おう援えんしたくなる気持ちくらいはわかったような気がした。

「世の中にバグが現れて日が浅いからね、まだまだわたしたちのような存在に理解を示してくれる人は少ない。だからこそ、わたしたちだけでも助け合わないといけないと思うんだ。君もそろそろ、興味が湧わいてきたんじゃないかな？」

「まあ……」

　俺おれは袖そで森もりの顔を見やった。ああ、姿すがた形かたちが変わっても変わらないモノがもう一つあった。この、キラキラと期待を込こめた眼差まなざしだ。全身から放たれる大人おとなびた雰ふん囲い気きの中で、そこだけが妙みように子供っぽい。意識の中で重なるのは、パンツ丸出しで駆かけずり回まわっていた昨日きのうのコイツ。

　だから俺おれも、少しも変わることのない自分の気持ちを正確に告げた。

「諦あきらめろ、それは無い」

　袖そで森もりはずっこけた。文字通り、その場に。

「い、今いい雰ふん囲い気きだったじゃないか！　どうしてそんな冷たい言葉が出てくるんだい！」

「どうしてもこうしても無いだろこのパッツリ貧乳！　やっぱりオマエの活動はくだらねえじゃねえか！」

「くだらなくなんか無いよ！　些さ細さいなことかもしれないけど、これも大切な活動だ！　それに塵ちりも積もればと言うじゃないか、小さなことでも積み重ねれば立派な成果だ！」

「だから俺おれにはその時間が無いんだよ！　二週間だぞ、二週間！　そんなもん吞のん気きに積もらせてたら退学になっちまうだろうが！」

「ああもう！　君というやつは！」

　言いながら、袖そで森もりはがっくりとうなだれた。それはまるで、いつかの俺おれみたいに。

「くそう、せっかくの『百どう々どうちゃんの淫いん靡びな喘あえぎ声で蜂はち賀がを釣つろう』大作戦が……」

「…………今、何か言った？」

「いや！　いやいやいや！　なんでも無いよ、なんでも！　ささ、百どう々どうちゃんは作業を続けないと、コンクールは明後日あさつてなんだから、さあさあ」

「…………ならいいけど」

「大体、こんな風に毎日チマチマと髪かみの手入れをしてやる意味もよくわからん。痛覚は無いんだろ？　だったら一ひと思おもいに切っちまえばいいじゃないか。そうすればもう邪じや魔まになることも無いんだ、それくらい俺おれにだって……」

「切るのは、だめ。絶対」

　突とつ然ぜん、百どう々どうが大きな声を出した。

「それだけは、絶対に、だめ」

「はあ？」

「…………切られると、超ちよう、くすぐったい。くすぐったいのは、嫌きらい。だから、切らない」

「蜂はち賀が、百どう々どうちゃんの『触しよつ覚かく』は、本来髪かみにはあるはずの無いものだ。だから体から切きり離はなされた瞬しゆん間かん、終しゆう了りよう処理が上う手まくいかずに誤動作してしまうんだよ」

「…………そういうこと。わかった？」

「全然わからんが」

　俺おれがそう答えると、百どう々どうは不思議そうに小首を傾かしげる。

「ごめんね百どう々どうちゃん、蜂はち賀がはこういう奴やつなんだ。頭を使うとフリーズするバグを抱かかえてるから、難しい話は少しも理解できないんだよ」

「…………そう、あなたも大変ね」

「やめてくれ、確かに袖そで森もりの話は全然わからなかったが、俺おれが言いたいのはそういうことじゃ無い。たとえくすぐったかったとしても、それは一いつ瞬しゆんのことなんだろう？」

「…………じゃああなたは、耐たえられる？」

　百どう々どうはそう言うと、抱かかえていた接着剤ざいの缶かんを床ゆかに下ろした。そしておもむろに右手の人差し指を伸のばし──勢いよく袖そで森もりの脇わき腹ばらに突つき込こんだ。

「にゃうっ！」

　奇き妙みような喘あえぎ声を上げ、キャンバスを薙なぎ倒たおす袖そで森もり。百どう々どうは薄うつすらと満足気な笑えみを浮うかべつつ、俺おれの方に向き直った。

「…………私には、むり。一本で、これだから。短い髪かみには、憧あこがれるけど」

「ど、百どう々どうちゃん!?　こういうことは蜂はち賀がにやらないと意味が無いんじゃないかなぁ!?」

「…………さっきのお返し。油ゆ断だん大たい敵てき、だよ」

「はあ、わかったよ」

「…………そう、よかった。無む理り矢や理り切られたりしたら、大変だから」

「まあ、心配しなくても乱暴なことはしませんよ」

「…………なんで、敬語？」

「先せん輩ぱいですから。スミマセン、ずっとタメ口なんか利きいていて。どうにもアイツといると敬語を使う気にはなれなくて。気分を害していたら謝あやまります」

「…………変なひと。でも私は、大だい丈じよう夫ぶ」

「ありがとうございます、以後は気を付けますから。しかし先せん輩ぱいも、随ずい分ぶん長い間バグに悩なやまされているみたいですね。その髪かみ、一体いつから伸のばしているんですか？」

「…………もう八年に、なるかな。元々長かったんだけど、それから八年。私はあの論文より、前だから」

「じゃあ先せん輩ぱいどころか大先せん輩ぱいだ。俺おれはその半分ですから。重ね重ね謝罪します、俺おれみたいなヒヨっ子が知ったような口を利くべきじゃなかった」

「ふふ…………あら、あなたって、背が高いのね。少し、手伝ってほしいことが、あるのだけど。高いところに、手が届かなくて」

「構いませんよ。俺おれにできることでしたら是ぜ非ひ」

「…………ありがと。じゃあ、こっちに、きて」

「ストップ、ストップ！　な、なんでちょっといい雰ふん囲い気きになってるのかな!?　蜂はち賀がはわたしのものだぞ！　わたしの部下だ！」

「はあ、全く」

　俺おれはキャンバスの中から袖そで森もりを助け起こした。制服がすっかり絵の具で汚よごれてしまっている。

「袖そで森もり、気は済んだか？　俺おれの気持ちは少しも変わらない。お互たがい時間は無いんだから、不毛なやりとりもこれっきりにしようぜ」

「ま、待ってくれ！　放課後にもいろいろ見てもらおうと思ってるんだ、そんな冷たいことは言わないでくれ！」

「それじゃあ今日きよう一日だけだ。それでおしまい。異論は認めない」

　それから俺おれたちは昼休みの残り時間、百どう々どうの手伝いをして過ごした。一度くっついたら意地でも剝はがれようとしない速そく乾かん接着剤ざいには辟へき易えきしたが、手を動かしている間はいつもの不安を忘れられたのがせめてもの救いだった。

　帰りしな、俺おれは部屋の隅すみに本ほん棚だなが置いてあるのを見た。美術の参考書に挟はさまって、クタクタのヘアカットカタログが何冊も収まっていた。




　で、翌日の昼休み。俺おれはまた日ひ出じ宮みやに膨ふくれっ面つらを向けられていた。相変わらず食欲は無く、ただ握にぎられているだけの菓か子しパンはすっかりクタクタになってしまっている。

「全く、お昼ごはんの時間くらい楽しそうにしていただけませんこと？　毎日そんな調子ではわたくしまで気分が滅め入いってしまいますわ」

「日ひ出じ宮みや……俺おれはもう駄だ目めかもしれん」

「あら、駄だ目めなのは元々でしてよ。今いま更さらお気付きですの？」

「……反論する気も起きねえ」

「そのご様子ですと、あの袖そで森もりさんという方は貴方あなたのお力にはなれなかったようですわね」

「もっとも、最初から期待なんかしちゃいなかったけどな──」

　結局、昨日きのうは放課後も袖そで森もりに付き合わされた。それで甘あま味みと辛から味みがあべこべになった料理部員だとか、塩素に反応して水着がヌルヌルになる水泳部員だとか、そういう〝バグ持ちアブノーマル〟のところを回ったわけだが、袖そで森もりのやっていたことといえば百どう々どうのときとなんら変わらない、ちょっとした手伝いという程度のもの。

　片手間でやるくらいなら悪く無い活動だろう。だが人生を賭かけるには甚はなはだ頼たよりない。西にし崎ざき先生がそれしきのことで満足するかといえば、答えはＮＯだ。しかし俺おれに対策があるかと問われればそっちもＮＯで、昨晩も悩なやみ抜ぬいた挙句フリーズ状態で夜を明かしていた。

　これで残りは十三日。進しん捗ちよくゼロ。そもそも俺おれにできることなど存在するのか。どう考えても、

「──詰つんでやがる」

　俺おれは菓か子しパンを握にぎり潰つぶし、ゴミ箱へ放り投げた。

「でも、これでもうあの方にお昼を邪じや魔まされなくて済みそうですわね。よかったですわ」

「なんだよ、嬉うれしそうじゃねえか日ひ出じ宮みや」

「だって、貴方あなたのお顔が見られるのもあと数日ですもの。貴方あなたがこの教室にいらっしゃったのも一ヶ月間だけですし、そもそも見み栄ばえがあまりよろしくありませんから、こうして見ておかないとすぐに忘れてしまいそうですわ」

「……覚えておきたいと思ってくれてるだけで嬉うれしいよ、俺おれは。な、なあ日ひ出じ宮みや！　俺おれにはもうオマエしか……！」

　そうして肩かたを摑つかもうとした俺おれの手を、日ひ出じ宮みやは箸はしでピシャリと叩たたく。

「気安くわたくしに触ふれないでいただけませんこと？」

「……スマン」

「でも喜んでくださいまし。わたくしには一つ考えがありますわ。貴方あなたはダンスを始めればいいと思いますの。ダンスは考えるのでは無く感じるもの。頭が空っぽの貴方あなたにピッタリですわ。よろしければわたくしが手て解ほどきを……」

「無茶言うなって。本当に何も考えないで踊おどってる人間がこの世にいるかよ」

「……それもそうですわね。でしたら、ああ！　わたくしにはもう何も思い付きませんわ！　諦あきらめて日ひ雇やといのアルバイトでも探してくださいまし！」

「だあああ、結局退学するしかねえのかよ！　それだけは嫌いやだ！　ぜってー嫌いやだ！　こんなこと言いたかねえが、誰だれか俺おれを、誰だれか俺おれを──」




　助けてくれ！




　と、鬱うつ憤ぷんにまみれて叫さけんだそのときだ。視界の隅すみに、何やら黒い塊かたまりのようなものが飛とび込こんできた。

　騒そう然ぜんとする教室。机にぶつかりながら駆かけ寄よってくる黒こく塊かい。驚おどろいて椅い子すから転げ落ちる日ひ出じ宮みや。ぜえぜえと息を切らせながら、真っ青な顔で、その塊かたまりは言った。

「は、蜂はち賀がくん…………助けて、ほしい……」

　そして、更さらに一言。ぐしゃぐしゃになった髪かみの中から、子供っぽいキンキン声で。

「はちがぁ……た、たすけてくれ……」
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「──それで、一体何があったんです？」

「…………わ、私が、あの接着剤ざいをっ、こぼしちゃって、それで、それで、袖そでちゃんに助けてもらおうと、思ったんだけど……ぁんっ！　そ、袖そでちゃん、動かないで……っ！」

　塊かたまりを連れて急行した美術部室、嬌きよう声せいを上げながら身をくねらせる百どう々どう。床ゆかには空になったペール缶かんと、大量の接着剤ざい。百どう々どうの髪かみにも、べっとりと。

　その百どう々どうの髪かみの中で袖そで森もりはもがいていた。今日きようの袖そで森もりは幼よう稚ち園えん児じくらいだろうか、一昨日おとといよりも更さらに小さい。挙句スカートまで髪かみに紛まぎれて、今は貧ひん相そうなクマさんパンツだけが顔を覗のぞかせているという有あり様さまだ。

「…………この接着剤ざい、本当は工場とかで使うやつで、まさかこんなことになるとは思ってなかったんだけど……っ！」

「はぁ。で、俺おれにどうしろと言うんです？」

「たすけてくれ！」

「いや、だから、どうやって」

「そ、そんなのわたしにもわからないよ！」

　涙なみだ声ごえで叫さけぶ袖そで森もり。呼応するようにビクビクと身み悶もだえする百どう々どう。窓まど枠わくへしがみつき、今や立つことさえやっとという状態だ。はぁはぁと熱っぽい息を漏もらし、必死に内うち腿ももを摺すり合あわせながら例のいかがわしい『感かん触しよく』に耐たえている。

「は、蜂はち賀がくん……っ……お願い、お願い…………わ、わたし、このままだと、もう、もうっ……んぁっ！」

「そう言われてもだな……ああもう、わかりました。わかりましたから、少し落ち着いてください。袖そで森もりも、バタバタ暴れてないでちょっとじっとしてくれ」

「わかった、わかった、じっとしてる、じっとして……っ！　か、髪かみの毛けが口にっ！」

「やっ、だめっ！　そんなとこ舐なめちゃだめええええ！」

「ああこら！　じっとしてろって言っただろうが！」

　俺おれは反射的に袖そで森もりの尻しりを引っ叩ぱたいた。見た目がこんなだと罪悪感が無くていい。「ひゃん！」と袖そで森もり、「あんっ！」と百どう々どう。それから大人おとなしくなった袖そで森もりの下半身を両手で引ひっ摑つかむ。

「いいですか？　ちょっと〝くすぐったい〟かもしれませんけど、我が慢まんしてくださいね？」

「は、はちがくん……？　い、一体何を……？」

「せーの！」

　と、かけ声一つ、俺おれは袖そで森もりの体を思い切り引っ張った。同時に、学校中に響ひびき渡わたるんじゃないかと思うような悲鳴が俺おれの鼓こ膜まくを突つき刺さした。

「ひゃああああああああ！」

「いだだだ！　こ、このばかっ！　無む理り矢や理り引っ張るやつがいるか！　もっとよく考えろ！」

「だったら別のヤツに頼たのめよ、俺おれじゃ無くて……！」

「だ、だめっ！　無む理り矢や理りなんて、そんな、いやっ、いやああああ！」

「うおりゃああああ！」

　ぷにぷにの横腹に指が食くい込こむほど力を込こめ、俺おれは袖そで森もりを引っ張る。弾はずみをつけて、何度も何度も。跳はね回まわる百どう々どうの体。だが接着剤ざいは頑がんとして剝はがれようとしない。

　そして髪かみが一本、プツンと切れた。その瞬しゆん間かん、遂ついに百どう々どうは限界を迎むかえた。

「いやああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きよう。膝ひざを震ふるわせて床ゆかに崩くずれ落おちる百どう々どう。同時に引っ張られる二つの体。その弾はずみで足を滑すべらせ、俺おれは無様にも袖そで森もりの上へ倒たおれ込こんだ。

「へぶっ！　は、はちがっ！　わたしを潰つぶす気か！」

「……るせえな、耳元で喚わめくんじゃねえよ……」

「う、うるさいとはなんだ、人を下した敷じきにしておいて！　大体なんだいあの真ま似ねは！　体が千ち切ぎれるかと思ったぞ！　もう少し頭を使えこのばかはちがっ！」

「だから、それができたら苦労はしないんだよ！　せっかく人が助けてやろうとしてんのになんだその言い草は！　第一、オマエがこんな風にちっこくなってなけりゃ髪かみに絡からまることも無かったんじゃねえのかよ！　ちっこいのは胸だけで充じゆう分ぶんだろうが！」

「なっ！　胸は関係ないだろー！」

　と、そうやって重なり合ったまま文句を言い合っている俺おれたちの横では、百どう々どうがしくしくと涙なみだを流している。「もうだめ…………犯おかされちゃった……」なんて漏もらしながら。

「ハァー……袖そで森もり、本当にオマエのせいだぞ」

「なんでっ!?」

「俺おれみたいなバカを巻まき込こんだからだ。俺おれには考えるアタマが無いんだ、ロクなことにはならないって最初からわかってただろ？」

「そ、そんなこと……！」

「全くバカバカしい。やめだやめだ。俺おれが人助けだなんて、バカバカしい。俺おれは帰るぞ」

「あ！　ま、待ってはちが！　わたしたちを見捨てるのか!?」

「そうだよ、その通りだ。助けが欲ほしいのなら別のヤツに頼たのんでくれ。俺おれみたいな〝バグ持ちアブノーマル〟じゃなくて、もっとマシなヤツにな」

　俺おれは袖そで森もりの下から片かた腕うでを抜ぬき出だし、髪かみを避さけて床ゆかについた。腹の下では幼よう稚ち園えん児じがわんわん騒さわぎ続けている。

　はあ──全く、やってられない。俺おれは退学寸前の問題児。保健医に〝極きわめて不健全〟とまで言わしめたほどの男。どうせこんなことになると、最初からわかっていたはずだ。

　不完全な世界。不健全なオブジェクト。俺おれにできることなど、どうせ何も無い──

「最悪だ、本当に最悪の世界だ」

　そして俺おれは腕うでに力を込めた。体を起こすため。二人を見捨ててこの部屋から立ち去るため。このマヌケな騒そう動どうから退散するため。自分の困りごとに自分の時間を戻もどすため。

　だが結局、それは叶かなわぬ願いだった。

　なぜかって？　簡単だ。俺おれは袖そで森もりの上に倒たおれ込こんでいたのだから。接着剤ざいまみれの髪かみに絡からまった、袖そで森もりの上に。




　──あんっ




　俺おれの左半身は完全にくっついていた。袖そで森もりの体と、百どう々どうの髪かみに。




「は、ははっ、はちが、どうやら天はわたしたちに味方したみたいだな！」

「マジか！　マジかマジかマジか！　剝はがれろ！　剝はがれやがれ！」

　俺おれは乱暴に髪かみを引ひっ摑つかみ、力任せに引っ張る。悶もだえる百どう々どうのことなど最も早はや頭に無い。だが接着剤ざいは相変わらずの頑がん固こさで俺おれの体に食らいついている。

「やめっ、ぁっ！　は、はちがきゅ……っ！」

「痛だだっ！　や、やめろはちがぁ！　そんなことしたって無む駄だなのはわかってるだろ！」

「黙だまってろバカ袖そで森もり！　こんなもの、こんなもの…………ッッ！」

　腕うでに走る、鋭するどい痛み。見れば一センチほど肌はだが裂さけて血が滲にじんでいる。どうやら俺おれの体の方が先に音ねを上げたらしい。

「ッ……先せん輩ぱい、何かないんですか！　こいつを剝はがす方法は！」

「そ、それがわかったら……っ……とっくに、やって、る……ううっ！」

　百どう々どうは両足をピンと伸のばし、ゾクゾクするような艶つやっぽい喘あえぎ声を上げている。必死に口を押おさえてはいるが、全く無意味だ。流れ出る汗あせが薄うす手でのブラウスに染しみ込こみ、肌はだに張り付いて下着の色まで浮うかせている。

　ダメだ。仮に何か知っていたとしても、この状態じゃ頼たよりにならない──そう思った瞬しゆん間かん、俺おれの脳のう味み噌そは助けを求めて勝手に回り始めた。

　接着剤ざいの構成は？　溶よう剤ざいの種類は？　手に入る場所は？　そこへ辿たどり着つく方法は？　答えを求め、出口の見えない迷めい宮きゆうを猛もう然ぜんと突つき進すすむ俺おれの思考。いくつもの可能性と失敗する自分の姿が前ぜん頭とう葉ように流れ、その度に俺おれは針路を変える。そして小さな光が見えたその瞬しゆん間かん──

　目の前に、真っ青な壁かべが降ってきた。

　フリーズ。機能停止。突つきつけられる、自分の限界。そんな俺おれを、袖そで森もりが強きよう烈れつなヘッドバットで現実に引ひき戻もどした。

「このばかっ！　こんなときに〝固まる〟やつがいるか！」

「っってえな袖そで森もり、何しやがる！　第一考えろって言ったのはオマエだろうが！」

「ああそうだ！　だがフリーズしろとは言ってないぞ！」

「同じ話だ！　ったく言いたい放題言いやがってこのつるぺったんが！」

「なっ!?　つるぺったんは言いすぎだぞっ！　てーせーしろ！」

「や、だ、ね、伸のびても縮んでもツルツルペタペタのド貧乳のくせに！」

「い、言わせておけば……この、このっ！　ばかはちがっ！」

「ら、らめええええ！　そんな風に動かないでええ！」

　悶もだえる百どう々どうを無視し、折り重なったまま暴れる俺おれたち。最も早はや冷静さなどどこにもない。挙句百どう々どうの髪かみは動けば動くほど体に絡からみ付き、焦あせる気持ちを更さらに加速させる。そして何本もの髪かみがまとめて切れた。百どう々どうの体が、一ひと際きわ大きく揺ゆれた。

「のわっ!?」

　髪かみに引っ張られ、俺おれと袖そで森もりは床ゆかを転がる。近くに並んでいた作業机を薙なぎ倒たおし、工作道具がバラバラと降ってくる。鉛えん筆ぴつが、彫ちよう刻こく刀とうが、カッターナイフが、工作バサミが。

　それを目にした瞬しゆん間かん、俺おれの頭に起き死し回かい生せいのアイデアがポンと浮うかんだ。

　……いや、違ちがう。厳密に言えば最初からわかっていたのだ。それこそ、考えるまでもないアイデア。頭を使わなくともわかる最後の手段。

　自分のことで精せい一いつ杯ぱいな俺おれの本能が、言うなれば、それに飛びついたのだ。

　気付けば俺おれは、握にぎり締しめていた。ピンク色の小さな工作バサミ。そして誰だれにともなく言った。

「もう──これしかねえだろ」

　百どう々どうの顔から、サッと血の気が引いた。

「…………だめ、だめだめだめ、そんなの絶対……は、蜂はち賀がくん、そんなのだめ！　もっとよく考えよう！　そうすれば、そうすれば何かいい方法が思い付くはず……！」

「そうかもしれませんね。でもそれができないなら、他に道は無い。そうでしょう？」

「嫌いや、嫌いや…………そんなの、だめ……っ！」

　真っ青な顔で必死に後ずさろうとする百どう々どう。だが逃にげようにも髪かみの呪じゆ縛ばくは健在だ。俺おれは百どう々どうに這はい寄より、髪かみごとまとめてその体を抱かかえ上あげた。

「嫌いやっ！　放してっ！　嫌いや、いやああああ！」

「大人おとなしくしてくださいよ、先せん輩ぱい。大だい丈じよう夫ぶ、すぐに終わりますから」

　側には髪かみを梳とかすときに使っていたパイプ椅い子す。そこへ下ろすと、百どう々どうは救いを求めて身を捩よじる。俺おれはそんな百どう々どうにはもう抵てい抗こうする術すべもない。

「ね、ねえ…………考え直そう？　こんなの絶対、間ま違ちがってる……」

「今いま更さら何を言ってるんですか先せん輩ぱい。最初から何もかも間ま違ちがってるんですよ。何もかも。だってそう──俺おれを巻まき込こんじまったんですから」

　言いながら、俺おれはハサミの背で髪かみを撫なでる。ビクビクと反応する百どう々どうの体。自分自身、何をしているのかわかっていない。コナゴナに砕くだけた思考。渦うずを巻く混乱。そこへ背はい徳とく感が注そそぎ込こまれ、グチャグチャになった脳内麻ま薬やくが俺おれの体を駆く動どうしている。完全なる制御不能アウト・オブ・コントロール。言うなればこれは、思考という力を失った俺おれの最後の生存本能。理性と知性の放ほう棄き。本能と欲望の狂きよう気き。つまりこれは──

「大だい丈じよう夫ぶですよ、大だい丈じよう夫ぶ。すぐに気持ちよくなりますから」

　──暴走状態、だ。

「ゃ…………だめ…………」

　百どう々どうは力無く首を振ふる。涙なみだを溜ため、縋すがるような視線。それが煽あおり立たてるのは、しかし、憐れん憫びんの情などではない。俺おれは強きよう烈れつな興奮に突つき動うごかされて髪かみを一ひと房ふさ摑つかみ取とり、一ひと思おもいに断たち切きった。

「っっ～～～～っ!!」

　手足の拘こう束そくを引き千ち切ぎらんばかりの勢いで、百どう々どうの体が跳はねる。口元を歪ゆがめ、両りよう腿ももをすり合わせ、押おし寄よせる『感かん触しよく』に必死に耐たえようとする百どう々どう。熱を帯びた汗あせが髪かみも服も俺おれの体もじっとりと濡ぬらし、そこから放たれる目に見えない何かが俺おれの脳のう味み噌そをブチ壊こわす。俺おれは衝しよう動どうに駆かられるがまま。、次々とハサミを入れた。

「くぅっ、はっ、やめっ……は、蜂はち賀がくん、はちがきゅ、ぅぅん……ぁっ、あぁん！　もうらめぇ！　これ以上されたら壊こわれちゃうぅ！」

「ハッ、壊こわれたっていいじゃないですか。どうせ最初から壊こわれてるんだ、俺おれも先せん輩ぱいも、この世界も、何もかも」

　と、そのとき、チャイムの音が廊ろう下かから流れてきた。昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイム。百どう々どうの目に、パッと希望の色が戻もどった。

「ほ、ほらっ！　もう終わり、昼休みも、もう終わりだから…………！」

「そうですね。じゃ──サッサと残りも切っちゃいましょう」

　俺おれはそう言って、百どう々どうの髪かみを一本残らずまとめて摑つかみ上げた。ああ、これは確かに希望だ。これでようやく、全てが終わる──

「そんなのだめっ！　私死んじゃうっ！」

「大おお袈げ裟さですよ。まあ、死ぬほど〝くすぐったい〟のかもしれませんけど」

「も、もう終わりにしよう？　ね？　も、もう切らなくてもいい。私、覚かく悟ごしたから……」

「覚かく悟ごって、なんのですか？」

「…………このまま、このまま一いつ緒しよに生きよう？　ね？　私たち三人で、一いつ緒しよに私の家に住んで、ご飯もベッドも、お風ふ呂ろも一いつ緒しよに…………蜂はち賀がくんになら、見られてもいいから…………大事なところまで、全部……」

　震ふるえる声。百どう々どうは潤うるんだ瞳ひとみを俺おれに向け、まるでそのメリットを強調するかのように体をくねらせる。瞬しゆん間かん、生々しい妄もう想そうが俺おれの頭を駆かけ巡めぐった。ご飯、ベッド、お風ふ呂ろ。湯気と、シャワーと、シャンプーの匂におい。どこまでも滑らかな曲線を描く百どう々どうの体と、なぜだかガキのままの袖そで森もり。反はん響きようする言葉。『見られてもいい』。ああ、それは──

　俺おれは百どう々どうの髪かみに開いたハサミをあてがった。

「──ダメですね。俺おれ、小さいのは趣しゆ味みじゃないんで」

「そ、その内大きくなるからっ！」

「そんなの信用できません。悪い例がそこにいますから」

「悪いとはなんだ！　貧乳にだっていいところはあるんだぞっ！」

　袖そで森もりが尻しりを押おさえたままそう叫さけぶ。が、俺おれの心には響ひびかない。

　いいものはいい。悪いものは悪い。慈じ悲ひの心なんて、そこには無い。

「…………乱暴なことはしないって、言ったのに……」

「乱暴？　乱暴だなんてそんな。俺おれは助けようとしてるだけですよ。先せん輩ぱい、アナタを」

「たす…………ける……？」

「そうです。アナタを助ける。だって、それが俺おれの仕事ですから。大だい丈じよう夫ぶ、一いつ瞬しゆんです。一いつ瞬しゆんで終わらせてみせる。くよくよ悩なやむ時間なんて俺おれにはいらない。さあ先せん輩ぱい──」




　俺おれが、助けてやる。




　百どう々どうの瞳ひとみに自分の顔が映る。血走った目。歪ゆがんだ表情。迷いも、躊躇ためらいもなく、俺おれは右手を握にぎり締しめた。ザクリという感かん触しよくとともに、百どう々どうの髪かみは断たち切きられた。

「…………ぁ、」

　瞳どう孔こうが大きく開く。一本でさえ崩くずれ落おちるほどの『感覚』。それが何万倍にも膨ふくれ上あがって、中ちゆう枢すう神経へと押おし寄よせる──

「ぁ、ぁ、……」

　想像なんてできるだろうか。たとえ正常な脳のう味み噌そを持っていたとしても。全身、それこそ爪つめの先まで行ゆき渡わたる刺し激げき。内側から外へ、炸さく裂れつする。ケモノのように、百どう々どうは叫さけんだ。

「ああああああああああああああああああああ!!」

　激しい痙けい攣れん。まるで全ての筋肉が別の生物になってしまったかのように揺ゆれ動うごき、百どう々どうは体を仰のけ反ぞらせる。目には無数の星ほし屑くずが流れ、だらしなく開いた口からは唾だ液えきが漏もれる。指先も、足先も、感覚の捌はけ口ぐちを求めてワナワナ震ふるえ、遂ついにはピンと開かれたまま硬こう直ちよくした。そして糸が切れたかのように、百どう々どうの全身から力が抜ぬけた。

「ど、百どう々どうちゃん!?」

　自由を取とり戻もどした袖そで森もりが百どう々どうに駆かけ寄よる。呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめ、口元に薄うつすらと笑えみを浮うかべる百どう々どうの姿を見て──

　俺おれは死にたくなった。

「や、やっちまった……！」

　満足したかのように舌を引ひっ込こめる本能。焼け野原にほっぽり出される哀あわれな知性。血流の止まる脳のう味み噌そ。ガクガクと震ふるえ出す俺おれの体。

　やっちまった。また、やっちまった。

　拘こう束そくが解け、興奮が過ぎ去った今、猛もう烈れつな罪悪感が、俺おれの心に湧わき上あがっていた。

「そでちゃん…………わたし、こわれちゃった…………こわされちゃった……」

「先せん輩ぱい……ごめんなさい！」

　俺おれは頭を下げた。汗あせやら涙なみだやらでヌルヌルになった髪かみを全身にまとったまま、必死の思いで頭を床ゆかに擦こすり付つける。煮にえ立たつような罪の意識。しかし後こう悔かいしてももう遅おそい。百どう々どうは虚うつろな目を向けて言った。

「あはっ…………はちがくん、もうおそいよ…………もうおそい…………あはっ、わたし、こんなになっちゃった…………せきにん、とってくれる……？」

　先せん輩ぱいが何を求めているのか、俺おれにはわかりようもない。だから俺おれは俺おれなりの結論を出して、ハサミを放り捨て、カッターナイフを手に取った。

「わ、わかりました……それで許してくれるのなら、俺おれは……」

　刃はを全部繰くり出だし、カッターナイフを逆手に握にぎる。十六年あまり、短い人生だった。だが責任を取るといえば、バカな俺おれにはこれしか思い付かない。俺おれは泣き出したい気持ちを抑おさえてカッターナイフを構えた。そんな俺おれを見て、袖そで森もりが仰ぎよう天てんしたように叫さけんだ。

「は、はちがっ！　極きよく端たんすぎるぞ！」

「うるさい！　俺おれは酷ひでえことをしちまったんだ、責任を、責任を取らねえと……！」

「酷ひどいこと？　責任？　何を言ってるんだ君は！　君はわたしたちを助けてくれたじゃないか！」

「違ちがう、違ちがう！　俺おれはオマエらを助けてなんかいない、自分が助かりたかっただけだ！　だから俺おれは先せん輩ぱいを、先せん輩ぱいを……」

　そう言って、俺おれはもう一度百どう々どうを見た。期待していたのは、あの暗い眼差まなざし。俺おれを責める、冷たい視線。それで覚かく悟ごを決めるつもりだった。だがこの瞬しゆん間かん、俺おれが見たのは──

「……先せん輩ぱい？」

　涙なみだの奥おくに浮うかぶ、小さな光だった。

　先せん輩ぱいの視線を追って、振ふり向むいた。背後には例のオブジェ。その中心には鏡の破は片へん。バッサリと髪かみを切り落とされた百どう々どうの姿が、そこに映っていた。

　重苦しい髪かみの呪じゆ縛ばくから解き放たれ、初めてその美び貌ぼうを晒さらした百どう々どう先せん輩ぱいの姿が。

「…………これが、私？」







　トントンと、不ふ機き嫌げんそうな音。タイトスカートで脚あしを組み、事務机を叩たたく西にし崎ざき先生。

　休み明けの月曜日、俺おれは再び職員室に呼び出されていた。

「──で、お前はこんなものを読ませて私にどうして欲しいんだ？」

　先生が手にしているのは、Ａ４一枚の報告書。俺おれが授業中に突とつ貫かんで仕上げたものだ。

　百どう々どう先せん輩ぱいの髪かみを切り落としたあの日の午後、俺おれは先生に一つ宿題を出されていた。『土日の間に今後の計画を考えて報告する』。しかしそんなことができたらそもそもこうして困っちゃいないわけで、結局俺おれは貴重な週末を丸々フリーズしたまま過ごしていた。

　全く、嫌いやなものだ。それで仕方がないから例の騒そう動どうを思い付くままに紙にまとめて西にし崎ざき先生に渡わたしたのだが、その反応といえば──

「これは当て付けか？　なあ蜂はち賀が、これは退学を警告した私に対する報復なのか？　なんだこの出で来き損そこないの官能小説は。セクハラで訴うつたえるぞ」

「ち、違ちがうんです先生！　それは事実をそのまま書いただけで……と、とにかく妄もう想そうとかフラ○ス書院とか二次元ド○ーム文庫とかそういうんじゃないんです！　信じてください！」

「事実？　これが？　じゃあこの『先せん輩ぱいは遂ついにイってしまいましたが──』とはなんだ？　この先せん輩ぱいは一体どこへ行ってしまったんだ？　天国か？　地じ獄ごくか？　答えろ蜂はち賀が」

「それはその……なんて言いましょう、天にも昇のぼる勢いというかなんというか大体そんな感じだったと思うんですけど……」

　と、答える俺おれ。先生の口から溜ため息いきが漏もれ出るのもやむ無しだろう。

「全く、どうやらお前に期待していた私が馬ば鹿かだったみたいだな。今け朝さ方こんなものを見たから『もしや』と思ったのだが」

　そう言って先生が取り出したのは、今け朝さの新聞。地方欄らん。そこには週末の美術展で金賞を受けた百どう々どうのことが小さく掲けい載さいされていた。

　一体誰だれが切ったのやら、前衛的な髪かみ型がたでトロフィー片手に恥はずかしそうに微ほほ笑えむ百どう々どう先せん輩ぱい。祝福の文章と共に、写真の側には先せん輩ぱい自身のこんなコメントが添そえられていた。

　──作品の製作に協力してくれた全ての人に感謝します（特にＦＢＩの袖そでちゃんと蜂はち賀がくん、ありがとう）──

「……本当のところ、お前は一体何をしたんだ？」

　俺おれはその質問に対する答えを持ち合わせてはいなかった。




　感謝の言葉を向けられたのはこれで二度目だった。一度目は今日きようの昼休み、二年の教室。例のごとく日ひ出じ宮みやとメランコリックな昼食タイムを送る俺おれの前に、先せん輩ぱいは現れた。

　俺おれは一いつ瞬しゆん死を覚かく悟ごした。今度こそそのボサボサ頭の責任を取らされるんじゃないかと思って食ったばかりの焼きそばロールを吐はき戻もどしかけた。だが予想に反して、先せん輩ぱいの顔には新聞と同じはにかみ笑え顔がおがあった。

　そして先せん輩ぱいはお礼の言葉を口走った。「…………また、お願いしても、いい？」なんて一言まで添そえて。目を白黒させる日ひ出じ宮みやの横で、俺おれは呆あつ気け無なく機能停止に陥おちいっていた。

　俺おれには意味がわからなかった。確かに百どう々どう先せん輩ぱいは困っていた。そして俺おれに助けを求めた。が、

　Ｑ．俺おれのしたことといえば？

　Ａ．嫌いやがる先せん輩ぱいを椅い子すに縛しばり付つけて無む理り矢や理り昇しよう天てんさせた。触ふれただけで感じてしまうあの髪かみを切り落として。

　つまりは報告書の通り。だから俺おれはあのドタバタ劇を単なる『失敗』とカテゴライズしていた。バカな俺おれが引き起こしたバカな失敗。奇き跡せき的に良いいことをしたっぽく見えるとはいえ、俺おれのしたことは所しよ詮せんエロ小説まがいの性的嫌いやがらせなのだ。

　で、その思いは二度の「ありがとう」を経ても変わることがなかった。だからこそ、俺おれはあの貧乳女に今度こそハッキリとＮＯを突つきつける気でいた。ＦＢＩなんぞに付き合っていても俺おれの置かれた状じよう況きようは変わらない。それだけは、俺おれにとっては火を見るよりも明らかだった。

　で、まあそんな思いを固めていたからだろう。西にし崎ざき先生の説教を終えてようやく辿たどり着ついた我わが家や、安息のボロアパートの玄げん関かん扉とびらに、




『福ふく祉し美化委員会─ＦＢＩ─　本部室　依い頼らい歓かん迎げい（どんな困りごとでもお助けします！）』




　なんて張り紙がされているのを見たときの憤いきどおりといったら、俺おれ自じ身しん、ちょっとビックリするくらいだった。

「か、勝手に巣作りしやがってあの野の良ら猫ねこが……！」

「いやー、先月委員会室を取り上げられてしまってね。代わりを探していたところだったんだ。丁度いいだろう？　君一人暮らしだし」

「いいわけねえだろ！　人ん宅ちのドアに勝手にマーキングするなっての！」

　俺おれはカバンを放り捨てて張り紙を引ひっ搔かいた。が、全然剝はがれる気配がない。嫌いやな予感がして振ふり向むくと、袖そで森もりはニマニマ笑いで見覚えのあるペール缶かんを抱かかえていた。

　今日きようは中学生くらいだろうか。三日前の痴ち態たいから考えると驚おどろくべき成長だ。

「そう怒おこらないでおくれよ。君も晴れて福祉美化委員会ＦＢＩの一員になったわけだし、委員会室くらい供出してもバチは当たらないと思うぞ」

「誰だれがＦＢＩの一員だ、誰だれが！　俺おれは入るだなんて一言も言ってないぞ！」

「確かに君の口からは聞いてない。だがこれを見たまえ」

　そう言って袖そで森もりが差し出したのは──例の新聞。ご丁てい寧ねいにハイライトまで引いてやがる。

「言いい逃のがれはできないぞ、〝ＦＢＩの蜂はち賀がくん〟」

「誰だれがそんなもの認めるか！」

「ああ蜂はち賀が、わたしは嬉うれしいよ。これで福祉美化委員会ＦＢＩは安あん泰たいだ。ささ、立ち話もなんだから、中でじっくりねっとり今後の活動について話し合おうじゃないか！」

　と、どうやら俺おれの話を聞く気は毛もう頭とう無いらしい。袖そで森もりは吠ほえる俺おれを無視して人のカバンから勝手に鍵かぎを取り出し、スルリと部屋に入はいり込こむ。ふてぶてしい笑えみと相まって、これじゃあ本当にタチの悪い野の良ら猫ねこだ。

「ほらほら、そんなところに突つっ立たっていないで座すわって座すわって。あ、それとも飲み物でも用意してくれるのかな？」

「オマエなあ……」

「あはは、冗じよう談だんだよ冗じよう談だん。そんなに怒おこらないでおくれよ。飲み物は自分で用意してある、今日きようは長なが丁ちよう場ばになりそうだからね。ほら」

　そう言ってスクールバッグから缶かんコーヒーを取り出す袖そで森もり。俺おれは部屋へ上がって袖そで森もりの手からそのコーヒーを奪うばい取とり、一息に飲み干してちゃぶ台に叩たたきつけた。

「いい加減にしてくれ！　俺おれはＦＢＩには入らない！」

「どうしてだい？　この前はあんなに大だい活かつ躍やくだったじゃないか」

「大だい活かつ躍やく？　あの断だん髪ぱつプレイが？　オマエの頭にはチクワでも詰つまってんのか！　オマエも見てただろうがあの惨さん劇げきを！」

「勿もち論ろん見ていたよ。見ていた上でわたしは『大だい活かつ躍やく』と解かい釈しやくしているんだ。流石さすがは蜂はち賀が、君はわたしの見み込こんだ通りの男だった」

　袖そで森もりの態度は少しも変わらない。落おち着つき払はらった態度で嬉うれしそうな視線を向け、俺おれは早くも毒どつ気けを抜ぬかれたような気分になってしまった。

「……やめてくれ、俺おれを誘さそったのは数合わせのためだろう？　人の気も知らないでいい加減なことは言わないでくれ」

「いい加減なことなんて何一つ言ってはいないよ。だってそれは、理由の一部だ。全部じゃ無いから、わたしは君を誘さそったんだ」

「そりゃ一体、どういう意味だ？」

「簡単なことだよ。君はわたしにできなかったことをやってのけた。蜂はち賀が、百どう々どうちゃんの悩なやみを解決したのは君だ。バグに侵おかされた君だ。毎日チマチマと髪かみの手入れをしていたわたしじゃ無い。感謝の言葉、素す直なおに受け取る価値はあるんじゃないかな？」

「袖そで森もり……」

「バグは不ふ条じよう理りだ。ならばその不ふ条じよう理りから皆みんなを救えるのは道義ばかりの行動じゃないのだろう。結果が全てだと言うつもりも無いが、過程より大切なのは確かだ」

「……そんな甘かん言げん、信じるつもりは無いぜ」

　そう言って俺おれは腰こしをかがめた。両手をちゃぶ台につき、精せい一いつ杯ぱい怖こわそうな顔。

「俺おれに残された時間はあと十日だ。たった十日。お遊びに付き合ってる暇ひまは無いんだよ」

　すると袖そで森もりも立ち上がり、同じように俺おれの顔を睨にらみ付けてこう言い放つ。

「奇き遇ぐうだな、わたしに残された時間もあと十日だ。たった十日。逃のがしはしないぞ、蜂はち賀が」

　睨にらみ合あう、俺おれと袖そで森もり。俺おれが右に動けば、袖そで森もりは左へ。左に動けば袖そで森もりは右へ。円形のちゃぶ台を挟はさんで、グルグルグルグル、追いかけっこが始まる。

「出て行け」

「いーやーだ。君が入ると言うまで帰らない」

「第一こんなところに根城を構えたって誰だれも来やしない。俺おれを巻まき込こむな」

「そんなことはないぞ。学校中に張り紙をしておいたからな、もうすぐ学校中の〝バグ持ちアブノーマル〟たちが大たい挙きよして押おし寄よせてくるはずだ」

「か、勝手な真ま似ねを……！」

　業ごうを煮にやして俺おれはちゃぶ台を飛とび越こえた。が、袖そで森もりはそんな俺おれをヒョイとかわしてあちこち逃にげ回まわる。ああもう、これじゃあ前と同じだ。壁かべの薄うすいボロアパート、右の隣りん人じんも左の隣りん人じんもまるで親の敵かたきのように壁かべを殴なぐっている。

「はっはっは、楽しいなぁ蜂はち賀が！　追いかけっこなんて小学校以来だ！」

「待て袖そで森もり！　ひん剝むいて保健所に突つき出だしてやる！」

　瞬しゆん間かん、床ゆかに転がっていたペール缶かんを避さけようとして袖そで森もりがよろけた。その隙すきを突ついてスカートを引ひっ摑つかむ俺おれ。ベシャリと床ゆかに潰つぶれる袖そで森もり。ようやく部屋に戻もどる静せい寂じやく。だが隣りん人じんの怒いかりは収まらない。今度は玄げん関かん扉とびらからも殴なぐりつけるような音が聞こえてくる。

「やや、早さつ速そく誰だれか来たみたいだ！　きっと依い頼らい人に違ちがいない！」

「んなわけあるかよ！　人のウチでバカ騒さわぎしやがって！」

　俺おれは袖そで森もりを床ゆかに残して玄げん関かんへ急いだ。眉まゆはハの字。極力申し訳なさそうな顔。外にいるのは神経質そうなメガネの浪ろう人にん生か、ミュージシャン気取りの中年フリーターか。いずれにせよ怒おこられるのは嫌きらいだ。俺おれはドアノブを摑つかみ、揺ゆれる扉とびらを恐おそる恐おそる開いた。

「ス、スミマセン、ちょっとアホな野の良ら猫ねこが──」

　だが、扉とびらの向こうにいたのはそのどちらでも無かった。そこにいたのは、おおよそこのボロアパートに似つかわしくない人物。貧びん乏ぼうとは生しよう涯がい無む縁えんそうな、高貴なオーラを纏まとった女。

　酷ひどく慌あわてた様子の我わが昼ひる飯めし仲間、日ひ出じ宮みや美み月つきがそこに立っていた。

「蜂はち賀が！　わたくしを匿かくまいなさいっ！」

　目が合うなり、日ひ出じ宮みやは叫さけんだ。そして大きく一歩、前へ踏ふみ出だす。まるで俺おれのことなど無視して、部屋へ向かって。行く手を俺おれの体が塞ふさいでいるというのに。押おしのけようとする素そ振ぶりすら見せず。

　一いつ瞬しゆん、生暖かい風が吹ふき抜ぬけたかのような感かん触しよくがした。振ふり返かえると、日ひ出じ宮みやは既すでに部屋の中にいた。俺おれはまだ、ドアノブから手を離はなしてさえいなかった。

　何が起こった？　一体何が？　日ひ出じ宮みやは──通とおり抜ぬけた？　何を？　俺おれの体を？

「……ほーら、やっぱりわたしの言った通りだ」

　袖そで森もりが言った。だがその言葉が耳へ届く前に、俺おれはまた青色の世界に囚とらわれていた。
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「──なさい。起きなさい、蜂はち賀が」

　誰だれかが頰ほおをペシペシ叩たたく。目を覚ませば、最初に見えたのは袖そで森もりの顔。ホッと胸を撫なで下おろす俺おれ。

　ああよかった、きっと俺おれは悪い夢でも見ていたのだろう。日ひ出じ宮みやが幽ゆう霊れいみたいに人の体をすり抜ぬけるだなんて、バカバカしい。バカバカしいったらありゃしない。そうだろう？　だってそんな、バグみたいなこと……

「ようやくお目覚めですの？　女性を待たせるだなんて大層な殿との方がたですわね」

　ギギギ、と音でもしそうなくらいぎこち無く、首を向ける俺おれ。目に映ったのは、よーく見知ったあの顔。金持ちオーラは百点満点、異常なくらい整った、日ひ出じ宮みやの顔。

　俺おれは素すっ頓とん狂きような叫さけび声ごえを上げ、部屋の端はしまで後ずさった。

「ひひひひ日ひ出じ宮みや、お、オマエ……！」

「ちょっと、そんなに驚おどろかなくてもよいのでは無くって？　流石さすがに少し傷つきますわ」

「だって、まさか、そんな……オマエ！　〝バグ持ちアブノーマル〟だったのか!?」

「おや、蜂はち賀がは知らなかったのかい？」

　と袖そで森もり。俺おれはブンブン頭を振ふってその問いに答える。

「袖そで森もり、オマエは知ってたのか!?　日ひ出じ宮みやが俺おれたちと同じ〝バグ持ちアブノーマル〟だったって、オマエは知ってたのか!?」

「勿もち論ろん、なんたってわたしは福祉美化委員会ＦＢＩの委員長だからな。日ひ出じ宮みや美み月つきちゃん、パターンNo.853044、重じゆう篤とく度Ａ－。バグの特性は──」

　指をピンと立て、どこか自じ慢まん気げに袖そで森もりは語る。バグに関する、保健医しか知り得ないような情報の数々。そんな袖そで森もりに、日ひ出じ宮みやがジトッとした視線を向けた。

「わたくしのこと、随ずい分ぶんとお詳くわしいのですね。家族と先生以外にこのことを明かすのはこれが初めてですのに、不思議ですわ。本当に不思議……ねぇ貴方あなた、一つ聞いてもいいかしら？」

　そしてなぜだろう、今度はその視線が俺おれに向けられる。

「どうして、どうして貴方あなたのお部屋にこの方がいらっしゃるの？」

　日ひ出じ宮みやの背後に、鬼おにが見えた。え、な、なんで怒おこってるんでしょうか日ひ出じ宮みやさん……？

「ねえ、答えて頂ちよう戴だい。どうしてこの方がいらっしゃるの？　それにどうして……この方はスカートを穿はいていらっしゃらないの？」

「……あっ」

　日ひ出じ宮みやに言われて、俺おれたちは初めて気付いた。追いかけっこの末に俺おれが引ひっ摑つかんだスカート。幼児体型の袖そで森もりの腰こしからスッポ抜ぬけたスカート。見れば、それがそのままの状態で床ゆかに転がっていた。当然、袖そで森もりはクマさんプリント丸出しである。

「あわわわわわわ、み、見ないでおくれ……！」

「貴方あなた、こんな不ふ祥しよう事じが世に知られたら退学どころではありませんわよ？」

「ご、誤解だ日ひ出じ宮みや！　俺おれたちは別にやましいことをしてたわけじゃ無い！」

「全く、しっかりしていただきたいですわ。今貴方あなたに退学していただくわけにはいかなくなりましたのに。流石さすがに無職の男性に匿かくまってもらうというのは聞こえが悪いですもの」

「だから俺おれは無実だと……というか、さっきも言ってたがその『匿かくまってもらう』ってのはどういう意味だ？　まさかオマエ、人でも殺してきたんじゃ……」

「あら、わたくしがそんなことをする人間にお見えになって？　そんな大層なことじゃありませんわ。単なる家出ですの、家出」

　呆あきれたように手をヒラヒラ、日ひ出じ宮みやは言った。

「あんな家、二度と戻もどりませんわ。一生外出禁止だなんてお臍へそでお茶が沸わきましてよ。そういうわけで貴方あなた、しばらくお世話になりますわね」

「……は？」

「あぁそうでしたわ、貴方あなたに回りくどい言い方は厳禁でしたわね。つまりしばらくの間わたくしをお泊とめいただくことになるのですけど、構いませんわね？」

「いや、いやいやいやちょっと待て！　はあ!?　俺おれの家に泊とまる？　オマエ何言ってんだ！」

「あら、言葉以上の意味は無くてよ？　別に貴方あなたと『そういうこと』をしたいわけではありませんわ、気持ち悪い」

「意味がわからん！　妙みようなこと言ってないでサッサと帰れ！」

　俺おれはそう怒ど鳴なって立ち上がり、日ひ出じ宮みやの首根っこを摑つかもうと手を伸のばした。が、どういうわけかスカッと空を切るばかりでまるで手て応ごたえが無い。日ひ出じ宮みやは身動き一つしていないのに、まるで幻げん影えいを摑つかもうとしたかのように。

　当とう惑わくする俺おれに向かって、ようやくスカートを穿はき直した袖そで森もりが言った。

「無む駄だだぞ蜂はち賀が。言いそびれていたが、日ひ出じ宮みやちゃんのバグは『生物系オブジェクトとの接せつ触しよく判定無効』。君は〝モノ〟ではないから、日ひ出じ宮みやちゃんの体に触ふれることはできない。接せつ触しよくしたと認にん識しきされずに、透とう過かしてしまう」

「と、透とう過かぁ？」

「付け加えると、服の上からでも駄だ目めですの。この世界ではわたくしたちが『着ている』ものまで人物の一部として扱あつかわれているんですって。ですからこの制服も貴方あなたには触さわることができませんわ。同じように、貴方あなたが着ているものもわたくしには触ふれられませんの。納なつ得とくできないのでしたら、もう一度試ためしてみてもよろしくてよ？」

　そう言うと、日ひ出じ宮みやは背筋を伸のばして胸を張る。ゴクリと唾つばを一飲み、俺おれはほとんど反射的に手を伸のばした。自分から一番近いところ、つまり、制服の引っ張り強度を試ためさんとする二つの出っ張りに向けて。

　それは、あまりにも奇き妙みような感覚だった。俺おれの右手は、まるで空気を押おしのけるかのように日ひ出じ宮みやの胸むな元もとへと侵しん入にゆうしていく。僅わずかに動かせば、感じるのは日ひ出じ宮みやの体温のみ。心臓近く、じんわりと、体表よりも遥はるかに温かい。

「マジかよ……どうなってんだコレ」

　と、そんなことを言いながら俺おれは夢中で手を動かし続けた。握にぎったり開いたり、最初はゆっくり、だんだん速く、ワキワキ、モミモミ。見るからに柔やわらかくて揉もみ心ごこ地ちがよさそうなのに、なんの感かん触しよくもない。自然と感かん嘆たんの息が漏もれ、日ひ出じ宮みやの顔を見上げる俺おれ。
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　瞬しゆん間かん、金切り声と共に日ひ出じ宮みやの平手が俺おれの頰ほおを貫かん通つうしていった。

「のわっ！　お、怒おこるんじゃねえよ、触ふれないんだったら別にどこだっていいじゃねえか！」

「触ふれなくても、か、感じるんですの！　貴方あなたの！　体温とか！」

「はあ？　体温？」

「もう、これは仕返しですわ！」

　そう言って日ひ出じ宮みやは俺おれの脇わき腹ばらに指先を突つき刺さす。冷ひえ性しよう気味の日ひ出じ宮みやの指先。まるで氷水を注射されたかのような感かん触しよくに全身の産うぶ毛げが逆立ち、俺おれは思わず悲鳴を上げた。

「と、に、か、く、これでわかりましたわね？　貴方あなたにわたくしを追い出すことはできませんわ。諦あきらめてわたくしをお泊とめなさい」

「いや、そんなこと言われても……」

「なんでですの？　わたくしと夜を共にするのは嫌いやだと申しますの？　こういうのは殿との方がたの夢ではなくって？」

「そ、それはそうかもしれないが……ってああもう！　袖そで森もり、オマエも何か言ってやって──」

　と、言ってから俺おれは気付いた。ああ、マズいヤツに話を振ふってしまった、と。

「……日ひ出じ宮みやちゃん、君は困っているのかい？」

「ええ、頑がん固こな誰だれかさんのおかげで非常に困っていますわ」

「助けが、必要かな？」

「ええ、わたくしにはもうここしかありませんもの」

「よーしわかった！」

　袖そで森もりは弾はじけるように立ち上がり、ビシっと音でもしそうな勢いで指先を日ひ出じ宮みやに向けた。

「ならばその困りごと、福祉美化委員会ＦＢＩが引き受けた！　委員長権限で宿しゆく泊はくを許可しよう、この新たな委員会室に！」

「おまっ、何言ってやがる！」

「助かりますわ。貴女あなた、存外いい人ですわね」

「日ひ出じ宮みや！　オマエもコイツの冗じよう談だんを真まに受けるな！」

「冗じよう談だん？　冗じよう談だんなどではないぞ。ここは既すでに福祉美化委員会ＦＢＩの持ち物なのだからな、煮にようが焼こうが誰だれを泊とめようが委員長であるわたしの自由であって……」

「だああうるさいうるさい！　勝手なことばっかり言いやがってこの野の良ら猫ねこが！」

　俺おれは偉えらそうに無い胸を張る袖そで森もりをとっ捕つかまえ、肩かたの上へ担かつぎ上あげた。ああ、触さわれるというのはなんと素す晴ばらしいことか。俺おれはそのまま暴れる袖そで森もりを玄げん関かんから外へ投げ捨てた。

「ちょ、何をするんだ蜂はち賀が！　中へ入れろっ！」

　袖そで森もりはそう叫さけんで扉とびらをドンドン叩たたく。が、そんなものは無視無視。鍵かぎをガチャンと閉めれば、これで完かん了りよう。うるさいのは一人減った。が、

「どうすりゃいいんだよ……」

　日ひ出じ宮みやはそんな俺おれたちのことなど意識の範はん疇ちゆうに無いといった顔で、悠ゆう々ゆうと布ふ団とんの上に寝ねそべって側に転がっていたマンガ本をめくっていた。

「ああ、騒さわぎすぎてなんだか喉のどが渇かわいてしまいましたわ。貴方あなた、お茶でも淹いれてくださらない？」

「オマエまでそんなことを……だいたいオマエは自分が何をしてるのかわかってるのか？　一人暮らしの男の部屋に泊とまろうだなんて、何かあったらどうするんだよ」

「『何か』ってなんですの？　はっきり仰おつしやっていただかないとわかりませんわ」

「そりゃあ……い、いろいろあるだろ！　仮にも男と女なんだから！　なあ！」

「そういうことでしたらわたくしは何も心配していませんわ。間ま違ちがいを起こそうにも、貴方あなたはわたくしに触さわれませんもの」

　そう言って日ひ出じ宮みやは挑ちよう戦せん的な微び笑しようを向ける。まるで自分の我わが儘ままが受け入れられることに一いつ寸すんの疑いも抱いだいていないような、そんな微び笑しようだ。

「あら、もうこんな時間ですの？　わたくしはそろそろお休みさせていただきますわ。夜よ更ふかしなんて、美容の大敵」

　時計を見上げてそう呟つぶやくと、日ひ出じ宮みやは断りも無しに俺おれの布ふ団とんを広げ始めた。そしてモゾモゾと寝ね床どこに潜もぐり込こみ、隙すき間まから制服の上着とスカートを放り出す。ああもう、勝手だ、勝手が過ぎる。

「ハァ……一体何があったんだよ、日ひ出じ宮みや。家出なんて突とつ然ぜんすぎるじゃねえか」

「……そうでもありませんわ。父上にはもううんざりですの。いくらわたくしが一人ひとり娘むすめで、〝バグ持ちアブノーマル〟でも、あの人に縛しばられなければならない筋合いはありませんわ」

　布ふ団とんから顔も出さずに、日ひ出じ宮みやは言った。言葉の意味はサッパリわからない。俺おれは日ひ出じ宮みやがもう一言二言続けるものだとばかり思って黙だまっていたが、結局この我わが儘まま女王はそれ以上何も言わぬまま寝ね息いきを立て始めてしまった。

「全く、何が何やら……」

　小さく揺ゆれる布ふ団とんを見つめたまま、俺おれは溜ため息いきを吐ついた。

　全く、何が何やら。俺おれはすっかり置いてけぼりを喰くらってしまっている。バグだの家出だのと、袖そで森もりにしろ日ひ出じ宮みやにしろ、俺おれに持ちかけるような話じゃないだろう。何度も言うが、俺おれは考えることのできない男。そんな俺おれに、一体何を期待しているというのか。

「なんか言ってくれよ日ひ出じ宮みや、俺おれとオマエの仲だろ」

　俺おれは掛かけ布ぶ団とんを少し捲めくった。日ひ出じ宮みやはまっすぐ仰あお向むけに姿勢正しく寝ね入いっている。まるでコイツの自立心とか、頑がん固こさとか、そういうものを表しているかのように。

　で、ふと気付く。日ひ出じ宮みやが俺おれの布ふ団とんを使っているのなら、俺おれは一体どこに寝ねればいいんだ？

「や、家主に床ゆかで寝ねろと!?」

　しかしここは四畳じよう半一ひと間まの安アパート、布ふ団とんを敷しけば最も早はやそのスペースも無い。ちょっとした絶望が俺おれの身を包む。しかもこの数日間、フリーズ続きでまともに寝ねられた例ためしが無い。

「最悪だ……」

　壁かべを背に消しよう沈ちんする俺おれ。一方で吞のん気きに眠ねむりこける日ひ出じ宮みや。そんな日ひ出じ宮みやを見み詰つめていれば、当然のことながら俺おれの心にはイライラ、モヤモヤ、ムラムラ……え？　ムラムラ？

　で、俺おれは更さらに気付いた。剝むき出だしになった日ひ出じ宮みやの上半身、そこへ向かって自分の右手が再び伸のびつつあるという事実に。

「あ、アレ？」

　いや、いやいやいや、俺おれは一体何をしようとしているんだ？　ナニを？　え？　この手はなんだ？　徐じよ々じよに伸のびる手、その先には日ひ出じ宮みやの〝双そう丘きゆう〟。なんだこれ……なんだこれ！

「ちょ、だ、ダメだダメだ！　考えろ、考えろ俺おれ！」

　と、必死に言い聞かせる俺おれ。慌あわてて動き始める理性。だがその行く先に例の青い壁かべが見えて、俺おれは思考を急停止した。

　いやいやいや、考えちゃダメだろ！　アレ？　じゃあどうすれば？　気付けば心の奥おく底そこでは不ふ条じよう理りばかりの展開に不満を募つのらせた本能が喚わめいている。「楽にさせろ」と。しかも都合の悪いことに、日ひ出じ宮みやのソレは袖そで森もりのツルツルペタペタとは違ちがう。なんというか、ほら、

「だ、だからってダメだろ！　それにコイツの体は……」

　どうせ、触さわることができない。触さわることができないんだから──脳内ではくたびれた理性と血気盛さかんな本能が取っ組み合いを始め、思考があらぬ方向に転がり始める──触さわってもいいってことになるんじゃないでしょうか!?

　あ、アレ？　だってほら、どうせ触さわれないってことは触さわっても触さわったことにならないってわけで、それはつまり触さわってもいいってことに……アレ？　なる？　ならない？　意味ない？　意味わかんない？　だ、だってほら、どうせ触さわれないんだから触さわり放題〇円ポッキリってことになったりならなかったりってうわああああああああ──




　とまあ、そんな感じで日ひ出じ宮みやが『殿との方がたの夢』と称しようした一晩は一いつ瞬しゆんの内に過ぎ去ってしまった。翌朝、日ひ出じ宮みやは俺おれを一いち瞥べつすると酷ひどく憂ゆう鬱うつそうな顔をしていた。ホント、なんででしょうね？







「酷ひどいじゃないか！　わたしも一いつ緒しよにお泊とまりしようと思ってたのに！」

　とは、通学路で待まち伏ぶせしていた袖そで森もりの言葉。今日きようの容姿は女子大生くらいだろうか、高等部の制服がそろそろ危険な雰ふん囲い気きだ。挙句顔も悪くはないせいで、道行く学生やサラリーマンたちが俺おれに恨うらみがましい視線を向けてくる。

　が、当の俺おれ自じ身しんはそんな袖そで森もりの容姿や言葉よりももっと異様なものに意識を奪うばわれていた。

「袖そで森もり、なんだアレは」

　目に映ったのは、校門付近をうろつく警察官。それも一人や二人じゃない、中に総理大臣でもいるんじゃないかと思うほどの大人数が、しきりに出入りを繰くり返かえしていたのである。

「さあ。わたしが来たときからあんな感じで、理由はサッパリ。いずれにせよ穏おだやかな雰ふん囲い気きでは無いね。何か事件でもあったんだろう」

「であれば無関係であることを祈いのるばかりだが……」

　その後、袖そで森もりとは昇しよう降こう口ぐちで別れた。で、一年Ｃ組、俺おれの教室。驚おどろいたことに、警察官は教室の中にまで入はいり込こんで独特の威い圧あつ感を振ふりまいていた。当然朝の学校らしい和なごやかな雰ふん囲い気きなどそこには無く、級友たちはただひたすら自席で沈ちん黙もくに耐たえている。空席は今しがた登校したばかりの俺おれの席と、部屋に残してきたアイツの席、その隣となりくらいだろうか。

　俺おれが席に着くと、間もなく西にし崎ざき先生が現れた。先生は警官を一いち瞥べつして少し不ふ機き嫌げんそうな顔を見せると、俺おれたちにこう告げた。

「始業時間だ。が、その前に話しておくことがある──日ひ出じ宮みやが行方ゆくえ不明になった」

　静まり返った教室に小さな声が響ひびく。〝日ひ出じ宮みや〟、〝行方ゆくえ不明〟──次の瞬しゆん間かん、クラス全員、それこそ一人残らず全員の視線が俺おれに向けられた。

「何か心当たりがあれば報告してくれ。じゃ、授業を始めるぞ」

　当然、授業の内容など頭に入るはずもない。全身から血液が抜ぬき取とられたかのような感覚に襲おそわれ、俺おれは休み時間が来るまでガタガタ震ふるえながら過ごす羽目になった。




「──とにかく、俺おれは何も知らん！」

　昼休み、詰つめ寄よってくる級友たちを押おしのけて廊ろう下かに飛び出す。目指すは二年Ｅ組、袖そで森もりの教室。俺おれは隅すみで弁当をつついていた袖そで森もりの襟えり首くびを引ひっ摑つかみ、人ひと気けの無い階段脇わきまで連れ出した。

「な、なんだい蜂はち賀が、そんなに慌あわてて……」

「落ち着いてなんかいられるか！　オマエと日ひ出じ宮みやのせいで俺おれは──ッッ！」

　耳に飛とび込こんできた「いたぞ！」の一言。声の方向に目を向ければ、クラスメイトの男子が一人、必死の形ぎよう相そうでこちらに向かってくる。

「蜂はち賀が、正直に言え！　俺おれたちの日ひ出じ宮みやちゃんをどこへやった！」

「だから知らないって言ってるだろ！」

　摑つかみかかろうとしてくる男の手を既すんでのところでかわし、鳩尾みぞおちに拳こぶしを叩たたき込こむ。息を詰つまらせてその場にうずくまる男へ向け、俺おれは怒ど鳴なり返した。

「大体なんで俺おれのことを疑うんだ！　怪あやしいヤツなら他にいくらでもいるだろうが！」

「い、いーや……一番怪あやしいのはお前だ……だって、日ひ出じ宮みやちゃんに話しかけてもらえるのはお前だけだから……！」

「はあ!?」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ蜂はち賀が！　一体どんな手を使って日ひ出じ宮みやちゃんを騙だましたんだ！　〝バグ持ちアブノーマル〟だからって、くそっ！　しかも騙だますだけじゃ飽あきたらず誘ゆう拐かいなんかしやがって、『日ひ出じ宮みやちゃんを静かに愛めでる会』はお前を絶対に許さないぞ！」

「だからなんで俺おれが誘ゆう拐かいしたって話になってんだよ！　そんなことしてないって何度も言ってるだろうが！　バカなことばっかり抜ぬかしてたら屋上から突つき落おとすぞ！」

　襟えり首くびを摑つかみ、深々と皺しわの寄った眉み間けんを押おし付つけて男を脅おどす。その顔か、一月前に役目を終えた筋肉か、果たしてどちらが役に立ったのかは知らないが、男は「ヒッ」と悲鳴を漏もらすと慌あわてた様子で逃にげ帰かえっていった。

「……なんだかとんでもないことになってるみたいだね、蜂はち賀が」

「他ひ人と事ごとみたいに言うんじゃねえ！」

　俺おれの置かれた状じよう況きようとは、つまりこういう具合だった。

　今け朝さ方学校に現れた警察は、日ひ出じ宮みやの捜そう索さく隊たい。警察署長を務めるという叔お父じのツテで、アイツの父親が集めたものらしい。聞けば街中に警官を配備しているのだとか。『行方ゆくえ不明になった』日ひ出じ宮みやと、この『事件』に関わった人間を探すために。

　で、クラスの連中には早さつ速そく俺おれが容疑者第一号と目もくされているのである。理由はというと……

「知らなかったぜ、少しばかりアイツと仲良くしてたくらいで、まさかクラス全員から妬ねたまれてただなんてな」

「へ？」

「最悪だ。陰かげながら人気があるってことはなんとなくわかってたが、まさかこれほどとは。男だけじゃ無い、女子連中まで蜂はちの巣すをつついたような大おお騒さわぎだ。『私たちの日ひ出じ宮みやちゃんを返して！』だなんて、まるで俺おれが盗ぬすんだみたいによ」

「あー……でもなんとなくわかるかな。可愛かわいいもんね、日ひ出じ宮みやちゃん。びっくりするくらい。わたしと違ちがって胸も大きいし。実は皆みんなのアイドルだったというわけだな」

「偶像アイドルか、嫌いやな響ひびきだが言い得て妙みようだぜ。まさにアイツは〝不ふ可か侵しんの偶ぐう像ぞう〟だったわけだ。チクショウ、おかげですっかり犯罪者扱あつかいじゃねえか……」

「まあ、無関係では無いけどね」

「だからといって俺おれのせいじゃないだろ、アレは……」

　袖そで森もりの肩かたを引ひっ摑つかんだまま、俺おれはガックリうなだれた。ああもう、何度も言うが、最悪だ。

「……決めた。これ以上事が大きくなる前に日ひ出じ宮みやを父親へ引ひき渡わたすぞ。このままじゃどんな罪を被かぶせられるかわからん」

「えー、せっかく君に助けを求めてきたのにかい？」

　あからさまに不服そうな顔をして、袖そで森もりは言った。

「日ひ出じ宮みやちゃんがどんな理由で家出なんてしたのかわからないけど、その悩なやみを先に解決すべきなんじゃないかな？　君はそれでも福祉美化委員会ＦＢＩの一員かい？」

「誰だれが一員だ、誰だれが！　とにかく俺おれは行くぞ。家に帰ってアイツを父親に突つき出だす。邪じや魔まはするなよ」

「あ、ま、待ってくれ蜂はち賀が！」

　そう叫さけんで袖そで森もりは俺おれを追いかける。今日きようは脚あしが長いから追いつくのは容易だろう。俺おれたちはそれから人目を避さけて学校を抜ぬけ出だした。

　途と中ちゆう、職員室で西にし崎ざき先生と初老の男が話はなし込こんでいるのが見えた。恐おそらく日ひ出じ宮みやの父親だろう。娘むすめのことが心配なのか酷ひどく落おち込こんだ様子で、その顔が今け朝さの日ひ出じ宮みやによく似ていた。




　で、俺おれと袖そで森もりは一時間とかからずに下宿へと辿たどり着ついた。今のところあたりに人の姿は無い。扉とびらにも、相変わらず変な張り紙がされていること以外特に変わった様子も見られ無かった。

「よし、開けるぞ袖そで森もり……」

　言いながら、両手を添そえて静かに扉とびらを開く。まるで刑けい務む所しよにでも忍しのび込こむかのような緊きん張ちよう感である。自分の家だというのに、全く理り不ふ尽じん極きわまりない。

　だがそうして緊きん張ちようしていたおかげで俺おれは少し救われた。俺おれの目に飛とび込こんできたのは、無残に荒あらされた部屋の惨さん状じよう。泥どろ棒ぼうにでも入られたかのように撒まき散ちらされた品々。本やら、衣類やら、何の覚かく悟ごも無しにこの有あり様さまを見たら恐おそらく卒そつ倒とうしていたことだろう。

「ッ、なんだよこれ……！」

　靴くつを脱ぬぐ余よ裕ゆうも無く、部屋に飛とび込こむ俺おれ。散らばった家財道具、乱雑に丸められた布ふ団とん。何者かの家や探さがしを受けたことは確かだ。そして日ひ出じ宮みやの姿は──無い。考える余地も無く、導き出されるシンプルな結論、

「先回りされたみたいだな、蜂はち賀が」

「警察か！　日ひ出じ宮みやがちゃんと事実を話してくれればいいが……！」

「…………んんっ、わたくしが、どうかなさいましたの？」

　不意に、声が聞こえた。驚おどろいた袖そで森もりが「ひょわっ！」と叫さけんで俺おれにしがみつく。恐おそる恐おそる部屋の隅すみに目を遣やれば、声の主が丸まった布ふ団とんの中からモソモソと這はい出でてきた。

「くぁぁ…………おふぁやいですわね、お二人とも」

　四よつん這ばいのまま、背骨を伸のばしてプルプルと欠伸あくびをする日ひ出じ宮みや。全身の力が抜ぬけて、俺おれと袖そで森もりはその場にへたり込んだ。

「日ひ出じ宮みやちゃん……これって、日ひ出じ宮みやちゃんがやったのかい？」

「これ？　これってなんのことですの？」

　日ひ出じ宮みやはキョトンとした顔で部屋の中を見回す。この惨さん状じようになんの疑問も抱いだいていない様子。つまりはそれが答えだろう。部屋を荒あらしたのはコイツだ。

「あら、まだ二時にもなっていませんのね。サボタージュとは感心しませんわ」

「オマエが言うことかよ！」

「でも丁度よかったですわ。わたくし退たい屈くつしていたところですの。貴方あなた、また一つ頼たのまれごとをしていただけませんこと？」

　と、俺おれの顔をまっすぐ見つめる日ひ出じ宮みや。ツンと高い鼻。大きな瞳ひとみ。ああ、見た目だけならこれは確かにアイドルだ。日ひ出じ宮みやはその小さい口を動かし、こう言った。

「わたくしを、街までエスコートしてくださいまし」

「……は？」

「あら、二度言わなければならないほど難しいことではありませんわ。街に連れて行ってほしいというだけのことでしてよ」

「街に？」

　小首を傾かしげる袖そで森もり。返答とばかりに、日ひ出じ宮みやは上品にコクリと顎あごを引く。

「だって貴方あなたのお部屋、退たい屈くつなんですもの」

「……オマエ、自分がどんな状じよう況きように置かれてるのかわかってるのか？」

　日ひ出じ宮みやの鼻先に額を寄せ、俺おれは言った。

「よく聞け！　オマエが家出なんかしでかしたせいでそこら中バケツをひっくり返したみたいな大おお騒さわぎだ！　町中の警官が学園に押おし寄よせるわクラスメイトには殺されかけるわ、こっちはオマエを泊とめたと知られただけでもブタ箱に突つっ込こまれかねない非常事態なんだぞ！　なのに今から街まで連れて行けだと？　冗じよう談だんも休み休み言ってくれ！」

　が、日ひ出じ宮みやはあっけらかんとした表情でこう返してくる。

「警察なんて無ぶ粋すいですわね、いかにも父上のやりそうなことですわ。心配しなくてもよろしくてよ、いざとなったら貴方あなたのことはわたくしがちゃーんと弁明して差し上げますもの」

「弁明って……それだけで済むような話じゃないだろ！」

「そ、れ、に、縛しばられるのが嫌いやで家出しましたのにこうして貴方あなたの家に引きこもっていたら本ほん末まつ転てん倒とうでしてよ。貴方あなたもそう思いませんこと？」

「知るかよ！　我わが儘ままばっかり言うんじゃねえ！　袖そで森もり、オマエも何か──」

　で、俺おれは思った。あーあ、まーたやっちまったと。案あんの定じよう、袖そで森もりは目を爛らん々らんと輝かがやかせる。

「日ひ出じ宮みやちゃん、君は困っているのかい？」

「ええ、だってこの人がわたくしを監かん禁きんしようとするんですもの」

「何が監かん禁きんだ！　オマエが勝手に転ころがり込こんできたんだろうが！」

「でも蜂はち賀が、このままじゃ可哀想かわいそうだよ。確かにこの部屋はボロくて狭せまくて退たい屈くつだ。その上蜂はち賀がの臭においも充じゆう満まんしてるし、畳たたみに変なシミは付いてるし、本ほん棚だなの奥おくに悪あく趣しゆ味みなエロマンガも隠かくしてあるし、福祉美化委員会ＦＢＩのリーダーとして流石さすがに見過ごせないぞ」

「おまっ、なななな何な故ぜ俺おれの秘蔵コレクションのことを!?」

「そりゃあこの部屋を委員会室に選んだわけだからね、知るべきことは知っておかないと。それにしても蜂はち賀が、あのマンガは無いんじゃないかなー。人の趣しゆ味みをとやかく言いたくは無いけど、女の子を縄なわで縛しばったりするのはあまり感心しないぞ」

「っ！　こ、この洗せん濯たく板いたが……縛しばるところも何も無いくせに……！」

「あーもう！　これでは埒らちが明きませんわ！」

　日ひ出じ宮みやが叫さけんだ。そして自分の鼻を俺おれの顔に半分突つっ込こみ、こんなことを言った。

「蜂はち賀が、クイズですわ。貴方あなたの前に三枚のクジがありますの。一つは当たりで二つは外れ。貴方あなたが一枚選んだ後に、わたくしが残った二枚の中から外れを一枚除外したら、貴方あなたはクジを選び直したほうが得？　それとも最初に選んだものをそのまま──




　で、気付いたときには下宿の前に仰あお向むけに転がっていた。眩まぶしい陽光の下、すっかり身み支度じたくを整えた日ひ出じ宮みやと袖そで森もりの二人に蹴けり起こされながら。

「さあ行くぞ蜂はち賀が！　福祉美化委員会ＦＢＩ、出動だ！」

　……もうヤダ、こいつら。







「貴方あなた、そろそろ機き嫌げんを直してくださいませんこと？　エスコート役の貴方あなたにそうやってムスッとされているとせっかくのお出かけ気分が台無しですわ」

「誰だれのせいだ、誰だれの。ったく人の気も知らないで好き勝手しやがって、このままオマエを警察に突つき出だしてやろうか？」

「あら、安易な考えはやめたほうがよろしくてよ。そんなことをされたらあること無いこと騒さわぎ立たててしまいそうですもの」

「おっと、そしたらいよいよ誘ゆう拐かい犯はんだな、蜂はち賀が。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。そろそろ諦あきらめて腹を決めたまえ。全く君は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだから」

　と、そんなことをワイワイ言い合いながら駅までの道のりを行く俺おれたち三人。二人の足取りは軽かろやかだが、一方で俺おれのテンションは地を這はうように低い。

　全く、なんでこんな面めん倒どうに巻まき込こまれなきゃならないのか。バグってヤツは本当に、

「嫌いやなもんだぜ……しかし日ひ出じ宮みや、一体どうするつもりだ？　こんなんじゃ警察にだってクラスメイトにだってすぐに見つかっちまうぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。わたくしに一つ、考えがありますの」

「へえ……じゃあその考えってのがどんなもんだか、見せてもらおうか」

　そう言って俺おれは指差す。まっすぐ前方、五十メートル。住宅街の角、女性警官が一人。

　一体何を捜しているのやら、爪つま先さき立だちで塀へいの向こうを覗のぞき込こんでいる。

「まだ気付いちゃいないみたいだが、どうする日ひ出じみ──っ!!」

　言いかけた俺おれの体を、身み悶もだえするような感覚が襲おそった。湯たんぽのような温かさと氷水のような冷たさ。それも体の内側から、心臓と手足に同時に。つまりこれは──

「これぞ秘ひ儀ぎ、隠かくれ身の術！　ですわ！」

「おお、凄すごいな！　蜂はち賀がと日ひ出じ宮みやちゃんが〝合体〟したぞ！」

　感心したように声を上げる袖そで森もり。得意気にフフンと鼻を鳴らす日ひ出じ宮みや。呆あきれる俺おれ。寸分違たがわず姿勢を合わせ、日ひ出じ宮みやは俺おれの体の中に入はいり込こんでいた。

「こうやって貴方あなたの中に隠かくれていれば誰だれにも見つかりませんわ！　さあ蜂はち賀が、行きますわよ！」

「……オマエ、実はバカだろ」

　俺おれは視線を下へずらした。上半身。いくら俺おれが筋肉質でも隠かくし切れないものはある。いくら日ひ出じ宮みやが細身でも収まり切らないものはある。俺おれは男。日ひ出じ宮みやは女。ある意味、袖そで森もり以上に。

　だからそこには、たわわに実った二つの果実があった。

　となればやることは一つしかない。俺おれは冷え切った指先でその先せん端たんをツンと突つっついた。

「ひゃああああああああ！」

　絶ぜつ叫きよう。と同時に俺おれの腹からポンと飛び出す日ひ出じ宮みやの体。地面に手をつき、ゼエゼエ息をしながら日ひ出じ宮みやは俺おれの顔を睨にらみつけた。

「ああああ貴方あなたっ！　一体何をしてるんですのっ！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　俺おれの体に変なもん生はやすなっての！」

「なっ!?　へ、変なものとはなんですの！　ちょっと大きいだけで変ではありませんわ！　蜂はち賀が、謝あやまりなさい！　跪ひざまずいて謝罪なさい！」

　日ひ出じ宮みやは真まっ赤かになって立ち上がり、手にしていたスクールバッグを振ふり回まわす。地じ獄ごくの鬼おにでも殺しかねない勢いだ。が、そのバッグが俺おれの頭をかち割る前に袖そで森もりが叫さけんだ。

「大変だ、気付かれたぞ！」

　俺おれたちは慌あわてて前方に視線を戻もどす。恐おそらくは日ひ出じ宮みやの声に気付いたのだろう、例の婦警が怪け訝げんそうなしかめっ面つらをこちらに向けていた。

「蜂はち賀が、他に方法はありませんの！　おかしな真ま似ねはやめてわたくしを匿かくまいなさい！」

　そう叫さけんで日ひ出じ宮みやは再び俺おれの体に飛とび込こむ。止める間も無い。というか俺おれには止める手段もない。足早に駆かけ寄よってくる婦警の姿を見て、俺おれは咄とつ嗟さに胸を隠かくした。

「……あれ？　君たち、ここにもう一人いなかった？」

「い、いやあ？　なんのことでしょう、俺おれにはさっぱり……」

　言いながら、前かがみになって自分の胸に両りよう腕うでを押おし付つける。体の中では日ひ出じ宮みやがピクピク反応しているが、今は無視。これなら単に腕うで組ぐみしているように見えなくもない……ハズ。

「おかしいなー、私の見み間ま違ちがいかしら。確かにあの子がいたような気がしたんだけど。ねえ君たち、何か知らない？　この女の子なんだけどさ」

　そう言って婦警さんは一枚の写真を向ける。当然知らないはずもない。その人物は今まさに俺おれの中で悶もだえているのだから。

「うーん、知らないかー……っていうか君、大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか凄すごく具合が悪そうだけど」

　額に浮うかんだ脂あぶら汗あせを見定めて、婦警さんは言った。反射的に、俺おれは組んでいた腕うでを外してブンブン振ふる。手の平を向け、ＮＯの意。そしてプルンと姿を表す、例のブツ。婦警さんの視線がその不自然な突とつ起きに移る。

「蜂はち賀が……」

「あ、あれ？　君、それってまさか……オッパイ？」

「あああああ違ちがうんです！　こ、コレはその……！」

　俺おれは慌あわてて腕うでを元の位置に戻もどす。日ひ出じ宮みやの胸へ沈しずみ込こませるように、自分の胸むな元もとへ。だがよく見てみればそもそも俺おれの両りよう腕うで程度じゃ全然隠かくし切れていなかった。二つの山は俺おれの腕うでを貫かん通つうし、立派に自己主張を続けているではないか。ど、どんだけデケエんだよこのブツは……

「そんな、男の子にオッパイなんて……しかも私より大きいなんて！」

「違ちがいます違ちがいます！　コレは俺おれのなんかじゃないんです！　か、勘かん違ちがいはやめてください！」

「そーですよ婦警さん。このオッパイは……わたしのなんです！」

　袖そで森もりが突とつ然ぜん、そんなことを口走った。驚おどろいて目を向ければ、不自然なくらい神しん妙みような面おも持もち。袖そで森もりは俺おれと婦警さんの間に割って入り、小さくこう呟つぶやいた。

「全く何をしているんだい君は……日ひ出じ宮みやちゃん、合わせておくれよ」

「袖そで森もり、オマエ何を……！」

「さあわたしのオッパイよ、カムバーック！」

　両りよう腕うでを頭の上でクロスさせ、袖そで森もりが叫さけぶ。瞬しゆん間かん、俺おれの体の中から日ひ出じ宮みやの体温が消えた。同時に、袖そで森もりのまな板からニューっと生はえる、日ひ出じ宮みやのソレ。

「とまあ、こんな感じでわたしがあげたんです。以上、オッパイ転移マジックでしたー。じゃ、そういうことで……逃にげるぞ蜂はち賀がっ！」

「あ！　オイ待て！」

　脱だつ兎との如ごとく、袖そで森もりは駆かけ出だす。日ひ出じ宮みやと〝合体〟したまま、キツネに摘つままれたような表情の婦警さんをその場に残し。後を追う俺おれ。ああもう、やることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。袖そで森もりは角を曲がり、民家の外がい壁へきに隠かくれてようやく日ひ出じ宮みやと分ぶん離りした。

「た、助かりましたわ……ナイスアイデアですの、袖そで森もりさん」

「どこがだよ！」

「いやー、思い付きにしては中々上う手まくいったな。自分でもビックリだ」

　袖そで森もりは言う。お、思い付きってオマエ……

「なあ、まさかとは思うがこんな調子で本当に街まで行くつもりじゃ無いよな？」

　俺おれは言った。が、なんだろうね、日ひ出じ宮みやの意志は相当固い。

「勿もち論ろん行きますわよ。こんな調子でもどんな調子でも、もうわたくしは自由なんですもの。それより貴方あなた、あの体ていたらくは一体何ですの！　わたくしを守るのが貴方あなたの務めではなくて！」

「バカ言うんじゃねえよ……」

「バカではありませんの！　さあ、まだ先は長いですわ！　行きますわよ！」

　そう言って日ひ出じ宮みやは再び歩き始める。楽しそうに後を追う袖そで森もりと、その袖そで森もりにガシっと摑つかまれて引きずられる俺おれ。止まる気配は皆かい無む。もう勝手にしてくれ……




　そうして何度も警察やクラスメイトに見つかりそうになりながら、俺おれたちはとうとう駅までやって来てしまった。ここから電車で四駅ほど行けば待望の〝街〟に出られる。だが、

「結構混んでいますわね……」

　あたりを見回しながら日ひ出じ宮みやが言った。駅のホームには、白線の内側に収まり切らないほどの人の姿があった。

「満員電車になりそうだね。日ひ出じ宮みやちゃん、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「勿もち論ろんこれくらいなんともありませんわ。満員電車でもなんでもどーんと来やがれ、ですの」

　そして俺おれの方に振ふり向むき、更さらに一言。

「ということで貴方あなた、今度はちゃんとわたくしをお守りなさい」

「……いや、何からだよ」

　呆あきれながらそう問いかける俺おれ。しかし返事が返ってくる前に目的の列車がホームへ滑すべり込こんできた。雪崩なだれを打つように車内へ流ながれ込こんでいく人の列。飲のみ込こまれて離はなれ離ばなれになる俺おれたち。息もできないくらいの超ちよう満員。最悪だ。それでもなんとかドア脇わきの隅すみを確保すると、そんな俺おれの更さらに奥おく、壁かべと手すりの角のところに日ひ出じ宮みやがひょっこり姿を現した。

「さあ蜂はち賀が、護衛は任せましたわよ！」

「だから何からだよ！　オマエには満員電車も何も関係ねえじゃねえか！」

「確かに、わたくしには押おし潰つぶされる心配も不ふ埒らちな男性に触さわられる心配もありませんわ。でもわたくし、嫌いやなんですの。本当のところを言うと、他人を体の中に入れるのが」

「はあ!?　散々人の中に入はいり込こんでおいて今いま更さら何言ってやがる！」

「あら、見くびらないでほしいですわね。わたくし、見ず知らずの方に体を許すほどふしだらな女ではありませんの。そういうわけで貴方あなた、うっかり誰だれかがわたくしの体に入はいり込こまないようにお守りなさい」

　日ひ出じ宮みやはツンとした表情でそんなことを言う。他人と俺おれ、一体何が違ちがうというのだろうか。

　だが今の日ひ出じ宮みやに俺おれの言葉を聞く耳なんてありそうにもない。仕方なく、俺おれは壁かべに両りよう腕うでを突つっ張ぱって日ひ出じ宮みやのためのスペースを作った。

「全く、先さき程ほどもこれくらい献けん身しん的でしたら文句も言いませんでしたのに」

「減らず口を……！」

　そうこうしている内に電車は走り始める。ギュウギュウ詰づめの車内で、ガタンと大きな揺ゆれ。進行方向から脈打つように乗客の体重がのしかかってくる。想像以上の圧力を受け、俺おれの腕うでは早さつ速そく悲鳴を上げ始めた。

「ちょっと貴方あなた、顔が近いですわよ！　ちゃんと支えなさい！」

「こ、こんな状じよう況きようで無茶言わないでくれ、今いま更さら顔くらいどうだって──っ!!」

　言いかけたそのとき、電車は急カーブに差さし掛かかった。遠心力を受け、カーブの外側へ押おし付つけられる乗客。運の悪いことに、俺おれたちはその最も外側にいた。

　カタカタ震ふるえる両りよう腕うでの筋肉。徐じよ々じよにめり込こんでいく俺おれの顔。丁度、唇くちびるの位置が重なるくらいまで。丸々十秒。カーブを終えてようやく離はなれたその瞬しゆん間かん、日ひ出じ宮みやの絶ぜつ叫きようが俺おれの耳に突つき刺ささった。

「あああ貴方あなたっ！　何を考えているんですのっ！　わわわわたくしの唇くちびるに、キ、キキ……っ！」

「ふ、不ふ可か抗こう力りよくだ！　俺おれのせいじゃ無い！　それに今のはただ顔が重なっただけでキスなんかじゃ……！」

　慌あわてて弁明する俺おれ。だが言い切る前に電車は再びカーブへ突とつ入にゆうする。遠心力。圧力。目の前には日ひ出じ宮みや。めり込こむ顔。重なる唇くちびる。ボソリと呟つぶやく、こんな言葉。

「……初めて、でしたのに」

「バババカヤロウ！　こんなもん数に入れるな！　って、な、なんだその顔は！」

　耳まで真まっ赤かに染め上げ、しおらしく俯うつむく日ひ出じ宮みや。な、なんだこれは……コイツは本当にあの日ひ出じ宮みやなのか？　しかしそんな俺おれの困こん惑わくをよそに車内の混雑は激しさを増す。途と中ちゆう停車駅を経て、列車には身じろぎ一つままならないほどの乗客が詰つめ込こまれていた。

「ッ、よりにもよってこんなときに……！」

　こうなると最も早はや列車の動きなど関係ない。乗客は互たがいに体を押おし付つけ合い、その力は逃にげ場ばを求めて俺おれの背中に殺さつ到とうする。湾わん曲きよくする体。背骨から腰こしへと響ひびくビリビリとした痛み。俺おれはその圧力のせいであろうことか下半身を前方に突つき出だしていた。

「貴方あなたっ！　入ってますわ！　貴方あなたの貴方あなたが！　わたくしのわたくしの中に！」

「へ、変なこと言うんじゃねえ！」

「離はなれなさい！　離はなれなさい蜂はち賀が！　こ、こんなの駄だ目めですわっ！　電車の中でなんて！」

「そんなこと言われたって俺おれにはどうにも……ッ！」

　俺おれは全身の力を振ふり絞しぼって乗客を押おし返かえそうとした。が、ダメだ。高校生一人の力じゃどうにもならない。瞬しゆん間かん的に体勢を取とり戻もどしてもすぐに押おし戻もどされる。何度も前後する俺おれの下半身、グイグイカクカク、挙句上半身まで日ひ出じ宮みやに近付き始める。

「ちょ、あ、貴方あなた！　そんな風に出したり入れたりしないでくださいまし！　それにどんどん奥おくまで入ってきてますわ！」

「す、スマン日ひ出じ宮みや……俺おれはもう、耐たえられそうにない……！」

「そんな……っ、だ、駄だ目めですわ、そんなの、そんなの、わたくし……！」

　プルプル震ふるえる指先で口元を覆おおい、必死に身を仰のけ反ぞらせる日ひ出じ宮みや。だがその手も姿勢も全く無意味だ。重なり合う鼻先。ギュッと瞼まぶたを閉じた日ひ出じ宮みやの目から涙なみだが一いつ滴てき、零こぼれ落おちる。

　な、なんだこれは……なんだこの状じよう況きようは！　ドクドクと早はや鐘がねのように脈打つ俺おれの心臓。鼻先から伝わる日ひ出じ宮みやの体温。指を透とう過かし、三度目の口付けまで、あと一センチ──

「…………優やさしく、お願いしますわ」

　ポツリ、と日ひ出じ宮みやが呟つぶやいた。と、そのときだ。駅に近付いた列車が急にブレーキをかけた。慣性力で引ひき戻もどされる俺おれの体。同時に目の前から消える日ひ出じ宮みやの姿。

「ひ、日ひ出じ宮みや!?」

　何かが床ゆかに倒たおれる大きな音。俺おれは強ごう引いんに体を捻ひねって日ひ出じ宮みやの行方ゆくえを探す。だが周囲にはすし詰づめ状態の人、人、人。搔かき分わけようにも手を入れる隙すき間まさえない。次の瞬しゆん間かん、列車中に日ひ出じ宮みやの悲鳴が響ひびいた。

「だ、だめですわっ！　わたくしの体に！　ああ、そんなぁ……っ！」

　そうこうしている内に列車は目的の駅に到とう着ちやくする。扉とびらが開き、堰せきを切ったかのように流れ出していく乗客たち。くしゃくしゃになった髪かみを揺ゆらして駆かけ寄よってくる袖そで森もり。日ひ出じ宮みやは、生気を失ったような目でお下さげ髪がみの中学生の手て提さげカバンに引っかかっていた。

「蜂はち賀が、ちゃんと守ってあげなきゃだめじゃないか」

「無茶言わないでくれよ……」

　俺おれは足元に転がっていた日ひ出じ宮みやのスクールバッグを拾い上げ、取っ手を持たせて立ち上がらせた。列車を降りれば目的地。駅を出て、繁はん華か街がいらしい喧けん騒そうを前に、俺おれは日ひ出じ宮みやに問いかけた。

「はあ……で、こんなところまで来て結局オマエは何がしたいんだ？　もう帰っていいのなら俺おれは帰るが」

「あ、貴方あなた！　わたくしをこんなにしておいて今いま更さら見捨てるおつもり!?」

「見捨てるも何もない、オマエもいい加減わかっただろ？　俺おれに助けを求めたってなんの役にも立ちやしない。これ以上俺おれみたいな〝バグ持ちアブノーマル〟と一いつ緒しよにいたってしょうがないだろうが」

「蜂はち賀が……」

「っ、そうですわね！　確かに貴方あなたのような意い気く地じなしを頼たよったわたくしが愚おろかでしたわ！　でも、でも！　これでサヨナラなんて許しませんの！　わたくしには、今のわたくしには他に頼たよれる方がいませんの！」

　拳こぶしをキュッと握にぎって素すっ頓とん狂きような声を上げる日ひ出じ宮みや。その必死な様子に、俺おれは少し面食らった。

「頼たよれる方？　俺おれが？」

「そーですわ！　貴方あなたがいくらグズな役立たずでもわたくしには貴方あなたしかおりませんの！　つべこべ言わずにわたくしに付き合いなさい！　化けて出ますわよ！」

「わ、わかったよ。仕方ねえな、今日きようだけは付き合ってやる。で、もう一度聞くぞ。オマエは一体何がしたいんだ？」

「……まし」

「え？」

「……一いつ緒しよに、遊んでくださいまし」

　蚊かの鳴くような声で、日ひ出じ宮みやは言った。







「はぁー、楽しかったですわ……貴方あなたも、こういうことなら役に立ちますのね」

　そう言って熱っぽい溜ため息いきを吐つく日ひ出じ宮みや。すっかり日の落ちた午後七時、俺おれたちは丘おかの上の公園で疲つかれた体を休めていた。

　眼下に広がるのは、遊び尽つくした街の夜景。俺おれの耳元に口を寄せ、袖そで森もりが言った。

「チャンスだよ、蜂はち賀が。日ひ出じ宮みやちゃんから事情を聞き出しておくれ」

「……仕方ねえな」

　俺おれはベンチから立ち上がり、鉄棒にもたれて黄昏たそがれる日ひ出じ宮みやに歩み寄った。日ひ出じ宮みやは俺おれに気付くと、いつもよりちょっと優やさしげな顔で微ほほ笑えんだ。

「これを聞くのは今いま更さらかも知れないが、教えてくれ。オマエはなんで家出なんかしたんだ？」

「その理由はもう伝えましたわ。父上がわたくしに『金こん輪りん際ざい外出は許さん』なんて言い出すんですもの。わたくしが〝バグ持ちアブノーマル〟だからって、たったそれだけの理由で……」

「〝バグ持ちアブノーマル〟だから？　って、そりゃどういう意味だ？」

「簡単ですわ。娘むすめが〝バグ持ちアブノーマル〟だと世せ間けん体ていが悪い。だから人の目に触ふれさせたく無い。そんなことを考えているに違ちがいありませんの。『お前のことが心配だ』なんて、噓うそばっかり。昔は優やさしかったのに、バグを発現した途と端たんわたくしのことを縛しばろうとするんですもの。こんなことになるのなら、あんな家に生まれたくはありませんでしたわ」

「世せ間けん体ていが悪い、か。そりゃ、確かに嫌いやな考えだ。俺おれたちはバグりたくてバグったわけじゃ無いのにな」

「そうですわ。だからこれは……ちょっとした復ふく讐しゆうですの」

　そう言って日ひ出じ宮みやはまた一つ溜ため息いきを吐つく。幻げん想そうのような白い吐と息いき。憂ゆう鬱うつそうな横顔。その顔を見て、俺おれは学校で見かけた父親の顔を思い返していた。

　……あれは、しかし、そんな風に娘むすめのことを蔑ないがしろにするような男の顔だっただろうか。そんな人間に今の日ひ出じ宮みやのような思いつめた表情ができるのだろうか。そんな疑問がふと、頭をよぎる。

　が、疑問は疑問。答えでは無いから、俺おれの頭にそれを処理する能力は無い。俺おれは鉄棒に背中を預け、一度話題を変えようと思って前から気になっていたことを日ひ出じ宮みやに尋たずねた。

「なあ日ひ出じ宮みや、オマエはなんで俺おれなんかと仲良くしてくれるんだ？　こんな、バカな男とさ」

「……」

「黙だまってないで教えてくれよ、オマエなら友達なんて好きなように選べただろ」

「……そんなことありませんわ。こんなわたくしと友達になってくださる方なんて、きっとどこにもいませんの。だってわたくしは〝バグ持ちアブノーマル〟なんですもの」

　今にも闇やみに消え入りそうな声で、日ひ出じ宮みやは言った。そして背を向けたまま後うしろ髪がみを搔かき分わける。髪かみの向こう、うなじの近くに例のマークはあった。

「わたくし、怖こわいんですの。バグのことを知ったら皆みんなが父上みたいにわたくしを嫌きらうんじゃないかって。人の体を透とう過かするなんて、気味が悪いですもの。そんなのまるで幽ゆう霊れいですわ。だからわたくしには、バグのことを明かすつもりも友達を作るつもりも、ありませんの」

「だから俺おれ、なのか」

　小さく頷うなずく日ひ出じ宮みや。後ろ姿でもわかる申し訳なさそうな様子に、俺おれは少しバツの悪さを覚えた。

「貴方あなたが教室に来てくださるようになって、嬉うれしかったですわ。あのクラスには他の〝バグ持ちアブノーマル〟の方はいませんでしたから。それに貴方あなた、自分以外には全く興味がなさそうなんですもの。貴方あなたになら秘密を知られても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかって、そう思ったんですの。もしも迷めい惑わくだったら、その、あ、謝あやまりますわ」

「まさか。オマエと出会えて、俺おれだって嬉うれしかったさ。昼ひる飯めし時くらいは誰だれかといるのも悪くは無い、そう思えたのは、慰なぐさみごとを言わないオマエのおかげだ」

　俺おれは言った。同時に夜の冷たい風が公園を吹ふき抜ぬける。震ふるえる日ひ出じ宮みや。肩かたをすくめる俺おれ。

「冷えてきたな。日ひ出じ宮みや、寒いなら上着くらい貸してやるぞ」

「……大だい丈じよう夫ぶですわ。それよりも、わたくしにもっといい考えがありますの」

　そう言って日ひ出じ宮みやは俺おれの方に向き直る。電灯の光を背に、ゆっくりと歩み寄り、日ひ出じ宮みやはそのまま俺おれの体に入はいり込こんだ。

「……こういうの、ホントは嫌いやじゃなかったのかよ」

「赤の他人なら、ですわ。貴方あなたは別。そうでしょう？　だって貴方あなたは──」

　胸むな元もとから覗のぞく、小さな笑えみ。いつものコイツらしくない、ちょっと照れくさそうな微ほほ笑えみ。

　心臓がドキリと強く脈打った。

　ああ、なるほど。これは確かに〝偶像アイドル〟だ。人気が出るのも頷うなずける。心を惑まどわす美び貌ぼうを持ちながら、触ふれることは決して許されない。純じゆん粋すいな憧あこがれの対象。今いま更さらながら、俺おれに摑つかみかかってきたクラスメイトの気持ちがわかったような気がした。

　そしてそんなことを思った俺おれの頭に、また一つの疑問が浮うかんできた。

「……待てよ？」

　あの級友はなんて言っていた？　俺おれを妬ねたんで吐はき捨すてた一言。確か──〝バグ持ちアブノーマル〟だからって？

　一体どういう意味だ？　あれは単に俺おれに対する悪態だったのか？　でなければ、まさかあの男は、知っていた？　俺おれだけでなく、日ひ出じ宮みやも〝バグ持ちアブノーマル〟であることを？　その一点が、俺おれと日ひ出じ宮みやとを繫つないでいることを？

　そして日ひ出じ宮みやの秘密を知りながら、アイツはまだ俺おれのことを……妬ねたんでいた？

　導き出される結論はただ一つ。そして空っぽの脳のう味み噌そは級友たちと日ひ出じ宮みやの父親を勝手に結び付ける。『世せ間けん体ていが悪い』から『日ひ出じ宮みやを縛しばり付つける』。その考えは、本当に正しいのか？

「なあ、日ひ出じみ──」

　思わず口を開いた。だがその先を言う前に、袖そで森もりが血相を変えて叫さけんだ。

「蜂はち賀が、後ろ！」

　袖そで森もりが指差す方角に顔を向ける。公園の入口。黒いワゴン車が段差を乗のり越こえ、猛もうスピードでこちらに向かってくる。突とつ然ぜんの出来事に呆ぼう然ぜんとする俺おれ。重なり合った俺おれと日ひ出じ宮みやの側に急停車するワゴン車。開かれるドア。次の瞬しゆん間かん、大きな白い布が俺おれの視界を覆おおった。

　そして気付けば、俺おれと日ひ出じ宮みやはワゴン車の中へ担かつぎ込こまれていた。







「──っのヤロウ！　放せっての！」

　座席に押おさえ付けようとする男の腕うでを蹴けり飛ばし、白布をかなぐり捨てる。後部座席には見知らぬ男が数人。運転手にも見覚えはない。だが助手席に座すわった白髪しらが頭の人物を見て、俺おれは自分たちの身に何が起こったのかを悟さとった。

「……随ずい分ぶん乱暴なことをしますのね、父上」

　日ひ出じ宮みやが言った。助手席の男は困ったようにポリポリと頭を搔かき、自分の娘むすめへ顔を向けた。

「……心配したぞ、美み月つき」

「あら、なんの心配ですの？　わたくしのこと？　それとも父上の立場？」

「妙みようなことを言うんじゃない。私が娘むすめの身よりも自分の立場を案ずるような人間に見えるか？」

「見えますわよ。自分の言動を振ふり返かえってご覧なさい。わたくしの体がおかしくなった途と端たんに学校以外のどこへも行くなとか、ずっと家にいろとか、そんなことばっかり。残念でしたわね、娘むすめが〝バグ持ちアブノーマル〟なんかになって。恥はずかしくてたまらないのでしょう？」

「そんなこと、私は一度だって思ったことはない！　なぜ素す直なおに私の言葉を信じようとしないのだ！　私はただお前のことが心配で……！」

　声を荒あらげる日ひ出じ宮みやの父親。そのあまりの迫はく力りよくに部下らしき男たちは残らず震ふるえ上あがる。だが当の日ひ出じ宮みやはというと、そんな父親に真っ向から立ち向かうかのように冷たい視線を送り続けていた。

「なら、どうして父上は変わってしまったの？　昔はあんなに優やさしかったのに。なんでもわたくしの自由にさせてくれたのに。今はわたくしに近付こうともしないであれは駄だ目め、これは駄だ目めと縛しばってばかりですわ。そんな父上の言葉を今いま更さら信じられまして？」

　日ひ出じ宮みやは言った。その毅き然ぜんとした態度に助手席の父親は言葉を詰つまらせ、もう一度困ったような顔を見せる。その表情を見て、俺おれはやはり違い和わ感かんを覚えた。

　この顔は、違ちがう。噓うそを見み透すかされて困こん惑わくしているとか、悪わる巧だくみがバレて焦しよう燥そうしているとか、そういう顔じゃない──娘むすめと心が通じずに困っている、オヤジの顔だ。

「私は、私はただ、お前のことが……」

　つまりこの男は、日ひ出じ宮みやが想像しているような冷れい酷こくな人間じゃない。それじゃあなぜこんな思おもい違ちがいが起きているのか、俺おれは頭を捻ひねる。が、思考の先には青い壁かべ。日ひ出じ宮みやの父親のように、俺おれもすっかり困こん惑わくしてしまった。

「……もういいですわ。父上、車を止めてくださいまし」

　痺しびれを切らした様子で日ひ出じ宮みやが言った。顔を上げる父親に、日ひ出じ宮みやは更さらに言葉を続ける。

「わたくし、決めましたの。もうあの家に戻もどるつもりはありませんわ」

「ば、馬ば鹿かなことを言うんじゃない！　家に戻もどらずに、一体どこへ行こうというのだ！」

「わたくしのことをちゃんと受け入れてくださる方のところへですわ。わたくしのバグを受け入れてくださる方、つまりこの──わたくしの友人のところへ」

　そう言って、日ひ出じ宮みやは俺おれの顔を指差す。狭せまい車内。集まる視線。驚きよう愕がくの声。

　一体誰だれの？　それは勿もち論ろん──

「はああああああ!?」

「あら、どうして貴方あなたが一番驚おどろくんですの？　わたくしと一いつ緒しよに暮らすのは不満でして？」

「そういう問題じゃないだろ！　オマエ、自分が何言ってるかわかってんのか！」

　叫さけびながら、俺おれは恐おそる恐おそる日ひ出じ宮みやの父親に視線を向けた。先さき程ほどまでとは打って変わって、そこにあったのは怒ど髪はつ天を衝つくような怒いかりの表情。ああ、マジかよ……

　今いま更さらながら、俺おれは理解した。このオッサン、やっぱり娘むすめのことが大好きだ。

「……どうやらそろそろ聞かなければならないな。君、私の娘むすめとは一体どういう関係なのだ？」

「どどどどどういう関係と聞かれましても！」

「この方とはそれはそれは深い関係でしてよ。なんといってもわたくしの初めてのお相手ですもの。そうですわよね、蜂はち賀が？」

「ば、バカ、オマエ何言って……！」

「初めての相手……だと？」

　一いつ瞬しゆん青ざめる、父親の顔。次の瞬しゆん間かん、憤ふん怒ぬの炎ほのおで真まっ赤かに燃え上がる。縮み上がる俺おれの体。そしてあろうことか、その炎ほのおに日ひ出じ宮みやがトドメのガソリンを注いだ。

「ええ。それも電車の中で、強ごう引いんに奪うばわれてしまいましたの。あぁ、今思い出しても胸がドキドキいたしますわ……」

「き、貴き様さまああああああああああ！」

　日ひ出じ宮みやの父親が吠ほえた。窓ガラスを割らんばかりの怒ど声せい。肝きもを潰つぶした運転手がハンドル操作を誤る。激しく揺ゆれる車の中で、日ひ出じ宮みやの父親は俺おれの襟えり首くびに摑つかみかかってきた。

「許さんぞ貴き様さま！　私の娘むすめになんて真ま似ねを！」

「やめっ、い、息が……！」

「ちょっと父上！　わたくしの蜂はち賀がに何をしてるんですの！」

　日ひ出じ宮みやはそう言って父親の白髪しらが頭に平手を放つ。が、例に漏もれずスカッと通とおり抜ぬけるだけで全くの無意味だ。それどころか俺おれの身を守ろうとした娘むすめの行動が気に入らなかったらしく、日ひ出じ宮みやの父親はさらに怒ど気きを強めた。

「そうかわかったぞ、今回のこれも全て貴き様さまの姦かん計けいだったというわけだな!?　そうでなければ、そうでなければ私の可愛かわいい美み月つきが家出などするはずもない！」

「じょ、冗じよう談だんはよしてください！　俺おれはただ巻まき込こまれただけですって！」

　俺おれは必死に叫さけんで、襟えり元もとに伸のばされた手を力任せに振ふり解ほどいた。痛みに呻うめく日ひ出じ宮みやの父親。驚おどろいた様子で俺おれの体を取とり押おさえる部下たち。座面に顔を押おし付つけられ、シートの臭においが鼻を突つく。

　──チクショウ、なんだこの状じよう況きようは。俺おれの体を拘こう束そくする男たちの腕うで。侮ぶ蔑べつの視線を向ける日ひ出じ宮みやの父親。その父親を激しい口調で責め立てる日ひ出じ宮みや。妙みような焦あせりが俺おれの心をザワつかせる──チクショウ、どうして俺おれがこんな目に遭わなきゃならないんだ。それも退学間ま際ぎわの、このクソ忙いそがしいときに。

　俺おれが一体、何をしたというんだ。

「フン、下げ劣れつな男め。私の娘むすめに手を出しておいてただで済むと思ったか？　せいぜい覚かく悟ごすることだ。貴様には相応の罰ばつを受けてもらうぞ」

　日ひ出じ宮みやの父親が言った。その瞬しゆん間かん、心に渦うず巻まいていた焦あせりの感情が一つにまとまり、その形を大きく変えた。

「──それは俺おれのセリフだ。俺おれをこんな面めん倒どうに巻まき込こんでおいて、タダで済むと思うなよ」

　理性を押おしのけ、俺おれの腐くさった脳のう味み噌そを支配する生存本能。それは純じゆん粋すいな、怒いかりの感情。全身に行ゆき渡わたれば、最も早はや制せい御ぎよ不能。つまりは暴走状態。俺おれは遮しや二に無む二に暴れて部下の男たちを全員突つき飛とばし、狼狽うろたえる日ひ出じ宮みやの体越ごしに父親の頭を引ひっ摑つかんだ。

「あ、貴方あなた……！」

「ッ、悪あがきはやめろ！　貴き様さまのような男に一体何ができる！」

「何ができるか、だって？　ハッ、見くびるんじゃねえよこのトンチキジジイ。俺おれにはなんだってできるさ。考えるアタマがねえんだからな。せいぜい覚かく悟ごすることだ。クソくだらねえ親子喧げん嘩かに巻まき込こみやがったオトシマエ、キッチリつけさせてもらうからな」

　そう言って白髪しらが頭から手を離はなし、素す早ばやく運転席の背後へ潜もぐり込こむ。脇わきから手を伸のばし、摑つかんだのはリクライニングレバー。力いっぱい引き上げ、同時に背もたれへ体当たりする。車内に響ひびく、運転手の悲鳴とクラクション。進路を変える車。車線を越こえ、目前に迫せまる丘おかの斜しや面めん──

「蜂はち賀が！」

　日ひ出じ宮みやの声が聞こえた。振ふり向むけば、青ざめた顔──俺おれは咄とつ嗟さに足に引っかかっていた白布を拾い上げた。斜しや面めんに乗り上げる車。激しい音と、目を眩くらませるような衝しよう撃げき。そして広げた布に飛とび込こんでくる、日ひ出じ宮みやの体。

　俺おれは初めてその感かん触しよくを知った。想像よりももっと柔やわらかかった、というのが正直な感想だ。







「……あーあ、まーたやっちまった」

　車内の惨さん状じようを見ながらぼんやりと呟つぶやく。目の前には折り重なって呻うめき声を上げる黒服の男たち。平静を取とり戻もどした俺おれの心に、後こう悔かいの念が押おし寄よせてくる。

「ったく、どうしようもねえバグだぜ」

　これじゃあ百どう々どう事件の二にの舞まいだ。俺おれは何度目かわからない溜ため息いきを吐ついて、腕うでの中の白布をめくった。露あらわになる日ひ出じ宮みやの顔。どうやらショックで気を失っているらしい。布越ごしに鼓こ動どうは感じるが、両目を閉じてピクリとも動かない。

　俺おれは日ひ出じ宮みやの体を抱だきかかえ、歪ゆがんだドアを蹴けり飛ばして外に出た。そのまま日ひ出じ宮みやを地面に寝ねかせたら今度は父親の番。布を片手に、エアバッグの中で藻も搔がく白髪しらが頭を助手席から引っ張り出す。日ひ出じ宮みやの父親はしばらく呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていたが、その内娘むすめの姿に気付いて慌あわてて側に駆かけ寄よった。

「み、美み月つき！　美み月つき！」

　父親は何度も娘むすめの名を呼ぶ。が、反応はない。ぐったりと横たわる日ひ出じ宮みや。父親の顔はみるみる内に青ざめ、遂ついには地面に膝ひざを折った。

「そんな……私は、私は一体どうしたら……」

　うわ言のように呟つぶやく日ひ出じ宮みやの父親。口元を押おさえる手がガタガタと震ふるえ、すっかり狼ろう狽ばいした様子。しかしそんな状態になってもまだ、この男は娘むすめの体に触ふれようとはしなかった。

　もちろん、そもそも日ひ出じ宮みやの体には触ふれることができない。日ひ出じ宮みやは着ている服さえ透とう過かさせてしまうバグの持ち主。だが、それでも手を伸のばそうともしないというのは違い和わ感かんのある行動だった。あんなに娘むすめのことが好きなのに、なんだこの距きよ離り感は。

「私は、私は無力だ……こんなことになっても、娘むすめを抱だきしめることもできないなんて……」

　日ひ出じ宮みやの父親は言った。そしてようやく、俺おれのくたびれた脳のう味み噌そは答えに辿たどり着ついた。

　ああ、マジかよ、

「ホントにただの親子喧げん嘩かじゃねえか……」

　しかも、よくあるパターンの。この男は娘むすめとどう接したらいいかわからなくなっているらしい。恐おそらくは日ひ出じ宮みやのバグのせい。娘むすめに触さわれなくなったせいで、この男は妙みような不安に駆かられているのだ。

「……ったく、娘むすめがバグったくらいで狼狽うろたえてるんじゃねえよ」

　父親を押おしのけ、俺おれは日ひ出じ宮みやの体に布を『被かぶせた』。着せたわけじゃない。それからトントンとヘソのあたりを叩たたく。白髪しらが頭が驚おどろいた様子で俺おれの顔を見上げた。

「アンタがそんなだからコイツも不安になるんだろうが。娘むすめのことを思うのなら、家に縛しばり付つける前にやるべきことがあるだろ」

　俺おれの言葉がこの父親に届いたのかどうか、それはわからない。気付けば日ひ出じ宮みやの父親は娘むすめの体を押おしつぶさん勢いで抱だきしめていた。

「許してくれ、許してくれ美み月つき……今わかった、自分がどんなに情けない父親だったか、今わかった。私は馬ば鹿かだ、大馬ば鹿か者だ。辛つらかったのはお前なのに、歩み寄るべきは私だったのに、お前に何を言うべきか、どう接するべきか、どんどんわからなくなって……ああ、触ふれようと思えば、こんなに簡単に触ふれられるのに……」

「……なんだか随ずい分ぶん久しぶりですわね、父上にこうして抱だきしめられるのは。ゴツゴツしていてあまり気持ちよくありませんわ」

　父親の腕うでの中で日ひ出じ宮みやが言った。どうやら既すでに目を覚ましていたらしい。俺おれは腰こしをかがめ、言葉とは裏腹のニヤけ面づらを浮うかべる日ひ出じ宮みやに向かって言った。

「ついでに一言、オマエにも言っておく。妙みような思おもい込こみで人に迷めい惑わくをかけるな。バグったくらいでオマエのことを嫌きらうクラスメイトも、娘むすめのことを恥はずかしいと思う父親も、いやしないんだから」

「……その言葉、信じてもいいんですの？」

「好きにしてくれ。昼ひる飯めし仲間の戯ざれ言ごとと思うならそれでも構わん。せいぜいこのバカ親父おやじとよく話し合って自分で考えることだ。オマエの頭にはちゃんと脳のう味み噌そが詰つまってるんだから」

　俺おれは大破した車と日ひ出じ宮みや親子をその場に残し、家路に就ついた。痛む体を引きずって下宿に着けば、扉とびらの前には心配顔の袖そで森もり。全くもって癪しやくな話だが、こぢんまりと体育座ずわりで俺おれのことを待っていた袖そで森もりの姿を見て、俺おれはちょっと嬉うれしく思った。







「──日ひ出じ宮みやちゃん、大だい丈じよう夫ぶかなぁ」

　憂ゆう鬱うつそうにそんな言葉を漏もらす袖そで森もり。放課後、ＦＢＩの委員会室……じゃなくて、俺おれの部屋。昨日きのうとは打って変わって小さくなった袖そで森もりは、畳たたまれた布ふ団とんの上に両足を乗せてぼんやり天てん井じようを見つめていた。

　騒そう動どうの翌日、日ひ出じ宮みやは学校を休んだ。恐おそらくは大事を取ってのことだろう。『無事に保護された』という報告を受けてようやく平へい穏おんを取とり戻もどした城しろ峰みね学園だったが、久々に一人で食う昼ひる飯めしはどこか虚むなしくて、俺おれは貴重な一日をまた無む駄だに過ごしてしまっていた。

　ただ一つ、わかったこともある。日ひ出じ宮みやがいない教室では、皆みんながしきりにあの我わが儘まま姫ひめの話をしたがるのだ。純じゆん粋すいな憧あこがれの対象。触ふれることすらできない夢む幻げんの存在。驚おどろいたことに、クラスメイトたちのほとんど全員が日ひ出じ宮みやのバグのことを知っていた。理由はというと、

「所しよ詮せんは学校だからね。保健委員とかもいるし、隠かくし通すのは中々難しいよ。日ひ出じ宮みやちゃんみたいな有名人じゃ尚なお更さらだ」

　というのが袖そで森もりの見立てだ。日ひ出じ宮みやがこうやって皆みんなにバレていることを知らなかったのもまた、アイツの人気の賜たま物ものだろう。日ひ出じ宮みやが隠かくしたがっていることは皆みんなわかっていたから、嫌きらわれぬように知らぬ存ぜぬの態度を突つき通とおしていたというのだ。

「しかし君の話には驚おどろいたよ。あの車から自力で脱だつ出しゆつして、お父さんに説教までしてきたなんて。流石さすがは蜂はち賀が、わたしの見み込こんだ男だ」

「またそれか。俺おれはただ、くだらない親子喧げん嘩かにムカッ腹が立って一暴れしてきただけだ。褒ほめられるようなことは何一つしちゃいないぜ」

「でも結果は結果だ。蜂はち賀が、確かに君の目から見れば人のための行動では無かったのかもしれない。けどその結末は、君がいなかったら到とう達たつできなかったものだろう。わたしはそこに価値を見出みいだしているから、君をもう一度褒ほめたいんだ」

　そう言うと、袖そで森もりはやはり嬉うれしそうな顔を作ってこちらに向ける。どうやら先さき程ほどまでの憂ゆう鬱うつさは単に日ひ出じ宮みやの体を案じてのものだったらしい。俺おれは不思議と歯がゆい気分に囚とらわれながら、そんな袖そで森もりの顔をじっと見つめた。

「蜂はち賀が、結果として君は日ひ出じ宮みやちゃんの家出の謎なぞを解き明かしてお父さんとの不仲を解決したんだ。百どう々どうちゃんのときもそうだけど、もうちょっと胸を張ってもいいんじゃないかな？」

「胸を張れだなんてよく言うぜ、つるぺったんのくせしてよ」

「なっ!?　わたしの胸は関係ないだろぉ！」

　ピョコンと起き上がり、俺おれに詰つめ寄よる袖そで森もり。今日きようはガキの姿だから、いつもより更さらに小さい。そして言葉を返す前に、嚙かみつくような口調で言った。

「君は本当にネガティブな男だな！　成功は成功としてちゃんと受け入れないと、実績作りなんて夢のまた夢だぞ！」

「あれが成功か失敗かはまだわからん。俺おれの一言だけであのバカ親父おやじが改心したかどうか俺おれにはわからないし自信もない。もしかすると心配性しようが余計に酷ひどくなってアイツを檻おりにでも監かん禁きんし始めるかもしれないんだ、胸なんか張るつもりは無いぜ」

「じゃあ蜂はち賀が、賭かけるかい？　日ひ出じ宮みやちゃんが無事にお父さんと仲直りして自由を取とり戻もどしたかどうか、わたしと君で」

「いいのか？　オマエにとっちゃ分ぶの悪い賭かけかもしれないぞ？」

「わたしはそうは思わない。だから、わたしは日ひ出じ宮みやちゃんが戻もどってくる方に賭かける。わたしが勝ったら、君には今度こそ福祉美化委員会ＦＢＩに入ってもらうぞ？」

「フン、わかったよ。それじゃあ俺おれは──」

　言いかけたところで、誰だれかが下宿の扉とびらを叩たたいた。ビクリと跳はねる俺おれ。満面の笑えみを浮うかべる袖そで森もり。競きそうように玄げん関かんまで急ぐ。一足早く辿たどり着ついた俺おれは、嫌いやな予感を押おしのけてドアノブを捻ひねった。次の瞬しゆん間かん、白い布が俺おれの視界を覆おおった。

　誰だれかが俺おれの体に抱だきついた。綿わた飴あめみたいに柔やわらかく、とろけそうなくらいに温かく、対照的に手足は冷たい。

「……貴方あなたのおかげですわ、蜂はち賀が。こうしてまた、貴方あなたの狭せまいお家うちに遊びに来ることができましたわ」

　腕うでが離はなれると、白布はスルリと床ゆかへ落ちた。目の前にはよーく見知った昼ひる飯めし仲間の姿。一昨日おとといのような慌あわてた様子はどこにも無く、ハンドバッグを下げ、質の良さそうな私服を身に着け、まるで友達の家に遊びに来たかのような装よそおいだ。

　どうやら俺おれは賭かけに負けたらしい。布を被かぶって足に抱だきつく袖そで森もりの頭を撫なでながら、日ひ出じ宮みやは更さらにこんなことを言った。

「それから、貴方あなたにまた一つお願いがありますの──わたくしを、委員会に入れてくださいまし。貴方あなたの大切な、福祉美化委員会ＦＢＩに」
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　喩たとえるならば、盆ぼんと正月とクリスマスが同時に来てサンタに庭付き一戸建てでも貰もらったかのようなハナマル笑え顔がお。その興奮がどれほどのものか、想像するのは中々難しいだろう。ちゃぶ台の側に並んで座すわる俺おれたち三人。喜き色しよく満面の袖そで森もりは俺おれの膝ひざに身を乗り上げ、ボロ部屋には不ふ釣つり合あいなくらいの浮うわついた声で言った。

「歓かん迎げいするよ、日ひ出じ宮みやちゃん！　栄光ある福祉美化委員会ＦＢＩにようこそ！　わたしは委員長の袖そで森もり今いま！　二年生だけど気軽に『今っち』とか『袖そでちゃん』とかって呼んでもらっていいからね！」

「二年生……って、まさか小学二年生ではありませんわよね？　貴女あなたのその体、一体どうなっていますの？」

　そう言って袖そで森もりの体をしげしげと眺ながめる日ひ出じ宮みや。思い返す俺おれ。そういやまだちゃんと説明してなかったっけ。

「コイツは『二十四時間ごとに肉体の年ねん齢れいが変化する』バグの持ち主だ。成長度合いを計算する機能がおかしくなってるせいで、毎晩寝ねる度たびに子供になったりオトナになったりしやがる。会う度たびに見た目が変わってるのはそのせいだ」

「そーゆーこと。一応この前まえ髪がみが目印だから、迷ったらおでこのところを見てくれると嬉うれしいぞ」

　なんて言いながら、袖そで森もりはデコっぱちを突つき出だす。いい加減邪じや魔まなので俺おれはその額を平手でピシャリと叩たたいた。「あうっ」と一言、小こ振ぶりな尻しりがピクリと揺ゆれる。

「しかし日ひ出じ宮みや、なんでオマエはコイツの委員会なんかに入りたがるんだ？　まさかとは思うが、オマエも人助けがしたいだなんて言い出すんじゃないだろうな？」

「あら、そう申し上げたらおかしくて？　不ふ条じよう理りなバグに苦しむ人たちへ救いの手を差さし伸のべる。貴方あなたたちがわたくしにしてくれたように。それはとても素す敵てきなことだと思いますわ」

「ステキって、オマエなあ……」

　そっと胸に手を当て、物思いに耽ふける日ひ出じ宮みや。そんな日ひ出じ宮みやを前に、俺おれは改めて自分のしたことを思い返す。脳のう裏りに浮うかんでくるものといえば、満員電車での騒さわぎとか、ひしゃげた車とか、ふにふにとしたコイツの感かん触しよくとか、体温とか、双ふた子ご山やまとか。

　ステキというかなんというか、やはりどう考えてもその対極だ。

「ねえ、いいですわよね？　わたくしも仲間に入れてくださいまし。それに、実はわたくしにも助けて差し上げたい方がいるんですの」

「助けたい人!?　そ、それって〝バグ持ちアブノーマル〟なのかい!?」

　と、瞳ひとみを輝かがやかせて日ひ出じ宮みやに詰つめ寄よる袖そで森もり。その様子に少し驚おどろきながらも、日ひ出じ宮みやは答えた。

「それが、わかりませんの。バグなのか、別の原因なのか。でもわたくし、その可能性が高いと思っておりますの。そうでなければあの明るい陽ひ代よが学校にも姿を見せなくなるだなんて考えられませんもの」

「ヒヨ？　聞いたことない名前だな、俺おれたちのクラスメイトか何かか？」

　俺おれがそう尋たずねると、日ひ出じ宮みやはなぜだか少し言いにくそうに顔を伏ふせた。

「そう、ですわ。それに……陽ひ代よは貴方あなたが現れるまでのわたくしの唯ゆい一いつのお話相手でしたの」

「ってことは要するにオマエの友達か。なんだよ、オマエにもちゃんと友達がいるんじゃねえか」

「友達と呼んでもいいのかどうか、わたくしにはわかりませんわ。ただ、貴方あなたがいなかった頃ころのあの教室で、わたくしに毎日話しかけてくれた人、それが陽ひ代よなんですの。いつも元気で、太陽みたいに明るくて、皆みんなを引っ張るクラスのリーダー。そんな陽ひ代よが、突とつ然ぜん学校に来なくなりましたの。二ヶ月前のことですわ」

「あー……そういや教室に空き机が一つあったっけな。あれはオマエの反対隣どなりだったか？」

　日ひ出じ宮みやはコクリと頷うなずく。それから俺おれの膝ひざの上で四よつん這ばいになっている袖そで森もりへ言葉を向けた。

「何かご存知ではありませんか？　わたくしのバグのように、あの子のことを」

「ヒヨちゃんか……苗みよう字じは確か、羽は住ずみちゃん、だったかな？」

「そ、そうですわ！　名前をご存知ということはやはり何か知っていらっしゃるんですわね！」

　と、今度は袖そで森もりが気け圧おされる番だ。袖そで森もりはちょっと困ったような顔をして、ポケットから携けい帯たい電話を取り出した。

「わたしもあの子のことは気になっていたんだ。突とつ然ぜん不登校になるなんてかなりアヤシイからね。それで色々と調べてみたんだけど、入手できた情報といえば深海魚のぬいぐるみ集めが趣しゆ味みなことと、中等部の妹を溺でき愛あいしてることと、あとはこの写真くらいかな」

　そう言って袖そで森もりは携けい帯たいの画面を向ける。瞬しゆん間かん、元々大きな目を更さらに大きく見開いて日ひ出じ宮みやが飛びついた。俺おれも気になって手の隙すき間まから覗のぞき込こめば、そこに映っていたのは──

「なんだコレ？」

　──街灯の下、巨きよ大だいな段ボールに体を収めて夜空を仰あおぐ一人の女の子の姿だった。

「日ひ出じ宮みやちゃん、これはその羽は住ずみちゃんで間ま違ちがいないね？」

「え、ええ。確かにこれは陽ひ代よですわ……でもこれは一体どういう状じよう況きようですの？」

「わたしにもわからないよ。ＳＮＳに近所の大学生が上げてたもので、メタデータを見る限り撮さつ影えい時刻は午前三時三十二分、場所は学校の近く。それ以上のことはわたしにも。でも、好きでやってることじゃ無さそうだ。あんまり楽しそうじゃないからね」

　確かに袖そで森もりの言う通りだと思った。女の子の顔にはどこか寂さびしそうな色が浮うかんでいる。まるで手の届かない何かを求めているかのような、そんな表情だ。

「それで、日ひ出じ宮みやちゃんはこの子を助けたいのかい？」

「勿もち論ろんですわ！　袖そで森もりさん、協力していただけますわね？　それから……」

　日ひ出じ宮みやは俺おれに顔を向ける。まあ、何を言わんとしているのかはなんとなくわかる。

「やめてくれ。オマエと袖そで森もりがいたらそれで充じゆう分ぶんだろう？　パスだパス」

「……蜂はち賀が、君は賭かけに負けたのを忘れたのかい？」

　そう言って袖そで森もりも小さい頭をこっちに向けた。人間性を疑うようなジト目が辛つらい。

「あんなの無効だ無効！　俺おれはまだどっちに賭かけるとも言って無かっただろ！」

「じゃあ聞くけど、君は一体どっちに賭かけるつもりだったんだい？」

「そ、それは……」

　言いい淀よどむ俺おれ。上う手まい切り返しなんて思い付く望みもない。そして追い打ちとばかりに、袖そで森もりは俺おれの上に乗ったまま制服のネクタイをグイグイ引っ張る。膝ひざ小こ僧ぞうが刺ささってやたらと痛い。

「ねぇ、賭かけってなんのことですの？」

「日ひ出じ宮みやちゃんが来る前にね、蜂はち賀がとちょっとした賭かけをしたんだ。蜂はち賀がのおかげで日ひ出じ宮みやちゃんがお父さんと仲直りできたのかどうか、自由にお出かけできるようになったのかどうか」

「はぁ……それで、この人はどちらにお賭かけになったんですの？」

「それはこの蜂はち賀がの反応を見ればわかるんじゃないかな？」

「だって考えてもみろよ！　俺おれがしたことなんて所しよ詮せん……」

「貴方あなたのしたこと？　父上は貴方あなたに感謝さえしていましたわ。貴方あなたのおかげで自分の間ま違ちがいに気付けたと。わたくしも、同じですわ。それに今になってみれば貴方あなたに色々と捧ささげてしまったことも、悪いことでは無かったと思えておりますの」

「ば、バカ！　妙みようなことを言うんじゃない！」

「とにかくこれでハッキリしたじゃないか。つまらない意地を張っていないで君も協力したまえ！　そしてついでに福祉美化委員会ＦＢＩに入りたまえ！　入りたまえー！」

　言いながら袖そで森もりは俺おれの首をガクガクと揺ゆする。その横には日ひ出じ宮みやの期待に満ちた眼差まなざし。堪たまらず、俺おれは言ってしまった。

「わかった、わかったよ！　だが今回だけだぞ？」

「よーし言ったな！　それでこそわたしの見み込こんだ男だ！　それじゃあ日ひ出じ宮みやちゃんのお友達を助けるため、新生福祉美化委員会ＦＢＩ、出動だっ！」

　立ち上がって一人元気に拳こぶしを掲かかげる袖そで森もり。小さい踵かかとがぐりっと刺ささって、やっぱり痛い。

　ホント、小さいのは一箇か所しよだけにしてくれよ、頼たのむから。







「──陽ひ代よは本当に素す晴ばらしい人ですわ。どんなことにも前向きで、誰だれにでも別わけ隔へだてなく接して、努力家で、可愛かわいくて、皆みんなの人気者で。西にし崎ざき先生もよく褒ほめていらっしゃいましたわ。『このクラスを任せられるのは羽は住ずみしかいないな』なんて……」

　翌日の放課後、目的地も知らされぬまま歩かされる俺おれの横では日ひ出じ宮みやがそんなことを話し続けている。俺おれの耳には右から左だが、しきりに相あい槌づちを打って熱心に聞いている袖そで森もりは流石さすがお節せつ介かいクラブの委員長といったところか。

　ちなみに今日きようの袖そで森もりは実年ねん齢れいにほど近い、十代半ばのまさに高校生といった姿。大人おとなと子供の中間。靴くつ下したとスカートの間に覗のぞく素す肌はだが眩まぶしい。

「日ひ出じ宮みやちゃんは本当に羽は住ずみちゃんのことが好きなんだね、うんうん。蜂はち賀が、寂さびしかったらおねーさんが慰なぐさめてあげるけど、どうだい？」

「突とつ然ぜん何を言い出すんだオマエは……」

「あれ？　なんだか妙みように静かだったから嫉しつ妬とでもしてるのかと思ったのに、違ちがうのかい？」

「あら貴方あなた、そうなんですの？　ごめんなさい、わたくしったら貴方あなたの気持ちも考えずに陽ひ代よのことばかり……」

「あぁ蜂はち賀が、わたしは悲しいよ。なんだかすっかり君のことを盗とられてしまった気分だ。もう一週間も福祉美化委員会ＦＢＩのメンバーとして苦楽を共にしてきた仲なのにね」

「あら？　お言葉ですけどこの人とのお付き合いはわたくしの方が先でしてよ。もう一ヶ月も一いつ緒しよにお弁当を囲む仲でしたもの。ねえ貴方あなた、そうですわよね？」

「だああもう！　バカだからって人のことをからかうんじゃない！　俺おれは何も突つっ込こまんぞ！」

　と、憤いきどおる俺おれに横顔を向けて楽しそうに笑う女性陣じん二人。

　なんだろうね、話の中心にいるはずなのに、この疎そ外がい感。

「……まあいい。それで、俺おれたちは一体全体どこへ向かってるんだ？　俺おれはてっきり学校で聞きき込こみでもするのかと思ってたんだが」

「ふむ、わたしも君の成功に見習おうと思ってね。地道な調査もいいけど今回はもうちょっと手っ取り早く行こうかと。そういうわけでー……じゃーん！」

　そう言って両手を広げた袖そで森もりが指し示すのは、一いつ軒けんのマンション。

　俺おれの下宿が廃はい墟きよに見えるくらいには、綺き麗れいで立派なやつだ。

「で、これはなんだ？」

「……陽ひ代よのマンション、ですわ」

　日ひ出じ宮みやが答えた。その視線はマンションの中ほど、五階あたりに向けられている。

「袖そで森もりさん、まさか直接訪問するおつもりでして？」

「そゆこと。まあ正確には訪問というより侵しん入にゆうだけど。このマンション、オートロックだし」

「つまり……どういうことですの？」

　首を傾かしげる日ひ出じ宮みや。だが袖そで森もりはそんな日ひ出じ宮みやに背を向けて俺おれの肩かたをポンと叩たたく。

「というわけで蜂はち賀が、ちょっと行って来てくれないかい？　このくらいの高さなら君には余よ裕ゆうだろう？」

「……登れ、ってか」

　そこには悪戯いたずら猫ねこのあの笑え顔がお。憎にくらしさもいつも通り。対照的に日ひ出じ宮みやが向けるのは、眉まゆ根ねを寄せた、いかにも怪け訝げんそうな表情だ。

「今いま更さらかもしれませんけど、貴女あなた実は馬ば鹿かですの？」

　で、次の瞬しゆん間かんには怒ど声せいが響ひびいた。

「わたくしたちは泥どろ棒ぼうではありませんわ！　ベランダをよじ登って侵しん入にゆうしようだなんて陽ひ代よが許すとでもお思いですの！　それにもしそんなところを他の方にでも見られたりしたらただでは済みませんわよ！」

「いやぁ、そのときは日ひ出じ宮みやちゃんの力でどうにかしてもらおうかなーって思ってたんだけど……だ、だめかな？」

「わたくしを一体なんだとお思いですの！　蜂はち賀が、貴方あなたも何か言って差し上げて……」

「いやホント、正論だよ。だから何かあったらマジで頼たのむぜ、日ひ出じ宮みや」

　一階のベランダに手をかけながら、俺おれは答えた。

「あ、貴方あなたっ！　何をしていますの！」

「見りゃわかるだろ。登ってんだよ、そこのバカの命令通り」

　配管に足を引っかけ、体を持ち上げる。柵さくの上によじ登ったら、次は二階。思っていたよりも簡単だ。目指す先はたかだか五階。高さにして十二メートルくらいだろうか。

「名案だ、袖そで森もり。確かにまどろっこしい真ま似ねよりはよっぽどいい」

「だろう？　君の考えそうなことを考えた結果だ。伊だ達てに一週間も君と活動してきたわけじゃないからね。そろそろわたしにも君の活いかし方がわかってきたというわけだ」

　嬉うれしそうに言う袖そで森もり。それから、小声でこんなことまで。

「……ま、お昼を一いつ緒しよに食べてただけの誰だれかさんには負けないよ」

「なぁっ!?」

　それから二人は何やらワイワイと口論していたが、地表から遠のいたせいで俺おれの耳にはハッキリと届かなかった。




　なるべく音を立てないように、ベランダへと降り立つ。僅わずかに開けられた掃はき出だし窓からは風が吹ふき込こみ、部屋の内側で黄色いレースカーテンを揺ゆらしている。その向こうに見えるのは、ぬいぐるみらしき物もの影かげと飾かざり立たてられた勉強机、不自然に盛り上がったベッド。

「……さーて、どうしたものかな」

　今いま更さらながら、俺おれはもの凄すごく緊きん張ちようしていた。冷静になってみれば、女の子の部屋に、不法侵しん入にゆう。しかも自分はパニックを起こしたら何をしでかすかわからない危険人物というわけで、

「マズったらマジでなんとかしてくれよ、日ひ出じ宮みや、袖そで森もり……」

　なんとも虚むなしい祈いのりだ。そして窓を開け、部屋へ踏ふみ込こむ。瞬しゆん間かん、ふわっとした甘あまい匂においが鼻び腔こうを突ついた。

　香こう水すいや芳ほう香こう剤ざいの類たぐいではない。もっとこう、心の奥おくに横たわる本能的な欲望をゾワゾワと搔かき立たてるような、そんな匂においだ。

　自然と、俺おれの視線は盛り上がった布ふ団とんに向けられた。カーテンとお揃そろいの、黄色いカバーのかけられた布ふ団とん。小刻みに震ふるえているように見えるのは気のせいではないだろう。

「……だ、誰だれ？」

　声が聞こえた。どこから？　というのは今いま更さら野や暮ぼな質問だ。

「ひ、雛ひな？　雛ひななの？　ねえ、何か言ってよ……？」

「……ヒナってのが誰だれなのかは知らないが、多分違ちがうな。俺おれにそんなアダ名は無い」

　ベッドに向かってそう答える。我ながらあまり気の利きいた返答では無いと思った。しかもこの状じよう況きようで低音の効いた男の声、布ふ団とんの震ふるえが余計に酷ひどくなる。

「じゃあもしかして、もしかして、ど、泥どろ棒ぼう……？」

「泥どろ棒ぼう？　ってオマエ、泥どろ棒ぼうにそんな質問しても『はいそうです』なんて答えるわけ無いだろ」

　言ってからやはり気付いた。ヤバイ、今度こそダメな答えだ。これじゃあまるで泥どろ棒ぼうの返事、そう思った次の瞬しゆん間かんには布ふ団とんが叫さけんだ。

「いやぁぁぁあああ！　だ、誰だれか助けて！　ドロボーっ！」

「ああああ違ちがう違ちがう！　俺おれは泥どろ棒ぼうなんかじゃない！」

　言いながら、俺おれは反射的に布ふ団とんへ両手を押おし当あてた。ベッドの端はし、頭と思おぼしきあたりに。羽う毛もう布ふ団とんの向こうからモゴモゴと唇くちびるを動かす感かん触しよくが伝わってくる。ああ全く、俺おれは一体何をしているんだ。これじゃあ本物の不ふ審しん者しやじゃねえか……と湧わき上あがる自責の念。吹ふき出でる脂あぶら汗あせ。そのとき尻しりポケットで携けい帯たい電話が鳴った。

『ちょっと蜂はち賀が、何をしていますの！　早く鍵かぎを開けてくださいませんこと！』

「ッ、わかってるよ！　ちょっと待ってろ！」

　片手で摘つまみ上あげた携けい帯たいに怒ど鳴なり返し、一方的に通話を切る。それから必死に首を振ふって抵てい抗こうする布ふ団とんの住人へ向かって一言、

「事情は後で話すから、マジで大人おとなしくしていてくれ」

　俺おれは玄げん関かんに向かって駆かけ出だした。当然、俺おれの頼たのみなんて聞き入れてもらえるはずもなく、甲かん高だかい悲鳴がマンション中に響ひびき渡わたる。そしてインターホンの画面にはしかめっ面つらの日ひ出じ宮みや。大おお慌あわてでエントランスのロックを解除し、玄げん関かん扉とびらを開けて靴くつを挟はさむ。

　これで日ひ出じ宮みやたちもマンションに入れる。だがここまで辿たどり着つくにはしばらく時間がかかるだろう。部屋に戻もどってベッドの上を確かく認にんすると、羽は住ずみと思おぼしき人物は未いまだスッポリと布ふ団とんを被かぶって喚わめき散らしていた。

「誰だれか助けてぇぇええ！　殺されるぅぅうう！」

「だ、誰だれもオマエを殺しやしねえよ！　頼たのむから少し静かにしててくれ！」

「ああアンタ！　泥どろ棒ぼうじゃないなら一体なんなのよ！　勝手に人の家に上あがり込こんできて……っ！　ま、まさかアタシに乱暴するのが目的ってワケ!?　いやああ！　犯おかされるうう！」

「違ちがう違ちがう違ちがう、全然違ちがう！　全くもって毛ほどもそんなつもりはない！　それに俺おれは殺人鬼きでも強ごう姦かん魔までもない、俺おれはただの、アンタのクラスメイトだ！」

「く、クラスメイト？」

「そうだ。クラスメイトの、蜂はち賀が直なお哉や。昼ひる飯めし仲間がオマエのことを酷ひどく心配してるから様子を見に来た。案外元気そうじゃねえか、羽は住ずみ陽ひ代よ……で、合ってるよな？」

　今度は多少なりともマトモな返答だろう。と、一人期待しながら反応を待つ。顔が見えないので正確なところはわからないが、布ふ団とんの主は思案を巡めぐらしている様子。

　……しかしこれは奇き妙みような状じよう況きようだ。ベッドを眺ながめながら、俺おれは少し不思議に思った。

　クラスメイトにせよなんにせよ、侵しん入にゆう者が現れたというのにこの女は布ふ団とんから出てこようともしない。思えば口を塞ふさいだあのときも、抵てい抗こうらしい抵てい抗こうを示したのは首から上だけ。果たしてこれは正常な反応といえるのだろうか。疑問が空っぽの脳のう味み噌そをグルグル回る。そうして青壁かべに頭を半分突つっ込こんだところで、布ふ団とんが呟つぶやいた。

「はちがなおや……なんかその名前、聞き覚えがある気がする。顔は思い出せないケド」

「特待生特権ってやつで、授業にはほとんど顔を出したことが無かったからな。名めい簿ぼの上でしか見たことが無いはずだ」

「ふぅーん。で、そのハチガくんは何しに来たの？　女の子の部屋に勝手に入ってくるなんてマジありえないんですけど。変態。ド変態」

「ぐっ……確かにその件に関しては弁解の余地も無い。が、俺おれの目的は今話した通りだ。どうだ、困ってることがあるなら助けになるぜ？　そろそろそこから出てきてくれないか？」

　布ふ団とんに向かって、俺おれは言う。間かん髪はつ容いれず、羽は住ずみは答えた。

「やだ」

「『やだ』じゃねえよ。『ムリ』ならともかく『やだ』じゃねえよ」

「じゃあムリ」

「『じゃあムリ』じゃねえよ。『ムリ』ならともかく『じゃあ』が付いたら無効だよ」

「……ムリ」

　身動みじろぎ一つせず、ただ一言。静まり返る部屋。この強ごう情じような態度から察するに、やはり何かしらの事情はあるのだろう。だが知性を欠いた俺おれの頭には、次し第だいに苛いら立だちが募つのってくる。

「まさかオマエ、一人でやましいことでもしてたんじゃないだろうな？」

「ちょ！　なななな何言ってるのよ！　変態！　変態っ！　信じらんないっ！　や、やましいことなんて何もしてないしっ！」

「じゃあ別にいいだろ。まどろっこしいのは嫌きらいだ、オマエが出てこないのなら……」

　何をするかなんて、知れたこと。俺おれはふっくら膨ふくらんだ黄色い布ふ団とんを引ひっ摑つかんだ。

「きゃぁあ！　は、放しなさいよこのキモ男！　無む理り矢や理り捲めくろうだなんてマジキモすぎなんですケド！」

「なんとでも言え、俺おれも今いま更さら自分のことを健全だとは思っちゃいねえよ。ホラ、ご開帳だ！」

「だ、だめぇぇぇえええ！」

　──そこにいたのは、果たして、羽は住ずみ陽ひ代よ本人に間ま違ちがいなかった。

　緩ゆるくウェーブのかかった髪かみ。小動物みたいな丸目。比ひ較かく的てき小こ柄がらな体たい軀く。それでいて袖そで森もりが見たら卒そつ倒とうしそうなくらい豊かな起き伏ふく。そのどれもが写真で見た特とく徴ちようと一いつ致ちしている。加えて決定的だったのが、『６─４　羽は住ずみ陽ひ代よ』と大きく書かれた胸の白ゼッケンだ。

　さて、なんでそんなものが胸に縫ぬい付つけられているのだろうか。答えは簡単。羽は住ずみは水着を着き込こんでいた。それも小学校で使うあのタイプ、所謂いわゆるスクール水着というやつ。

　確かに、人に見られたいような格好ではない。小学生時代のスク水を着ている姿なんて、まさか誰だれにも見られたくは無いだろう。でも──

　これは違ちがう。これは、一番の理由ではない。

　羽は住ずみが布ふ団とんから出てこようとしなかった理由。無む抵てい抗こうの意味。それが更さらに別のところにあるということにも、羽は住ずみの姿を目にした瞬しゆん間かん、俺おれは気付いていた。

「……これはなんのプレイだ？」

「あぅぅ……ダメって言ったのにぃ……」

　無意識の内に、俺おれは指でなぞっていた。羽は住ずみの体に食くい込こむ、赤い縄なわ──そう、羽は住ずみは血のように真まっ赤かなロープでベッドに縛しばり付つけられていたのだ。水着の上から、腕うでも足も、全部まとめて。

　これじゃあまるでアレだ。ほら、エスとかエムとかいう、アレ。俺おれの好物なアレ。女子の秘密を覗のぞいてしまった後こう悔かいが、その正反対の感情とともに俺おれの心へ押おし寄よせてきた。

「……前言撤てつ回かいだ。俺おれも流石さすがにここまで不健全じゃない」

　もっとも、やりたいと思ったことはあるわけだが。

「ちょ！　それどういう意味よ！」

「言葉通りの意味だよ。これじゃあ一体全体変態はどっちだって話だぜ、羽は住ずみ陽ひ代よさんよぉ」

　俺おれは言った。声こわ色いろがちょっとソレっぽくなってしまった点に関してはご容よう赦しや願いたい。一方で羽は住ずみは縄なわ同様赤くなった顔をプイと逸そらす。

「ち、違ちがいますー。人ひと違ちがいですー。っていうか、え？　アタシ羽は住ずみ陽ひ代よなんて人知らないんですケド？　か、勘かん違ちがいとかマジやめてほしいし……」

「言いい逃のがれはできないぞ、変態羽は住ずみ。胸のところにちゃんと書いてあるじゃねえか、オマエの名前が」

　瞬しゆん間かん、勢いよく首を持ち上げる羽は住ずみ。視線の先には膨ふくらみに誇こ張ちようされた白ゼッケン。確たる証しよう拠こ。慌あわてた様子で羽は住ずみは言う。

「ち、違ちがうし！　名前が書いてあるからってアタシのものとは限らないし！」

「ふーん。だが他人の水着を着るってのもそれはそれでどうかと思うぜ？」

「違ちがうもん違ちがうもん！　アタシはこんな、皆みんなの陽ひ代よちゃんはこんな変態じゃないもん！　こんな、こんな変態みたいな格好しないんだもん……」

「だが事実、オマエはスク水姿でベッドに緊きん縛ばくされてる。認めろよ、自分が変態だって」

「違ちがうもん……違ちがうんだもん……」

「違ちがくねえだろ？　人に散々変態変態言っておいて、結局自分が一番変態だったんじゃないか。こうやって縛しばられるのが好きなんだろ？　一人でやましいことしてたんだろ？　認めろよ、自分が変態だって。縛しばられるのが大好きだって。認めろよこのド変態羽は住ずみィ！」

　とまあ、言葉責めに熱中している自分が一番変態チックなのは誰だれの目にも明らかだろう。小さじ一いつ杯ぱいの名めい誉よのために言い訳させてもらうとすれば、俺おれはすっかり平静さを欠いていた。つまりはいつもの暴走状態。だから、まさか背後から近付く人ひと影かげに気付くはずも無かった。

「変態変態って……貴方あなたが一番変態でしてよ！」

　驚おどろいて振ふり向むく俺おれ。目前にはスクールバッグ。めり込こむ。衝しよう撃げき。吹ふき飛とばされた俺おれに向かって、日ひ出じ宮みやが金切り声を上げた。

「変態！　変態！　変態！　見み損そこないましたわ！　陽ひ代よを縛しばり付つけてどうするおつもりでしたの！　どうするおつもりでしたのー！」

「ま、待て日ひ出じ宮みや！　誤解だ！　これは俺おれのしたことじゃ無い！」

「今いま更さら貴方あなたの言葉なんて信用できませんわ！　まさかこんな変態星人にわたくしの初めてを捧ささげてしまっただなんて！　一いつ緒しよにお昼を食べていたことだけでも人生の汚お点てんですのに！」

「ほうほう、それじゃあやっぱりわたしが貰もらっても文句はないんだね？」

　と、横からひょっこり顔を出す袖そで森もり。こっちもこっちで意味深なニヤけ面づらだ。

「なっ!?　そ、それとこれとは別問題ですの！」

「しかし蜂はち賀が、君は本当に厄やつ介かいな趣しゆ味みをしているね。こういうのはせめて本ほん棚だなのマンガだけで我が慢まんしてくれないとおねーさんも困っちゃうぞ」

「だから違ちがうと言ってるだろ！　無実だ！　俺おれは何もしちゃいない！」

「とにかく陽ひ代よ！　すぐにお助けしますわ！」

　と、俺おれの体をまっすぐ突つき抜ぬけてベッドに駆かけ寄よる日ひ出じ宮みや。全くとんだ災難だ。だがそうやってやり場のない不満を感じる一方で、俺おれはホッと安あん堵どしてもいた。

　だってそう、少々予定外の出来事もあったとはいえ、これで俺おれの任務は完かん了りようだ。

「……まあ、やれることはやったぜ。あとは自分でなんとかしてくれ」

　昼ひる飯めし仲間の背中に向かって、俺おれは言った。

　二人を引き合わせることはできたから、もう俺おれの出番は無い。あとは日ひ出じ宮みや次し第だいだが、まさか俺おれのようにマヌケな失敗を犯おかすこともあるまい。何もかも、スッキリ解決。大団円。達成感はないが、悪くもない。袖そで森もりも、きっとそう思っているはず。

　と、俺おれは袖そで森もりに目を向ける。瞬しゆん間かん、羽は住ずみが叫さけんだ。それはまるで、俺おれの淡あわい期待を打うち砕くだくかのように。

「来ないでっ！」

「えっ……」

「来ないでって、言ってるじゃん……美み月つきちゃん、何しに来たの？」

　あまりにも、冷たい目。友達に向けるものとは思えない、絶対零れい度どの視線。拒絶の視線。驚いた様子で、日ひ出じ宮みやが伸のばしかけていた腕うでを止めた。

「何しにって……そ、そんなの貴女あなたを助けるために決まってますわ！」

「助けてなんて、一言も言ってないし。そういうのマジ迷めい惑わくなんですけど」

「おい、仮にも友達に向かってそういう言い方はないだろ」

　羽は住ずみの言葉にカチンと来て、俺おれは再びベッドに詰つめ寄よった。オドオドと戸と惑まどう日ひ出じ宮みやに自分の体を半分突つっ込こみ、手を伸のばす。

「いい加減にしろよ、羽は住ずみ。オマエのことをここまで心配してるんだ、そろそろマジでその変な格好はやめて、話くらいちゃんと聞いてやれよ」

「ちょ！　だ、だめっ！」

　結び目から伸のびる切きれ端はし。その先せん端たんを摘つまんで、一ひと思おもいに引っ張る。一本の長いロープは、たったそれだけで簡単に緩ゆるんだ。

「ほら、立てよ」

　ロープを巻き取り、そう一言。俺おれは羽は住ずみの腕うでを摑つかんだ。ロープの痕あとが蛇へびのように残る腕うで。その剝むき出だしの腕うでを、グイと強ごう引いんに、立ち上がらせようとして。

　瞬しゆん間かん、奇き妙みような感かん触しよくが俺おれの手の平を滑すべっていった。

　そして同時に、羽は住ずみの腕うでが俺おれの手からするりと抜ぬけ落おちた。まるで何の抵てい抗こうもなく。まるで、一いつ切さいの摩ま擦さつが消えてしまったかのように。

　俺おれは自分の手の平を見つめた。何なんの変へん哲てつもない手の平。擦すり合あわせても、いつも通りの感かん触しよく。その手の平を、もう一度羽は住ずみの肌はだに乗せる。透すけるような白い肌はだの小さな震ふるえは、俺おれの手に伝わること無く、汗あせばんだ湿しめり気けと温ぬくもりだけを残し、ただただ手の平の下で滑すべっていった。

「……オマエ、やっぱり」

「ち、違ちがうもん違ちがうもん！　アタシは全然、〝バグ持ちアブノーマル〟なんかじゃ──」

　否定する羽は住ずみ。しかし皆みなまで言う前に、その声は玄げん関かんから聞こえてきた物音に妨さまたげられた。

　ガチャリ、と扉とびらを開く音。床ゆかを鳴らす小さな足音。それから、幼おさな気げな声。

「──遅おそくなっちゃってごめんなさいです、お姉ちゃ……」

　全員の視線が部屋の入口へ向けられる。そこには、羽は住ずみによく似た中等部の女の子が立っていた。部活帰りだろうか。手にはジャージとラクロスのラケット。酷ひどく驚おどろいた顔。

「だ、誰だれですか……？　どうして、どうしてお姉ちゃんの部屋にいるんですか……？」

「雛ひな、早く！　この人たちを追い出して！」

　羽は住ずみが叫さけんだ。が、俺おれは気付いていた。その声よりも早く、雛ひなと呼ばれた少女がラケットを握にぎり直していたことに。

「袖そで森もり、避よけろ！」

　得え物ものが空を切る──間かん一いつ髪ぱつ、袖そで森もりは尻しりもちをつきながら少女の一いち撃げきをかわした。

「あわわわわ……」

「ッ、一いつ旦たん逃にげるぞ！」

　ラケットを構え直す少女の姿を見て、俺おれは叫さけんだ。バッグを拾い、袖そで森もりの体を抱かかえ上あげ、玄げん関かんへと走る。尻しりを引っ叩ぱたかれながらもなんとか逃にげてきた日ひ出じ宮みやとともに、部屋の外へ。

　背後で扉とびらの閉まる音が聞こえた。インターホンをいくら鳴らしても、その扉とびらが再び開かれることはなかった。







「──蜂はち賀が、君は何かわかったみたいだね」

　菓か子しパンを齧かじる俺おれに向かってそう問いかける袖そで森もり。偶ぐう然ぜんだろうか、今日きようの袖そで森もりは例の少女と同じくらいの背格好だ。翌日の昼休み、俺おれたちは三人揃そろって屋上で作戦会議を開いていた。

「一つだけな。間ま違ちがいない、アイツは〝バグ持ちアブノーマル〟だ」

「やっぱり。それで、一体どんなバグなんだい？」

「アイツの腕うでを触さわったとき、妙みような感かん触しよくがした。まるで油に漬つけ込こんだウナギを触さわったみたいな、変な感かん触しよくだ。スベスベというか、ツルツルというか、摩ま擦さつが無くなっちまったみたいに。つまりアイツのバグはそういうことだろ。無くなっちまったんだよ、本当に」

「摩ま擦さつかぁ……そうか、だからあんな格好をしていたわけだね。摩ま擦さつが無ければ普ふ通つうの洋服は着られない。拘こう束そくしておかないと滑すべり出だしたら止まらない。だからああやってベッドに縛しばり付つけられていたというわけだ、水着姿でね」

「不便なバグだな……で、日ひ出じ宮みや、オマエはこれからどうするつもりだ？」

　俺おれはどんよりと足元にうずくまっている昼ひる飯めし仲間に話を振ふった。

　昨日きのうの一件以来、コイツはずっとこの調子だ。

「そんな……陽ひ代よがわたくしに……来ないでなんて……そんな……」

「ったく、オマエらしくねえな。ま、諦あきらめるって言うんなら俺おれは反対しないぞ」

「そ、それは駄だ目めですわ！　諦あきらめるなんてわたくしはそんなこと一言も言っておりませんの！」

「ならこれから何をするか考えてくれよ。考えるのはオマエの仕事だ。俺おれじゃない」

「そう言われましても……とにかく、わたくしはもう一度陽ひ代よに会いたいですわ。会ってちゃんと話をしないと。わたくしの気持ちを伝えれば陽ひ代よもきっと……」

「だがどうやって？　同じ手が二度も通用するほどアイツもバカじゃないだろ？」

「た、確かにそうですわね……」

　そう言ってまたどんよりと暗い雰ふん囲い気きに沈しずんでいく日ひ出じ宮みや。全く、なんだろうねこの差は。俺おれに対してはあれほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まった日ひ出じ宮みやが、今はこの調子だ。

　もっとも孤こ独どく主義者な俺おれにはつっけんどんな態度のほうが居い心ごこ地ちがいいわけだが、なんだか釈しやく然ぜんとしない。と、一人そんなモヤモヤに浸ひたっていた俺おれの視界に変わらぬアイデンティティーを持つ女、袖そで森もりの腕うでがヒラヒラと揺ゆれるのが見えた。

「なんだ貧乳」

「なぁっ!?　突とつ然ぜん何を言うんだ君は！　気にしてるのに！」

「そう怒おこるなって。で、何か思いついたのか？」

「き、君という男は……まあいい、それよりも羽は住ずみちゃんだ。わたしに一つ、考えがある」

　そう言って立ち上がる袖そで森もり。何をするかと思えば、自分のバッグを漁あさり始める。

「シンプルにいこうじゃないか、シンプルに。鍵かぎをかけられたのなら、開ければいい。そのための鍵かぎが無ければ、持っている人を捕つかまえるまで。ホントに好都合だよ。昨日きのうの今日きようでこの姿だからね」

　そして出てきたのは、一着のセーラー服。臙えん脂じ色の襟えりが特とく徴ちよう的な、中等部の制服だ。

「放課後、中等部のグラウンドに集合だ。くれぐれも君たちはあの子に見つかるんじゃないよ？」

　袖そで森もりは言った。それで俺おれたちは放課後、グラウンド脇わきの器き具ぐ庫この裏にコッソリと集合した。




「──作戦はこうだ。わたしがこの格好で妹ちゃんに話しかけて、ここまでおびき寄せる。わたしのバグは知らないだろうから、警けい戒かいされることは無いはずだ。で、妹ちゃんがここまで来たら君の出番。そのロープでふん縛じばってくれ」

「了りよう解かい。しかしやけに単純な作戦だな」

「難しいと君には対応できないだろう？　くれぐれもタイミングには気を付けておくれよ」

　と、袖そで森もりは器き具ぐ庫この陰かげから駆かけ出だしていく。その先には、羽は住ずみの妹が所属するラクロス部の練習場。残された俺おれと日ひ出じ宮みやは重なるように顔を覗のぞかせて様子を窺うかがった。

　俺おれの手には血のように真まっ赤かなロープ。羽は住ずみの家からうっかり持ってきてしまったものだ。

「……貴方あなた、それなんだか変な匂においがしますわ」

「え、そうか？」

　袖そで森もりに視線を向けたまま、ロープの匂においを嗅かいでみる。微かすかだが、確かに無む臭しゆうではない。思い出すのは羽は住ずみの部屋。ふんわり甘あまくて複雑な匂においが脳のう味み噌その奥おくをジリジリと刺し激げきする。元来甘あまいものは苦手なはずなのに、気付けば俺おれは束ねたロープに顔を半分埋うずめていた。

「……やっぱり貴方あなた、変態でしたのね」

「なっ!?　嵌はめやがったな、汚きたねえぞ！」

「不潔なのは貴方あなたですわ。全く、陽ひ代よにあんな暴言まで吐はいておいて、ご自分はこの調子なんですもの。その内きちんと教育して差し上げなければいけないみたいですわね」

「こ、怖こええこと言うなよ……」

「しかし遅おそいですわね。袖そで森もりさん、何をしていらっしゃるんですの？」

　日ひ出じ宮みやが言う。見れば袖そで森もりは練習場の側に立ち、少数のメンバーで行われていた模も擬ぎ試合の様子をぼんやりと眺ながめていた。

「どうやら羽は住ずみの妹は試合に出てるみたいだな。終わるまではどうしようもないだろ」

「むぅ、なんだかヤキモキいたしますわ。今この瞬しゆん間かんも陽ひ代よは一人で苦しんでいるのかもしれませんのに……」

「落ち着けって。俺おれたちは顔がバレてるんだ、見つかったら逃にげられるぞ」

「わかってますわ。わかってますけど……」

　言いながらもどかしそうに足を動かす日ひ出じ宮みや。一方袖そで森もりは立っているのに飽あきたのだろう、勝手にベンチへ腰こし掛かけて一年生と一いつ緒しよに声せい援えんを送り始める。

「ああもう、一体何をしてるんですの！」

「だから落ち着けって！　ほら、試合が終わったみたいだぞ！」

　俺おれは言った。コートにはホイッスルの音が響ひびき渡わたり、ユニホーム姿のラクロス少女たちが肩かたで息をしながらベンチへと戻もどってくる。その中に妹の姿もあった。

　ベンチから立ち上がり、妹へと歩み寄る袖そで森もり。タオルを渡わたしながら自然に話しかける。二言、三言。何を言ったのかはわからないが、羽は住ずみの妹は酷ひどく驚おどろいた様子。そして袖そで森もりが器き具ぐ庫こを指差すと、妹は血相を変えてこちらに駆かけ出だした。

　瞬しゆん間かん、日ひ出じ宮みやが俺おれの手からロープを引ったくった。

「貸しなさい！　わたくしが行きますわ！」

「あ、おい待て！」

　咄とつ嗟さに腕うでを伸のばす。が、日ひ出じ宮みやのバグは今日きようも健在だ。俺おれの手をすり抜ぬけて器き具ぐ庫こ裏から飛び出す日ひ出じ宮みや。一方で部活仲間に声をかけられて足を止める羽は住ずみの妹。簡単に返事をして振ふり向むけば──そこには真まっ赤かなロープを握にぎり締しめた不ふ審しん者しやの姿があった。

「ひゃああああああ！　な、なんであなたがいるんですか！　何しに来たんですか！」

「勿もち論ろん、貴女あなたを捕つかまえるためですわ！　さあ観念なさい！」

　なんて言葉を発し、日ひ出じ宮みやはロープを広げて妹ににじり寄る。これじゃあまるで少年マンガの悪役だ。当然騒さわぎを目もく撃げきした部活仲間たちが放っておくはずもなく、日ひ出じ宮みやはすぐにラケットで武装したラクロス部員たちに囲まれた。

「ちょっと先せん輩ぱい、雛ひなに何するつもりですか！」

「退どきなさい！　貴女あなたたちに用はありませんわ！」

「退どけって、それはこっちの台詞せりふよ！　ほら雛ひな、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう言って、部長らしき凛りんとした少女が羽は住ずみの妹に手を貸す。妹は立ち上がると、そのままその少女の背中に隠かくれた。

「雛ひなが何をしたのか知りませんけど、こういう強ごう引いんなやり方は間ま違ちがってると思います。雛ひなに乱暴なことしたら、たとえ高等部の先せん輩ぱいでも絶対に許しませんから」

「ら、乱暴されたのはわたくしたちの方ですわ！　とにかくわたくしにはその子とお話ししなければならないことがありますの、大人おとなしくその子を渡わたしなさい！」

「絶対嫌いやです。なんなんですか？　『退どけ』とか『渡わたせ』とか、先せん輩ぱいだからって横暴すぎです。ねぇ、皆みんなもそう思うわよね？」

　少女が呼びかけると、部員たちは一いつ斉せいに「そうだそうだ！」と叫さけび始める。中学生らしいキンキン声。挙句その声は次し第だいに日ひ出じ宮みやを責める言葉へと変わっていき、極きわめつきとばかりにこんな一言まで飛び出した。

「なんかホント自分勝手なんですけど。何あの先せん輩ぱい」

「なんでも自分の思い通りになるとか思ってそうだよね。意味わかんない」

「ねえ、なんかあの人って友達少なそうじゃない？」

「はぅっ……！」

　日ひ出じ宮みやは悲痛な声を上げ、地面に膝ひざをついた。酷むごい。酷むごすぎる。だがその数少ない友達への愛のためだろう、正義のヒーローよろしく自分のことを見下ろす少女に向け、日ひ出じ宮みやは声を絞しぼり出だした。

「わ、わたくしにも友達はおりますの！　陽ひ代よのために、陽ひ代よを助けるために、わたくしは引くわけにはいきませんの！」

「陽ひ代よ……？　あれ？　陽ひ代よ先せん輩ぱいって確か雛ひなのお姉ちゃんだよね？」

　少女はそう言って羽は住ずみの妹に顔を向ける──するとどういうことだろうか、妹は日ひ出じ宮みやが現れたときよりもずっと動どう揺ようした様子を見せていた。

「そそ、そうだけど、い、今はお姉ちゃんのことは関係ないんじゃないかなぁ？」

「何よその反応。『陽ひ代よ先せん輩ぱいを助けるため』ってあの人言ってたじゃん。ねえ雛ひな、陽ひ代よ先せん輩ぱいに何かあったの？」

「な、なんにも！　なんにもないよ！　お姉ちゃんにはなんにも……ほ、ほんとだよぉ！」

「……なーんか、怪あやしいんだけど」

　少女のジトッとした視線。羽は住ずみの妹は呻うめき声を漏もらしながら一歩、二歩と後あと退ずさる。そして、

「ごめんなさいです！」

「ま、待ちなさい！」

　コートへ向かって駆かけ出だす妹。それを追いかけるのは、つい先さき程ほどまでガックリと四よつん這ばいになっていたはずの日ひ出じ宮みやだ。ロープを放り出し、ウサギのように地面を蹴ける。目の前にはラクロス部員たちが壁かべのごとく立たち塞ふさがっているが、当然、日ひ出じ宮みやには無意味だ。

「きゃっ！」

　と、クールな見た目にそぐわない可愛かわいらしい悲鳴を上げる少女。そんな少女を幽ゆう霊れいのごとく突つき抜ぬけて日ひ出じ宮みやは羽は住ずみの妹を追う。まさに火事場の馬ば鹿か力ぢから。尋じん常じようならざる速さ。日ひ出じ宮みやは妹に追いつくとスカートのホックに手をかけ、体が重なり合ったその瞬しゆん間かん──

「逃のがしませんわぁぁぁあああ！」

　──跳とんだ。器用にスルリと、スカートだけをその場に残し。

　日ひ出じ宮みやの体から離はなれ、スカートはバグの影えい響きようを失う。その内側には羽は住ずみの妹。接せつ触しよく判定を取とり戻もどした円えん筒とう形の布切れは、妹の腰こしから一気にずり落ち、足先を絡からめて前のめりに転てん倒とうさせた。

「わたくしから、逃にげようだなんて、百年早い、ですわよっ！」

　息を切らしながら決め台詞ぜりふのように言い放つ日ひ出じ宮みや。ホント、周りに男がいなくてよかったと思う。レースの入った淡たん桃とう色しよくの布切れ一枚。仁に王おう立だち。

　これじゃあまるで、というかまんま変態だ。

　が、ラクロス少女はそんな日ひ出じ宮みやの変態行動よりももっと別のもの、自分の身を襲おそった超ちよう常じよう現象に意識を奪うばわれていた。

「い、今の何？　何が起こったの!?　せ、先せん輩ぱいが私の体を……ど、どうなってるの!?」

　バタバタと自分の体をまさぐる少女。他の部員たちも驚おどろきを隠かくせない様子で少女と日ひ出じ宮みやを交こう互ごに見み遣やる。そして誰だれからともなく、こう呟つぶやいた。

「ば、〝バグ持ちアブノーマル〟だ……」

「ふっふっふ、どうやらバレてしまったみたいだね。まあ隠かくしていたつもりもないけど」

　そう言って皆みんなの前に歩み出てきたのは、我らがリーダー、袖そで森もり今いま。袖そで森もりは一身に注目を集めながら、日ひ出じ宮みやの痴ち態たいを隠かくすように立たち塞ふさがった。

「彼女かのじよは栄光ある福祉美化委員会ＦＢＩのエージェント、日ひ出じ宮みや美み月つきちゃんだ。そしてわたしは委員長の袖そで森もり今いま。この通り──」

　袖そで森もりは何を思ったか自分のスカートに手をかける。ま、まさかオマエまで……という俺おれの心配は、半分的中、半分杞き憂ゆうに終わった。

　袖そで森もりは自分の太ふと腿もも──例のバッテン印をラクロス部員たちに晒さらしたのであった。

「わたしたちは学園全ての〝バグ持ちアブノーマル〟たちの愛と平和を守る究極の委員会。そして今わたしたちがここにいるのは、とある友人を救うため。そのためにどうしてもこの子の協力が必要なんだ。理解してくれるかな？」

「ゆ、友人？　それってつまり……」

「そう、その友人、つまりはわたしたちが助けようとしている〝バグ持ちアブノーマル〟こそ、この雛ひなちゃんの──」

　言いながら、袖そで森もりは羽は住ずみの妹へチラリと視線を送る。妹は慌あわてた様子で身を起こし、袖そで森もりの言葉を遮さえぎるように叫さけんだ。

「だ、だめっ！　言っちゃだめです！」

「……わからないな、雛ひなちゃん。どうしてそうやって秘密にしようとするのかわたしにはさっぱりわからない。けど、雛ひなちゃんなりの事情はあるみたいだね。どうだろうか、そのあたりのことについてゆっくりお話ししようじゃないか。わたしが口を滑すべらせない内に、ね？」

　神しん妙みような面おも持もちのまま片手を差さし伸のべる袖そで森もり。なるほど、口の上う手まいヤツだ。妹は躊躇ためらいつつも退路を断たたれたことを知ったのだろう、袖そで森もりの手を摑つかんだ。

「ちょっと何してるのよ！　雛ひなは渡わたさないわよ！」

「そう怒おこらないでおくれよ、同意の上なんだから。それでも邪じや魔ましようというのならわたしに少し考えがあるぞ」

「な、何よ？　言っておくけど〝バグ持ちアブノーマル〟なんて怖こわくもなんとも無いんだからね！　私にだって〝バグ持ちアブノーマル〟の友達くらい何人もいるんだから！」

　いきり立つ少女。袖そで森もりは羽は住ずみの妹を立たせると、そんな少女へ向き直る。

　見せたのは例の猫ねこ笑い。少女が一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「その通り、バグは恐おそれるようなものじゃ無い。普ふ通つうはね。でも、この男は違ちがう──蜂はち賀が、そろそろ君も出てきたらどうだい？」

「……マジか」

　溜ため息いき一つ、その場に残し、俺おれは歩み出た。今の今までずっと隠かくれていた、器き具ぐ庫この裏から。

　足音に気付いたラクロス少女たちが一いつ斉せいに視線を向ける。まるで指先でなぞるかのごとく、その注目は俺おれの左頰ほおに集まっていった。

「彼かれも我々の同どう胞ほう、蜂はち賀が直なお哉やくん。彼かれは凄すごいぞ、なんたって彼かれには……理性がない！」

「おまっ!?　誤解を招くような言い方はやめろ！」

　思わず叫さけぶ俺おれ。しかし袖そで森もりは俺おれの言葉など完全無視して指をクルクル、話を続けた。

「理性がない、自分の欲望をコントロールする術すべを持たない。君たちにこの意味がわかるかな？　彼かれも年とし頃ごろの男子高校生、頭の中にはピンク色の妄もう想そうがギッシリ詰つまっている。そんな彼かれの前に、若い体がこんなにたくさん……まるでご馳ち走そうだ！」

「ひ、人のことを変態みたいに言うんじゃねえよこのビート板！」

　俺おれは袖そで森もりの狂きよう言げんを止めようと一歩踏ふみ出だす。瞬しゆん間かん、ラクロス少女たちが「ひっ!?」と悲鳴を漏もらして後あと退ずさった。一歩進めば、また一歩。まるでライオンの檻おりに放ほうり込こまれたウサギのような怯おびえっぷり。

　でもってその様子に気を良くしたのだろう、袖そで森もりはなおも言葉を続けた。

「猛もう獣じゆう、野や獣じゆう、怪かい獣じゆう……呼び方はいろいろあると思うけど、とにかく気を付けた方がいい。学校の中でも電車の中でも、彼かれはお構いなしだからね」

　そして俺おれに向けるのは、なんでしょうね、期待に満ちた輝かがやく瞳ひとみ。

　どうやらこの洗せん濯たく板いたは俺おれにトドメの一いち撃げきを期待しているらしい。このラクロス少女たちを一人残らず蹴け散ちらすような、そんなトドメの一いち撃げきを、だ。

「……ああもう、わかったよ」

　しかしどうやって？　と、悩なやんだ俺おれの視界に例のロープが映る。フラッシュバックする日ひ出じ宮みやとのやりとり。俺おれは怯おびえる少女へ一直線に歩み寄り、耳元に口を寄せてこう言った。

「アンタ──いい匂においだな」

　恐おそらくは成功だろう。ラクロス少女たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていった。

「……やっぱり貴方あなたは変態でしたのね。素す晴ばらしい臨場感でしたわ」

　うるさいぞパンツ女。




「──で、結局オマエが姉貴のことを隠かくそうとするのはどうしてなんだ？」

「秘密にしてほしいって、お願いされたからです。お姉ちゃんに」

　羽は住ずみのマンション、五階へ向かうエレベータの中、投げかけた質問にボソボソと答える羽は住ずみの妹。暗く険しい表情を向け、今度は妹の方からこんなことを言う。

「どうして……どうしてお姉ちゃんに構うんですか？　お姉ちゃんは助けなんて求めてないです。それなのに先せん輩ぱいたちはどうして……」

「勿もち論ろん友達だからですわ！　友達が困っていたら手を差さし伸のべて差し上げる、それは当然の行いでしてよっ！」

　言葉を被かぶせるように日ひ出じ宮みやは息を巻く。が、羽は住ずみの妹はそんな日ひ出じ宮みやにも同じような冷たさをもって言い放つ。

「お姉ちゃんはそんなこと望んでないです。というか、そういう情けがお姉ちゃんを傷つけるんです。ただでさえ辛つらい思いをしてるのに、迷めい惑わくです。やめて欲ほしいです」

「まあ雛ひなちゃんの事情はわかったよ。雛ひなちゃんは雛ひなちゃんなりにお姉ちゃんのことを守ろうとしてるんだね。陽ひ代よちゃんがバグのことを隠かくしたがっているから雛ひなちゃんも秘密にしてる。陽ひ代よちゃんが誰だれにも会いたく無いと思ってるからわたしたちを追い出した。そういうことだね？」

「雛ひなはただ、お姉ちゃんにこれ以上困って欲ほしくないだけです。だから、雛ひなが守るんです。お姉ちゃんが弱いところを見せられるのは、雛ひなだけだから」

「……なるほど。弱いところ、ねえ」

　無意識の内に、俺おれはそんなことを呟つぶやいていた。

「珍めずらしいね、君には何かわかったのかい？」

「ん？　ああいや、なんでもねえよ。なんでも」

　俺おれはそう言って誤ご魔ま化かす。が、実のところ俺おれは羽は住ずみの思いになんとなく感付いていた。

　頭の働かない俺おれにどうしてそんなものがわかるのか。それはきっと、俺おれにも少なからず同じ思いがあるからだろう。友達との交流を絶ってマンションの一室にひきこもっている羽は住ずみの姿が、空想の中でいつかの自分、一人で生きる道を求めた自分の姿と重なって見えた。

　程ほどなくして到とう着ちやくを知らせる電子音が鳴った。俺おれたちは廊ろう下かを進み、羽は住ずみ家の前で一度足を止める。妹が改めて念ねん押おしするかのように言った。

「お姉ちゃんに会っても、同じことです。それでもいいですか？」

　鍵かぎを開け、ゆっくりと扉とびらを開く。妹は俺おれたちにリビングで待つように告げると、一人で羽は住ずみの部屋に入っていった。やきもきする日ひ出じ宮みやを宥なだめながら待つこと二十分、ようやく妹の許しを得て俺おれたちも部屋に入る。羽は住ずみは、今度は太いベルトで肘ひじ掛かけ椅い子すに縛しばり付つけられていた。

「お姉ちゃん、お腹なか空いてないですか？」

「ペコペコよ。何も食べてないから。何かある？」

「確かリンゴがあったはずです。持ってくるから待っててくださいです」

　そう言うと妹はパタパタと出ていってしまう。残された俺おれたち四人。不ふ機き嫌げんそうな羽は住ずみの視線は痛いくらいだ。

「……来ないでって言ったのに」

「まあそう言うなよ。しかしアレだな、その格好、やっぱりそういうプレイみたいだ」

「サイテー。マジ信じられないんですけど。ああもう、ホンット最悪。こんな姿クラスメイトに見られるだなんて。しかもよりによって美み月つきちゃんにまで」

「わ、わたくしはなんとも思っていませんわ！　それにその格好も、あの、その……す、素す敵てきですわよ！」

　と日ひ出じ宮みや。本人も言ってから『しまった』と思ったのだろう、額からダラダラと汗あせが流れる。

「悪気は無いんだ、許してやれよ」

「何よ、知った風に。それでアンタたち何しに来たの？　まさかアタシのことをからかいに来たわけじゃ無いでしょうね？」

「ち、違ちがいますわ！　わたくしたちは貴女あなたを助けに来たんですの！　こんな風に家に籠こもっているのは貴女あなたには似合いませんわ！　陽ひ代よ、貴女あなただってもう一度学校に……」

「行きたいなんて、思ってないし。こんな状態になってもまだ学校に行きたいだなんて、思うわけないじゃん。そういう勘かん違ちがい、マジやめて欲ほしいんですけど」

「陽ひ代よ……ほ、本気で言ってますの？」

「本気よ、本気。チョー本気。冗じよう談だんなんて言うわけ無いじゃん。靴くつ下したもパンツもツルツル脱ぬげちゃうし、自分の手でお箸はしも持てないし、立てないし、歩けないし、こんな風に縛しばられてないと椅い子すにも座すわってられないってのに、学校なんて行ってどうすんの？　バカじゃん、そんなの」

　羽は住ずみの言葉は辛しん辣らつだ。返答に詰つまる日ひ出じ宮みやを前に、羽は住ずみは更さらにこう続けた。

「ねえ、そろそろ気付いてよ。アタシはこんな姿を皆みんなに見られるのが嫌いやなの。誰だれがなんと言おうと、絶対に嫌いや。だってそんなの、アタシじゃ無いもん」

　そうこうしている内に羽は住ずみの妹が戻もどってきた。手にはタッパー、ウサギの形に切られたリンゴが詰つまっている。

　妹は真まっ直すぐ姉に歩み寄ると、両りよう膝ひざをついてタッパーを開け、リンゴを一欠片かけら摘つまんだ。

「お姉ちゃん、お待たせです。はい、あーん……」

「あー……ん、んんっ、おいひい」

「よかったです。たくさんあるから、いっぱい食べて欲ほしいです」

　そう言って次々とリンゴを摘つまみ上あげ、姉の口に放ほうり込こむ。椅い子すに擦こすれてたびたびずれる姉のスク水を直しながら。ふにふにと動く足先がなんだか凄すごく嬉うれしそうだ。

「……撤てつ回かいするぜ、昨日きのうの言葉。羽は住ずみ、オマエは変態なんかじゃないな」

「あによ、いまひゃら」

「だってよ、これじゃあまるでペットだぜ。一体どこまでそうやって世話してもらってるのか知らないが、これじゃ妹のペットだ。まさかとは思うが、オマエはこれから先もずっとそうやって生きていくつもりじゃないよな？」

　俺おれの問いかけに、羽は住ずみは答えない。リンゴをシャリシャリ、ハムスターみたいに口の中へ詰つめ込こんだまま視線だけは不ふ機き嫌げんそうにこちらへ向けている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　雛ひなはいつまでもお姉ちゃんの味方です！」

「ありがと、雛ひな。これからのことは、これから考える。それでいいじゃん」

「投げやりだな。オマエのことは努力家で前向きなヤツだと聞いていたんだが」

「前向きよ。チョー前向き。だから言ってんじゃん、元には戻もどれないから、新しい生き方を考える。それだけ。邪じや魔ましないで。ホントに、邪じや魔ましないでよ……」

「お姉ちゃん……」

「……アンタの名前、思い出した。蜂はち賀が直なお哉や。出しゆつ席せき簿ぼがずっと空くう欄らんだったから、気になって西にし崎ざきちゃんに聞いたことがあるし。コイツ何者？　って。ねえ、アンタも同じなんじゃないの？　授業に出たって意味なんて無いから、部活一筋。アンタも前は違ちがったんでしょ？　バグる前はメチャメチャ頭が良かったって、西にし崎ざきちゃん言ってたし。アタシも同じよ。アンタとアタシ、何が違ちがうっていうの？」

「……確かに、同じかもしれないな。『前は違ちがった』か。返す言葉もねえよ」

　俺おれは言った。そして結局、俺おれたちはなんの収しゆう穫かくも得られぬまま羽は住ずみの家を後にした。







　翌日の放課後、二年の教室。日ひ出じ宮みやは机に突つっ伏ぷし、ブツブツひとり言を言い続けていた。

「もうどうしたらいいんですの……まさか陽ひ代よがあんな風に考えているだなんて思いもしませんでしたわ……」

　加えて俺おれの膝ひざの上には小さくなった袖そで森もり。あぐらを搔かき、こちらもウンウン唸うなっている。

「どうしたものかなぁ、これは思っていたよりも厄やつ介かいな問題だぞ」

　と、作戦会議は遅ち々ちとして進まない。そして俺おれはというと、その原因の一いつ端たんが自分にあることを自覚していた。

　バグのせいにするのは簡単だ。が、今回は違ちがう。

　昨日きのうのやりとりを経て、俺おれはすっかり冷めた気分になっていた。

「……なあ、もう止やめにしないか？」

　袖そで森もりの頭に顎あごを乗せ、俺おれは言った。

「まーた君はそんなことを。アイデアが出ないからって諦あきらめるんじゃないよ、この、このっ！」

「痛ッ！　け、ケツを動かすんじゃねえよ……っていうか、今回はそんなんじゃねえんだよ。俺おれが言いたいのは、余計な世話はこれ以上止やめておいた方がいいんじゃないのかってことだ」

「それのなーにが違ちがいますの？　わたくしには同じ意味にしか聞こえませんわ」

「だってよ、当の本人が望んでないんだぜ？　なのに学校に連れ戻もどす方策を考えたって無意味じゃないか。そんな無む理り矢や理りなこと、俺おれは嫌いやだぜ」

「貴方あなた、本気で言ってますの!?」

　日ひ出じ宮みやは机を叩たたいて立ち上がり、俺おれに詰つめ寄よる。勢いだけなら今にも摑つかみかかってきそうなくらいだ。が、俺おれは自分の身を引こうともしなかった。

「本気だとしたら軽けい蔑べつしますわ！　陽ひ代よのことが可哀想かわいそうだとは思わないんですの！」

「気の毒だとは思う。だがバグっちまった以上は多少の諦あきらめも必要だ。なあ日ひ出じ宮みや、アイツに元通りの生活をさせたいっていうのはオマエのワガママなんじゃないのか？」

「っ！　なんてことを仰おつしやいますの！　貴方あなたは陽ひ代よのあのお辛つらそうな顔をご覧になりませんでしたの！」

「その言葉、そっくりそのままオマエに返すぜ。オマエはアイツの言葉を聞いてなかったのか？　助けなんかいらないって、言ったのはアイツだ。アイツが新しい生き方を模も索さくしてるのなら、俺おれたちはそっちを助けるべきなんじゃないのか？　黙だまって見守るのも一つの答えだろ」

「貴方あなたっ！」

　鼻先をくっつけ合わせ、睨にらみ合あう俺おれと日ひ出じ宮みや。間に挟はさまれた袖そで森もりは慌あわてた様子で声を上げるが、俺おれはそれを無視して言った。

「俺おれだってそうだった。バグを抱かかえ込こんじまう前はもっと別の生き方をしてた。医者になりたいって夢もあったし努力もしてた。だがそんなものは全部捨てた。安い同情を言うヤツも全員突つっぱねた。何もかも、自分の力で前へ進むためにな。同じことだ。可哀想かわいそうだなんて言うんじゃねえよ」

「っ！　このわからず屋！　変態蜂はち賀が！　あれが全部陽ひ代よの本心だと本当にお思いですの！　貴方あなたのことなんてもう知りませんわ！」

　叫さけぶなり、日ひ出じ宮みやは教室から駆かけ出だしていく。それを見て袖そで森もりは俺おれの膝ひざから飛び降りたが、あとを追う前に酷ひどく寂さびしそうな顔を俺おれに向けて言った。

「……君の言ったことは正しいよ。確かに、前と同じ生活はできない。わたしだってそうだ。わたしだっていろいろと割り切って生きてきた。でも、これだけは聞いておきたい。その変化は、今の君の生活は、君にとって一番いいものなのかい？」

「何が言いたいのかサッパリわかんねえよ。オマエの言葉は難しすぎる」

「簡単だよ、簡単なことだ。誰だれかのちょっとした知ち恵えや手助けのおかげで諦あきらめなくて済むのなら、そっちの方が絶対にいい。わたしは心からそう思ってる。君にも少なからず未練はあるだろう？　わたしだってそうだ。わたしだって……元に戻もどれたらどんなにいいかって、思ってるんだから」

　そして袖そで森もりは走り出した。小さな足音はあっという間に遠のき、ただ一人残された教室には静せい寂じやくが訪おとずれる。窓の外には楽しそうに部活に励はげむ同級生の姿が見えるのに、空気はどこか重たい。まるでこの部屋だけ別次元に隔かく離りされたみたいだと、俺おれはなんとなくそう感じた。

「未練か……そんなもの、考えたこともねえよ」

　気付けば俺おれは、そんなことを呟つぶやいていた。

「……いや、違ちがうな。考えたことが無いんじゃない。考えることができないんだよ、俺おれには」

　だって俺おれは、前とは違ちがう──今度は俺おれが机に突つっ伏ぷす番だった。

　熱でもあるみたいに、まとまりの無い思考が止まらない。目を瞑つぶっているのに、目眩めまいがする。ジッと座すわっているはずなのに、どちらが上かもわからなくなる。それはまるで、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきへ向かって真まっ直すぐ歩いて行くかのように、自殺的だった。

「前とは違ちがうんだ、前とは違ちがう……バカなんだから、今の俺おれは」

　で、結局俺おれの頭はその崖がけから身を投げていた。眼下に広がる、真っ青な世界へ向かって──




　俺おれがフリーズ状態から目を覚ましたのは、それから十時間も経たった後のことだった。

「……全く、お前はこんなところで何をしているんだ？」

　頭上から降ってくる不ふ機き嫌げんそうなハスキーボイス。頭には僅わずかながら引っ叩ぱたかれたかのような感かん触しよくが残っている。つまりは本当に引っ叩ぱたかれたのだろう、目の前のこの人物に。

「もう三時にもなるぞ。午前三時だ。よく今の今まで見つからなかったものだな」

　いつもの出しゆつ席せき簿ぼを片手に、西にし崎ざき先生は机の上に腰こし掛かけた。

「三時ですか……先生も随ずい分ぶん遅おそくまで残ってるんですね。一体何をしていたんです？」

「仕事だよ、仕事。吞のん気きに固まっていたお前と違ちがってな。教師という仕事は中々忙いそがしいんだ」

　確かに先生の横顔には疲つかれの色が窺うかがえた。化け粧しようの薄うすい人だから目元には薄うつすらとクマも透すけている。そして疲つかれのせいか、仕草も少し子供っぽくなっていた。

　机に腰こし掛かけたまま足をプラプラと揺ゆらす先生。脱ぬげたパンプスがコトリと音を立て、そのパンプスを黒タイツに包まれた華きや奢しやな足先が突つつき回す。コロコロ、コロコロ……そんなことをしている内に、靴くつは椅い子すの下へと転ころがり込こんでしまう。
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　俺おれは立ち上がってパンプスを拾い上げ、先生の足に履はかせようとした。が、先生は爪つま先さきをフニフニと動かして抵てい抗こうする。見上げれば、袖そで森もりみたいな悪戯いたずらっぽい微び笑しよう。

「何、ちょっとした仕返しだ。こうやって帰るのが遅おそくなってしまうのも、半分はお前のせいなんだからな」

「俺おれのせい？」

「そうだよ、お前のせいだ。お前のために何かしてやれないかと考えていたらすっかりこんな時間だ。本当に教師泣かせの生徒だよ、お前は」

「ハァ、そんなこと言われても困りますよ。で、何かいいアイデアは思い付きましたか？」

　俺おれがそう尋たずねると、先生は苦い顔をして首を振ふる。大人おとなしくなる足先。その隙すきに靴くつをはめる俺おれ。

「……助けになれなくて悪いと思ってるよ。お前の事情はわかっているのに、これじゃあ教師失格だ」

　先生は言った。その言葉に、俺おれは少なからず意表を突つかれた。

「驚おどろいた。本当に俺おれのことなんか考えてたんですか？」

「なんだ、冗じよう談だんだと思ったのか？」

「そりゃそうでしょう、ここは生徒の世話焼きをするような学校じゃ無いんですから。一体どういう風の吹ふき回しです？」

「どうもこうも無い。こんな学校でも退学間ま際ぎわの生徒を放っておくほど冷れい酷こく無む比ひじゃ無いぞ。それに……私も嫌いやなんだ、自分のクラスから生徒が二人もいなくなってしまうのは」

　先生はそう言って顔を伏ふせる。俺おれはそんな先生と向かい合うように隣の机へ腰こし掛かけた。

「難しいな。お前にしても羽は住ずみにしても、正直言って私の手には負えない。諦あきらめて欲ほしくは無いのに、私にはどうすることもできないでいる。困ったものだ。自分の無力さが嫌いやになるよ」

「先生……」

「ほとほと無力だよ、私は。こうしてお前に愚ぐ痴ちなんか言って、一体何をしているんだろうね。でもとにかく嫌いやなんだ。羽は住ずみの助けになってやれなかったことを、今でも悔くやみ切れないほど悔くやんでいる。その上お前もなんて、私はそんなの嫌いやなんだ」

　これも疲つかれのためなのだろうか、先生はいつになく饒じよう舌ぜつだ。ただただ悲痛な面おも持もちで、先生は言葉を紡つむいでいた。

「そう、だからこそ、私はお前のことを本当に凄すごいと思うよ。お前は結局自力で見つけてしまったんだからな、退学を回かい避ひする術すべを、お前にしかない活かつ躍やくの場を」

「活かつ躍やくの場、ですか？」

「日ひ出じ宮みやの父親が私に教えてくれた。家出した日ひ出じ宮みやを見つけてくれたのはお前だと。娘むすめと仲直りできたのはお前のおかげだと。それにあの子、あの美術部の子もお前のことを教えてくれた。自分が賞を取れたのもお前の協力のおかげだと。同じ〝バグ持ちアブノーマル〟として〝バグ持ちアブノーマル〟を助ける。それはきっと、お前にしかできないことなんだろう」

「そんな、俺おれはただ周りの連中に流されてただけで……」

　言いかけて、ふと、俺おれは気付いた。

　そうだ、何一つ自力でやったことでは無い。それどころかそもそも俺おれが望んだことですら無い。全ては他人、あの袖そで森もりのいらぬ世話。不要な節せつ介かい。だがそのおかげで俺おれは今……

　先生は机に手をつき、弾はずみをつけてヒョイと立ち上がる。そして俺おれに背を向け、こう言った。

「次は何をするつもりだ？　誰だれを助けるつもりだ？　もしお前が嫌いやでなければ、私は、私は……」

「……先生、先生は羽は住ずみが戻もどってきてくれたら嬉うれしいですか？」

「当然だ。羽は住ずみは私の大切な生徒で、皆みんなのリーダーで、かけがえのない存在だ。もしあの子のことを助けてくれたら、もう一度あの子の笑え顔がおを見せてくれたら、私はお前にどんな凄すごいことだってしてやれる。どんなことだって。だからお願いだ。私をもう一度、あの子に会わせてくれ」

　先生の声は僅わずかに震ふるえていた。そして返事も聞かぬまま、足早に教室から去っていってしまった。俺おれはしばらくぼんやりと外の暗くら闇やみを眺ながめてから、学校を後にした。

　そして校門を出てすぐのところで、ダンボール箱に収まった羽は住ずみに出会った。




「……」

「……」

「……あ、あわわわわ！　見ちゃ駄だ目めです！　あっちに行ってくださいです！」

　両りよう腕うでを広げ、真っ青な顔で声を上げる羽は住ずみ妹。校門脇わき、街灯の側。その背後には台車に載せられた巨きよ大だいなダンボール。

　羽は住ずみの妹は未成熟な体で必死にそのダンボール箱を隠かくそうとしているが、いかんせん小さい。脇わき腹ばらのあたりから箱の中身が覗のぞいていた。

「随ずい分ぶん奇き抜ばつな散歩だな、羽は住ずみ」

　俺おれの言葉に、羽は住ずみ姉は真まっ赤かな顔で沈ちん黙もくを返す。ダンボールの縁ふちから覗のぞいていた頭部も次し第だいに内側へと消えていき、終しまいには体ごとコテンと横たわる。箱の底、いつも通りの水着姿で毛布に埋うもれながら、羽は住ずみはポツリと呟つぶやいた。

「なんで見つかっちゃうかなぁ……こんな未練がましい姿、アンタにだけは見られたく無かったのに……」

　未練──その言葉を聞いて、俺おれはようやくこの光景の意味を悟さとった。

「なんだよ、散々格好かつこつけたこと言いながら、結局オマエも学校に戻もどりたかったんじゃないか」

「わ、悪い!?　そーよ！　アタシだって戻もどれるなら戻もどりたいわよ！」

　顔を上げ、嚙かみつくように叫さけぶ羽は住ずみ。瞬しゆん間かん、羽は住ずみの体が毛布の中で『滑すべった』。

「や、やばっ……！」

　それはあまりにも奇き妙みような光景だった。フワフワの毛布に包まれていながら、まるでスケートリンクに立たされた子こ鹿じかのようにあたふたと手足を動かす羽は住ずみ。毛布に擦こすれて水着が捻ねじれ、縄なわ痕あとの残る白い肌はだに食くい込こむ。小さな悲鳴。肩かた紐ひもが外れ、ゴムの勢いで水着はそのまま……

「み、見ちゃだめぇぇぇえええ！」

　妹が叫さけんだ。そして俺おれの体を、小こ柄がらな見た目からは想像できない怪かい力りきで突つき飛とばした。

「ぐぁ……！」

「お姉ちゃん、じっとするです！　動いちゃだめです！」

「わ、わかってる、わかってるけど……っ！」

　痛む頭を押おさえながら、顔を上げる。羽は住ずみの妹はダンボール箱に両手を突つっ込こみ、何やらしきりに引ひっ搔かき回まわしていた。立ち上がって覗のぞき込こんでみれば、そこにはイモムシみたいに毛布を巻きつけられた羽は住ずみの姿。目め尻じりには水すい滴てきがポツリと浮うかんでいた。

「……なんというか、オマエも大変だな」

「同情しないでよ……マジ最悪なんですケド……」

　そしてシクシクと涙なみだを流し始める羽は住ずみ。狼狽うろたえる妹とともに、俺おれは羽は住ずみが泣なき止やむのを黙だまって待った。時間にして二十分ほどだろうか。俺おれが呆ぼう然ぜんと街灯を眺ながめていると、羽は住ずみは小さな声でこう言った。

「アタシだって、アタシだって戻もどりたいに決まってるじゃない……でもこんな姿、皆みんなに見せられると思う？　一人で立てもしないで、こんな風に妹に甘あまえて、こんなのアタシじゃ無い。アタシはもっとカッコよくて、可愛かわいくて、皆みんなの憧あこがれだったはずなのに」

「皆みんなの憧あこがれ？　なんだそりゃ？」

「アタシの全て。存在意義よ。スポーツ万ばん能のうで頭も良くて皆みんなに優やさしい羽は住ずみ陽ひ代よちゃん。西にし崎ざきちゃんにも一いち目もく置かれてて、あの美み月つきちゃんとも大の仲良し。何？　笑いたければ笑えば？　スク水で深夜徘はい徊かいしてる変態が何言ってんだって。アンタは前のアタシ、知らないもんね」

「……そういえば日ひ出じ宮みやがそんなことを言ってたな。半分冗じよう談だんだと思ってたが、なるほど、意識的にやってたわけか」

　俺おれがそう言うと、羽は住ずみは何やら不ふ機き嫌げんそうな視線を向けた。

「……アンタってさ、なんでか知らないけどミョーに美み月つきちゃんと仲いいわよね？　アタシでも仲良くなるまでにすっごい時間かかったのに、どーゆーこと？」

「そりゃあ俺おれもアイツと同じだからさ。もしかしてオマエは知らないのか？　アイツも俺おれたちと同じ〝バグ持ちアブノーマル〟の一人だってことを」

「知ってるわよ、それくらい。っていうか、あの学校じゃ知らない人の方が少ないんじゃない？　美み月つきちゃんってチョー有名人だもん。お家うちもチョーお金持ちで、あんなに可愛かわいくてさ、ずるいくらいだし。まあ、一番ずるいのはアタシだけどさ」

「言ってることの意味がよくわからん。俺おれのバグのことも知ってるんだろ？　もう少しわかりやすく話してくれよ」

　なんて返せば、羽は住ずみは呆あきれたように視線を外す。どことなく不ふ穏おんな空気。所在なさげにモジモジし始める羽は住ずみの妹を横目に、羽は住ずみは言った。

「アタシはどーしよーもない見み栄えっ張ぱりだってことよ。全部それが原因。いい子ちゃんぶって学級委員なんかやってたのも、美み月つきちゃんと仲良くしてたのも、アンタにこうやって嫉しつ妬としてるのも、こんな風にウジウジ引きこもってるのも、全部全部ぜーんぶ」

「お姉ちゃん……」

「アンタはいいわよね。同じ〝バグ持ちアブノーマル〟とか言ってたけど、全然違ちがうし。そうやって自分の足で、立って、歩いて、美み月つきちゃんとも楽しそうにお喋しやべりしちゃってさ。アタシなんて美み月つきちゃんにあんな酷ひどいことしか言えなかったのに。西にし崎ざきちゃんにだって、心配してくれたのに、酷ひどいこと言って追い返して……フン、まあ別にいいんだけど！　二人にこんな情けない姿、見られたくないし！　同情なんてされたら、それこそ世界の終わりだし……」

　言い終えると、羽は住ずみは再び黙だまり込こむ。身を縮めて、微び動どうだにしない。俺おれはそんな姿を見つめながら、震ふるえた声で吐はき出だされた言葉を頭の中で何度か咀そ嚼しやくした。

　勿もち論ろんフリーズしないように、注意深く。けど、恐おそらくそんな心配は杞き憂ゆうなのだろう。深く考えなくとも、羽は住ずみの気持ちは理解できる。それはやはり、俺おれにも少なからず同じ思いがあるからだ。昔も今も。一人で意地を張っているのは、俺おれも同じだ。

　時計を見た。時刻は既すでに午前四時を回っていた。

「もうこんな時間か。早く帰らねえと寝ねる時間も無いな」

「……アンタの家って、ここから遠いの？」

「そうだよ。ここから電車で三駅、始発も動いて無いから歩いて帰らなきゃならん。アンタと違ちがって、俺おれは一人で立って歩けるからな」

「……ムカツク」

「だから、最後に一つだけ聞かせてくれ──一人で立って歩けるようになったら、オマエはまた学校に来るか？」

　羽は住ずみは何も答えなかった。だから俺おれはその沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取って、帰宅の途とに就ついた。




　翌日の放課後、俺おれは日ひ出じ宮みやと袖そで森もりの二人を自分の下宿へ呼び寄せた。昨日きのうの一件を引きずっているのだろう、日ひ出じ宮みやはムスッと頰ほおを膨ふくらまして目も合わせようとしない。一方袖そで森もりはというと、もう少し大人おとなの対応であった。というより実際、今日きようは大人おとなだった。

「で、こうしてわたしたちを集めたということは、期待してもいいんだね？　君の心変わりというやつを」

「はっ！　そんなの期待するだけ損ですわ！　この愚ぐの化け身しんが考えを改めるだなんて天地がひっくり返ってもありえないことですわよ！」

　そう言ってフンと鼻を鳴らす日ひ出じ宮みや。それならなんでここまで来たのかと問とい質ただしたいところだが、今は自分に非があることもわかっているのでジッと我が慢まん。昨日きのうとは打って変わって妖よう艶えんな大人おとなっぽさを振ふり撒まく黒タイツ袖そで森もりは、そんなツンツンモードの日ひ出じ宮みやを宥なだめつつ俺おれに返答を促うながす視線を投げかけた。

「確かに、俺おれの考えは何一つ変わっちゃいない。助けを求めていないヤツを無理に助ける必要は無い。俺おれはやっぱりそう思う。だが……いや、だからこそ、俺おれは今、アイツの助けになりたいと思ってる。見み栄えっ張ぱりで意地っ張りな、アイツの助けに」

　俺おれの言葉に首を傾かしげる袖そで森もり。驚おどろいた様子でようやくこちらに顔を向ける日ひ出じ宮みや。俺おれは「要するに……」と前置きしてから、話をこう続けた。

「俺おれは今け朝さ、羽は住ずみに会った。羽は住ずみに会って、アイツの本心を聞いた。アイツが心のどこかで救いを求めているのなら、無理にでも助ける価値はある。俺おれが言いたいのは、つまりそういうことだ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいまし！　陽ひ代よに会ったって、どういうことですの!?」

「何、全くの偶ぐう然ぜんだ。訳あって三時頃ごろまで学校に残っていたら、校門の近くでアイツを見かけた。ダンボール箱に収まって学校を眺ながめてたアイツを──」

　俺おれはそれから、今け朝さの羽は住ずみ姉妹しまいとの出会いを詳くわしく話して聞かせた。勿もち論ろん日ひ出じ宮みやに対するアイツの言葉は伏ふせておいたが、それ以外は何もかも、アイツの未練も本ほん性しようも包つつみ隠かくさずに、だ。

　羽は住ずみが意識的に皆みんなの人気者になろうとしていたことについて、日ひ出じ宮みやはほんの少しだけショックを受けていた様子だった。だがそれも本当に少しだけで、話が終わるなり日ひ出じ宮みやは怒おこったような声こわ音ねでこう叫さけんだ。

「ば、バグや水着くらいで陽ひ代よへの尊敬を失う方なんてどこにもいませんわ！　それにもしそんな方がいらっしゃったとしても、わたくしがマリアナの底に沈しずめてウナギの餌えさにして差し上げますのに！」

「まあまあ落ち着きたまえ、日ひ出じ宮みやちゃん。それで蜂はち賀が、君はこれからどうするつもりなんだい？　まさかとは思うけど、思い出話を聞かせるためだけにわたしたちを呼びつけたわけじゃ無いだろう？」

　袖そで森もりは言う。俺おれは口元がニヤけないよう細心の注意を払はらいながら、首を縦に振ふった。

「一つだけ、秘策がある──」

「秘策？　秘策ってなんですの？　ねえなんですの？　も、勿もつ体たいぶらないで早く教えなさい！」

　ちゃぶ台の上に膝ひざまで乗せて俺おれに詰つめ寄よる日ひ出じ宮みや。俺おれはそんな日ひ出じ宮みやを片手であしらいつつ、本ほん棚だなの裏から一冊のマンガ本を取った。

「アイツを見ていて気付いたことがある。アイツのバグは日ひ出じ宮みや、オマエのバグみたいに服までツルツルに変えちまうわけじゃないらしい。だとしたらコレでいい。確かに俺おれみたいな大バカヤロウにしか思い付かないようなアイデアではあるが、まあ、悪くはないさ」

　そして目的のページを開き、二人に向ける──

　きっと俺おれみたいな大バカヤロウにしか、こんな真ま似ねもできないだろう。

　目の前には控ひかえめに言っても頭に『美』がつく少女が二人。そんな二人に向けたのは、男の夢がギッシリ詰つまった危ない一いち撃げき。それも結構趣味の偏ったアブノーマルな、キッツイやつエロマンガ。

　瞬しゆん間かん、地球の裏側まで届きそうな悲鳴が俺おれの鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

「あああああ貴方あなたっ！　ななななななんてものを人に見せるんですのっ！　変態！　変態っ！　信じられませんわ！」

　顔を真まっ赤かに染め上げ、部屋の端はしまで飛とび退のく日ひ出じ宮みや。壁かべに背中を貼はり付つけ、膝ひざをガクガク震ふるわせる。が、それでも視線がマンガに釘くぎ付づけというのはあまりに期待通りな反応だろう。

　対してオトナモードの袖そで森もりはというと、その全く逆。しかしこちらはこちらで期待通りではあった。袖そで森もりは感服した様子でしきりに頷うなずきながら、こう言った。

「なるほど、確かにこれは秘策だ。こういう格好なら羽は住ずみちゃんでも一人で立ったり歩いたりできるのかもしれないな」

「だろう？　アイツの格好を見てたらもうコレしかないと思ってな。こうやってガッツリ食くい込こむくらいまでギチギチに締しめ上あげれば……」

　言いながら、俺おれは一番際きわどい一コマを袖そで森もりへ向ける。で、ようやく気付いた。袖そで森もりはおすまし顔を装よそおいつつも、微び妙みように目線をずらして直視を避さけている。よく見れば耳のあたりもほんのり熱っぽい。得え体たいの知れない充じゆう足そく感が、心の奥おくにじんわり湧わいた。

「しかしやっぱり君はそういう趣しゆ味みだったのか……人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりは無いが、こ、これは流石さすがに……」

「畜ちく生しよう以下のド変態ヤローですわ！　女の人にこんな酷ひどい仕打ち、地じ獄ごくの鬼おににだってもう少し良心というものがありましてよ！」

「んなこたねえよ。天国の神様だろうが大教会の神父だろうが、男だったら中身はこんなもんだ。で、どうする？　俺おれのアイデアに乗るか乗らないか、サッサと決めてくれ」

「そ、そんなの駄だ目めに決まっていますわ！　第一そんな格好、陽ひ代よが受け入れると本気でお思いですの!?」

「いいや全く。だから『無理にでも』着せてやる。オマエの協力があれば簡単だ。厳密に言えばオマエの協力というより、オマエの親父おやじの協力だけどな」

「わたくしの父をなんだとお思いですの！　そんなの余計に駄だ目めですわ！」

「じゃあ聞くが、オマエに何か代案はあるのか？」

「うっ……そ、それは……っ！」

　日ひ出じ宮みやは言葉を詰つまらせ、次の瞬しゆん間かんにはヘナヘナと膝ひざから崩くずれ落おちる。哀あわれなものだ。俺おれはマンガ本を袖そで森もりへ押おし付つけ、日ひ出じ宮みやの側へしゃがみ込こんだ。

「アイツのことを助けたいのなら、協力してくれ。こんなバカな作戦でも希望を見せてやることくらいはできるかもしれないんだ、そう思えば悪くはないだろう？」

　未いまだ真まっ赤かな顔で口をパクパクさせる日ひ出じ宮みや。まるでその葛かつ藤とうが目に見えるかのようだ。しばしの静せい寂じやく。が、答えが出るまでそれほど時間はかからなかった。

「し、しかし蜂はち賀が、こんな衣い装しようどうやって手に入れるつもりなんだい？　こういうものはそういう専門のお店にしか売っていないんだろう？　一体誰だれが買いに……」

　と言うのは、毒物に触ふれるがごとくマンガ本を摘つまみ上あげる袖そで森もり。恐おそらく自分でも答えはわかっているのだろう、額には大おお粒つぶの汗あせが浮ういていた。

「助かるよ、袖そで森もり。わざわざ大人おとなになってくれるなんて、ホントに好都合だ」

　俺おれは言った。一いつ瞬しゆんにして顔から血の気が失われ、袖そで森もりはその場にパタリと倒たおれた。

　しかし流石さすがは福祉美化委員会ＦＢＩのリーダー、袖そで森もりは姿すがた形かたちが変わる前に期待通り任務をこなしてくれた。俺おれたちは袖そで森もりが調達した衣い装しようを運転手付きのワゴン車に積つみ込こみ、午前二時、学校へと向かった。







「──蜂はち賀が、日ひ出じ宮みやちゃんが妹ちゃんをターゲットから引ひき離はなした。作戦開始だ」

　とは、袖そで森もりの言葉。ダッシュボードへ身を乗り上げ、視線の先にはカーブミラー。そこにはラケットを振ふり回まわして日ひ出じ宮みやを追おい払はらおうとする妹の姿が映っていた。

「よーし出してくれ。手て筈はず通りに頼たのむぜ」

　そう言って運転手の肩かたを軽く叩たたく。気弱そうな日ひ出じ宮みや家の運転手は体を震ふるわせ、ワゴン車を狭せまい路地から急発進させた。校門までおよそ百メートル。闇やみ夜よを貫つらぬくように、一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬける。

　後部座席のドアは、開けたまま。そして急停止した車から飛び出し、路みち端ばたのダンボールを抱かかえ上あげる。中には啞あ然ぜんとした表情を浮うかべる羽は住ずみ姉。騒さわぎに気付いた妹が振ふり返かえって叫さけんだ。

「お、お姉ちゃん！」

「悪いな、少し借りていくぜ」

　俺おれはそう言って再び車内に戻もどった。リアウィンドウ越ごしに見える妹の姿は、あっという間に小さくなって闇やみの中へと消えていった。

「ったく愉ゆ快かいな話だ。まさかこんな短期間に二度も誘ゆう拐かいに関わることになるとはな」

「ゆ、誘ゆう拐かい!?　ちょっとどういうことよ！　アンタ、アタシをどうするつもり!?」

　と、ダンボールの中で喚わめく羽は住ずみ。俺おれはそんな羽は住ずみをダンボールごと荷室の床ゆかに下ろし、自分も荷室へ移ってから答えた。

「いつも通りオマエを助けにきたんだよ。オマエが助けはいらないなんて強がりを言うから、こうやって無む理り矢や理りな」

　つまり、これが俺おれの作戦だった。日ひ出じ宮みやに車を一台用意させ、秘密の散歩にやってきた羽は住ずみを誘ゆう拐かいする。そして袖そで森もりが入手した衣い装しようを無む理り矢や理り身に着けさせ、家から遠く離はなれたところでほっぽり出す。あとは泣こうが喚わめこうが自分の足で歩くしかなくなるという寸法だ。

　そしてその秘策の衣い装しようこそ、今回の作戦の要かなめである。俺おれは袖そで森もりから受け取った怪あやしげな紙かみ袋ぶくろをひっくり返し、中身を全部ブチ撒まけた。

　太ふと腿ももまである長いブーツに、同じく肩かたまで伸のびる長い手て袋ぶくろ、胸まで覆おおうコルセット。特とく徴ちよう的なのは、全てのパーツが一つに繫つながるよう縫ぬい付つけられた大量のベルト類と、ヌラヌラと異様な光こう沢たくを放つ独特の風合い。しなやかな、本ほん革かわ製せい。最高級の──

「流石さすがだぜ袖そで森もり……注文通りだ」

　──ボンデージ衣い装しよう、である。

「しっかし、この大事なときにどうしてオマエはチビっ子になっちまったんだ？　小さいのは一箇か所しよだけにしてくれって何度も言ってるだろうが」

「も、文句を言うんじゃないよ！　コントロールできるわけじゃ無いんだから！」

　なんて答える袖そで森もりは、丁度小学校一年生くらいの背格好だ。衣い装しようや車の調達といった厄やつ介かい事を華か麗れいに突とつ破ぱできた一方で、これだけは誤算であった。日ひ出じ宮みやは人間に触さわれないので、俺おれはこのボンデージ衣い装しようを着せる役割まで袖そで森もりに任せるつもりでいたのである。

「ったく、仕方がねえな。こうなったらあとには退ひけない、俺おれがやるしかないってわけだ」

　と、俺おれはなるべく不満そうに聞こえるように言ってみる。内心ちょっと嬉うれしく思っているという事実は、羽は住ずみのバグ以上の極ごく秘ひ事じ項こうだ。

「そういうわけで羽は住ずみ、文句があっても俺おれには言うなよ？　俺おれはなーんにも悪くねえんだからな……」

「え、ちょ、やだやだやだ！　怖こわいんだけど！　こっちに来ないでよ！」

　叫さけびながらダンボールの中でブルブル震ふるえる羽は住ずみ。嗜し虐ぎやく心が心臓の裏をゾクリと撫なでる。俺おれは羽は住ずみのダンボールに手をかけ、一ひと思おもいに引ひき裂さいた。

「きゃあっ！」

　声と共に、羽は住ずみの体が裂さけ目めから流れ出る。ボンデージ衣い装しようを巻まき込こみ、荷室の隅すみへ。室内灯に照らされたその衣い装しようを見て、羽は住ずみはもう一度悲鳴を上げた。

「ななな何よコレっ!?　こんなものアタシに着せようっていうの!?　へ、変態！　変態っ！　マジ信じらんないんですけど!?」

「そう怒おこるなって。オマエもきっと気に入ると思うぜ」

　俺おれはコルセットを拾い上げ、羽は住ずみへと迫せまる。羽は住ずみは逃にげようとして暴れるが、ツルツル滑すべるばかりでどうにもならない。恐きよう怖ふに引きつる顔。すっかり捻ねじれたいつもの水着。脇わきから覗のぞく白い肌はだと、ロープの痕あと。

　羽は住ずみが腕うでを上げた瞬しゆん間かんを見計らって、俺おれはコルセットを被かぶせた。そして腹の肉を軽く踏ふみつけ、胸下から伸のびる二つの紐ひもを窒ちつ息そくさせんばかりにきつく締しめ上あげた。

「はぅ……っ！」

　羽は住ずみの口から漏もれる、熱い吐と息いき。パッチリ見開かれた大きな目にじわりじわりと涙なみだが浮うかぶ。力を失う両手足。強調された胸。許しを請こうような視線が、俺おれの中で何かを壊こわす。

　俺おれはブーツを手に取り、震ふるえる足先にあてがった。スルリと、なんの抵てい抗こうもなく、羽は住ずみの足はブーツの中へと入っていった。

「嫌いや……こんなの、嫌いやぁ……」

　細身のブーツが足を包み、浮うかび上あがる脚きやく線せん美び。その曲線を醜みにくく歪ゆがめるがごとく、ブーツに取り付けられたベルトを一つ一つ締しめていく。コルセットと連結すれば、最も早はや脱ぬげることもない。両足に同じようにブーツを履はかせたら、次は腕うで。弱々しい抵てい抗こうを押おさえつけ、二にの腕うでに浮うかんだ汗あせをすくい上げるかのように手て袋ぶくろを滑すべらせる。全てを繫つなぎ合あわせ、締しめ付つけ、締しめ上あげ、胸むな元もとにも内うち腿ももにもベルトを這はわせたら、最後に南なん京きん錠じようを一つ。絶望の表情とともに──

「駄だ目め、駄だ目め……い、いやぁぁぁあああ！」

　羽は住ずみは完全なボンデージ姿へと変容した。

「なんか……凄すごいなこれ。そういうビデオを見ているみたいだ」

　いつの間にか後部座席に移っていた袖そで森もりが、放心状態の羽は住ずみを見下ろして言った。

「しかし蜂はち賀が、随ずい分ぶん楽しそうだったじゃないか。その内本当に羽は住ずみちゃんを襲おそい始めるんじゃないかと思ってヒヤヒヤしたよ。作戦のことは忘れてないだろうね？」

　俺おれは首を縦に振ふった。気付けばすっかり息が上がっていた。

「目的地まで、あとどれくらいだ？」

「もう着いてるよ。君がお楽しみの最中にね。さ、羽は住ずみちゃんのことは任せたよ？」

　そう言うと袖そで森もりは車外を回り込んでバックドアを開ける。目の前には見慣れたボロアパート。俺おれは羽は住ずみの体を抱かかえ上あげて車から降りた。手て筈はず通り、ワゴン車はすぐに走り去っていった。

「最悪……最悪……こんな格好、信じらんない……こんなのアタシじゃないし……皆みんなの陽ひ代よちゃんはこんな変態みたいな格好しないんだからぁ……夢なら覚めてよぉ……」

　と、羽は住ずみは腕うでの中でうわ言のように呟つぶやく。自分の体を無ぶ遠えん慮りよに締しめ付つける冷たいベルトへ視線を落とし、痛ましいほど生気のない表情だ。俺おれは若じやつ干かんの罪悪感を覚えつつ、羽は住ずみの体を地面に降ろした。

　両りよう脇わきに腕うでを引っかけ、足からトンと、着地させる。

　羽は住ずみはよろけながら、それでも真まっ直すぐ地面に立った。

「……え？　ちょ、ちょっと、何コレ！　あ、アタシが立ってる!?」

　羽は住ずみは驚おどろいた様子で自分の体を眺ながめ回す。革かわ製せいのブーツは動く度たびにギシギシと音を立てるが、脱ぬげる気配は全く無い。それもそのはず、ブーツは全身の衣い装しようと繫つながっているのだ。胸が、腰こしが、羽は住ずみの体の全ての凹おう凸とつが、摩ま擦さつの代わりにボンデージ衣い装しようを拘こう束そくしていた。
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「凄すごい！　凄すごい！　アタシ、一人で立ってる！　なにこれ凄すごいっ！」

「よし羽は住ずみ、そのままちょっと歩いてみてくれ。ゆっくりな」

　俺おれがそう言うと、羽は住ずみは頷うなずいて恐おそる恐おそる一歩踏ふみ出だす。片足に体重を乗せ換かえ、更さらに一歩。腰こしの南なん京きん錠じようを揺ゆらしながら、羽は住ずみは歩いた。何事も無く、ただただ普ふ通つうに歩いてみせた。

「うわぁ……これって夢じゃ無いわよね？」

「勿もち論ろん！　いやー気に入ってくれたみたいで何よりだよ！　これなら恥はじをかいた甲か斐いもあったってものだね！」

　そう言って嬉うれしそうに手を叩たたく袖そで森もり。頰ほおを紅潮させる羽は住ずみ。傍はたから見ればさぞ奇き妙みような光景だろう。幼女に祝福されるボンデージ姿の女子高生。しかし不覚にも俺おれは少し感動しそうになった。たとえ僅わずかなものでも、羽は住ずみの笑え顔がおを見たのはこれが初めてだった。

　が、作戦はこれで終わりではない。俺おれは心に鬼おにとサディズムを取とり戻もどし、羽は住ずみに告げた。

「それじゃあ──学校へ行こうか。約束通り、歩いてな」

「ふぇっ？」

　羽は住ずみは顔を上げて大きな目をパチクリさせる。俺おれの言葉を理解できていない様子。が、それも結局は一いつ瞬しゆんのこと。羽は住ずみは自分の腕うでで胸むな元もとを隠かくし、驚おどろいたように叫さけんだ。

「アンタ本気で言ってんの!?　そんなことできるわけ無いじゃない！」

「何な故ぜ？」

「そんなの言わなくてもわかるでしょ！　こんな姿皆みんなに見せられるわけ無いじゃない！」

「そうか？　俺おれは結構いいと思うんだけどな、その格好。似合ってるぜ」

　そう言って俺おれは羽は住ずみの体を舐なめ回すように見つめる。羽は住ずみは両りよう肩かたを抱だきしめて震ふるえ上あがり、甲かん高だかい声で俺おれのことを罵ののしった。

「この変態鬼き畜ちく魔ま神じんっ！　み、見ないでよぉ！」

「怒おこるなよ。それに羽は住ずみ、オマエは大事なことを忘れてる。いくらそのボンデージ衣い装しようが嫌いやでも、オマエは自力じゃそいつを脱ぬぐことができない。コイツが無ければな」

　俺おれはポケットから南なん京きん錠じようの鍵かぎを取り出し、羽は住ずみに見えるよう掲かかげた。暗くら闇やみでもそれとわかるくらい、羽は住ずみの顔は青ざめた。

「寄よ越こしなさい！」

　羽は住ずみは腕うでを振ふり回まわす。が、避よけるのは容易だ。鍵かぎを摘つまみ上あげたまま、俺おれは学校へ向かって駆かけ出だした。

「さあ来いよ、じゃないとオマエは一生そのままだぜ？」

「待ちなさいっ！」

　逃にげる俺おれと、追う羽は住ずみ。そのあとからついてくる袖そで森もり。これが俺おれの、最後の仕事。あとはひたすら学校に向かって走るだけ。流石さすがに二ヶ月も引きこもり生活を続けていただけあって、羽は住ずみの足は極きよく端たんに遅おそい。しかしどちらかと言えば感心すべきことなのだろう。二ヶ月間もああやってベッドに縛しばり付つけられていたというのに、羽は住ずみは確かに自分の足で走っていた。これも見み栄えっ張ぱりが故ゆえになせる業わざなのだろうか。それとも……

「どうだ羽は住ずみ、久しぶりに自分の足で走った感想は？」

「どうもこうも無いわよっ！　い、いいからサッサとその鍵かぎ寄よ越こしなさいっ！」

　ゼエゼエと息を切らしながら声を絞しぼり出だす羽は住ずみ。俺おれはつかず離はなれずの距きよ離りを保ったまま、何度も鍵かぎをチラつかせた。三十分も経たてば、俺おれにとっては最も早はや歩くのと同じ速度だ。まだしばらく日の昇のぼる気配はないが、学校に着く頃ころにはすっかり明るくなっていることだろう。

　俺おれは携けい帯たい電話を取り出し、ショート・メッセージを一通送信した。送り先は『西にし崎ざき先生』。寝ねているだろうか。それともまだ、学校にいるだろうか。

「しかし妙みような話だ、なんでコイツのバグは服にまで影えい響きようしないんだ？　不幸中の幸いと言っちまえばそれまでなのかもしれないが、日ひ出じ宮みやがあの調子ならコイツもツルツルになってしかるべきだろ。袖そで森もり、オマエはなんでかわかるか？」

「難しい質問だ。もしかすると、『着てる』と認にん識しきされてないのかもしれないな。摩ま擦さつが無いわけだから物理演算的には『引っかかってる』だけなのかも。だとしたら蜂はち賀が、これは本当にいいアイデアだ。君が救ったのは羽は住ずみちゃんだけじゃ無いのかもしれないぞ」

「も、もう！　何ブツブツ話してんのよ！　ま、マジ意味わかんないんですけどっ！」

　今度こそ、奇き妙みような光景。夜明け前の住宅街を亀かめのように駆かけ抜ぬける変態と幼女とボンデージ。それでも俺おれたちは走った。学校へ向かって、ノロノロノロノロ。二時間、三時間と経過し、いつしか歩くよりも遅おそいスピードになっている。白しらみ始めた空。振ふり向むけば苦しそうに喘あえぐ羽は住ずみの姿。ボンデージが体に食くい込こみ、隙すき間まからは汗あせが滴したたっている。下に着き込こんだ水着は股またまでグッショリだ。

「っ、ま、待ちなさいよぉ……アンタなんかマジ大っ嫌きらい、マジ大っ嫌きらいなんだからぁ……」

「蜂はち賀が、学校まではあとどれくらいだ！　羽は住ずみちゃんがそろそろヤバそうだぞ！」

「もう少しだ、もう少し……！」

　言いながら、角を曲がる。山の上に登った太陽が俺おれたちを正面から照らす。時刻は六時を少し回ったところ。俺おれたちは最後の路地に出た。真まっ直すぐ二百メートル進めば、そこが最終目的地。羽は住ずみが毎夜眺ながめていた、あの校門。

　逆光の中に小さな人ひと影かげが三つ見えた。残り百メートル。人ひと影かげがこちらに向かって走り出す。残り五十メートル。人ひと影かげは日ひ出じ宮みやと羽は住ずみの妹、西にし崎ざき先生。残り三十メートル。気付いた羽は住ずみが足を止める。が、恐おそらくもう逃にげる体力はない──

「お姉ちゃぁぁぁあああん！」

　立たち尽つくす羽は住ずみに妹が飛びついた。続いて日ひ出じ宮みや。羽は住ずみは足をもつれさせ、二人ともにその場に転がる。呆ぼう然ぜんとした表情。そんな姉にグシャグシャになった顔を押おし付つける妹。同じく酷ひどい顔の日ひ出じ宮みや。気付けば西にし崎ざき先生まで、目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだを溜ためていた。

「ホントだ……ホントにお姉ちゃんが学校に来た……自分の足で……う、うわぁぁああん！」

「雛ひな……」

「どうやら妹ちゃんの説得は上う手まくいったみたいだね、日ひ出じ宮みやちゃん」

「そんなの簡単でしたわ。だってこの子も、わかっていたんですもの。陽ひ代よが本心では何を望んでいらっしゃるのかを」

　日ひ出じ宮みやは涙なみだを拭ぬぐう。それから立ち上がって、ようやく異変に気付いたのだろう、自分の体をバタバタとまさぐった。

「い、今わたくし陽ひ代よの体に触ふれて……ど、どういうことですの!?」

「何、簡単な話だよ。説明するからちょいと耳を貸しておくれ──」

　と、袖そで森もりはすっかり困こん惑わくした様子の日ひ出じ宮みやに先さき程ほどの理論を詳くわしく聞かせた。勿もち論ろん俺おれには理解不能の超ちよう理論ではあるが、こういうバグの特性については日ひ出じ宮みやにもそれなりの知識があるのだろう、その顔には次し第だいに興奮の色が広がっていった。

「つまり日ひ出じ宮みやちゃんにとっては宙に浮ういた布切れと同じ。だから触さわれるんだよ、相手が羽は住ずみちゃんで、服の上からならね」

「そ、そういうことでしたのね……なら、さあお立ちになってくださいまし」

「美み月つきちゃん……」

　羽は住ずみは差し出された日ひ出じ宮みやの手を取り、妹を腰こしに巻きつけたまま立ち上がった。汗あせやら涙なみだやらで、衣い装しようはすっかり使い古しのようになっていた。

「やっぱり貴女あなたにお部屋の中は似合いませんわね」

「……それってどういう意味よ」

「そのままの意味ですわ。ねぇ先生、先生もそう思いませんこと？」

　日ひ出じ宮みやはそう言うと、羽は住ずみの前から半身を退どかす。瞬しゆん間かん、西にし崎ざき先生が羽は住ずみの体を抱だきしめた。両りよう腕うでで強く、まるで子供みたいに。

「良かった……本当に、良かった……」

「……何よコレ、なんだかアタシが好きでここまで来たみたいになってるんですケド」

　先生に圧おし潰つぶされそうになりながら、羽は住ずみは不満そうな視線を向けた。俺おれはそんな羽は住ずみの手に例の鍵かぎを握にぎらせ、こう言った。

「百パーセント違ちがうってわけじゃねえだろ？　それにああやってジメジメ引きこもっているよりは、理想のオマエに近いはずだ。こんな格好でもどんな格好でも、結局はオマエ次し第だい。バグに勝つか負けるか、見み栄えっ張ぱりのオマエはどっちがいい？」

　羽は住ずみは顔をしかめたまま、何も答えなかった。何も答えず黙だまり込こんだままだったが、先生が離はなれても、羽は住ずみは鍵かぎを使おうとはしなかった。

「ふふ、バグも敵かないませんわね、貴女あなたには」

「でも流石さすがにこの格好は恥はずかしいんですケド……」

「それならわたしからもう一つプレゼントだ！　これさえあれば万ばん事じ解決、受け取りたまえ！」

　と、叫さけぶ袖そで森もり。何をするかと思えば自分のバッグから制服を一着取り出す。日付が変わるまで袖そで森もり自身が着ていたものだ。

「ささ、その上からこれを……うんうん、中々いいじゃないか！」

　羽は住ずみはボンデージ衣い装しようの上からその制服を着き込こむ。羽は住ずみの体には少し大きめだが、おかげでちゃんと収めるべきものを収められていた。

「足のベルトがちょっとエッチな感じだけど、これはこれで悪くないね！」

「確かに」

「なっ!?　へ、変態！」

　羽は住ずみは真まっ赤かな顔で俺おれを罵ののしる。……段々こうやって罵ののしられるのも悪くないと思えてきているという事実もまた、極ごく秘ひ事じ項こうだ。

「それでは陽ひ代よ、学校へ参りましょう。クラスの皆みなさんも貴女あなたのお顔を見たら喜びますわ」

「……うん」

　羽は住ずみは頷うなずき、もう一度日ひ出じ宮みやの手を取った。握にぎり合うその手のぎこちない様子と照れくさそうな笑え顔がおが、目の錯さつ覚かくか、俺おれには二人の友情の深さを表しているように感じられた。

　日ひ出じ宮みやとの縁えんを単なる見み栄えだと言い切った羽は住ずみの言葉は、一体どこまで本当だったのだろうか。答えは出ないとわかりながらも、俺おれは首を傾かしげた。いずれにせよ日は既すでに高く昇り、朝練のある生徒たちがそろそろ顔を出し始める頃ころ合あいだった。







　喩たとえるならば、血ち塗まみれのギロチンを備えた処しよ刑けい台へと登る死し刑けい囚しゆうの気持ち。この恐きよう怖ふがどれほどのものか、説明するのは中々難しいだろう。足も心も鉛なまりのように重く、俺おれは階段を一段登るたびに意識を失いそうになっていた。

　今日きようは、二週間の執しつ行こう猶ゆう予よの最終日だった。

『お前に伝えることがある。放課後、理科準備室横の階段の裏まで来てくれ』

　とは、授業の最後に俺おれの耳元へ囁ささやかれた西にし崎ざき先生の言葉。

　理科準備室は別べつ棟とうの三階にあった。人目につかない場所を選んだのはせめてもの情けだろう。処しよ刑けい場じように到とう達たつした俺おれの前ぜん頭とう葉ようには、早さつ速そく絶望の光景が映し出される。

　退学を言いい渡わたす先生。崩くずれ落おちる俺おれ。教室から消える机。宛あてもなく街をふらつき、日ひ雇やといのバイトをクビになり、家賃の滞たい納のうで下宿を追い出され、自じ販はん機きの下を漁あさり、ダンボールを拾い集め、橋の下で湿しつ気けに震ふるえながら、俺おれは、俺おれの将来は──




　パコン。




「すまない、待たせたな」

　振ふり向むく俺おれ。先生の顔。瞬しゆん間かん、俺おれは我を忘れて先生の体に縋すがり付ついた。

「お願いです先生！　退学だけは勘かん弁べんしてください！　ただでさえバグに散々苦しめられてきたっていうのに、ホームレスなんてあんまりです！」

「お、落ち着け蜂はち賀が！　手を放せ！」

　先生は言うが、俺おれは止まらない。いわば半暴走状態。涙なみだも鼻水も流れるままに垂れ流し、心の震ふるえに任せて先生の体を揺ゆさぶる。

「約束通り羽は住ずみも助けたじゃないですか！　せめて三日でいいんです！　あと三日！　俺おれにもう一度情けをください！」

「ええい、落ち着けと言ってるだろうが！」

　股こ間かんに衝しよう撃げきが走った。脳天を貫つらぬくような痛みに、俺おれはようやく力を失って先生から離はなれた。

「全く、考え無しはいつも通りだな」

　呆あきれ顔で溜ため息いき一つ、先生は壁かべにもたれる。それから周囲に目配せし、声を低めてこう言った。

「お前を進級させてやる。必要なものは何もかも、成績も出席日数も全部誤ご魔ま化かして。三日なんて言わない、退学なんてしなくていい。お前の居場所は、私の教室だ」

「は？　え？　ちょ、ちょっと待ってください、先生それって……」

　言いかけた俺おれに向かって、先生は小さく微ほほ笑えむ。頭の中はすっかり混乱していた。

「約束しただろう、どんな凄すごいことだってしてやれると。もう何も心配はいらない。あとは私がどうにかする。それが私の礼だ。羽は住ずみを救ってくれたお前への礼。ありがとう蜂はち賀が、お前が私の生徒で本当に良かった」

　そう言うと先生は腕うでを伸のばし、細い指で俺おれの頭をワシワシと撫なでた。そして呆ぼう然ぜんとする俺おれを階段裏に残し、行ってしまった。

「……おめでとう、蜂はち賀が」

　聞き覚えのある声がした。見上げれば、屋上へ続く階段の手て摺すりからパッツリ頭が覗のぞいていた。

「袖そで森もり、聞いてたのか？」

「聞いてたよー。聞いてもいたし見てもいた。先生のお礼も、君が早とちりして泣きべそかきながら先生に縋すがり付つくところもね」

　トントントン、と軽快に階段を降りてくる袖そで森もり。年とし頃ごろのほどは大卒五年目の西にし崎ざき先生と大体同じか。顔には嬉うれしそうな笑えみ。

　だが俺おれは最も早はや焦あせりも憤いきどおりもしなかった。コイツに痴ち態たいを見られるのももう何度目だろうか。そんなことよりも、今は先生の言葉が俺おれの頭を支配していた。

「袖そで森もり──」

　気付けば俺おれは、抱だきしめていた。凹おう凸とつの無いほっそりとした体を。腕うでの中で袖そで森もりが叫さけんだ。

「蜂はち賀が!?　き、ききき君は一体何を!?　わ、わた、わたしのか、から……っ!?」

「やったよ、袖そで森もり。やったよ。オマエのおかげだ。全部、オマエのおかげだ」

「は、蜂はち賀が……」

　それ以上は言葉も出なかった。袖そで森もりは子供をあやすかのように俺おれの背中をポンポンと叩たたいた。

「君にお礼まで言われるなんてね。今日きようはいいことばっかりだ。君は退学を避さけられたし、羽は住ずみちゃんたちも委員会に入ってくれたし、こんな風に君に……記念日に相応ふさわしいね、今日きようは」

　俺おれはしばらくそうやって宥なだめられていた。そして腕うでを離はなすと、袖そで森もりはいつもの悪戯いたずら猫ねこの笑え顔がおを浮うかべてこう言った。

「どうだい蜂はち賀が、こんな日だ、お祝いにパーティーでもしようじゃないか」

　今の俺おれに拒きよ絶ぜつすべき理由は無かった。俺おれたちは残りのメンバーを集め、下宿へと向かった。

「……本当に、今日きようはいいことばっかりだ」
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「な、何よこの部屋……これじゃあまるで独どく房ぼうじゃない……」

「お姉ちゃん……え、えっちな本があるです……怖こわいです……」

　とは、俺おれの下宿を初めて目にした羽は住ずみ姉妹しまいの反応。二人抱だき合あったまま玄げん関かん先から一歩も動こうとしない。で、見かねた袖そで森もりが横をすり抜ぬけながらこんなことを言う。

「まあまあ、慣れればそんなに気にならないから大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。日ひ出じ宮みやちゃんなんてここに寝ね泊とまりしたこともあるくらいだからね」

「なぁっ!?　ちょっと貴女あなた、陽ひ代よに変なこと言わないでいただけますの！　名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますわよ！　あのときは他にどうしようもなかっただけですわ！」

「[image: ]、ちょっと待って美み月つきちゃん、ちょっと待って……マジで泊とまったの？」

「不潔です……」

「違ちがうの！　違ちがうんですの！　あれは仕方なかったんですの！　あ、貴方あなたもボーっとしてないでちゃんと説明なさい！」

「説明することなんて何もないだろ、勝手に転ころがり込こんできたのはオマエだ。ほら、あとがつかえてるんだからサッサと上がってくれ」

　そう言って俺おれは羽は住ずみ姉妹しまいの背中を押おした。制服越ごしの金具が冷たい。ともかくこれで部屋には五人。自分以外全員女子とはいえ、あまりに窮きゆう屈くつだ。

「しかし改めて考えてみるとちょっと疑問だな。蜂はち賀が、君はどうしてこんなところに一人暮らししてるんだい？　君の実家、通えない距きよ離りじゃないだろう？」

「まあ、大層な理由なんて無い。ただ、バグったからって一生誰だれかの世話になりながら生きるのは何か違ちがうと思っただけだ。いつかは自立しないといけない。だったら早いほうがいい。で、思いついたのがコレってわけだ」

「でも寂さびしくはないのかい？　君の場合フリーズしたときに起こしてくれる人も必要だろう？」

「寂さびしいかどうかといえば、寂さびしくはないな。実際一人のほうが安心できるんだよ。変に思うかもしれないが、そのほうが自分の足でちゃんと立ってる感覚があるんだ」

「そっか……ホントに、バグも悩なやみも人それぞれだね。人それぞれ」

「……袖そで森もり？」

　どういうわけか、このとき俺おれの目には袖そで森もりが一いつ瞬しゆん酷ひどく思おもい詰つめた表情をしたように見えた。が、それも本当に一いつ瞬しゆんだけで、袖そで森もりはすぐにいつもの猫ねこ笑いへ戻もどると玄げん関かんの側で未いまだやんやん騒さわぐ他三人に言葉を向けた。

「さてエージェント諸君、準備だよ準備！　買ってきたものを出しておくれ！」

　そう、俺おれたちは全員その手に買い物袋ぶくろを下げていた。道中分担して『パーティーの必ひつ需じゆ品ひん』なるものを調達してきたのだ。とはいっても流石さすがは女子、鼻メガネやクラッカーのような子こ供ども騙だましの不要品がリストに上ることはない。代わりに買ってきたものといえば……

「なあ、本当にケーキなんか必要だったのか？」

「いるよ！　ケーキもなしに一体何を食べろと言うんだい!?　君はそれでも人間か!?」

「まあパーティーやるっていうんならケーキは必ひつ須すじゃない？」

「同意ですわ。女三人寄れば姦かしましい、四人寄ればケーキを食べると昔から言いましてよ？　貴方あなた少し教養が足りていないのではなくて？」

「そうかよ。しかし俺おれに買いに行かせることは無かっただろ」

　と、俺おれはちゃぶ台にケーキの箱を置く。シンプルなイチゴのショートケーキ。名前入りチョコプレートのオマケ付き。平ひら仮が名なで『おたんじょうびおめでとう　そでもりいまちゃん』なんて書かれている。案あんの定じよう、当人は飛び上がって驚おどろいていた。

「は、蜂はち賀が!?　こ、これは一体……っ！」

「お祝いのケーキだなんだと店員に話したらサービスしてくれた。どうやら誕生日ケーキだと勘かん違ちがいされたらしい。まあいいだろ？　あって困るものでもないし」

「全く、貴方あなたって人は買い物もまともにできませんのね。ケーキの一つくらいと思ったわたくしたちが愚おろかでしたわ」

　そう言って日ひ出じ宮みやが出した買い物袋ぶくろの中身は、鍋なべに使う肉類だ。羽は住ずみ姉妹しまいの買ってきた野菜と合わせて、洋風鍋なべでもやろうという算段だ。

「で、袖そで森もりは飲み物だったな。オマエにはそろそろその酒屋の紙かみ袋ぶくろの言い訳をしてもらおうか」

「へ？　あ、いや何、飲み物ならなんでも置いてあるからね！　細かいことは気にしない気にしない！　それじゃあ必要なものも揃そろったわけだし、早さつ速そく準備にかかろう！」

　なんて叫さけんで、袖そで森もりはいそいそと台所へ引ひっ込こむ。怪あやしいというかなんというか、これはもう確定だろう。鼻メガネとどっちがマシかはよくわからん。

　それから羽は住ずみの妹と日ひ出じ宮みやも参加して鍋なべの用意を始めた。残ったのは男子の俺おれとボンデージ衣い装しようを気き遣づかう羽は住ずみ姉。気になっていたことを尋たずねるには丁度いいタイミングだ。が、先に口を開いたのは羽は住ずみの方だった。

「まさかアンタの部屋が委員会室だったなんてね。ホントにこの委員会大だい丈じよう夫ぶなの？」

「さあな。ま、おまえらも加わったことだし、袖そで森もりもアレで案外しっかりしたヤツだから大だい丈じよう夫ぶだろ。袖そで森もりのこと、ちゃんとサポートしてやれよ？」

「なにそれ、変態のくせにエラソーなんですけど。っていうかアンタ、そんなこと言っちゃうってことはあの先せん輩ぱいのことが好きだったりするワケ？　うわキモー！」

「……オマエって実はメチャクチャ性格悪いよな。ホント、クラスの連中に見せてやりたいくらいだよ。それよりも」

　俺おれは台所の袖そで森もりから視線を外し、羽は住ずみに向けた。

「本当にＦＢＩに入ったのか？」

「そうだけど、悪い？」

「いや悪くはないが……なんでまた？」

　すると今度は羽は住ずみが視線を背そむける。なんとも不ふ機き嫌げんそうな横顔だ。

「アンタみたいなヤツに助けられてばっかりとか、そんなの嫌いやだし。そんなのアタシじゃないし。言っとくけど、アンタに感謝してるとかそういうんじゃ無いから」

　恐おそらくは本心だろう。言葉はツンデレ気味だが、口調はあくまで辛しん辣らつだ。

　それから袖そで森もりが火を止めたのを見て、俺おれはちゃぶ台の上を片付けた。買い置きの割わり箸ばしと紙ボウルを五人分並べれば、日ひ出じ宮みやが中央に布ふ巾きんを敷しき、袖そで森もりがグツグツ煮にえる鍋なべを置く。

「へー、結構美お味いしそう」

「お祝いだからね、冒ぼう険けんは無しの方向で。さーてそれよりも飲み物飲み物……」

　と、鼻歌交じりに紙かみ袋ぶくろを漁あさる袖そで森もり。カラカラとビンのぶつかり合う音が聞こえるのはやはり気のせいでは無いだろう。日ひ出じ宮みやは「ミルクティーがあれば戴いただきたいですわ」なんて吞のん気きなことを言っているが、俺おれの予想が正しければそんなものは用意しちゃいない。俺おれは未いまだその悪い予感が外れることを祈いのりつつ、紙かみ袋ぶくろから姿を現した赤黒い液体の正体を袖そで森もりに尋たずねた。

「グレープジュースだよな？」

「……てへっ」

「アンタ、さっき『案外しっかりしたヤツだから』とか言ってなかったっけ？」

　羽は住ずみのなじるような視線が痛い。一方なんだかんだ言いながら純じゆん粋すい培ばい養よう気味な他二人は未いまだ事態が飲のみ込こめていないようで、テーブルに置かれた細身のビンを物もの珍めずらしそうに眺ながめている。

「いやー丁度良かったよ、こんな日にこんな姿だからね。今日きようはホント、いいことばっかりだ」

「だからって酒なんか買ってくる必要は無いだろ……」

「えっ!?　これってお酒なんですのっ!?」

「わーオトナです……ってあれ？　誰だれが飲むんです？」

　首を傾かしげる羽は住ずみの妹。一時の沈ちん黙もく。袖そで森もりの口元が意味深にニヤけたその瞬しゆん間かん、羽は住ずみが叫さけんだ。

「アンタ！　まさか雛ひなにまでこんなもの飲ませようってんじゃないでしょうね！」

「ああこら、暴れるんじゃねえよ」

　俺おれは袖そで森もりに摑つかみかかろうとする羽は住ずみを押おさえつける。こんなところを隣りん人じんにでも見られたらそれこそ厄やつ介かいだ。罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけてくる羽は住ずみを無視し、俺おれは言った。

「袖そで森もり、冗じよう談だんがすぎるぞ」

「あはは、ごめんごめん。つい面おも白しろくって。皆みんなにはオレンジジュースと烏龍ウーロン茶ちやを買ってきてあるから安心しておくれ」

「ったく、最初にそう言えっての。じゃあそのワインはオマエ専用なんだな？」

「そゆこと。こんな姿だ、まさかわたしが飲むのも駄だ目めとは言わないだろう？　一人きりというのはちょっと寂さびしいけど、今日きようは特別な日だからね。許しておくれよ」

　そう言って舌をペロッと覗のぞかせる袖そで森もり。安あん堵どの息が口から漏もれる。大人おとなしくなった羽は住ずみを離はなし、俺おれは戸と棚だなから紙コップと十じつ徳とくナイフを取り出した。

「すまないね。じゃ、君はどっちにする？　オレンジジュースか烏龍ウーロン茶ちやか……」

「オマエ一人じゃ飲み切れないだろ？　置いていかれても困るから、俺おれにも寄よ越こせ」

　俺おれは言った。袖そで森もりは目をパチクリさせ、ボトルの蓋ふたを開けようとしていた手を止める。今再びの沈ちん黙もく。聞こえるのは鍋なべの音だけ。袖そで森もりの顔が、不思議なくらいパッと明るく輝かがやいた。

「今いま更さら脳のう味み噌そが萎い縮しゆくするだのなんだのといっても、俺おれには関係ない話だからな」

「あ、じゃあアタシも貰もらうし」

　とは、羽は住ずみの言葉。いやオマエはダメだろ。

「だってさ、こんな恥はずかしい格好しなきゃ学校に行けないとか、もう飲まなきゃやってられないって感じじゃん」

「それならわたくしも戴いただきますわ。父上がいつも飲んでいるのを見ていて興味がありましたの。父上はお酒にお強つよいですから、わたくしもきっと大だい丈じよう夫ぶですわ」

「おまえらなあ……」

「あわわ……皆みなさん不良です……」

　なんて言いながら、羽は住ずみの妹もちゃっかり紙コップを差し出している。流石さすがにそれは止められたが、四人のコップにはなみなみとワインが注がれた。妙みように嬉うれしそうな袖そで森もりの手で。

「よーし、それじゃあ新生福祉美化委員会ＦＢＩの門かど出でを祝してぇ……カンパーイ！」

　袖そで森もりに合わせて、俺おれたちも杯さかずきを掲かかげる。ワインが溢あふれて、アルコールの匂においが鼻を突ついた。




　俺おれが袖そで森もりを止めなかった理由、挙句自分まで酒を飲むなどと言い出した理由は二つある。

　一つは、自分へのお祝い。初めてのアルコールに喉のどを焼かれたその瞬しゆん間かん、俺おれはようやく本当の意味で、自分の身に訪おとずれた奇き跡せきを幸福な事実として受け止めることができたのであった。そしてもう一つは、その奇き跡せきを運んできてくれた人物に対する感謝。目め尻じりに涙なみだを浮うかべた俺おれの顔を見て、袖そで森もりは楽しそうにケラケラ笑っていた。

　つまりこれは、ありがとうの代わり。言うなればチョコの名前に袖そで森もりを選んだのもそれが理由だ。もう一度言葉にするのは恥はずかしいから、バカな俺おれにはこれが精せい一いつ杯ぱい、というわけだ。

　……まあ、勿もち論ろんすぐに後こう悔かいすることになるわけだが。







「──さん！　蜂はち賀がさん！　お、起きてくださいです！　もう雛ひなの手には負えないです！」

　今にも泣き出しそうな震ふるえた声。誰だれかが俺おれの体を揺ゆする。徐じよ々じよに覚かく醒せいする頭。視力を取とり戻もどした俺おれの目に、クシャクシャになった羽は住ずみ妹の顔が映った。

「蜂はち賀がさん！　起きてくださいです！」

「……んああ悪い、またフリーズしてたか」

　言いながら、親指で目め頭がしらをギュッと押おす。これは俺おれの癖くせ。同時に、直前の記き憶おくを探さぐる。フリーズ中は脳のう味み噌その中身までそっくりそのまま完全停止するので、夢から覚めたみたいに記き憶おくが失われることは無い。むしろタイムスリップを起こしたように感じるのが常であった。

　が、今回はどうも様子が違ちがう。その上体が鉛なまりのように重く、胃のあたりにはこの世の不ふ条じよう理りをまとめてねじ込こんだかのような不快感が漂ただよっている。

「なんだこれ……一体何がどうなってやがる……」

　溜ため息いき混じりに、俺おれは言った。そしてその息のあまりの酒さけ臭くささに、俺おれはようやくこの機能停止がバグと無関係であることを知った。

　俺おれは飛び起きた。吐はき気けはそのままだが酔よいは消し飛ぶ──目の前には酒さか瓶びんを抱かかえて笑い転げる袖そで森もり、ケーキに顔面を埋うずめてピクリとも動かない日ひ出じ宮みや、絡からまり合ったボンデージの中で必死にもがく羽は住ずみ、鍋なべに突つっ込こまれたマンガ本、崩くずれかけた砂すな壁かべ、横よこ倒だおしになった本ほん棚だな──

　見事なまでのカオスが、そこに広がっていた。

「じ、地じ獄ごくか何かかここは……」
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「アンタ！　何ボケっとしてんのよ！　早く助けなさいよっ！」

　とは、羽は住ずみの声。相変わらずのしかめっ面つらだがすっかり目が据すわっている。脱ぬぎ捨すてられた制服を下した敷じきに、羽は住ずみは絡からんだベルトを振ふり解ほどこうと必死にバタバタもがいていた。

「もうっ、何よコレ！　ちょっと緩ゆるめようと思っただけなのにどうなってんのよ！　どうなってんのよーっ！」

「俺おれが聞きてえよ……って、ああこら！　暴れるんじゃねえよ！　余計に絡からむだろうが！」

「うっさい！　命令すんな！　いいから早く助けなさいよこの変態！　変態魔ま神じん！」

　言いながら羽は住ずみは尚なおも暴れる。口の悪さはいつもの十倍。苛いら立だち任せのあらゆる暴言がマシンガンのように口から飛び出て、俺おれは意識が遠のくような感覚に襲おそわれた。が、そのまま放っておくこともできない。妹を引ひき剝はがし、俺おれは羽は住ずみの体を抱かかえ上あげた。

「ちょ、何すんのよ変態カナブン！　汚きたない手でアタシの体に触さわらないでよ！」

「じゃあどうしろと……！」

「うっさい！　口答えすんな！　いいから離はなしなさい！」

　と、羽は住ずみの調子は変わらない。乱暴な言葉に辟へき易えきしながら、俺おれは衣い装しようを直し始める。絡からんだベルトを解ほどき、緩ゆるんだ紐ひもを締しめる。やることはそれだけだが、やたらと動き回る羽は住ずみのせいで手元が狂くるう。しかもツルツル滑すべるものだから、羽は住ずみの体がずり落ちそうになったその瞬しゆん間かん、俺おれはつい反射的に胸の出っ張りに腕うでを回してしまった。

「あああアンタっ！　どこ触さわってんのよっ！」

「す、スマン！　不ふ可か抗こう力りよくだ！」

　咄とつ嗟さに腕うでを離はなして謝あやまるが、効果薄うす。アルコールのせいで赤くなった顔を更さらに赤く染め、羽は住ずみの怒りは烈れつ火かのごとく燃え上がる。次の瞬しゆん間かん、俺おれの顔面を本ほん革がわ包みの拳こぶしが襲おそった。

「ぐぁ……！」

　ちゃぶ台を巻まき込こんで仰あお向むけに倒たおれる俺おれ。転がる鍋なべとマンガ本。その衝しよう撃げきでようやく目を覚ましたのか、日ひ出じ宮みやがムクリと起き上がる。へばり付いていたケーキが顔の上に落ちてきて、俺おれは危あやうく窒ちつ息そくしかけた。

「もう、何ごとですの……せっかくケーキを戴いただこうと思いましたのに……わたくしのケーキはどこへ行ったんですの……」

　そんなことを言いながら、日ひ出じ宮みやは両手でクシクシと顔を拭ぬぐう。伸のびた生クリームで顔中ベタベタだ。で、ようやく現れた焦しよう点てんの定まらない目が俺おれの顔に向けられる。同じく生クリームまみれの顔。パッと笑え顔がおの花を咲さかせて、日ひ出じ宮みやは言った。

「まあ、こんなところにありましたの。それでは今度こそ、戴いただきますわ……」

「や、やめっ」

　手を突つき出だし、接近する日ひ出じ宮みやの顔を止めようとする俺おれ。が、例のごとく日ひ出じ宮みやには触ふれることができない。腕うでを突つき抜ぬけ、距きよ離りを詰つめる日ひ出じ宮みやの口元。二センチ、一センチ──

「ッ……ッッ！」

「……ん、んん……っ！　おいひいでふわ！」

　恍こう惚こつの笑えみを浮うかべ、俺おれの顔面に埋うずめた口元をはむはむと動かす日ひ出じ宮みや。僅わずかに残ったケーキと俺おれの唇くちびるを突つき抜ぬけ、熱を持った舌先が口内を蹂じゆう躙りんする。勿もち論ろん感かん触しよくは無い。が、クチュクチュという唾だ液えきの音が骨を伝って鼓こ膜まくに響ひびく。堪たまらず俺おれは日ひ出じ宮みやの膝ひざ下したから逃にげ出だした。そして逃にげた先には、そんな俺おれを見て尚なお爆ばく笑しようする袖そで森もりの姿があった。

「あっはっはっはっは、君は本当に面おも白しろいなぁ！」

「『面おも白しろいなぁ』じゃねえよ！　誰だれのせいでこんなことになったと思ってるんだ！」

　そう叫さけんで袖そで森もりの手から酒さか瓶びんを取り上げる。中身はほとんど空っぽだ。しかもよく見れば足元にもう一本空あき瓶びんが転がっている。今度こそ、俺おれは本当に気を失いかけた。

「オマエなあ……」

「あっはっは！　今日きようは本当にいい日だ！　楽しいことがいっぱいだ！　蜂はち賀が、君もそう思うだろう？」

「んなわけねえだろこの洗せん濯たく板いた！」

　フニャフニャ笑え顔がおの袖そで森もりに向かって俺おれは言った。背後にはケーキを求めて幽ゆう霊れいみたいに彷徨さまよう日ひ出じ宮みや、緩ゆるんだボンデージと格かく闘とうしながら罵ば声せいを上げ続ける羽は住ずみ、体育座ずわりの格好でコテンと床ゆかに倒たおれて現実逃とう避ひする羽は住ずみの妹。退学回かい避ひの喜びすら、俺おれの頭からは消し飛んでいた。

「も、もう逃にげてもいいかな俺おれ……」

「あっはっは！　逃にげるって、ここは君の家だろう？」

「わかってる、わかってるけど……ああもう、勘かん弁べんしてくれよ……！」

　この頭痛は酒のせいではないだろう。と、頭を抱かかえる俺おれに向かって、追い打ちをかけるかのように袖そで森もりがこんなことを言った。

「でも丁度いい。わたしも夜風に当たりたい気分だから、どうだい？　一いつ緒しよにお酒でも買いにいこうじゃないか！」

「おまっ、まだ飲むつもりかよ！」

「その通り！　よーし善は急げだ、行くぞ蜂はち賀が！」

　そして止める間もなく、袖そで森もりは部屋から飛び出す。俺おれは慌あわててその後を追った。




「おい、待てって！」

　冷たい夜風が頰ほおを打つ。上着を忘れたのは大きな誤ちだろう。僅わずかに残っていた酒の余よ韻いんも急速に失われ、全身がブルブルと震ふるえ始める。全く、とんだ災難だ。白く煙けむる息の向こう、見みえ隠かくれする袖そで森もりの姿を必死に追いかける。

　すると同じように酔よいが覚めてきたのだろう、袖そで森もりの足取りも次し第だいに重くなり、遂ついには商店街の手前で止まってしまった。街灯の下、息を切らす袖そで森もりに追いつき、俺おれはその肩かたを摑つかんだ。

「どうかしてるぜ、全く……気が済んだのなら帰るぞ」

　時計を見れば、午前零れい時じまでもう間もなく。路面のアスファルトには霜しもが降り、雲のない空には寒々とした月が輝かがやいている。実際寒さは相当で、袖そで森もりもその細身をカタカタ震ふるわせていた。

「もうこんな時期か。寒いから冬は嫌きらいだ」

「……奇き遇ぐうだね、蜂はち賀が。わたしも冬は嫌きらいだよ。寒いのは、まあそれほどじゃないけど」

　袖そで森もりは言った。それから、肩かたを摑つかむ俺おれの手に自分の手を重ねる。日ひ出じ宮みやほどではないが、袖そで森もりの手もすっかり冷え切っていた。

「それでも、今日きようはいい日だ。いいことがたくさんあって、皆みんながいて、君がいて……今日きようがこんなに楽しいのは、本当に久しぶりだ。本当に……」

「なんだよ、らしくないな。言いたいことがあるならハッキリ言ってくれ。バカな俺おれには何を言いたいんだかサッパリわからん」

「らしくない、か。そうだね。そうかもしれないね」

　そう言って袖そで森もりは曖あい昧まいに微ほほ笑えむ。青白い街灯の明かりが横顔に影かげを落とし、いつもの無む邪じや気きな雰ふん囲い気きがその陰いん影えいの中へ消え入る。俺おれは困こん惑わくした。今の袖そで森もりは、まるでその見た目と同じくらい歳としを取ってしまったかのように感じられた。

　変化幅はばは十年。俺おれと比べれば、一回り近く年上だ。

「……なんだか変だぜ、今日きようのオマエ。楽しい楽しいと言っちゃあいるが、俺おれの目にはなんだか無理して楽しんでるみたいだった。短い付き合いだが、俺おれにはわかる。せっかく羽は住ずみたちも入ってくれたってのに、酒なんか持ち出して、バカ騒さわぎして、挙句ケーキも台無しだ。オマエはあれでよかったのかよ？」

「別に構わないよ。それに楽しかったというのは本当だ。噓うそじゃない。今日きようという日をこんなに楽しく過ごせたのは今年が初めてだ。わたしがこんなになってから、初めてのことだ」

「初めてって、オマエ……」

「楽しかったよ。本当に、楽しかった……でもそうか、今日きよう、なんだね」

　冷たさの残る手を離はなし、顔を上げる袖そで森もり。湾わん曲きよくしたカーブミラーが、青い光を浴びるその姿を大きく映し出していた。

「やっぱり忘れることなんてできなかった。またこの日が来てしまった。皮肉だよ。これは皮肉だ……」

　そしてまた、顔を伏ふせる。額に手を当て、華きや奢しやな体を縮こませ、小さな声で袖そで森もりは言った。

「すまない、本当にすまない……君の喜びに水を差すような真ま似ねをしてしまって……わたしのこれに君を巻まき込こむべきではなかった……本当にすまない……」

「そ、袖そで森もり？　どうしたんだよオイ！」

「許してくれ、許してくれ蜂はち賀が……！」

　駆かけ出だす袖そで森もりを、俺おれは止めることができなかった。脱ぬげ落ちそうになる制服を必死に押おさえながら、袖そで森もりは夜の闇やみに消えてしまった。気付けば、午前零れい時じを回っていた。




　あとになって、俺おれはこれが袖そで森もりの誕生日だったと知った。ケーキもプレートも、出来過ぎた偶ぐう然ぜんだったのだ。そしてその翌日から、袖そで森もりは俺おれたちの前に姿を現さ無くなった。







「──ああこら、邪じや魔まだぞ日ひ出じ宮みや。重なるんじゃねえよ、前が見えねえじゃねえか」

「何を仰おつしやいますの、邪じや魔まなのは貴方あなたの方でしてよ？　図ずう体たいばかり無む駄だに大きくて、少しは遠えん慮りよというものをご存知ありませんの？」

「んなもん知るかよ。いいから頭を退どかせって、このっ！」

「ひゃあっ！　ちょ、ちょっと動かないでくださる!?　貴方あなたにそうやって動かれるとなんだかぞわぞわいたしますわっ！」

「あーもー二人とも静かにして欲ほしいんですケド！　袖そで森もりちゃんに気付かれちゃうじゃない！」

　声を上げる羽は住ずみ。俺おれと日ひ出じ宮みやの足元、羽は住ずみは更さらに妹と折り重なって開け放たれた扉とびらの脇わきから教室の様子を覗のぞいている。

　例のパーティーから三日が経たった、ある放課後のことだった。俺おれたちは消えたリーダーの様子を探さぐろうと、袖そで森もりが在ざい籍せきする二年の教室まで足を運んでいた。

「ま、まだ動きはありませんわね……」

　と日ひ出じ宮みや。その視線の先、教室の隅すみに袖そで森もりの姿はあった。今日きようは十歳さいくらいだろうか。サイズの合わない椅い子すの上で両足をプラプラさせながら、帰かえり支度じたくを整えていた。

「やぁーっと終わったぁー！　もー毎日毎日授業授業ってさ、ホント疲つかれるよねぇー」

　同じく教室にいたクラスメイトが、そんな声を上げた。側には更さらに数人の女子生徒。教科書を乱雑に放ほうり込こんでバッグを手に取り、誰だれからともなく会話が始まる。

「あ、そーだ！　今から皆みんなでカラオケ行かない？　バイトしてる友達にドリンクバーのタダ券貰もらっちゃったんだけど、期限今日きようまでなんだよねー！」

「行く行く！」と残り三人。だが財さい布ふから出てきたクーポン券は五枚。最後の一枚を摘つまみ上あげながら教室を見回す先せん輩ぱいの目に、袖そで森もりの姿が映った。

「お、丁度いいところにイマっち発見……って、あーもう！　なんで今日きように限ってちっちゃいんだよイマっち！　カラオケ行けないじゃんかーっ！」

「あはは……ごめんごめん。こればっかりはどうにもね。また誘さそっておくれ」

「もー、久しぶりに遊べると思ったのにー。せっかく誕生日が来たのに手のひらサイズってどういうことだよー。ちっちゃいイマっちも嫌きらいじゃないけどさー」

　頰ほおを膨ふくらませる先せん輩ぱい。曖あい昧まいに微ほほ笑えむ袖そで森もり。携けい帯たいと睨にらめっこしていた一人が言った。

「ねえ、ミヨが来れるって！　部活休みみたい！　なんかもう駅にいるみたいなんだけど！」

「え、じゃあ急がなきゃじゃん！　よーし皆みんな出発だーっ！」

　そう叫さけぶと、先せん輩ぱいたちは競きそい合あうように出口へと殺さつ到とうする。未いまだクーポン券を手に持った先せん輩ぱいは、最後にもう一度袖そで森もりの席を振ふり返かえってこう言った。

「イマっち、次は絶対一いつ緒しよに行くからね？　だからそれまでに直しといてよ、そのバグ。ホント、約束だからね？」

「あはは……善処するよ。うん」

　そして先せん輩ぱいたちは行ってしまった。後ろ姿を追いかけるかのように、小さな溜ため息いきが聞こえた。

「……帰ろう」

「帰るって、どこにだよ」

　俺おれは言った。羽は住ずみの体を乗のり越こえ、教室の出口に仁に王おう立だち。椅い子すから這はい降りようとしていた袖そで森もりは、声にならない悲鳴を上げて荷物ごと床ゆかに落っこちた。

「は、ははは蜂はち賀がっ!?　な、なんでここにっ!?」

「なんでも何もあるかよ、オマエが委員会に来ないからこうやって迎むかえに来たんじゃないか。世話かけさせやがって、ほら行くぞ」

「っ……！」

　袖そで森もりは慌あわてた様子で視線を巡めぐらせ、空いていた逆の出口に向かって四よつん這ばいのまま駆かけ出だす。が、一足早く日ひ出じ宮みやがその出口を塞ふさいだ。

「逃のがしませんわっ！」

　勿もち論ろん、日ひ出じ宮みやの体では袖そで森もりを止めることなどできはしない。袖そで森もりもすぐそのことに気付いたのだろう、表情を一変させて少しも足を緩ゆるめることなく日ひ出じ宮みやの体に突つっ込こむ。背後に控ひかえていた羽は住ずみ姉妹しまいが、背中から飛び出してきた袖そで森もりの体を捕つかまえた。

「っ！　は、放してくれっ！」

「ああこら、暴れないでよ！　ベルトが取れちゃうでしょ！　雛ひな、急いで！」

「も、もうちょっとだけ頑がん張ばってくださいです……ここを通せば……っ！　よし！」

　声と同時に、羽は住ずみの妹はロープの両りよう端はしを渾こん身しんの力で引っ張る。真まっ赤かなロープでイモムシみたいに縛しばり上あげられ、袖そで森もりは遂ついに力を失った。

「作戦成功、ですわね」

「あう……」

「よーし撤てつ収しゆうだ。袖そで森もり、洗いざらい吐はいてもらうからな？」

　ロープに手をかけ、くたっと横になった袖そで森もりの体をハンドバッグのごとく持ち上げる。周囲の生徒たちに奇き異いの目を向けられながら、俺おれたちは委員会室へと向かった。







「──で、アレはなんのつもりだったんだ？　突とつ然ぜんわけのわからんことを言い始めたかと思えば一人だけサッサと逃にげやがって。あのあと大変だったんだぞ？　羽は住ずみには蹴けられるわ日ひ出じ宮みやには襲おそわれかけるわこっちの妹は夢から帰ってこないわ、あんな悪夢二度とゴメンだぜ？」

「……ごめん」

「ごめんごめんって、さっきからそればっかりじゃねえか。別に謝あやまってくれとは言ってない。俺おれはただ、知りたいだけだ。なんで誕生日なのにあんな現実逃とう避ひじみた真ま似ねをしたのかを。詫わびる気があるのなら教えてくれ。じゃないと俺おれはオマエのことを許さないぞ」

「っ……！」

「ちょっと貴方あなた、そんな言い方はあんまりですわよ！　今すぐ訂てい正せいなさい！」

　なんて憤いきどおる日ひ出じ宮みやに、手の平を向ける。正面には悲痛な面おも持もちの袖そで森もり。赤く這はい回まわるロープの痕あとを撫なでながら、必死に目を背そむけようとしている。幼おさな気げな見た目も相まって、俺おれの心には強きよう烈れつな罪悪感が渦うずを巻いていた。

　別に怒おこってなどいなかった。頭にあったのは唯ゆい一いつ、有う耶や無む耶やにしたくないという思いだけ。しかし良策など思い付く望みもなく、俺おれは焦しよう燥そう感に駆かられるがまま強い言葉を向け続けていた。

「べ、別に深い理由はないんだ。毎年のことで、こればっかりはどうしようも……」

「だから何が『どうしようもない』んだ？　ハッキリ言えよ、じゃないとその洗せん濯たく板いたで羽は住ずみのスク水揉もみ洗あらいの刑けいだぞ」

「は、はっきりなんて何も言えないよ！　はっきりしたことなんて何も無いんだから！　ただ、誕生日が来るとどうしようもないんだ。どうしようもなく、暗い気持ちになるんだ……」

　そしてようやく、袖そで森もりは言葉を選ぶかのような口調で語り始めた。

「ば、バグを発現してから、わたしはどうしても誕生日がだめなんだ。わたしはこんなだから、皆みんなとは時間の流れ方が違ちがう。急に大きくなったり、小さくなったり、わたしの時間はぐちゃぐちゃだ。いつもはそれでも大だい丈じよう夫ぶなんだけど、節ふし目めが来るとどうしても感じてしまう。皆みんなみたいに一つ一つ時間を重ねていくことはできない。そう思うと、なんだか取り残されたように感じてしまうんだ」

「時間の流れ？　なんだよそりゃ」

「い、意味わからないだろう？　些さ細さいなことだと思うだろう？　わたし自身、なんでこんなことに悩なやんでいるのかわからないくらいだ。でも、どうしてもだめなんだ。皆みんなと同じ時間を過ごすことはできない、皆みんなと一いつ緒しよに遊んだり、青春したり、こ、恋こいしたり、そういうことができないと思うと、どうしようもなく寂さびしくなるんだ」

　顔を伏ふせ、膝ひざの上でモジモジと手を動かす袖そで森もり。怪け訝げんそうな表情を向け、羽は住ずみが言った。

「なんかそれ、ホントに意味わかんないんですケド。遊ぶくらい別にどうってこと無いじゃん。不便だとは思うけど、できないことがあるわけじゃ無いんだし」

「陽ひ代よっ！　貴女あなたまでなんてことを言うんですの！」

　ちゃぶ台を叩たたき、日ひ出じ宮みやが嚙かみつく。が、羽は住ずみの表情は変わらない。何かを探さぐるような視線。慌あわてた様子で袖そで森もりはこんな風に弁明した。

「いやいや、羽は住ずみちゃんの言う通りだ。こんな悩なやみに意味なんか無いし、実際些さ細さいなものなんだ。だからあまり気にしないでおくれ。わたしは大だい丈じよう夫ぶだから。これはいつものことだから。だから……わたしにもう少しだけ時間をおくれ」

「つまり、まだしばらく委員会活動を再開する気は無いってことか？」

　問いかけに、袖そで森もりは首を縦に振ふって答えた。俺おれは口の中に妙みような苦味を感じた。

「今年こそは、今年こそは大だい丈じよう夫ぶだと思ってたんだけど、なかなか上う手まくはいかないね……わたしがこんなことを言うべきじゃないとわかってはいるんだけど、どうしても思ってしまうよ。バグなんて無ければいいのに、って。元に戻もどれたらどんなにいいだろう、って」

「袖そで森もりさん……」

「ああでも、本当に心配しないでおくれ。君たちに迷めい惑わくをかけるつもりは無いし、そもそもこれは一過性のものだ。大だい丈じよう夫ぶ、すぐに良くなる。すぐに元のわたしに戻もどる……でも、ごめん、今はまだ無理みたいだ」

「ッ、袖そで森もり！」

　突とつ如じよとして立ち上がった袖そで森もりに、手を伸のばす。が、どういうわけか俺おれはその体を摑つかむことができなかった。だらしなく伸のびた腕うでをヒラリとかわし、袖そで森もりは玄げん関かんへ向かって真まっ直すぐ駆かける。扉とびらの閉まる音。間ま際ぎわにもう一度聞こえた「バグなんて……っ！」という嚙かみしめるような声。考えのまとまらない頭で、俺おれは袖そで森もりが消えていった玄げん関かん扉とびらを見つめていた。

「……何よ、全然大だい丈じよう夫ぶじゃ無いじゃない」

「袖そで森もりさん、お辛つらそうでしたわ。まさか袖そで森もりさんがあんな言葉を仰おつしやるだなんて、わたくし少しショックですわ」

　日ひ出じ宮みやが言った。『あんな言葉』が何を意味しているのか、俺おれには最初わからなかった。恐おそらく初めて聞いた言葉ではないからだろう。俺おれの耳にはこれで二度目だった。

「わたくし、袖そで森もりさんはご自身のバグをすっかり受け入れているものだとばかり思っていましたわ。でも、違ちがうんですのね。袖そで森もりさんでも『バグが直れば』と思うことがあるんですのね」

　今度は日ひ出じ宮みやが暗い顔をする。そんな日ひ出じ宮みやを見て鼻を鳴らす羽は住ずみも、どこか拗すねたような表情だ。

　あの袖そで森もりでさえバグを受け入れることはできないという事実。それは、あの世話好きな悪戯いたずら猫ねこに救われた俺おれたちにとって、あまりに衝しよう撃げき的だった。

「ね、ねえ、どうにかなりませんの？　わたくしあのまま袖そで森もりさんを放っておきたくはありませんわ！」

「俺おれだって放っておきたくはない。だが、正直言って俺おれには袖そで森もりの悩なやみが理解できなかった。自分の時間はグチャグチャだとか、皆みんなと一いつ緒しよの時間がどうとか、寂さびしいとか、お前らにはアイツの言葉の意味がわかったか？」

　三人は顔を見合わせ、お互たがい意見を探さぐるかのように黙だまりこくる。三人とも俺おれよりは答えに近付けている様子だが、自信は無いらしい。それでも沈ちん黙もくに堪たえかねたのか、羽は住ずみが恐おそる恐おそるこう言った。

「あ、アタシにはなんとなくわかるかなー、袖そで森もりちゃんの気持ち。さっきはああ言ったけどさ、なんとなくわかるよ。だって、寂さびしいじゃん。周りが皆みんなじょしこーせーなのに、自分だけガキンチョとか、大人おとなとか、浮ういちゃうじゃん、どうしても。それが袖そで森もりちゃんのキャラなのかもしれないけど、だって、変わっちゃうんだもん、毎日。寂さびしいよ、そんなの」

　それから同意を求めるような視線を向けると、日ひ出じ宮みやも妹もしきりに頷うなずいていた。

「アタシたちもさ、他の皆みんなとは違ちがうよ。アタシはこんなエッチぃ服を着てないと学校にも行けないし、美み月つきちゃんはスケスケだし、アンタはバカだし。でも、それは昨日きのうも今日きようもずっと同じじゃない。見た目が変わるわけでも、バグに変化があるわけでも無く。変わっちゃうのは、やっぱり嫌いやだよ。慣れないよ、そんなの。自分も、周りもさ。アンタもそう思わない？」

「はあ……」と一言、俺おれは何度か羽は住ずみの言葉を反はん芻すうする。

　だが俺おれは脳のう味み噌その無い男。目の前には恐きよう怖ふの青壁かべが立たち塞ふさがり、どこまでいっても自分の中に同じ感情を見出みいだすことはできなかった。結局、俺おれの理解は酷ひどくシンプルなものだった。

「ともかく自分だけコロコロ見た目が変わるのは嫌いやだってことか……しかしそれがわかったところでどうにもならないぞ？　その悩なやみはアイツのバグそのものだ。直せるのなら話は別だが、そうじゃないんだから」

「むぅ……確かにその通りかもしれませんわね……」

「あ、あのっ！　バグって本当に直せないんですか？　直す方法って、本当に無いんですか？」

　と、声を上げたのはこの場で唯ゆい一いつの〝非バグ持ちノーマル〟である羽は住ずみの妹だ。驚おどろく日ひ出じ宮みやの横で、姉が淡たん々たんとした口調で答えた。

「雛ひな、残念だけどそれは無理なの。アタシたちのバグは病気じゃ無くて、この世界の不具合。だから直せるのは神様、つまりこの世界を作った人だけで、中のアタシたちにはどうすることもできないの」

「じゃ、じゃあ袖そで森もり先せん輩ぱいはずっとあのままなんですか？　神様がこの世界を直してくれるまで、ずっとあのままなんですか？」

　握にぎり拳こぶしを胸むな元もとに寄せ、羽は住ずみの妹は言う。その問いに対する答えは一つ。だが誰だれもそれを口にしたくはないのだろう、羽は住ずみも日ひ出じ宮みやも苦い表情で顔を背そむけた。

「そんなの、そんなの可哀想かわいそうです……」

「だがそれがバグってもんだ。とにかく俺おれたちにどうにかできるものじゃ無い。だからこそ俺おれたち〝バグ持ちアブノーマル〟はどこかで折り合いをつけなきゃならない。アイツにはそれができてるものだとばかり思っていたが、どうやら違ちがったらしいな」

「……そうか、そうですわ、だから袖そで森もりさんはこの委員会をお立ち上げになったのですわ。悩なやんでいる皆みなさんを助けたいと仰おつしやるのは、ご自身にも同じ悩なやみがあるからなんですわ」

「同じ悩なやみかー、全然そんな風には見えなかったんだけどなぁ……だからアタシも、って思ったのに……」

「蜂はち賀がさん、なんとかならないですか？　お姉ちゃんのときみたいに、何かいい方法は無いんですか？」

「だからそんなことを言われてもだなあ……」

　なんて言いながらも、俺おれはもう一度頭を捻ひねる。が、結果は同じ。いつかアイツに言った『俺おれには向いて無い』という言葉が、今いま更さらながら脳のう裏りに思い返された。

「何か無いんですか？　バグを直せなくても、あの、大きくなったり小さくなったりするのをコントロールできたりとかはしないんですか？」

「……バグを、コントロール？」

　と、呟つぶやいたのは日ひ出じ宮みやだ。暗い表情が一変、光を灯ともした瞳ひとみで羽は住ずみの妹を見み遣やる。どういうわけか羽は住ずみも同じ調子だ。この空気の変わり様に驚おどろいたのだろう、少々狼狽うろたえた様子で羽は住ずみの妹は言った。

「ひ、雛ひな何か変なこと言ったですか？　やっぱりそういうのもだめなんですか？」

「……もしかすると、駄だ目めではないかもしれませんわ。陽ひ代よが仰おつしやったように、袖そで森もりさんのバグにはわたくしたちのものとは違ちがって『変化』がありますわ。ねえ蜂はち賀が、貴方あなたは袖そで森もりさんの容姿が変化する原因について何かご存知でしたわね？」

「原因？　だからそれがバグなんだろうが。一日の成長度合いを計算するアルゴリズムがおかしくなってるせいでああやって見た目が変わるらしい。って、前に話したよな？」

「つまり『計算』はされているんですわね？　結果がどうであれ、完全にランダムというわけでは無いのですね？　であれば、であれば何かあるはずですわ、その計算をコントロールする方法が……何か刺し激げきを加えれば、計算結果に影えい響きようを与あたえることが……」

「けいさん……えいきょう……？」

「おい一体なんの話だ？　頼たのむから俺おれにもわかる言葉で話してくれよ」

「よーするに、バグったアルゴリズムが計算材料にしてる情報を上う手まく調節したらバグをコントロールできるかもしれないってことよ。わかった？」

「いや全然わからないんだが……」

「じゃあもう黙だまってなさい。どうせ何も理解できやしないんだから」

　と、羽は住ずみは呆あきれ顔を向ける。しかしこんな反応でも無視よりはマシだろう、日ひ出じ宮みやはそんな俺おれたちのやりとりなど耳にも入らないといった様子で、熟考の世界に沈しずみ込こんでいた。

「でも一体どんな情報を……成長に関わる何かなのは間ま違ちがいありませんわ。栄養、睡すい眠みん時間……そんなものは毎日それほど変わるわけもありませんし……もっと、もっと何か別の……ねえ陽ひ代よ、何か思い付きません？」

「成長かぁ……十七歳さい、じょしこーせー……ってことは案外精神的なことだったりして。雛ひな、何かない？」

「[image: ]っ、ひ、雛ひなですか？」

　突とつ然ぜん話を振ふられて驚おどろいたのだろう、ピョコンと髪かみを揺ゆらす羽は住ずみの妹。この様子を見て俺おれは少し安心した。自分だけではない、どうやらこの小さな中学生も二人の話にはついていけなかったらしい。が、そんな妹の焦しよう燥そうには気付かず、羽は住ずみたちは無む慈じ悲ひな期待の視線を向け続ける。

「ほら雛ひな、なんでもいいから。女の子の成長っていったら、何かない？」

「えぇと、あの、その……」

「勿もつ体たいぶらなくていいから、ほら」

「…………こ、恋こい、とか？」

「……」

「……恋こい？」

　静せい寂じやくを渡わたる、その一言。俺おれは思わず顔を背そむけた。瞬しゆん間かん、恐おそろしげな沈ちん黙もくが俺おれたちを包んだ。

「あっ、やっ、ち、違ちがうです！　こ、これはその、こ、言葉の綾あやで……っ！」

　羽は住ずみの妹は必死に訂てい正せいする。しかし時既すでに遅おそしというものだろう。口を閉とざす羽は住ずみ、日ひ出じ宮みや。その雰ふん囲い気きが俺おれには痛いくらいにさえ感じられる。矢や面おもてに立ってしまった羽は住ずみ妹は尚なお更さらだろう。流石さすがにそれは可哀想かわいそうだ。そう思って、俺おれはやむなく顔を上げた。

「な、なあ羽は住ずみ、日ひ出じみ──」

　──するとどういうことだろうか、二人の目に灯ともった光は、その輝かがやきを一層増していた。

「……名案ですわ」

　日ひ出じ宮みやが言った。羽は住ずみは頷うなずいた。妹はキョトンとしていた。俺おれには全く、意味がわからなかった。

「そうですわ！　女性の成長といったら恋れん愛あいを措おいて他にはありませんわ！　ああなんでこんな簡単なことに気付かなかったのでしょう！　雛ひなさん、貴女あなた天才ですわ！」

「ハァァアア!?　ちょっと待て、全く意味がわからんぞ！　お、俺おれがバカだからか!?　それともバカはおまえらか!?　コイってなんだよ！　なんの冗じよう談だんだよ！」

「うるさいんですけど、変態星人。せっかく雛ひながいいこと言ったんだから黙だまっててくれない？」

「そうですわよ。貴方あなたに女の子の神秘がおわかりになって？　女性は恋こいを食べる生き物。恋こい無くして女性はありえない、女性無くして恋こいは……まあありえますけど、でも、とにかくそういうわけでしてよ？」

「『そういうわけでしてよ？』じゃねえよ！　考えすぎておまえらまで頭がおかしくなっちまったのか!?　んなもん食ったって腹の足しにもなりゃしないだろうが！」

「でもどーすんの美み月つきちゃん、恋こいなんだからさ、相手がいないと無理なんじゃないの？　袖そで森もりちゃんって、そういう相手いんの？」

「あわわわ、な、なんだかオトナなお話です……」

「おい、人の話を聞けって！　無視するんじゃねえよ！」

「いいえ陽ひ代よ、大事なのは袖そで森もりさんのバグに影えい響きようを与あたえられるかどうか。つまり、恋こいの高こう揚よう感があれば模も擬ぎ的なものでもきっと効果があると思いますの」

「も、もぎてき？」

「それって要するに……」

　三人の目が俺おれの顔に向けられる。三者三様。希望の表情を浮うかべる日ひ出じ宮みやに、不満げに眉まゆをひそめる羽は住ずみ、赤面する妹。背筋にゾワリと、奇き妙みような波が伝った。

「……美み月つきちゃん、ホントに大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。袖そで森もりさんもこの人のことは気に入っていらっしゃいますし、それに、それにちょっとお貸しするだけですし……」

「か、貸すってなんだよ!?　一体俺おれに何をさせるつもりだ!?」

「ちょっとした実験、ですわ。袖そで森もりさんに元気を取とり戻もどしていただくための、ちょっとした実験。貴方あなたにも、袖そで森もりさんを助けたいという気持ちがおありですわね？」

「そ、そりゃあ勿もち論ろんできることなら助けてやりたいが……」

「なら是ぜも非もありませんわ。本当にこんなことが上う手まくいくのか、わたくしにはティースプーン一いつ杯ぱいの自信もありませんの。でも、他に手が無いのなら試ためしてみる価値はありましてよ。陽ひ代よも、雛ひなさんも、協力していただけますわね？」

「あったりまえじゃん、そんなの。アタシたちもこの委員会の一員なんだからさ」

「ひ、雛ひなも頑がん張ばるです！　頑がん張ばって袖そで森もり先せん輩ぱいに恩返しするです！」

　口々に声を上げる羽は住ずみ姉妹しまい。微ほほ笑えむ日ひ出じ宮みや。相変わらず理解の追いつかない俺おれを傍はた目めに、リーダーを欠いた福祉美化委員会ＦＢＩは新たな決議を下した。

　その欠けたリーダー、袖そで森もり今いまを救うために。

「決まりですわね。それでは福祉美化委員会ＦＢＩ、出動ですわっ！」




　題して、恋こいのドキドキ制御コントロール大作戦──全くもって意味がわからない上にネーミングセンスも最悪だ。が、三人はやる気と興奮に満みち溢あふれていた。それは相手が他でもない、袖そで森もりだからだろう。表向きの無む邪じや気きさと内に秘めた苦く悩のうで俺おれたちを救った我らがリーダー、袖そで森もり今いま。そして困ったことに、袖そで森もりを助けたいという思いだけは俺おれも全く同じだった。

　かくして妹の失言は、翌日、帰宅途と中ちゆうの袖そで森もりをとっ捕つかまえた俺おれの言葉に帰結するのであった。




「なあ袖そで森もり──今から俺おれとデートしないか？」







『いいですわね？　貴方あなたの任務は袖そで森もりさんに高こう揚よう感を与あたえて差し上げることですわ。なるべく多く、激しく。そうすればきっと何か変化があるはずですの』

「わかったよ。だが理り屈くつはともかく俺おれにそんな器用な真ま似ねができるとは思えんぞ？　自じ慢まんじゃないが女子と手を繫つないだこともないんだ、デートなんてそれこそ未知の世界だぜ」

『あら、わたくしのことはノーカンですの？　わたくしの初めてを奪うばっておいて今いま更さらそんな弱気は許しませんわよ』

「オマエまだそんなことを……」

『とにかく、自信が無ければわたくしたちの指示に従いなさい。昨日きのう説明した通り、デートプランはわたくしたちが用意いたしますの。それと、くれぐれも袖そで森もりさんには作戦のことを勘かん付づかれないようになさい。仕し込こみがバレたら高こう揚よう感も何もあったものではありませんもの。いいですわね？　それでは──まずその空いた片手をなんとかしなさい』

　そう言って日ひ出じ宮みやは一方的に通話を切る。相変わらず勝手な昼ひる飯めし仲間だ。横では袖そで森もりが居づらそうに手をモジモジさせながら俺おれの顔を窺うかがっていた。

「きゅ、急にデートだなんて、君は何を考えているんだい？　い、いい今のわたしとそんなことをしても楽しくもなんとも無いと思うんだが……」

　ちなみに今日きようの袖そで森もりは成人したばかりの女子大生といったところ。幼さが適度に抜ぬけて伏ふし目めがちな目元に艶なまめかしさが漂ただよっている。指示通り、そんな袖そで森もりに向かって俺おれは片手を差し出した。反応はこんな感じだ。

「なななんだいこの手は!?　そんな風に黙だまって突つき出だされても、わ、わたしには何がなんだか……じ、自じ慢まんじゃないが、わたしはデートなんて初めてでっ！　て、手を繫つなぐのも、そ、その……あぅ……」

「いいから」

「っ、わ、わかったよ！　繫つなごうじゃないかっ！　君とわたしの仲だ、は、はは恥はずかしがることなんて何も……っ！」

　袖そで森もりはプルプル震ふるえる指先で俺おれの手を摘つまむ。お互たがいの体温で、間に熱した鉄の棒でも挟はさんでいるんじゃないかってくらいに熱い。これが作戦の第一歩。前述の通り、これは俺おれにとっても初めての経験だった。

『上出来ですわ。それではポイントＢに移動なさい。陽ひ代よがピッタリの作品を見つけてくれましたわ』

　とは、携けい帯たいに表示された日ひ出じ宮みやからのメッセージ。画面をスクロールさせると映画館の予約コードが二人分出てきた。ホラー映画だ。続いて受信した本日のデートプランナー、羽は住ずみからのメッセージにはこんなことが記されていた。

『やっぱデートって言ったらコレでしょ！　場合によってはお触さわりオーケーだから。喜べこのド変態☆』

「そ、それで蜂はち賀が、これからどこへ行こうというんだい？　ま、まままさかとは思うけどえええっちなこととかはまだだめだからなっ！」

「んなことはしねえよ！　オマエまで変なこと言うんじゃない！　とにかく行くぞ、バカは放っておいてデートだデート！　さあ来い！」

「あ、ま、待ってくれ蜂はち賀が！」

　袖そで森もりの手を握にぎり返し、俺おれは歩き出す。目的地は映画館。袖そで森もりは顔を俯うつむかせたまま黙だまって俺おれに手を引かれている。『恋こいのドキドキ制御コントロール大作戦』とは、つまりこういう作戦だった。

　俺おれが〝カレシ役〟なるものを務め、袖そで森もりをデートに連れ出す。俺おれにはデートの経験なんて無いから、プランを考えるのは恋こいに夢見る女性陣じんの仕事。上う手まいことドキドキさせることができれば、袖そで森もりのバグにも変化があるかもしれない、というわけだ。

「バカな話だ、全く……」

「は、蜂はち賀が！　もう少しゆっくり歩いてくれ！　足がもつれてしまいそうだよっ！」

　しかしどちらかと言えば、バカらしく思うのは高こう揚よう感で袖そで森もりのバグをコントロールしようというその理り屈くつじゃない。いくら相手が袖そで森もりとはいえ華はなの女子高生、

「俺おれじゃ力不足もいいところだろうが……」

　オマケに暴走したら何をしでかすかわからない危険人物というわけで、できることといえば唸うなり声を上げる本能を貧ひん弱じやくな理性で抑おさえ込こむことくらい。まさしく八はつ方ぽう塞ふさがりである。

　だがそんな心配とは裏腹に、袖そで森もりの手は既すでにトクトクと小さな脈を打っていた。振ふり回まわすのは得意でも振ふり回まわされるのは苦手なのだろうか。そしてそんな袖そで森もりの緊きん張ちようは、映画館の上映スケジュールを見るなり一層強まるのであった。

「ま、まさか今からこれを観みようというのかい？　あまりいい考えとは思えないんだが……」

「ああスマン、映画は嫌きらいだったか？」

「いやいや映画は好きだ！　ひ、一人でもたまに観みにくるくらいだけど、こういうびっくりするやつはどうしても苦手で、その……できれば別のやつがいいというかなんというか……」

「……マジか」

　のっけから失敗じゃねえか。と、早さつ速そく絶望に見み舞まわれる俺おれの携けい帯たいがブルブル振しん動どうする。

『いや、それが狙ねらいだし☆』

　背後に目を向ければ、慌あわてて立て看板の裏に隠かくれる影かげ三つ。しかし控ひかえ目めに言っても頭に『美』が付く三人だから、そこにいることは周囲の視線で丸わかりだ。

『チャンスですわよ蜂はち賀が！　恋こいと映画でダブルノックダウンですわ！』

『そーそー。せっかくカップルシート予約したんだからさ、勢いでくっついちゃえ（笑）』

「や、やっぱりこっちのやつにしないか!?　こっちのアニメのやつのほうが断然面おも白しろそうだ！　君もそう思うだろう!?　ま、まさかもう予約してたりとかは……」

「……スマン」

「あぅ……」

「ま、まあたまにはいいじゃないか！　何も一人で観みようってわけじゃないんだ！　評判もいいみたいだし、二人で見れば案外面おも白しろいかもしれないぜ!?」

「うぅ……き、君がそう言うのなら我わが儘ままなことは言わないが……」

　呟つぶやきながら、袖そで森もりは繫つないだ手をキュッと握にぎり締しめる。朱しゆに染まる頰ほお。グラリと不自然に揺ゆれる俺おれの心臓。背後では歓かん声せいが上がる。

『いい感じですわいい感じですわ！　なんだかわたくしまでドキドキしますの！』

『コレで相手がアンタじゃなければ素す直なおに羨うらやましいと思えるんだけどなー。ちょっと三回くらい転生してきてくんない？（爆）』

「……よーし袖そで森もり！　そうと決まればコーラだコーラ！　もう飲まなきゃやってらんねえよ！」

「わ、わたし炭酸は苦手で……その……」

「わかったわかった！　コーラは無しだ！　もうキャラメルマキアートでもなんでもどんと来いだ！　ポップコーンも一いつ緒しよに買ってやる！」

　そうして俺おれたちは無む駄だに高い飲み物とポップコーンの山を調達し、ほの暗いシアターへと入場した。袖そで森もりは未いまだに俺おれに手を引かれ、気き恥はずかしそうに俯うつむきながらストローの先っぽに吸い付いている。なんというか、心臓が破は裂れつしそうだ。

『貴方あなた、もう少し優やさしく紳しん士し的に振ふる舞まいなさい。なんだか背せ伸のびしている中学生みたいでみっともないですわよ』

『アンタさぁ、それでも男？　ちゃんと生はえてんの？　なんかぎこちなさ過ぎて逆に笑えるんですケド（怒）』

「むぅ、さっきから君は何をしているんだい？　で、デートしようと言ったのは君なのに、そうやって携けい帯たいと睨にらめっこしているのは感心しないぞ」

「ああスマンスマン！　ちょっと調べものをだな！」

　そう言ってポケットに携けい帯たいを押おし込こむ俺おれ。不ふ機き嫌げんそう、というよりちょっと寂さびしそうな袖そで森もりの顔が余計に罪悪感を搔かき立たてる。

「全く、もう既すでにちょっと怖こわいんだからな？　わたしを一人にしないでおくれよ」

「スマン、俺おれもこういうのは慣れてなくてだな……ま、まあとにかく座すわろう！　どうやらココが俺おれたちの席みたいだから！」

　と、俺おれは最上段の真ん中に位置するソファ席を指差した。真まっ赤かな革かわ張りの二人がけソファ。つまるところ、特別料金の『カップルシート』。

　高いわりにどう見ても一・五人分の幅はばしか無いのは一体どういうことだろうか。その独特の雰ふん囲い気きに気け圧おされ、袖そで森もりも一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「ひ、一人にしないでくれとは言ったけど、これはちょっと違ちがうんじゃないかなぁ！」

「……スマン」

「き、君は一体何を期待しているんだい!?　やっぱりそういうのを期待しているのかい!?　君とわたしの仲だけど、さ、流石さすがにまだ早いんじゃないかなぁ!?」

「…………スマン」

「うぅ……なんだかだんだん君のことがわからなくなってきたよ……ま、まあ嫌いやなわけじゃ無いけど……」

　言いながらソファの端はしっこにチョンと腰こし掛かける袖そで森もり。さながら借りてきた猫ねこ。なんだかいつもの袖そで森もりらしくない、と思うのは今いま更さらだろうか。俺おれは怒おこったように振しん動どうし続ける携けい帯たいの電源を切り、袖そで森もりの横に座すわった。

　既すでに本編前の新作紹しよう介かいは始まっていた。で、すぐに本編も始まった。

　映画の内容は『ホラー映画はかくあるべき』とでも言いたげな王道物だった。主人公の腹から幽ゆう霊れいの顔が出てくる描びよう写しやにはどこかの昼ひる飯めし仲間を連想させられたが、丁てい寧ねいに作り込まれた空気感は下げ馬ば評ひよう通りの恐おそろしさだった。

　苦手なヤツに見せるには少し出来過ぎだろう。と、俺おれは不安に思って横の袖そで森もりへ顔を向ける。それと全く同時に、細い指先がピトッと触ふれた。

「わわっ、す、すまないっ！」

　そう言ってすぐに手を引ひっ込こめる袖そで森もり。太ふと腿ももに残る冷たい感かん触しよく。袖そで森もりは引ひっ込こめた手をモゾモゾと尻しりの下に挟はさみ、嚙かみ跡あとの残るストローの先せん端たんを咥くわえる。効果音が鳴るたび、丸まった背中がビクリビクリと震ふるえていた。

「……袖そで森もり、怖こわいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、だいじょうぶ、ちょっとだけだから……で、でも！　この映画は一人で見るようなものじゃないなっ！　もうちょっとだけ君の方に行っても、い、いいかなっ!?」

「それは別に構わんが……」

「じゃあお言葉に甘あまえてっ！」

　言うが早いか、袖そで森もりは勢い良く腰こしをずらして俺おれに体をくっつける。小さな肩かたを伝う心臓の鼓こ動どう。冷ひや汗あせの浮うかんだ首筋。それから骨ばった指先が俺おれの太ふと腿ももをヒシッと摑つかむ。小刻みに震ふるえるその手があまりにくすぐったくて、俺おれは無意識の内に自分の手を重ねていた。

「ひゃわっ！　び、びびびっくりするから突とつ然ぜん触さわらないでおくれよ……って、ああこら！　離はなすのはもっと駄だ目めだぞ！　不安になるじゃないかっ！」

　袖そで森もりはそう言って反対の手で俺おれの右手を押おさえ込こむ。どこからか、スクリーンの動きとは全く関係のない歓かん声せいが三人分聞こえた。

「ああもう正直に言おう……蜂はち賀が、滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわいぞっ！　夜寝ねられなくなったらどうしてくれるんだい!?」

「す、スマン、そんときは電話でもなんでも相手してやるから」

「約束だぞっ！　破ったらハリセンボンだからなっ！」

　とそのとき、一ひと際きわ大きな効果音とともに目の落おち窪くぼんだ幽ゆう霊れいの顔がドアップで映し出された。瞬しゆん間かん、袖そで森もりは声にならない悲鳴を上げて俺おれの体に覆おおい被かぶさった。

「は、はちがぁ……」

「ちょ、そ、袖そで森もり、い、息が……！」

「い、息くらいなんだいっ！　こっちは怖こわくて死にそうなんだぞ！」

　言いながら、袖そで森もりは平たい胸で俺おれの顔を締しめ上あげる。目的とは毛色の異なるドキドキが鼓こ膜まくにまで響ひびき、俺おれは一いつ瞬しゆん平へい衡こう感覚を失った。ドサッ、と肘ひじ掛かけに向かって倒たおれる俺おれ。のしかかる袖そで森もり。耳元でこんなことを呟つぶやく。
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「せめて君と一いつ緒しよだったのが救いだよ……も、もうちょっとだけこのままでいさせてくれ……」

「ま、まあ元々俺おれのせいだしな」

　と、平静を装よそおって返すが内心は全く穏おだやかじゃない。袖そで森もりに顔を擦なすり付つけられて、ドキドキしているのはむしろ俺おれの方だった。

「ッ、だ、だがそろそろ落ち着いてくれ！　いくらなんでも周りの目が……！」

「……周り？」

　ポツリと一言、袖そで森もりはようやく顔を上げる。妙みように嬉うれしそうな三人の分も含ふくめ、劇場中の視線が俺おれたち二人に突つき刺ささっていた。

　ボンッ、という音が確かに聞こえた。袖そで森もりはおずおずと俺おれの体から離はなれて居住まいを正し、その身を半分くらいにまで縮こませてストロー齧かじりを再開する。照てれ隠かくしの大きな咳せき払ばらいで視線を払はらい退のけ、俺おれも同じようにソファに座すわり直した。

　すると座面に投げ出した俺おれの手を、袖そで森もりがキュッと摑つかんだ。トクトクと脈打つこの感かん触しよくは、果たしてどちら側か。映画はまだ終わっていなかった。

「も、もう少し、もう少しだけ……」

　結局俺おれたちは映画が終わるまで手を握にぎり合っていた。で、エンドロールが始まるなり袖そで森もりは、

「きょ、今日きようは楽しかったぞっ！」

　なんて言葉を残して逃にげるように……というか文字通り逃にげていった。

「やっぱり上う手まく行くわけねえだろこんな作戦……」

　出口に消えていく袖そで森もりの背中を見つめながら、ガックリと肩かたを落とす俺おれ。自分の無能さに嫌いや気けが差す。が、そんな俺おれに向かってグッと親指を立てる女が一人。

「バッチリですわ！　流石さすがは陽ひ代よのデートプラン、といったところですわね！」

「ま、なんというか鉄板だよねこーゆーの。袖そで森もりちゃんって地味ーにアンタのこと頼たよりにしてるっぽかったし」

「袖そで森もり先せん輩ぱい……すっごく可愛かわいかったです……」

「とにかく初日は大成功ですわね。袖そで森もりさんが明日あしたどんなお姿になっていらっしゃるのか、今から楽しみですわ」

「……なあ、オマエは本当に毎日こんなことを繰くり返かえすつもりなのか？」

　俺おれの言葉に、日ひ出じ宮みやは意表を突つかれたとでも言いたげなキョトンとした表情を返す。なんというか、あからさまにバカにされるよりタチが悪い。

「貴方あなた、昨日きのうのお話をお忘れになって？　まずは高こう揚よう感を与あたえ続けてバグの傾けい向こうを探さぐらなければなりませんの。貴方あなたには明日あしたも明後日あさつてもデートを重ねていただく必要がありますわ」

「で、明日あしたは誰だれがデートプラン考えんの？　あ、アタシは別に二日連続でも別にいいんだケド……」

「ひ、雛ひなもちょっとやってみたいです！　お姉ちゃんばっかりはずるいですっ！」

「おまえら何か楽しんでないか!?　袖そで森もりのことはどこへ行ったんだよ!?」

「勿もち論ろん、袖そで森もりさんのためであることに変わりはありませんの。でも女性は恋こいを食べる生き物、わたくしたちが楽しいと思えなければきっと袖そで森もりさんにも楽しんでいただけませんわ。それに、貴方あなたも内心楽しいとお感じになられたのではなくて？」

「うっ……」

　俺おれは何も返せなかった。それで翌朝、早さつ速そくとばかりに小さくなった袖そで森もりを自転車の荷台に乗せていた。













「──袖そで森もり、ちゃんと、摑つかまってろ！」

「い、言われなくてもわかってるっ！」

　背後から叫さけび声ごえを返す袖そで森もり。しかし俺おれの脇わき腹ばらに添そえられた両手はどこか遠えん慮りよがちだ。ぷっくりとした手に弱いところを刺し激げきされ、こそばゆさが電流のように駆かけ巡めぐる。

　目の前には心臓が張はり裂さけそうになるほどの急坂。午前六時、まだ日も昇っていなかった。

『はぁぁー、なんだかドキドキしますぅ……』

　小さな無線イヤホン越ごしに羽は住ずみ妹の声が聞こえた。続いて日ひ出じ宮みやのこんな声。

『残念ですわ、次はわたくしの番と思っておりましたのに……でも、今の袖そで森もりさんには雛ひなさんが一番の適任ですの。蜂はち賀が、このチャンスをちゃんと活いかすんですのよ？』

　そう、今日きようの袖そで森もりは丁度中学生くらいの背格好なのである。あどけなさが色いろ濃こく、未成熟な肢し体たいは肉付きの悪さも相まって驚おどろくほど軽い。だからこそ延々とつづら折れを続けるこんな急坂でも登っていけるわけだが、ペダルを漕こぐたび、袖そで森もりは大きく左右に揺ゆれる荷台から振ふり落おとされそうになっていた。

「あわわっ、は、蜂はち賀がっ！　そんなに揺ゆらさないでくれ！　落っこちてしまいそうだ！」

「だから、ちゃんと、摑つかまってろって、言っただろうが！」

　そう言って脇わき腹ばらをまさぐる小さな手を摑つかみ、臍へそのあたりに押おし付つける。袖そで森もりはバランスを崩くずして本当に落ちそうになり、慌あわてて俺おれの体にしがみついた。

「うぅ……なんだか昨日きのうから強ごう引いんだぞ、蜂はち賀が。こんなに朝早くで、デートだなんて、君は一体何を考えているんだい？」

「いつも通り、なんにも考えちゃ、いねえよ。ただオマエに、見せたいものが、あるだけだ」

　息を切らしながら、無心にペダルを踏ふみ続ける俺おれ。目指すは丘の上の頂上。足の筋肉は既すでにパンパン、袖そで森もりの声も不安げだ。背中に伝わる鼓こ動どうも、きっとこの不安を反映してのことだろう。昨日きのうの似え非せデートに引き続き、色んな意味でドキドキだ。

『……なーんか、ベッタベタなんですケド』

『お、お姉ちゃんに言われたくないです！　お姉ちゃんの映画デートの方がベタベタのテンプレだったです！』

『そんなこと無いし！　あの席は結構上級者向けだって雑誌に書いてあったんだから！』

『雑誌雑誌って、お姉ちゃんいっつもそればっかりです！　経験無いのに見み栄えばっかり張ってちゃだめだって雛ひなも思うです！』

『なっ!?　言ったなぁ！　雛ひなだってこんな経験無い癖くせに！』

『二人とも、少し落ち着きなさい。ベタも悪いものではありませんわ。白いご飯はいつ食べても美お味いしいもの。デートも然りですわ』

『み、美み月つきちゃんまで……！』

「ああもう、うるせえな！　ガタガタ騒さわぐんじゃねえよ！　黙だまってろ！」

「はわっ、す、すまない蜂はち賀が、君がせっかくサプライズを用意してくれているのにあれこれ聞くのは野や暮ぼだった。ゆ、許しておくれ……」

「あ、や、違ちがう、オマエのことじゃない！　オマエのことじゃ無くて……って、ああもう！　とにかく黙だまってろ！」

　なんて苦くるし紛まぎれの叫さけび声ごえとほとんど同時に、俺おれたちはようやく頂上へと到とう達たつした。幸いにも太陽はまだ顔を出していない。背中に袖そで森もりを貼はり付つけたまま自転車を降り、俺おれたちは近くのベンチまで歩いた。

「うー……なんだかすっかり冷えてしまったよ……」

　言いながら、両手でモゾモゾと小さな尻しりをさする袖そで森もり。荷台に直接座っていたせいで凍こごえてしまったらしい。フェルト地の赤いスカートがその動きにつられてフヨフヨと揺ゆれる。呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめていると、耳元で羽は住ずみの妹が呟つぶやいた。

『チャンスです、蜂はち賀がさん』

「……そ、そんなに寒いのなら、お、俺おれの膝ひざの上にでも座すわってくれ。こんなベンチに尻しりを下ろすよりは、よ、よっぽど温かいはずだ」

　平手で軽く夜よ露つゆを払はらい、俺おれはベンチに腰こし掛かける。顔が赤くなっているのが自分でもよくわかる。袖そで森もりの動きがピタリと止まった。

「……セクハラかい？」

「ま、まあ違ちがうとは言い切れないな！　デートだし！」

　と、思い付くまま言葉を紡つむぐ俺おれ。『決して女性の魅み力りよくを否定してはいけませんわ』という日ひ出じ宮みやの忠告を俺おれなりに解かい釈しやくした結果だが、あまり冴さえた台詞せりふで無いことだけは確実だ。

「そ、そこはちゃんと違ちがうと言っておくれよ……それはそれで虚むなしいけど、今日きようはこんな姿だし、遠えん慮りよさせてもらうよ」

「そうか……そりゃ残念だ」

「残念って、じょ、冗じよう談だんでも変なことは言わないでおくれよ！　全く君って男はっ！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げながら、袖そで森もりは俺おれの横、濡ぬれたままのベンチにヒョイと腰こし掛かける。瞬しゆん間かん、猫ねこみたいな悲鳴を上げて文字通り飛び上がった。

「……ま、まあでも！　君がどうしてもと言うのなら考えてあげなくもないかなっ！」

「そうか！　そりゃよかった！　俺おれはどうしてもオマエを膝ひざに乗っけたい気分だからな！」

　好機とばかりに、脊せき髄ずい反射で言葉を返す俺おれ。今度は袖そで森もりまで真まっ赤かっ赤かだ。

「うぅ……全く、君って男は……」

　汗あせばんだ太ふと腿ももに、濡ぬれそぼった尻しりがチョンと触ふれる。硬こう直ちよくする俺おれの体。袖そで森もりの動きも油の切れたロボットみたいにぎこちない。やっていることは普ふ段だんとさほど変わらないはずなのに、この緊きん張ちよう感はなんだろうか。耳元では羽は住ずみの妹が興奮したように叫さけんでいた。

『いいですいいですいい感じです！　蜂はち賀がさん！　そのままコートで抱だきしめちゃってください！　袖そで森もり先せん輩ぱい・イン・ザ・コートです！　さあ早く！』

『ひ、雛ひな？　ちょっとテンション上げすぎじゃない？　なんか怖こわいんですケド……』

『でもいいアイデアですわね。蜂はち賀が、何をボサッとしているんですの？　ガバッといっちゃいなさいガバッと。指示は絶対ですわよ』

「人の気も知らないで……」

　小さくぼやく俺おれ。一体どこから覗のぞいているのやら、三人の暴走は止まらない。俺おれは意を決して上着のボタンを外し、袖そで森もりの上半身を包つつみ込こんだ。ビクリと震ふるえる小さな体。俺おれを見み遣やる大きな目。

　そこに映った自分の姿は気持ち悪いというかなんというか。まあ、おかげで体温が十度くらい上がったから暖だん房ぼうとしては合格だろうか。

　そうしてしばらくの間冷えた体を温め合っていると、次し第だいに空が白しらみ始めた。向かいの山の稜りよう線せん上、顔を覗のぞかせる太陽。町並みを侵しん食しよくしていくかのように、白い光が音もなく広がっていく。僅わずかに立たち込こめた朝もやは、谷あいに広がる俺おれたちの街を幻げん想そうの世界に沈しずめてしまった。

「……君が見せたかったのはこれかい？」

「そうだ。バグまみれで壊こわれかけのこんな世界だが、たまには綺き麗れいなもんだろう？　オマエに言わせればこれも皮肉なのかもしれないが、綺き麗れいなものはやっぱり綺き麗れいだ」

「蜂はち賀が……」

『はぁぁー、ロマンチックですぅ……』

『ま、まあ確かに悪くはないかもしれないわね、こういうのも。相手がアイツって時点で台無しだけど』

『むぅー！　お姉ちゃんさっきからうるさいです！　お姉ちゃんだって内心蜂はち賀がさんのこと嫌きらいじゃ無い癖くせに！』

『なぁっ!?　ななな何を言ってるのよ雛ひな！　そんなことあるわけ無いじゃないっ！』

『あるわけ無いわけ無いでーす。雛ひな知ってるです、お姉ちゃんがお気にのぬいぐるみに「ナオくん」なんて名前付けて一いつ緒しよに寝ねてるって』

『ちょっと陽ひ代よ！　それってどういうことですの！　説明なさい！』

『ご、ごご誤解よっ！　アイツの顔が深海魚みたいで気持ち悪いからってだけで、他の理由はなんにも無いんだから！　ほ、ホントなんだからぁ！』

　と、イヤホンの向こうは相変わらず騒そう々ぞうしい。対照的に、俺おれたちはそれ以上言葉を交かわすことも無く、眼下に広がる街の姿に見入っていた。

　既すでに太陽は昇のぼり切っていた。が、俺おれは袖そで森もりの体を離はなすのがなんだか妙みように惜おしくなった。揺ゆれる鼓こ動どうは反はん響きようし合ってどちらのものかもよくわからない。それでも時間が無いので意を決して立ち上がると、袖そで森もりはほんの一いつ瞬しゆん残念そうな顔を覗のぞかせた。

「ど、どうだ？　少しは楽しんでもらえたか？」

　俺おれのぎこちない問いかけに、袖そで森もりは小さく顎あごを引いて答える。本当に一体どこから覗のぞいているのやら、電波越ごしの三人はいかにも嬉うれしそうだ。

「わ、わたしとしては君が楽しんでくれているかどうかが疑問なんだが……一体どういう目的なのかは知らないけど、わたしはこういうの慣れてないから……」

　袖そで森もりは言った。コートの裾すそをモジモジと手で弄いじり、どこか不安げな顔を向ける。堪たまらず、俺おれは袖そで森もりの小さな頭を自分の胸に抱だき寄せていた。

　なんでそんなことをしたのか自分にもわからないし、その不思議な衝しよう動どうが過ぎ去ってみれば顔から火が出るほど恥はずかしい。おまけにイヤホン越ごしの黄色い悲鳴は鼓こ膜まくを突つき破やぶらんばかりだ。が、俺おれは更さらにこんなことを口走っていた。

「そんなの俺おれも同じだ。だから変な心配はしないでくれ。それよりもどうだ、俺おれとしてはもう少し俺おれの我わが儘ままに付き合ってくれると嬉うれしいんだが」

「蜂はち賀が、そ、それって……！」

　コクリと頷うなずく俺おれ。再び袖そで森もりを荷台に乗せ、急坂をジェットコースターのごとく駆かけ下くだる。それでも生あい憎にくと始業時間には間に合わなかったが、俺おれの心は奇き妙みような満足感に包まれていた。







　それから二週間、俺おれたちは毎日のように擬ぎ似じデートを重ねた。片かた腕うでサイズの袖そで森もりを抱かかえてお化け屋や敷しきを一周したり、寂さびれた喫きつ茶さ店てんで一日中のんびりしたり、大人おとなモードの袖そで森もりとブランド品店を冷やかしたり。相変わらず俺おれは日ひ出じ宮みやたちのデートプランに則のつとって行動しているだけだったが、二週間という時間が一いつ瞬しゆんに感じられるほど密度の濃い毎日だった。

　俺おれは言わずもがな、袖そで森もりも楽しそうに振ふる舞まっていた。実際楽しんでくれていたのだろうと俺おれは思う。理由の一つは、袖そで森もりのバグ。何日連続で出かけても、袖そで森もりは毎回違ちがう姿。子供から大人おとなまでランダムに変化する袖そで森もりのバグは、俺おれたちの時間にいつでも新しん鮮せんな驚おどろきをもたらしてくれた。だが、

　そのことが何よりも大きな問題であるということには、流石さすがの俺おれも気付いていた。

　そう、いくらデートを続けても、袖そで森もりのバグにはなんの変化も無かったのだ。

　結局、日ひ出じ宮みやたちの甘あまい期待はものの見事に裏切られてしまったわけだ。そして最後から二回目のデートで、俺おれたちは決定的な過あやまちを犯おかしてしまった。




「──ほら蜂はち賀が、今度はわたしの番だ。わたしだけ恥はずかしい思いをするというのも癪しやくだからね、口を開けておくれよ」

　と、袖そで森もりはフォークに絡からめたフェットチーネを突つき出だす。今日きようのデートは日ひ出じ宮みや発案、大人おとなびた風ふう貌ぼうの袖そで森もりに相応ふさわしい、シックな高級イタリアンレストランデート。手持ちの私服の中でも一番上等な一着に身を包み、俺おれたちはおおよそこの店の雰ふん囲い気きに相応ふさわしく無い児じ戯ぎに興じていた。

　テーブルの上に首を伸のばし、パックリと口を開ける。傍はたから見たらなんとマヌケな格好だろうか。これじゃあまるで酸欠の金魚。だが連日の辱はずかしめで強化されたメンタルに怖こわいものは無い。ふにゃっと満足気な笑え顔がおを見て、俺おれの心はにわかにざわついた。袖そで森もりの背後、三席向こうの一いつ卓たくで観葉植物の陰かげから身を覗のぞかせるデートプランナーたちの反応はこんな感じだ。

『はわわ……ひ、雛ひなもあんなことしてみたいですっ！』

『なんだか面おも白しろくありませんわね。貴方あなた、ちょっと堂々としすぎですわ。こうも甘あま々あまではただのバカップルではありませんの』

『何を言ってるんですか日ひ出じ宮みやさん！　それがいいんじゃないですか！　甘あま々あま最高です！』

「あはは、なんだか子犬に餌えさをあげてる気分だ。美お味いしいかい、蜂はち賀が？」

「味のことなんて俺おれに聞かないでくれ。それよりもどうだ、今度は俺おれの番だぞ？」

　そう言って、自分の皿から小さく巻き取ったパスタを差し出す。「ほら」と一言。「しょ、しょうがないなぁ」なんて言いながら長い髪かみを搔かき上あげ、緩ゆるんだ顔をこちらに寄せる袖そで森もり。軽く閉じた両まぶたと、小さく開けられた小さな口。

　化け粧しようといえばリップクリーム程度だろうか。淡あわい桃もも色いろの唇くちびる。その無防備な姿を見ていると、制せい御ぎよ不可能な悪戯いたずら心が湧わいてくる。俺おれは袖そで森もりの口を一周なぞるようにパスタを擦すりつけ、白いクリームで唇くちびるをテラテラと湿しめらせた。すると袖そで森もりは非難めいた、それでいてどこか楽しげな目を向け、そのホワイトクリームをぺろりと舐なめ取るのだ。横では純じゆん朴ぼくそうなウェイトレスが口をパクパクさせながら俺おれたちの行こう為いに見入っていた。

「なんだか、頭がどうにかなってしまいそうだよ」

「そりゃマズい。バカは俺おれだけで充じゆう分ぶん、オマエまでこんな風になっちまったらＦＢＩはオシマイだぜ？」

　そう言うと、袖そで森もりは少し具合の悪そうな顔をする。

　理由は一つ。袖そで森もりは未いまだに委員会活動に復帰してはいなかった。そして顔を引ひっ込こめようとする袖そで森もりに向かって、俺おれは再度フォークを差し出した。袖そで森もりは少しだけ躊躇ためらいを見せながらも、形の整った口をもう一度開いてぱくっと食いついた。

「……それは違ちがうよ。君がいるから、あの委員会は大だい丈じよう夫ぶだ。君や皆みんながいるから、福祉美化委員会ＦＢＩは永遠不ふ滅めつ。君たちはわたしみたいに弱くないからね」

「滅めつ多たなことを言うなよ、アレはオマエが作った委員会じゃないか。それに俺おれはまだちゃんとＦＢＩに入ると宣言したわけじゃ無いんだ、オマエがいないと困るぜ？」

「そうか、そういえば確かにそうだったね。やれやれ、君を仲間に引き入れることがこんなに難しいことだったなんて想像もしてなかったよ」

　クスリと笑う袖そで森もり。続けてこんなことを言う。

「それでも君を委員会に誘さそってよかったよ。少しネガティブすぎるきらいはあるけど、君は期待以上の人だった。バグのおかげかな、君には他の人にできないことができる。普ふ通つうの人なら躊躇ためらうようなことも、君ならできる。だから皆みんな、君に救われたんだろう。日ひ出じ宮みやちゃんも陽ひ代よちゃんも、わたし一人じゃ助けてあげられなかったはずだ」

「やめてくれ。何度も言うが、買かい被かぶりすぎだ。俺おれはただ必死にこのバグった世界の中でもがいているだけで、誰だれかを助けたなんていう実感は無い」

「でも君は今、こうしてわたしのことも助けようとしてくれている。これはつまり、そういうことなんだろう？　わたしが恋こいとか青春とかそんな話をしたから、君はそれを与あたえてくれようとした。最初はデートだなんて何事かと思ったけど、つまりそういうことなんだろう？」

「ッ、それは……！」

　と、誤ご魔ま化かしの言葉を探して機能停止する俺おれの耳元で、日ひ出じ宮みやが呟つぶやいた。

『蜂はち賀が、肯こう定ていなさい』

「……ああ、その通りだ。どうだ、少しは元気になってくれたか？」

「勿もち論ろん。でもそう言ってしまうとこういう毎日も終わってしまいそうで寂さびしいね。できることならもう少し続けていたい、なんて我わが儘ままは言うべきじゃないんだけど」

　そう言う袖そで森もりの、本当に寂さびしそうな顔が俺おれの心に突つき刺ささる。しかし、だからといって袖そで森もりの気持ちが理解できたわけでは無かった。実を言えば、こうやって毎日同じ時間を過ごしていても尚なお、俺おれは袖そで森もりの悩なやみをきちんと理解してはいなかった。

　それはきっと、俺おれに同じ思いを抱いだいた経験が無いからだろう。見た目のことでは無い。自力で生きる力を追い求めてきた俺おれにとって、他人との交流を口くち惜おしいと思うことがそもそも異質なのであった。羽は住ずみのときとは何もかも違ちがっていた。

「……なあ、袖そで森もり」

「ん？　なんだい蜂はち賀が？」

　チョンチョンと口元を拭ふきながら、どこか期待に満ちた視線を向ける袖そで森もり。大人おとなびた雰ふん囲い気きの中に、いつもの無む邪じや気きさが顔を覗のぞかせていた。

　俺おれは何か言おうとした。しかし何を言おうとしていたのかは、あとになって考えてみてもまるで思い出せなかった。騒さわぎが起きたのは、丁度そのときだった。

「──ですから！　店内でそういう行こう為いは困ります！」

　店長らしき女性店員の声が店中に響ひびき渡わたる。袖そで森もりの向こう、店てん舗ぽ入口。そこには、パンツスーツ姿の女性と口論を繰くり広ひろげる羽は住ずみの姿があった。

「こ、行こう為いって何よっ！　まだ何もしてないじゃない！」

「何かされてからでは遅おそいんです！　とにかくそのような格好でご入店していただくわけにはいきません！」

　ビシッ、と真まっ直すぐ伸のばされた指の先には羽は住ずみの両足。動くたび、可愛かわいらしいコートの下からチラリと覗のぞく艶つややかな拘こう束そく具ぐ。全身から冷ひや汗あせがドッと流れた。

「これはそういうのじゃないってさっきから言ってるじゃない！　変な勘かん違ちがいしてないでさっさと入れなさいよ！」

「駄だ目めです！　承服できません！　いいから早く帰ってください、警察呼びますよ！」

「あーもー！　なんでわかってくれないかなぁ！」

　腹立たしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ羽は住ずみ。その動きにつられて愛用のボンデージはギシギシカチャカチャと危険な音を奏かなでる。店員がそういう勘かん違ちがいをするのも無理は無いだろう。周囲を窺うかがえば、袖そで森もりを除く店中の視線が二人に集まっていた。

　ちなみになんで袖そで森もりだけが違ちがう方向を向いているかといえば、俺おれが両手で頰ほおをガッチリと拘こう束そくしているからだ。訝いぶかしげな視線を向けながら、袖そで森もりは言った。

「……蜂はち賀が、この手はなんだい？」

「あ、いや！　なんでも無い！　そ、それよりもう一口どうだ!?」

「もう一口って、手が塞ふさがっているのにどうやって食べさせてくれるんだい？」

「そ、それは……っ、わ、わかった！　じゃあ次はオマエの番だ！　俺おれが食う！　あーんって、ほら、あーんってホラ！」

　必死の形ぎよう相そうでガバッと口を開ける俺おれ。まるで獲物に喰くらいつく寸前のホオジロザメ。先さき程ほどまでの和なごやかな雰ふん囲い気きはどこへやら、袖そで森もりは小さく悲鳴を上げて身を捩よじった。

「い、一体どうしたんだい!?　なんだか怖こわいぞ蜂はち賀がっ！　放してくれ！」

『不ま味ずいですわね……貴方あなた、絶対離はなしてはなりませんわよ！　わたくしたちのことがバレたらこの作戦も台無しですわ！』

「わかってる！　わかってるから早く何とかしてくれ！」

「わ、わかってるって一体なんのことだい!?　蜂はち賀が、ちゃんと答えてくれっ！」

「いいから！　オマエは！　俺おれのことだけ！　見てろって！」

『あわわわ……お、お姉ちゃんがピンチです……！』

　イヤホンには震ふるえる声。一いつ瞬しゆんだけ目を向ければ、無理に押おし入いろうとして取っ組み合いを始める羽は住ずみと店長の姿が見えた。騒そう然ぜんとする店内。元が静かな店だったから余計にそう思うのだろう。店長を助けようとして、ウェイトレスたちが集まり始める。

『っ……ちょっと行ってきますわ！』

「あ！　オイ待て！」

　叫さけぶ声は、しかし、焦あせる日ひ出じ宮みやには届かない。周りも見ずに席から飛び出す日ひ出じ宮みや。その先には不安げに店先を窺うかがうウェイトレス。給きゆう仕じの途と中ちゆうか、盆ぼんの上にはワインが二つ。

　咄とつ嗟さに身をかがめ、日ひ出じ宮みやは盆ぼんをかわしてウェイトレスのスカートへ飛とび込こむ。当然、そこには音も衝しよう撃げきも無い。が、ウェイトレスはむしろ自分の体から女の子が飛び出してきたことに驚おどろいた様子で派手にすっ転んだ。手に載せた盆ぼんから俺おれたちの方へ、ワイングラスが飛んだ。

「……ッ！」

　咄とつ嗟さに、俺おれは両りよう腕うでで顔面を庇かばう。肘ひじを掠かすめるワイングラス。その隙すきに、袖そで森もりは自分の背後へ目を向けた。二人のエージェントが織り成す、どうしようもないカオスへ。

「羽は住ずみちゃん……日ひ出じ宮みやちゃん……どうしてここに？」

　それから俺おれに視線を戻もどし、袖そで森もりは言った。

「これは、これは一体どういうことだい？」

「……作戦中止だ。全員、集合しろ」

　繫つなぎっぱなしの携けい帯たい電話に向かって、俺おれは言った。袖そで森もりの困こん惑わくした表情を、俺おれは直視することができなかった。




「も、申し訳ございません、お嬢じよう様さまのご友人とは気付かずにとんだ無礼を……」

「そんな、いけませんわ。どうぞお顔をお上げになって。ちゃんと説明していなかったわたくしたちが悪いんですもの。それよりもこのお部屋、本当にいいんですの？」

「ええ、構いません。どうぞごゆっくり。すぐに料理もお持ちしますね」

　そう言ってもう一度頭を下げ、スーツ姿の女店長は個室を後にする。騒さわぎのあと、俺おれたちは自分と羽は住ずみの関係を明かした日ひ出じ宮みやによって店奥おくの一室に通された。

　特別な客のための特別な部屋といったところか、調度品の質も明らかに違ちがう。普ふ段だんならさぞかし居い心ごこ地ち良よく感じられることだろう。だが今の俺おれたちにはどこでも同じ、針のむしろだった。

「それで、ちゃんと説明してくれるんだね？　君たちの作戦とやらを」

　袖そで森もりは言った。だがその声はむしろ『聞きたくない』とでも言いたげだ。俺おれたちは顔を見合わせ、観念した様子で日ひ出じ宮みやが説明を始めた。

「信じてくださいまし、貴女あなたを騙だますつもりはありませんでしたの！　わたくしたちはただ、貴女あなたの悩なやみを取り除いて差し上げたかっただけなんですの！　貴女あなたのバグをコントロールする方法を見つけて、それで……」

「バグを、コントロール？」

「ええ、つまり──」

　困こん惑わくする袖そで森もりに向かって、日ひ出じ宮みやは計画の一いち部ぶ始し終じゆうを語って聞かせた。俺おれたちのバグと袖そで森もりのバグの違ちがい。そこに打ち立てた一つの仮説。可能性。擬ぎ似じデートというアイデア。

　相変わらずその原理は理解不能だ。ただ意外だったのは、袖そで森もりも俺おれと似たような反応をしたことだった。

「日ひ出じ宮みやちゃん、羽は住ずみちゃん……もしかして蜂はち賀がのバグが伝う染つったのかい？」

「そ、そんなことはありませんわ！　わたくしたちは本気で貴女あなたをお救いしようと！」

「本気だとしたらそれもそれで問題だよ。バグを操あやつるなんて、確かにそれは夢のある話だ。でも夢でしかないから、バグはバグなんだよ」

　そしてナプキンへ視線を落とし、探さぐるような口調で袖そで森もりは言った。

「実を言うとね、わたしも似たようなことをしたことがあるんだ。毎日寝ねる時間を変えるとか、ご飯の量を変えるとか、もっと凄すごいこととか。でも、何一つ変わらなかった。訳が知りたくて研究医に尋たずねたら、こう言われたよ。『残念だけどそれが君のバグなんだ』って。君たちがバグを発現するよりずっと前のことだ」

「それって、ど、どゆこと？」

「君たちの予測も間ま違ちがいじゃないんだ。バグった機能もバグったなりの法則性を持っている。だからこそ、結果がランダムのように見えるのにもそれなりの理由があるんだ。わたしのバグはほんの僅わずかな違ちがい、それこそ睡すい眠みん時間の一、二分の違ちがいにも機き敏びんすぎるほど反応してしまう。だからそれをコントロールするのは、原理的には可能でも現実的には不可能なんだ」

「そんな……！」

　息を吞のむ日ひ出じ宮みや。料理を運んできた店員も、空気の重さを感じて一いつ瞬しゆん狼狽うろたえる。贅ぜい沢たくな肉料理だが、誰だれも手をつけようとはしなかった。

「袖そで森もりさん、ごめんなさいです……雛ひなが、雛ひなが変なことを言わなければ……」

「ああいや！　君たちを責めるつもりはないんだ、そんな風に謝あやまらないでおくれ！　わたしのことを気にかけてくれていたことには本当に感謝してる。君たちを責める気持ちなんて、わたしにはこれっぽっちもないよ」

「で、でもっ！」

「それに、これはやっぱりわたしの問題なんだ。わたしが情けないばかりに苦労をかけてしまって、謝あやまらなければならないのはむしろわたしの方だ。すまない、皆みんな」

「袖そで森もりちゃん……」

「本当にすまない。悪いのはわたしだ。リーダーなのに委員会をほったらかしにして、わたしは一体何をしていたんだろうね。皆みんなの気持ちだけでわたしはもう大だい丈じよう夫ぶだ。明日あしたからは活動も再開する。約束するよ。だからごめん……最後に今日きようだけ一人にさせておくれ」

「ッ、ま、待ってくれ！」

　席を立つ袖そで森もりを、俺おれは追いかけた。個室を出て、店の真ん中。今度こそ逃にげるその肩かたを捕つかまえる。だが言葉をかける前に、袖そで森もりは言った。

「君には特別謝あやまらないといけないね。とんだ面めん倒どうをかけてしまった。君の趣しゆ味みはよくわかっていたはずなのに。だから、だからこれは、きっと天てん罰ばつなんだろう……」

「オマエ、何言って……！」

「蜂はち賀が、また会おう。また明日あした、これまで通り委員会で。君とのデート、楽しかったぞ」

　袖そで森もりは俺おれの体を突つき飛とばし、再び駆かけ出だした。俺おれはすぐに起き上がって追いかけたが、エレベーターの扉とびらは俺おれを待ってはくれなかった。

　翌日から、袖そで森もりは宣言通り委員会活動に姿を現すようになった。そしてその振ふる舞まいも、表面的にはいつもと少しも変わらないように見えた。







「──それじゃあ皆みんな、明日あしたもよろしく頼たのむよ！」

　そう言って美術部室の扉とびらから元気よく飛び出していく袖そで森もり。残された俺おれたちも各おの々おの帰かえり支度じたくを始める。今日きようの活動は百どう々どう先せん輩ぱいの手伝い。新作の構想が固まったということで、福祉美化委員会ＦＢＩに協力要よう請せいがあったのだった。

「それではわたくしたちも帰宅いたしますわ。蜂はち賀が、ごきげんよう」

「蜂はち賀がさん、さよならです」

「ああ、また明日あした」

　接着剤ざいを拭ふき取とりながら、日ひ出じ宮みやと羽は住ずみ姉妹しまいを見送る。扉とびらが閉まったのを見て、百どう々どう先せん輩ぱいが櫛くしを片手に隣となりの椅い子すへ腰こしかけた。

「…………袖そでちゃん、元気無かった。あなたは、何か知ってる？」

「知ってる、って言いたいところなんですけどね。ちょっと微び妙みようです」

　言いながら、櫛くしを受け取って先せん輩ぱいの髪かみを梳とかす。くすぐったそうな声。櫛くしを入れるたびピクピクと震ふるえる白い首筋。なんだか悪いことをしているような気分になるのは仕方の無いことだろう。それでも、俺おれの心が以前のような興奮に囚とらわれることは無かった。

「んんっ……そ、それは、っ、どうして？」

「きっと、俺おれがバカだからでしょう。ヒントはたくさん貰もらってるはずなのに、俺おれにはアイツの気持ちがわかりません。寂さびしいだなんて言われても、俺おれにはわからないんです」

「…………さみ、しい？　袖そでちゃんが？」

「ええ。バグのせいで皆みんなと同じ時間を過ごせないって、自分の時間はグチャグチャだって、アイツは言ってました。皆みんなと違ちがうって、そんなに嫌いやなことなんでしょうか」

「…………まあ、嬉うれしいことでは、ないと思う。けど、袖そでちゃんがそう言うのは、ちょっと変」

「やっぱり先せん輩ぱいもそう思いますか？」

「…………思う。だって袖そでちゃんには、あなたがいる。あの子たちも。昔の袖そでちゃんがそう言うのなら、わかるけど、今の袖そでちゃんは、一人じゃない。だから、変」

「俺おれたちが、ですか？」

　気付けば手が止まっていた。催さい促そくするような視線を向けられ、俺おれは慌あわてて髪かみ梳ときを再開する。奇き妙みような時間だ。たびたびその身をヒクつかせながら、先せん輩ぱいは言った。

「…………皆みんなって、言葉の意味は、っ、わからないけど、二人なら、寂さびしくない。私はそう、思うんだけど……っ、違ちがうの、かなぁ？」

「……どうでしょうね。やっぱり、俺おれにはわかりません」

　俺おれは言った。それからまたしばらく先せん輩ぱいへのご奉ほう仕しを続け、陽ひが傾かたむいた頃ころになってようやく帰路に就ついた。

　下宿の扉とびらには、未いまだ袖そで森もりの貼はり付つけた一枚の紙が残っていた。そして自分の部屋だというのに、そこに自分一人しかいないというのは不思議な違い和わ感かんがあった。レトルトカレーで夕食を済ませ、簡単にシャワーを浴び、雑然とした部屋に寝ね転ころぶ。今夜はきっと眠ねむれないだろう。俺おれは思った。

　こんがらがった心を解きほぐそうにも、俺おれにはその能力が無かった。

「……寂さびしい、か」

　俺おれは一人だった。が、それは俺おれの望んだ孤こ独どくだった。俺おれは自力で生きることを尊しとして人生の舵かじを大きく切った。かつての友人はもう側にはいない。頼たよるといけないからと、両親や妹からも離はなれて暮らしている。それは間ま違ちがった決断では無かったと、俺おれは今でもちゃんとそう思っていた。

「皆みんなと一いつ緒しよだなんて、そんなことになんの意味もねえだろ。俺おれたちは他のヤツらとは違ちがう、バグってるんだから」

　自分の言葉が狭せまい部屋に反はん響きようする。俺おれは寝ね返がえりを打った。消したままのテレビ画面に、頰ほおの小さなマークが映っていた。

「……コイツが無かったら、俺おれにもオマエの気持ちがわかるのか？」

　言いながら、頰ほおを撫なでた。同時に、俺おれの脳のう味み噌そは勝手にマークのない自分の姿を想像し始めていた。

　今とはまるで違ちがう自分。勉強はできてもスポーツはからきしで、体育の失態を友人に慰なぐさめられている自分。自分は医者になるつもりだからボール遊びに興味は無いなんて強がりを言って、そうだそうだとしきりに頷うなずく親父おやじをお袋ふくろがたしなめる。それでも俺おれには俺おれなりの矜きよう持じがあって、得意なことには躍やつ起きになって励はげむのだ。今のような不安も無く、歩む先には希望があり、いつしかそんな俺おれを慕したってくれる人も現れて──

「くだらねえよ、そんなの、今いま更さら、くだらねえんだよ……！」

　だがどういうことだろうか。空想の中で、俺おれは自分と並んで歩く人物に袖そで森もりの姿を当てはめていた。そして翌朝、機能停止に陥おちいった俺おれを起こしてくれたのは、その袖そで森もりだった。




「──オマエ、どうしてここに？」

「日ひ出じ宮みやちゃんから君が学校に来てないと聞いてね、心配で様子を見に来たんだ。一人でフリーズしてたらいけないと思って。言ってみれば、これもわたしの活動かな」

「……スマン」

「謝あやまらないでおくれよ。そこは『ありがとう』と言うべきところだ」

　寝ね間ま着きの裾すそをくしゃりと握にぎり締しめる袖そで森もり。今日きようは卒業間近の小学生といったところか。俺おれは自分の腹に跨またがるその小さな体越ごしに時計を見た。もう昼にほど近い時間帯だった。

「授業は？」

「自主休業、かな。たまにはいいじゃないか。こんな格好で学校にいるより、わたしは君と一いつ緒しよにここにいたいよ」

「一いつ緒しよにって、まさかオマエずっとここに？」

　問いかけに、少しバツの悪そうな顔をしてコクリと頷うなずく袖そで森もり。それから上半身をゆっくりと傾かたむけ、俺おれの体の上に突つっ伏ぷした。

「たまにはいいじゃないか、たまには。わたしは少し疲つかれてしまったよ」

「……そうだな」

　腹の上から落ちないよう、俺おれはその背中に手を回した。袖そで森もりは一いつ瞬しゆん体を硬こう直ちよくさせたが、すぐに息を漏もらして眠ねむりに落ちるかのごとく力を抜ぬいた。時計の音だけが狭せまい部屋に響ひびいていた。

「……なあ袖そで森もり、一つだけ教えてくれ」

「ん？」

「オマエはどうして、あの委員会を作ったんだ？　困ってる〝バグ持ちアブノーマル〟を助けたいって、オマエがそこにこだわる理由はなんなんだ？」

　俺おれは言った。袖そで森もりはモゾモゾと顔を覗のぞかせ、半開きの眼めで俺おれの顔を見つめた。

「……君も薄うす々うす感づいてるんじゃないかな？　わたしが皆みんなを助けたいと思うのは、福祉美化委員会ＦＢＩを作ったのは、助けて欲ほしいという思いがわたしにもあるからなんだ。言ってしまえば、同じ思いが皆みんなにもあることを確かく認にんしたいだけなんだ。弱いのは自分だけじゃないって、そう思いたいだけなんだ」

　それから袖そで森もりは、その朧おぼろ気げな視線を俺おれに向けたまま、どこまでも平へい坦たんな声でこう続けた。

「君を委員会に誘さそったのも同じ理由だよ。君のバグは深刻だ。わたしのこれよりずっとずっと。考えごとをするだけでフリーズするなんて、自分がもしそんなバグを発現していたらと思うと怖こわくて堪たまらないよ。でも君は、そんなバグと正面から向き合って、自力で乗のり越こえようとしていた。あまりにも眩まぶしかった。だからわたしは君を助けたかった。君を助けて、自分の弱さから目を背そむけたかったんだ」

「……オマエはやっぱり、嫌いやなのか？　こんな風にバグっちまってるっていうのは」

　言いながら、俺おれは前まえ髪がみの間に覗のぞく丸い額を撫なでた。少しくすぐったそうな顔をして、袖そで森もりは小さく頷うなずいた。

「寂さびしいんだ。堪たまらなく。今という時間は一度しかない。君と一いつ緒しよにいるこの時間も、わたしの人生でこれきりだ。それなのに、わたしのこの体は五年も前のものだ。わたしの人生はその繰くり返かえしなんだ。他の誰だれとも合うことのない時間を生きてる。皆みんなの時間から切きり離はなされて、わたしは一人ぼっちだ。少し見た目が変わるだけなのに何をそんなにと思うかもしれない。でも弱いわたしにはたったそれだけのことが辛つらいんだ。バグなんか無くなって皆みんなと一いつ緒しよの人生を歩めたらどんなにいいかって、思ってしまうんだ」

「……皆みんなと一いつ緒しよの人生、か」

「君のせいだよ。悪いのはわたしだけど、君のせいだ。君と一いつ緒しよに映画を観みたり、ご飯を食べたり、楽しかった。楽しかったから、きっと余計にそう思ってしまうんだ。噓うそのデートだなんて、そんなの酷ひどいよ。酷ひどいよ蜂はち賀が……」

　どこからか、犬の鳴き声のようなクゥーという音がした。同時に、袖そで森もりが顔を赤らめて俺おれの胸を叩たたく。俺おれはそんな袖そで森もりの体を引ひき剝はがして立ち上がり、ちゃぶ台の側に座すわらせた。

「飯めしにしよう。俺おれも腹が減っちまった」

「……もう」

　学校に行く気にはなれなかった。カップラーメンで簡単に昼ひる飯めしを済ませ、俺おれたちはそのまま狭せまい下宿で一日過ごした。寝ねているのか、起きているのか、自分でもわからなくなるようなゆったりとした時間。ドロドロに溶とけ出してしまったかのような曖あい昧まいな時間。平日の午後、まるで世間から切きり離はなされてしまったかのようにすら感じられた。

　袖そで森もりの時間はいつもこんな感じなのだろうか。俺おれはふと思った。しかしそれでも、寂さびしいという感情は湧わかなかった。

　何な故ぜだろうか。俺おれにはやはり未練など無かったのだろうか。あるいは、この空間にいるのが俺おれ一人ではないからだろうか。百どう々どう先せん輩ぱいの一言が頭をよぎって、俺おれは膝ひざの上にボンヤリと寝ねそべる袖そで森もりへ視線を落とした。

「できることなら、ずっとこうしていたいよ。ずっとこうして、世界の終わりまで……」

「……そんなの、俺おれは嫌いやだぜ」

　何をすべきかなんて、わからない。上う手まくやれる見み込こみも無い。でも、

　伝えたいことがあるという思いだけは、ハッキリとしていた。

「袖そで森もり、俺おれともう一度、デートしてくれないか？」







「そ、それで、君はわたしをどこへ連れて行ってくれるんだい？」

「それを聞かれると少し困るな。実を言うと、俺おれは何も考えちゃいないんだ。まあなんだ、たまにはそういうのもいいじゃないか。行き当たりばったりなんてまさに俺おれらしい」

「な、何も考えて無いって……誇ほこるようなものじゃないだろう、それは」

　そう言って不安げに俺おれの顔を見上げる袖そで森もり。身長は俺おれの半分強きよう、手足はぷくぷくと丸みを帯び、体に比べて大きな頭が細い首の上で不安定に揺ゆれている。まるで俺おれの覚かく悟ごを試ためすかのごとく、今日きようの袖そで森もりはこれまでで最も小さく幼い容姿をしていた。最も早はや幼よう稚ち園えんに入りたてとか、そんなレベルだ。

　だが、今となってはそんなことなどもうどうでもよかった。いくら水色チュニックの似合いそうな姿をしていても、目の前にいるのは袖そで森もり今いま。俺おれの世界の救世主。その証しよう拠こに、剝むき出だしのおでこにも変な男口調にも少しも変わりは無かった。

「まあまあ、とりあえず適当にぶらつこう。何があっても無くても、オマエがいればそれで充じゆう分ぶん。気楽にいこうじゃないか。ほら、手ぇ出して」

「意味がわからないよ……うぅ、不安だなぁ……」

　言いながらも、袖そで森もりは俺おれの親指ほどしかない小さな手を差し出す。マシュマロみたいな感かん触しよく。トテトテと狭せまい歩ほ幅はばに合わせ、ゆっくりと歩き始める俺おれたち。

　舞ぶ台たいは我らが城しろ峰みね学園。学校デートとでも言えば少しは聞こえがいいだろうか。宣言通り、俺おれはなんのプランも用意していなかった。そしてそのノープランこそが、言ってみれば、俺おれのデートプランだった。

　だってそう、俺おれには考えるアタマが無い。日ひ出じ宮みやや羽は住ずみ姉妹しまいのように気の利きいたデートを用意する能力など、俺おれには無いのだ。であれば、俺おれは俺おれの道を行くまで。

　何をすべきかわからないのなら、頼たよる相手は理性じゃない。

　俺おれに残された僅わずかな知性。それは最後の希望か足あし枷かせか。深く息を吸すい込こみ、ゆっくり口から吐はき出だすとともにそっと手放す。俺おれは自分の愚おろかさ、これまで何度も自分を救った欲望まみれの本能に、身を委ゆだねた。

　これは危険な賭かけだ。どんな結末が待ち受けているのか、自分にもわからない。だが自分の力に袖そで森もりを救える可能性が少しでもあるのなら、俺おれはそこに賭かけてみたかった。

　目の前が急に明るくなったような気がした。もう未練などどこにも無かった。意図的に引き起こした暴走状態の中で、不思議な高こう揚よう感が俺おれの心と体を支配していた。

「それで、君は今どこへ向かっているんだい？」

「さあな。足の向くまま、気の向くまま。着いたところが目的地だ」

　で、俺おれの足が最初に向いたのは中等部のグラウンドだった。俺おれたちはいつか身を隠かくした器き具ぐ庫この側に立ち、しばらくボンヤリとコートを駆かけ回まわる中学生たちを眺ながめた。

「ところで袖そで森もり、オマエはスポーツとかやらないのか？」

「やらないよ。わたしの体を見ればわかるだろう？　それに今は委員会活動で忙いそがしいからね」

「長々休んでた癖くせに何言ってんだよ。よーし、それならたまには体でも動かすか。今の俺おれにはこっちの方が得意だからな。ほら、こっち来い」

「あわわっ！　は、はちがっ！」

　暴れる袖そで森もりを抱かかえ上あげ、片かた腕うでに小さな尻しりを引っかける。二、三度背中を叩たたいてやると、袖そで森もりはすぐに大人おとなしくなって俺おれの首にしがみついた。

「うぅ、子こ供ども扱あつかいしないでおくれよ……」

「そんな見た目で何言ってやがる。ほら、ちゃんと摑つかまってろ。おーい！　羽は住ずみー！」

　器き具ぐ庫こ裏から歩み出て、俺おれは叫さけんだ。声に気付いたラクロス少女たちは順々に足を止め、こちらに目を向けて驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

「げっ、変態男！」

「ぶ、部長ー！　大変です！　あの不ふ審しん者しやがまたここに！」

「しかも幼女抱かかえてます！　完全に不ふ審しんです！」

「ちょ、皆みんな落ち着いて！　落ち着いて私の後ろに！」

「あれ？　蜂はち賀がさん、どうしてここに？」

「俺おれたちも参加させてもらえないかなーと思ってな。ちょっとだけでいいんだが、どうだ？」

「参加ですか……あの、男子と女子はルールが違ちがうから難しいと思うんですけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、そもそもどっちのルールも知らん。それにラケットを持つのはコイツだから」

　そう言って、俺おれは腕うでの中でそっぽを向いている袖そで森もりの背中をもう一度叩たたく。「ひゃうっ」と小さく叫さけんで、袖そで森もりは非難めいた目を向けた。

「なんだか袖そで森もりさん、今日きようは一段と小さいです……ひ、雛ひなも抱だっこしてみていいですか？」

「残念だが今日きようはダメだ。変なお願いをしておいて断るのもなんだが、今日きようはデートなんでな」

「は、はちがっ！」

「あれ？　あの作戦、まだ続いてたんですか？」

「いいや。まあなんでもいいじゃないか、それより五分だけでも混ぜてくれたら嬉うれしいんだが」

「まあ、そういうことでしたら……」

「ちょっと！　そんなのダメに決まってるじゃない！」

　羽は住ずみの背後で密集しているラクロス部員たちから声が上がった。

「雛ひな、危ないわよ！　早くその男から離はなれなさい！」

「そーよ雛ひな！　襲おそわれちゃったらどうすんのよ！」

「……歓かん迎げいされないとは思っていたが、すっかり犯罪者扱あつかいだな」

「一応事情は話したつもりなんですけど、ちょっとインパクトが強すぎたみたいで……」

「ま、ムリに付き合わせる必要も無いか。羽は住ずみ、相手してくれよ」

　言いながら、俺おれはコートに歩み出た。誰だれのものともわからないラケットを拾い上げて袖そで森もりに抱かかえさせ、落ちていたボールを蹴けり上げてそこに収める。俺おれには造ぞう作さもないことだが、羽は住ずみの妹は感心した様子で目をパチクリさせていた。

「で、とりあえずそのゴールにブチ込めばいいんだな？」

「あ、はい。それじゃあ雛ひながディフェンスをやりますね」

「こら！　何勝手に始めようとしてんのよ！」

　部長の子が叫さけんだ。同時に同級生らしき数人を連れて羽は住ずみの妹を囲うように布ふ陣じんする。スポーツというよりは、これから合かつ戦せんでも始めようかという雰ふん囲い気きだ。

「先せん輩ぱいの好きにはさせません！　そのボールもラケットも返してもらいますから！」

「なんだ、相手してくれるのか？　嬉うれしいじゃねえか」

　と、こうなるとむしろ悪役気分だ。ノリノリで下品な笑えみを浮うかべる俺おれに対し、袖そで森もりはラケットを抱だきかかえたまま不安そうな顔を覗のぞかせる。

「蜂はち賀が、わたしは何をすればいいんだい？　こ、こんな風にラケットを持たされてもわたしは何がなんだか……」

「心配すんなよ。動いてもいいし、動かなくてもいい。とにかく任せとけって。じゃ──始めようか！」

　そう言って俺おれは駆かけ出だした。腕うでには袖そで森もり。その先にはラケットとボール。部長を先頭に、ラクロス少女たちも動き出す。体を捻ひねって襲おそい来るラケットをかわし、両側から進路を塞ふさぐ二人をフェイントであしらってゴール前へ飛とび込こむ。

　神経回路は本能直結。制服に革かわ靴ぐつ、幼よう稚ち園えん児じを抱かかえていても、人生を賭かけて鍛きたえあげた俺おれの体は中学生なんかに負けはしない。袖そで森もりごと大きく上半身を回転させ、ポストの隅すみに向かってシュートを放つ。羽は住ずみの妹が必死に食らいつき、ラケットの先せん端たんでボールを弾はじいた。

「っ、中々やるわね……っ！」

「は、はちがっ！　そんな風に勢いよく動かないでくれ！　目が回ってしまいそうだ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、すぐに慣れる。ほら、もう一度だ」

　羽は住ずみの妹が投げて寄よ越こしたボールを受け取り、再びラクロス部員たちと向かい合う。その顔には困こん惑わくの色が見て取れた。同じように駆かけ出だせば、今度はちゃんとフォーメーションを組んで向かってくる。が、俺おれにとってはむしろやりやすい。絶ぜつ叫きようする袖そで森もりを腕うでの中で転がし、一人かわして遠くからゴールを狙ねらう。守備に回った部長の子はシュートを受け止め損そこね、ラケットの柄えでボールを跳はね上あげた。俺おれにはそれがチャンスに見えた。

「ッ、行くぞ袖そで森もり！」

「ちょ、ま、待ってくれっ！」

　燃え上がる闘とう争そう本能。溢あふれ出だすアドレナリン。抗こう議ぎの声を無視して、俺おれは袖そで森もりの体ごとラケットを放り上げた。放物線を描えがく、袖そで森もりとボール。上空高く、重なり合う。啞あ然ぜんとするディフェンス陣じんを搔かき分わけ、俺おれは落ちてきた袖そで森もりの体を受け止めた。そしてラケットにボールが収まっていることを確かく認にんし、そのまま体を一回転させてネットを揺ゆらした。

「な、何よ今の……！」

「ありえないんですけど……」

「む、無茶がすぎるぞ蜂はち賀が！　死ぬかと思ったじゃないか！　危あやうく漏もらすところだったぞ！」

　言いながら、袖そで森もりは小さい足で俺おれの体を蹴ける。全く痛いたくも痒かゆくもない。それでも蹴けるのをやめようとしない袖そで森もりを見て、俺おれの心には得え体たいの知れない歓かん楽らくが湧わいてきた。

「いいじゃないか、今の俺おれとオマエだからできたことだ。こういうのも結構楽しいだろ？」

「た、楽しい!?　君は頭がおかしくなってしまったのかい!?」

「そうだよ、その通りだ。ホント、自分でもイカれてると思う。だからもう一回やろう」

「も、もう一回!?　君は何を言って──」

「よーし行くぞ！」

「ああこらっ！　はちがっ！」

　まあ、結局一回で終わらなかったことは言うまでも無い。ラクロス部員たちのプライドをズタズタに引ひき裂さき、気付けば俺おれたちは一時間近くを中等部のグラウンドで消費していた。

「うぅ……なんだか未いまだに生きた心地ここちがしないよ……」

　と、次の目的地まで歩く道すがら、袖そで森もりは俺おれの肩かたに顎あごを乗せてブツブツ呟つぶやく。対照的に、体をほぐした俺おれの心は危険なくらいスッキリ晴れやかだった。不気味な多幸感が全身を覆おおい、脳のう裏りによぎる警けい鐘しようを片手で軽く握にぎり潰つぶす。見事なまでに制御不能アンコントローラブル。俺おれの足は見えない力によって袖そで森もりの教室へ向けられていた。

「やっぱり学校デートといったら教室だろ。ここに来るのも二度目だな」

「二度目って、わ、わたしは毎日ここに来てるんだが……」

「まあそう言うなって。何か新しい発見があるかもしれないだろ？」

　なんて言いながら、勢い勇んで扉とびらを開ける。そこには一人だけ先客がいて、発せられた抑よく揚ようの薄うすい声に袖そで森もりの体は震ふるえ上あがった。

「…………蜂はち賀が、くん？」

「おっと、奇き遇ぐうですね、百どう々どう先せん輩ぱい。こんなところで会うなんて」

「…………奇き遇ぐうって、ここ、私の教室なんだけど。袖そでちゃんの教室でも、あるけれど」

「ああそうか。でも先せん輩ぱい、部活はどうしたんです？」

「…………これから。今日きようは先に、宿題を済ませたかったから。それより、私も聞きたいことが、あるんだけど」

　そう言って百どう々どう先せん輩ぱいは小さく首を傾かしげる。次の言葉は今の俺おれにも予測ができた。

「…………なんでずっと、袖そでちゃんを抱だっこしているの？」

「ち、違ちがうんだ百どう々どうちゃん！　これは別になんでもなくてっ！」

「…………？　なんでもないのに、抱だっこしてるの？」

「まさか、そんなことあるわけないじゃないですか。俺おれとコイツはデ──」

「ば、ばかっ！」

　と一声、俺おれの口をぷくっと柔やわらかな両手が塞ふさぐ。蓋ふたとしては甚はなはだ不十分だが、慌あわてた様子が可愛かわいくて俺おれは言葉を止めた。

「…………デ？」

「で、デモクラシーだよ百どう々どうちゃん！　意味はわかるだろう!?」

「…………？」

「うぅ……は、はちがぁ、君もちゃんと説明しておくれよぉ……」

「オイオイ、俺おれはちゃんと本当のことを言おうとしたじゃないか、これはデ──」

「あー！　あーっ！」

「…………袖そでちゃん、ちょっと、うるさいんだけど」

「だ、だって蜂はち賀がが変なことをっ！」

「…………でも、よかった。袖そでちゃん、元気になったみたいで」

「なぁっ!?」

「…………窓から見てたけど、グラウンドで遊んでるときも、楽しそうだった。蜂はち賀がくん、あなたって、運動もできたのね」

　そう言って百どう々どう先せん輩ぱいは小さく微ほほ笑えむ。相変わらず、袖そで森もりは腕うでの中でもがいていた。

「…………それにしても、今日きようの袖そでちゃん、いつもより小さい。ねえ私も、抱だっこしていい？」

「百どう々どうちゃんまで!?」

「それはダメですよ。今日きようはコイツとの特別な日なんで。今日きようだけは俺おれが独どく占せんします」

「…………ずるい。それなら、蜂はち賀がくん、代わりに私の髪かみ、梳とかしてくれる？」

「それもダメです。今日きようだけは」

「…………むぅ、蜂はち賀がくんのいじわる。デートだからって、袖そでちゃんばっかり構いすぎ」

「はわっ!?　どどど百どう々どうちゃん!?　君は何を言っているんだい!?」

「…………そっか、デートじゃなくて、デモクラシー、だったわね？」

　横目を向け、ニヤリと小さく口こう角かくを上げる百どう々どう先せん輩ぱい。袖そで森もりは言葉を失い、ヘナヘナと俺おれの肩かたにもたれかかった。

「なんだよ、恥はずかしがることないだろ？　これが初めてってわけじゃ無いんだから」

「友達にバレるのは話が別だよ！　しかも百どう々どうちゃんにだなんて、絶対にからかわれるじゃないか！」

「…………あら、私はお邪じや魔まだった？　二人きりがいいのなら、私は部活に行くけれど」

「ほら！　さっそくこんなこと言ってるじゃないか！」

「うーん、そうですね……二人だけでやりたいこともあるんで、迷めい惑わくじゃなければここは」

「にゃぁっ！　き、君までなんてことを言ってるんだい!?　百どう々どうちゃん、好きなだけここにいてくれていいんだからね!?」

「…………そう、なら私はこれで」

　と、立ち上がる百どう々どう先せん輩ぱいにしがみつく袖そで森もり。必死な面おも持もちで、袖そで森もりは言った。

「わ、わたしを一人にしないでくれ！　恥はずかしくて死んでしまいそうだ！」

「…………一人じゃない、でしょ？　袖そでちゃんには、蜂はち賀がくんがいるじゃない」

「その蜂はち賀がが！　今日きようはなんだか変なんだ！　わたしの体を放り投げるし変なことばっかり言うし、これじゃあわたしの身が保もたないよっ！」

「…………そう。でも、楽しそうでいいじゃない。袖そでちゃんは、楽しくないの？」

「た、楽しそうって……あっ、ま、待ってくれっ！」

　懇こん願がん虚むなしく、百どう々どう先せん輩ぱいは袖そで森もりの手を解ほどいて教室の出口まで歩み出る。それから振ふり向むきもせず、足だけ止めてこんな言葉を残した。

「…………蜂はち賀がくん、何をするつもりか知らないけど、袖そでちゃん泣かせたら、許さないから」

「それじゃ、ブッ飛ばされる覚かく悟ごはしておきます」

　消えていく背中に向け、俺おれは言った。袖そで森もりは追いかけようとしてジタバタ暴れるが、幼よう稚ち園えん児じ並みの体たい軀くじゃ片かた腕うでからも逃のがれられない。

　真まっ赤かな顔で決して目を合わせようとしない袖そで森もり。満たされる独どく占せん欲。過か剰じよう分ぶん泌ぴつされるドーパミン。なぜだか、今の俺おれにはこれが絶好のタイミングに思えた。

「……さて、これで二人きりだな、袖そで森もり」

　言いながら、俺おれは立ち上がった。あとは俺おれの思いをぶつけるだけ。不安が一いつ瞬しゆんだけ顔を覗のぞかせる。が、強きよう烈れつな全能感がすぐにそれを押おし潰つぶす。

　脳内麻ま薬やくの作り出したまやかしの全能感。上う手まく伝えられるだろうかなどという弱気な心配は頭から消え去り、抗あらがいがたい力を受けて口元が不自然にニヤつく。そんな俺おれを一いち瞥べつして、袖そで森もりは何を思ったのだろうか、声にならない悲鳴を上げて俺おれの股こ間かんを蹴けり上げた。

「ふぐっ……！」

　今度は俺おれが悲鳴を漏もらす番だった。同時に緩ゆるんだ腕うでから袖そで森もりが抜ぬけ出だす。悶もん絶ぜつする俺おれから距きよ離りを取り、袖そで森もりは叫さけんだ。

「今日きようの君は本当にどうかしてるぞ！　そんな風にニヤニヤして、君はわたしに何をするつもりなんだい!?」

「な、なんにもしないよ、なんにもしないから、ほら、コッチおいでって、ほら！」

「い、嫌いやだっ！」

　と一声、袖そで森もりは駆かけ出だす。教室を出て、階段の方へ。俺おれは反射的にそのあとを追った。

　果たして恐きよう怖ふのためだろうか、袖そで森もりの足は滅め茶ちや苦く茶ちや速い。短い両足に手まで使って、ほとんどウサギみたいに廊ろう下かを疾しつ走そうする。角を曲がり、階段ホール。ようやく追いついて下り階段へ先回りする俺おれ。だが袖そで森もりは既すんでのところで方向転てん換かんし、屋上へ繫つながる階段を駆かけ上のぼっていった。




　扉とびらを出ると、屋上はすっかり夕日に焼かれていた。その中央で、袖そで森もりは苦しそうに息を弾はずませながら小さな影かげを落としていた。

「はぁ、はぁ、き、君は本当に、なんのつもりなんだい？　こ、こんな風に、わたしを、追いかけて……」

「だから言っただろ、なんのつもりということもない。ただオマエに、伝えたいことがあるだけだ」

「伝えたい、こと……？」

　頷うなずきながら、俺おれは袖そで森もりに歩み寄る。袖そで森もりは再び逃にげ出だした。向かいにあるもう一つの階段へ向かって。しかし体力を使い果たしてしまったのだろう、先さき程ほどまでのすばしこさは無い。俺おれは袖そで森もりの背中に手を当て、階段に繫つながる扉とびらの横、灰色の壁かべにその体を追おい詰つめた。

「は、はちがぁ……」

　夕日を背中に浴び、筋肉質な男のシルエットが袖そで森もりを覆おおう。まるで自分の中に袖そで森もりを閉とじ込こめてしまったかのような、そんな光景。瞬しゆん間かん的に湧わき上あがった衝しよう動どうに駆かられ、俺おれは片手で袖そで森もりの頭上、苔こけの浮ういたコンクリートをドンと叩たたいた。

「ひゃうっ！」

　袖そで森もりは全身を縮こませて涙なみだ目めを向ける。許しを請こうかのような表情。頭ず蓋がい骨こつの内側で何かがプチプチと死んでいく。気付けば俺おれは自分の顔を寄せ、言葉を紡つむぎ出そうとしていた。

「……なあ、袖そで森もり」

「ま、ままま待ってくれはちが！　こ、こういうのはだめだ！　だめだからっ！」

「ダメって、なんでだよ？」

「だ、だってこんな、わたしはこんな姿なのに……っ！」

「オマエがどんな姿かなんて、俺おれには関係ない。俺おれみたいなバカにはな。なあ袖そで森もり……」

「や、やめっ！」

　袖そで森もりは俺おれの顔に両手を押おし当あてる。まるで人ひと喰くいザメに対する最後の抵てい抗こう。俺おれは嚙かみつくふりをしてガチッと歯を鳴らす。「ひぅっ」と小さく悲鳴を上げて手を引ひっ込こめる袖そで森もり。すかさず、俺おれは空いていた左手でそれを摑つかんで壁かべに押おし当あてた。

「うぅ……こ、怖こわいよはちがぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶ──怖こわいのも、最初だけだ」

　俺おれは言った。そして自分の言葉が脳内に反はん響きようし、俺おれはようやく気付いた。

　何かがおかしい。何かがすっかり、ズレてしまっている。

　俺おれは一体何を言っているんだ？　俺おれは一体、何をしようとしているんだ？　袖そで森もりは一体、何に対して怯おびえているんだ？　悦えつ楽らくに浸ひたる本能の向こうで、脳のう味み噌その端はしっこにしがみついた小さな理性が必死の警告を発していた。

　俺おれは袖そで森もりの姿を見た。自分の半分しかない小さな体。両りよう腕うでを頭上に拘こう束そくされ、クリクリとした両目には涙なみだが浮うかび、首筋にも内うち腿ももにも熱っぽい汗あせを垂らしている。頰ほおも真まっ赤か、おでこも真まっ赤か。姿すがた形かたちは幼よう稚ち園えん児じでも、その反応は完全に女子のソレ。庇ひ護ご欲と嗜し虐ぎやく心を同時に刺し激げきする、何かとてもアンバランスで危険な魅み力りよくに満ちている──

「や、やめておくれよ……」

　袖そで森もりは首をフリフリ、顔を背そむける。無意識の内、俺おれはそんな袖そで森もりの顎あごに手を添そえ、幼いながら形の整った唇くちびるを指でなぞっていた。熱い吐と息いきは親指の腹を湿しめらせ、首筋の鼓こ動どうは腕うでを伝って心臓の裏側をゾクゾクと撫なで上あげる──俺おれは完全に暴走していた。

　瞬しゆん間かん、叫さけび出したくなるような恐きよう怖ふを感じた。違ちがう。違ちがう。俺おれはこんなことがしたかったんじゃない。俺おれはただ……と、同時に痛いくらいの欲望が恐きよう怖ふもろとも俺おれの理性を弾はじき飛とばす。

　違ちがわないだろう。同じことだ。とどのつまり、オマエのしたかったことはこういうことだ。

　何も違ちがわない。こういうことなんだ。




　他の皆みんなじゃ、駄だ目めなんだ。




「き、君はロリコンじゃないだろう……なんでこんなわたしを……」

「関係ねえって、言っただろ？　見た目なんざ、ハッ、俺おれにはどうだっていい」

　俺おれを止めるものなど、もう何も無かった。本能直結。制せい御ぎよ不能。この期ごに及およんで失敗を重ねようとする俺おれを、檻おりから解放されたバケモノが舌なめずりして見つめている。

　崩ほう壊かいまで、一直線。

　しかも今回は、その裏にある感情がいつもと違ちがっていた。

「見た目なんか、どうだっていい。どうだっていいんだ。俺おれは、だって、俺おれは、オマエと──」

「は、はちが……っ」

　そう、いつもと違ちがう。

　相手は袖そで森もり。

　自分の百倍、大切な存在。

　だからこそだろう、次の瞬しゆん間かん頭部を襲おそった衝しよう撃げきが、俺おれには神の救いにすら思えた。

「──にやってんのよこのド腐ぐされロリコン変態魔ま神じんッ！」

　それは見事な回まわし蹴げりだった。俺おれの体はフェンスまでふっ飛ばされ、金かな網あみを歪ゆがませて無残に転がった。ようやく、俺おれは平静を取とり戻もどすことができた。そして羽は住ずみへの感謝と共に、死にたくなるほどの後こう悔かいの念が心に湧わいた。

　また、失敗だ。

　どうしようもない、本当にどうしようもない、最悪の失敗だ。

「クソ、クソッ……やっぱりダメなのかよ、やっぱり俺おれにはこんなことしかできねえのかよ……」

「そ、袖そで森もりさん、大だい丈じよう夫ぶですの!?」

　日ひ出じ宮みやが放心状態の袖そで森もりに駆かけ寄よる。袖そで森もりはヨロヨロと尻しりもちをつき、日ひ出じ宮みやの言葉にも無反応。ただずっと、さっきまで俺おれの顔があった虚こ空くうを見つめていた。側には羽は住ずみの妹もいた。姉の方はというと、痛そうに足をさすりながら俺おれの顔を見下ろしていた。

「全く、勝手にデートなんておっ始めて何かと思えば……アンタ正気？」

「……すまない、全く正気じゃなかった。本当にすまない……」

「アタシに謝あやまってどうすんのよ。アンタってホントどうしようもないわね。このクズ、ド変態」

「チクショウ、返す言葉もねえよ……俺おれはホントにどうしようもねえクズ野や郎ろうだ……いっそこのまま殺してくれ……」

「っ！　そんなこと言うのならサッサと起き上がって殺されてきなさい！」

　元より俺おれもそうするつもりだった。だが全くといっていいほど体に力が入らなかった。動くのは頭だけ。首から下は、まるでフリーズを起こしたかのようにダラリと横たわっていた。

　俺おれは袖そで森もりを見つめていた。すると袖そで森もりもその視線をこちらに向けた。袖そで森もりは今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。そして四よつん這ばいになって、俺おれの側まで来てくれた。

「袖そで森もり……すまない、俺おれはバカだ。大バカヤロウだ。殴なぐってくれ。思いっ切り」

「っ！」

　袖そで森もりは平手で俺おれの頰ほおを叩たたいた。全力なのか、そうじゃないのか、いずれにしろ痛いたくも痒かゆくもなかったのが無む性しように悲しかった。袖そで森もりは俺おれの頭を両手で抱かかえ、くしゃくしゃな顔で言った。

「こ、怖こわかったぞはちがっ！　あれは一体なんのつもりだったんだい！　伝えたいことがあったんじゃなかったのか！　あれが君の伝えたかったことなのか！」

「……違ちがう。それは断じて違ちがう。俺おれはオマエにあんなことがしたかったんじゃない。俺おれは、俺おれはただ……すまない」

「謝あやまってくれだなんてわたしは言ってないぞ！　このバカ蜂はち賀が！　バカなのはバグのせいか!?　それとも元からなのか!?」

「……そうだな、バグは言い訳だ。俺おれがバカなのは、きっと元からだ……」

　俺おれがそう答えると、袖そで森もりはもう一度俺おれの頰ほおを叩たたいた。

　どういうわけか、今度はその一撃がちゃんと痛かった。

「君がバカなのはバグのせいだ！　わたしはちゃんと知ってる！　わたしは昔の君についても知ってるし、今の君については誰だれよりもよく知ってる！　あんな暴走、いつものことじゃないかっ！　わたしにはちゃんとわかってるんだ！」

「袖そで森もり……？」

「だから、だからちゃんと教えておくれよ蜂はち賀が……君が何を言おうとしていたのか、わたしに何を伝えてくれようとしていたのかを……このままおしまいなんて、そんなの、そんなの寂さびしいじゃないか……」

　袖そで森もりの目から、初めて涙なみだが落ちた。真まっ直すぐ下、俺おれの頰ほお、バグのマークに。

　気付けば日ひ出じ宮みやも羽は住ずみ姉妹しまいも、俺おれの顔を覗のぞいていた。

「……俺おれは、俺おれはただ、こう言いたかっただけなんだ。俺おれじゃダメなのかって。俺おれたちじゃダメなのかって。皆みんなと一いつ緒しよがいいだなんて、そんなこと言うんじゃねえよ。他のヤツらなんて、どうでもいいじゃねえか」

「蜂はち賀が……」

　言葉は自然と、口を突ついて出てきた。

「バグはクソだ。いいことなんてなんにも無い。考えごともできないし、オマエのことまで傷つけかけた。こんなもん、無けりゃいいにこしたことはない。こんなもんを個性だなんだと抜ぬかすヤツはブン殴なぐってやりてえよ。だが、残念ながら俺おれはバグってる。バグっちまってるんだ。でもって、バグった俺おれは、オマエが同じ〝バグ持ちアブノーマル〟でよかったと思ってる。オマエが〝バグ持ちアブノーマル〟じゃ無かったら、きっと俺おれはここにはいない。何もかも、オマエのおかげだ」

「わたしのおかげ……？」

「そうだ、オマエのおかげだ。俺おれはオマエに助けられた。で、俺おれはまだオマエの助けを必要としてる。自力だなんだと強がりばっかり言ってたが、結局俺おれは一人じゃなんにもできないんだ。袖そで森もり、俺おれは助けられるならオマエがいい。この期ごに及およんでこんなことを言うのもなんだが、俺おれはオマエとずっと一いつ緒しよにいたい。学校なんて無くたって、卒業して大人おとなになったって、俺おれはオマエと一いつ緒しよにいたい。グチャグチャな時間だっていい。オマエがどんな姿だって俺おれには関係ない。俺おれはバカだから、オマエの苦しみなんてこれっぽっちもわからない。俺おれには、グチャグチャな時間でも一生一いつ緒しよにいて思い出の中で並び替かえれば同じことだと思えるんだ。俺おれが言いたかったのは、ただそれだけだ。昔に戻もどりたいだなんて、言うんじゃねえよ」

　長らく胸に支つかえていた何かが取れたような気がした。俺おれの頭は袖そで森もりに抱だき締しめられていた。

「わかった、わかったよ蜂はち賀が……元に戻もどりたいなんて、バグは嫌いやだなんて、わたしはもう言わない。福祉美化委員会ＦＢＩは永遠不ふ滅めつだ。もう、君もわたしも、一人じゃない……」

「そうだ。少なくともオマエは、一人じゃない」

　言いながら、ようやく力を取とり戻もどした片かた腕うででポケットをまさぐる。出てきたのは入会届。軽く皺しわを伸のばし、そこに自分の名前が書かれていることを確かく認にんして、俺おれは袖そで森もりに渡わたした。
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「……こんなだから、やっぱり俺おれは向かないと思う。でも、もしよかったら、俺おれもオマエの委員会に入れてくれないか？」

　袖そで森もりは何度も頷うなずいてくれた。バグを発現して初めて、俺おれはこんな世界も悪くないと思えた。







「──なんだか、納なつ得とくいきませんわ」

　委員会室で俺おれの膝ひざに座すわる袖そで森もりを見ながら、不ふ機き嫌げんそうな顔で日ひ出じ宮みやが言った。ちなみに今日きようの袖そで森もりは珍めずらしく歳とし相応の姿をしている。所謂いわゆる女子高生らしい姿。それで俺おれのあぐらに乗ってるものだから、足の感覚はほとんど無くなっていた。

「ふっふーん、羨うらやましいかい日ひ出じ宮みやちゃん？　残念だけどわたしの勝ちだ。もう日ひ出じ宮みやちゃんには渡わたさないよ」

「その『貴女あなたの勝ち』というのがわたくしには納なつ得とくできませんの。どうしてあれで貴女あなたの勝ちになりますの？　袖そで森もりさん、貴女あなたは『勝ち』という言葉の意味を本当にご存知ですの？」

「負まけ惜おしみを言っても無む駄だだよ、日ひ出じ宮みやちゃん。わたしは蜂はち賀がじゃ無いんだ、そんな言葉に惑まどわされるほど馬ば鹿かじゃない。負けを認めたまえ、蜂はち賀がはわたしのものだ」

「オマエのもの？」

「ですから、そこですの。貴女あなた、もしかして勘かん違ちがいなさっているのではなくて？　わたくし思うんですけど、あれは愛の告白などでは無かったはずですわよ？」

「ははっ、何を言うかと思えばそんなことか。あれが告白じゃ無かったら、一体どんな言葉が愛の告白になるというんだい？　ねぇ蜂はち賀が、君も何か言っておくれよ？」

　そう言って袖そで森もりは悪戯いたずら猫ねこの笑えみを向ける。

　俺おれは困こん惑わくした。俺おれには二人が一体なんの話をしているのか、見当もつかなかったのだ。

「アレってなんのことだ？　愛の告白だなんだと言われても、俺おれには経験も無いから何もわからんぞ」

　俺おれは言った。すると袖そで森もりは表情を一変、驚きよう愕がくした様子で目を丸くする。

「ほらご覧なさい。あれは言葉通りの意味でしかありませんわ。一いつ緒しよにいたいって、つまりこういうことですの。こんな風に、一いつ緒しよにいることを指してるだけですの」

「そ、そうだったのか蜂はち賀が!?　蜂はち賀が、そうだったのか!?」

「ああこら、襟えりを摑つかむなっての！　伸のびちまうだろうが！」

　そう言って俺おれは自分の体から袖そで森もりを引ひき剝はがした。両手を摑つかんでバンザイの姿勢。なんだかこれじゃあホントに猫ねこだ。横では日ひ出じ宮みやがクスリと微ほほ笑えむ。

「じゃ、じゃあ君はなんでわたしを膝ひざの上になんて乗せているんだい!?」

「知らねえよ、オマエが勝手に乗ってきたんじゃないか。気に入らないならサッサと降りろ」

「き、君という男は……っ！」

「それに、この人なら愛の告白はきっとこう言うはずですわ」

　と、日ひ出じ宮みやは袖そで森もりの耳元に口を寄せる。何を言ったのかは俺おれにもわからない。ただ、日ひ出じ宮みやが顔を離はなすと袖そで森もりは真まっ赤かになっておずおずと俺おれの膝ひざから降りた。

「そ、そういうのはまだわたしには早いかな……」

「でしたら、まだ勝負はこれからですわね。難なん儀ぎですわ。こんな戦い、不毛ですもの」

「……なんだか知らんが喧けん嘩かはやめろよ？　〝バグ持ちアブノーマル〟同士で喧けん嘩かなんて、それこそ不毛だ」

「ですわね」

「こんな世界だ。受け売りの言葉だが、俺おれたちくらいは助け合わなきゃならん。だってそうだろ？　残念ながら、俺おれたちはバグっちまってるんだから」

　そうこうしている内に、羽は住ずみ姉妹しまいも現れた。閉じたドアの向こうには、未いまだ手書きの案内紙が貼はり付つけられていた。




『福ふく祉し美化委員会─ＦＢＩ─　本部室　依い頼らい歓かん迎げい（どんな困りごとでもお助けします！）』










　　　あとがき




　無から有を生み出せるのは、神様かプログラマーくらいのものでしょう。

　そう、無、あるいはそれに準じる極きわめて曖あい昧まいな『要求』なるドキュメントから、プログラムは生み出されるのです。そしてプログラム・コードとは極きわめて神秘的かつ難なん解かい難なん透とうなものであり、それを生み出した神に等しき存在が現場を去ったそのとき、千年王国の終しゆう焉えんのごとく、罪ユ深ーきザ上・位ジ者ヨたーちシを絶望の闇やみへと誘いざなうのです。




　えっ、絶望するのは善ヒ良キなツるイ下ダ位ヤ者ツだって？　失敬、そうかもしれない。




　というのが、今回の物語の前ぜん日じつ譚たんです。こんにちは、佐さ々さ山やまプラスです。

　さて、本副どちらも何かを作る仕事をしているせいか、最近は身の回りのモノにいろいろな疑問を抱いだくようになりました。

　このアプリは開発にどれくらいの時間をかけたのだろうかとか、

　このボールペンはどんな設備で製造したのだろうかとか、

　この漫まん画がのタイトルにはどんな思いがあってこのフォントを選んだのだろうかとか、

　この曲を作ったときに作曲家はどんな気分だったのだろうかとか、

　自分の頭にはどうしてこんなに白髪しらがが多いのだろうかとか、

　神様がいるとすれば、どういう目的で自分を作ったのだろうか、とか。




　善よし悪あしはともかくとして、何かしらの理由や目的、事情はあるのでしょう。そして、そうやって作られたものに対して私たちがどう感じるか、好か嫌か、その感情にも理由や原因、事情はあるのでしょう。




　勿もち論ろん、今回のコレは女の子をたくさん書きたかっただけです。ハイ。




　以下、謝辞を申し上げます。

　担当のＡさん、Ｋさん、今作も大変お世話になりました。イラストをお引き受けくださいました霜しも月つきえいとさん、ありがとうございます。ラフをいただけたので部屋に飾かざってあります。ReadyToCreateメンバー諸氏、関係者の皆みな様さまにも感謝申し上げます。




　そして何より、本作をお手にとっていただけました貴方あなたに、最上の感謝を。


佐さ々さ山やまプラス
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佐さ々さ山やまプラス

静岡出身の工学系男子。先日職場でプログラミングパラダイムについて熱弁していたら、先輩に「セクハラだ」と怒られました。興奮しすぎだと。

……もしかすると、僕にはこっちの仕事の方が健全なのかもしれません。
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イラスト／霜しも月つきえいと

埼玉県在住のプロの引きこもり。

人と会話する機会がほとんどないため声帯が貧弱である。

座右の銘は『果報は寝て待て』

実は第15回電撃イラスト大賞入賞者でもある。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐々山プラス先生」係

「霜月えいと先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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